名人 地獄 


国 枝史郎 


消えた 提灯、 女の 悲鳴 

「 …… 雪の 夜半、 雪の 夜半 …… どうも 上の句が 出ない 

わい」 

寮の あるじ はつぶ やいた。 今、 パッチ リ 好い 石 を 置 

いて、 ちょっと 余裕が 出来た のであった。 

「まず ゆっくり お考えな され。 そこで 愚 老は雪 一見」 

立ち上がった あるじ は 障子 を 開けて、 縁の 方へ 出て 

行った。 

「降った る 雪 かな、 降り も 降ったり、 ざっと 三寸 は 積 

もった かな。 …… 今年の 最後の 雪で もあろう か、 これ 


からだん だん 暖かくな ろうよ」 

「しかし 随分 寒う ござるな」 

侍 客 はこうい つて、 じっと 盤面 を 睨んで いたが、 「き 

ちがい 雪の 寒い ことわ」 

「 …… 雪の 夜半、 雪の 夜半 …… 」 あるじ は 雪景色 を眺 

めて いた。 

「よい 上の句が 出ない と 見える」 

「よい 打ち 手が めつ からぬ と 見える」 

こうぜん 

二人 は 哄然と 笑い 合った。 

「これから だんだん 暖かくな ろう」 あるじ はまた も 

つぶや 

玄 ハ た。 

口  V  J/ 


「しかし 今日は 寒う ござるな」 侍 客が まぜ つ かえす。 

「さよう。 しかし 余寒で ござる よ」 

「余寒で 一 句 出来ません かな」 「さよう さ、 何 かで つち 

したもえ  ゆきげ 

上げましょう かな。 下萠、 雪 解、 春 浅し、 残る 鴨な ど 

はよ い 季題 だ」 「そろそろ うぐいすの 啼き 合わせ 会 も、 

根 岸 あたりで 催されましょう」 

ぼんせき こうかい 

「盆石、 香 会、 いや 忙しい ぞ」 「しゃくやくの 根分け も 

せず ばなら ず」 「喘息の 手当 もせず ばなら ず」 「アツ ハ 

ハハ、 これ はぶち 壊し だ。 もっともそう いえば、 しも 

やけ あかぎれの、 予防 もせず ばなります まいよ」 

「いよいよ もって 下がり ましたな。 下がった ついでに 


食い物の 詮議 だ。 ぼらに かれいに あさりな どが、 そろ 

はとめし 

そろ しゅんに はいりました な。 鳩 飯な ど は 最もお つ 

で」 「ところが 私 は 野菜 党で な、 うどに くわいに うぐい 

すなと きたら、 それ こそ 何よりの 好物で ござる よ。 さ 

わらびと きたら 眼が ありま せんな」 「さといも。 八ッ 

頭 はいかが で ござる」 「 い や はや 芋 類 はいけ ません な」 

「万 両、 まんさく、 水仙 花、 梅に 椿に 寒 紅梅 か、 春先の 

花 はよう ござるな」 「そのうち 桜が 咲き出します」 「世 

間が 陽気になります て」 —— 「そこで 泥棒と 火事が 

ま や 

流行る」 

「その 泥棒で 思い出した。 噂に 高い 鼠 小僧、 つかまり 


あるじ 

そう もありません かな？」 ふと 主人 はこん な 事 をい つ 

た。 

「つかまりそう もありません な」 

かみ  め こぼ 

「彼 は 一個の 義賊と いうので、 お 上の 方で もお 目 零し 

をな され、 つかまえな いので はありますまい かな？」 

「さような こと はありますまい」 客の 声に は 自信が 

あった。 「とらえられぬ は 素早い からで ござる よ」 

「はは あさよう でございます かな。 いや ほかならぬ あ 

なた のお 言 葉 だ。 それに 違い は ございますまい」 

「わし はな」 と 客 は 物う そうに、 「五 年 以前 あの 賊 のた 

めに、 ひどく 煮え湯 を 呑ませられ ましてな。 …… いま 


だに 怨み は 忘れられません て」 

「おやおや そんな 事が ございまし たかな。 五 年 前の 

ぐじょう さま  うた 

郡 上様と いえば、 名 与力と して 謳われた もの だ。 その 

貴郎の 手に 余った といえば、 いよいよ もって 偉い 奴で 

つつみ か ご 

ござるな。 …… おや、 堤 を 駕籠が 行く そうな。 提灯 

の 火が 飛んで 行く」 

「水神 あたりのお 客で しょうよ。 この 大雪に 駕籠 を 走 

らせ、 水神 あたりへ しけ 込む と は、 若くなければ 出来 

ない 道楽 だ」 

「お 互い 年を取り ましたな。 私 はもう これ 五十 七 だ」 

わし 

「私 は 三つ 下の 五十 四で ござる」 


かんさい 

「あつ」 と 突然 寮の あるじ 一 閑 斎 は 声 を 上げた。 「提 

灯が！ 提灯が！ バ ッサリ と！」 

ぽ くて ハ 

その 時 墨堤の 方角から、 女の 悲鳴が 聞こえて 来た。 

「はは あ 何 か 出ました な」 

—— 与力の 職 を 長男に 譲り、 今 は 隠居の 身分ながら、 

ひぜんの かみ  かがの かみ  たじ まの かみ  いずみの かみ 

根 岸 肥 前 守、 岩 瀬加賀 守、 荒 尾但馬 守、 筒井 和 泉 守、 

あだな  はリ まど 

四 代の 町奉行に 歴仕して、 綽名 を 「玻璃 窓」 と 呼ばれ 

たと ころの、 郡 上 平 八 は 眩いた が、 急に ニヤ リと片 笑 

い をす ると、 

「やれ 助かった」 と 手 を 延ばし、 パ チリと 黒 石 を 置い 

たもので ある。 「まず これで 脈 は ある」 


「それ はわから ぬ」 とどな つたの は、 縁の 上の 一 閑 斎 

で、 「刃の 稲妻、 消えた 提灯、 ヒ— ッ という 女の 悲鳴、 

殺された に 相違ない！」 

「いや 私 はきの 事 だ」 

「ナニ 碁？」 と、 いかにも あきれた ように、 「人が 殺さ 

れ たの だ！ 人が 殺された の だ！ 行って 見ましょう。 

さあさあ 早く！」 

「いや、 それなら 大丈夫」 平 八 老人 は悠々 と、 「提灯の 

消えた の は 私に も 見えた。 が、 私に はお 前 様の いう、 

刃の 稲妻 は 見えなかった」 

「フ、 フ、 フ、 フ、 実は そのな。 ：••： 」 


「お前 様に も 見えな か つ た 害 だ」 

「さよう、 実は、 おまけで ござる よ」 

「芝居気の 抜けぬ 爺 様 だ。 刃の 稲妻の 見える に は、 い 

ささ か 距離が 遠過ぎる」 

「 …… が、 あの 悲鳴 は？ 消えた 提灯 は？」 

「それが さ、 変に 間延びし ている」 

ひとごろし 

「 殺人 ではない のかえ？」 

「ナ— 二 誰も 殺され はしない」 

登場人物 はま さしく 五 人 


しかし 主人 は 不安そう に、 「確か かな？ 大丈夫 か 

な？」 

とし 

「三十の 歳から 五十まで、 寛 政 七 年から 文政 元年まで、 

ざっと 数えて 二十 年間、 私 はこの 道で は 苦労して いま 

す」 

「が、 そのお 偉い 『玻璃 窓』 の 旦那 も、 鼠 小僧に かかつ 

て はね」 

「あれ は 別 だ」 と 厭な 顔 をして 「鼠 小僧 は 私の 苦手 だ」 

つづみ 

おりから 同じ 方角から、 鼓の 音が 聞こえて 来た。 

とおざか 

ポンポン、 ポンポン、 ポンポンと、 堤に 添って 遠隔つ 

て 行った。 


すいかけ た 煙管 を 膝へ 取り、 平 八 老人 は 耳を澄まし 

たが、 次第に その 顔が 顰んで 来た。 

梅 はおお かた 散りつ くし、 彼岸の 入り は 三日 前、 早 

い 桜 は 咲こうと いうのに、 季節 違いの 大雪が 降り、 江 

むさし  きょうかたびら 

戸 はもち ろん 武蔵 一円、 経帷子に 包まれた ように、 

真っ白に なって 眠って いたが、 ここ 小 梅の 里の 辺り は、 

家 もま ばらに 耕地 ひらけ、 雪景色に はもって こいで 

あった。 その 地上の 雪に 響いて、 鼓の 音 は 冴え返る の 

であった。 

「よく 抜ける 鼓 だな あ」 思わず 平 八 は 感嘆した が、 「こ 

れは 容易に は 忘れられ ぬわい。 ああ 本当にい い 音 だな 


あ。 …… しかし 待てよ？ あの 打ち方 は？ これ は 野 

暮だ！ 滅茶苦茶 だ！ それ にも拘らず よい 音 だな 

あ」 

ついと 平 八 は 立ち上がった。 それからの そりと 縁へ 

出た。 

「さて、 ご 老体、 出かけましょう かな」 

けげん 

「ナニ 出かける？ はて どこへ？」 一 閑 斎 は 怪訝そう 

であった。 

「刃の 稲妻 …… 」 と 故意と 皮肉に、 「消えた 提灯、 女の 

悲鳴、 雪に 響き渡る 小 鼓と あって は、 こい つうつ ちゃつ 

て は 置け ません からな」 「はは あそれ ではお 調べ か？」 


「玻璃 窓 の 平 八お 出張り > /ざる」 「鼠 小僧が おり ましよ 

ぅぞ」 「う うん」 とこれ に は 平 八 老人 も、 悲鳴 を 上げ ざ 

る を 得なかった。 「八 蔵 八 蔵！」 と 一 閑 斎 は、 下男 部屋 

の 方へ 声をかけた。 「急いで 提灯へ 火 を 入れて 来い。 

そうして お前 も 従いて おいで。 —— それで は 旦那 出か 

けましょう かな。 フ、 フ、 フ、 フ、 玻璃 窓の 旦那」 

そこで 皮肉な 二 老人 は、 庭の 上へ 下り立った。 下男 

の 提灯が 先に 立ち、 続いて 平 八と 一 閑 斎、 裏木戸 を 押 

すみ だづ つみ 

すと 外へ 出た。 と 広々 とした 一面の 耕地で、 隅 田 堤が 

長々 と、 雪 を 冠って 横仆 つていた。 雪 を 踏み 踏み その 

方角へ、 三人の 者は迪 つて 行った。 


堤へ 上って 見廻した が、 なるほど 死骸ら しい もの は 

ない。 血汐 一滴 零れて いない。 ただ 無数の 足跡ば かり 

が、 雪に 印され ている ばかりであった。 「提灯 を」 と 平 

八 はいった。 「 …… で、 あらかじめ 申して 置きます。 

こればかりが 手が かりで ござる、 足跡 を 消して くださ 

るな よ」 

八 蔵から 受け取った、 提灯 を ズィと 地面へ さしつけ 

のんき 

ると、 彼 は 足跡 を 調べ 出した。 もう 暢気な 隠居で はな 

ちと 

い。 元の 名 与力 郡 上 平 八で、 シャンと 姿勢 もき まって 

来れば、 提灯の 光 を まともに 浴びて、 キラ キラ 輝く 眼 

の 中に も、 燃える ような 活気が 充 ちていた。 一文字に 


結んだ 唇の 端に は、 強い 意志 さえ 窺われた。 昔 取つ 

きね づか  かが 

た杵 柄と でもい おうか、 調べ 方 は 手堅くて 早く、 屈ん 

だかと 思う と 背伸び をした。 膝 を 突いた かと 思う と 手 

を 延ばし、 何 か 黒い 物 を ひろい 上げた。 つと 立ち木の 

幹 を 撫でたり、 なお 降りしきる 雪空 を、 じっとし ばら 

く 見上げた りした。 堤の 端 を 遠 廻りに あるき、 決して 

内側へ は 足 を 入れない。 やがて 立ち上が ると 雪 を 払つ 

たが、 片手で 提灯の 弓 を 握り、 片手 を 懐中で 暖める と、 

たたず  かぎ リ 

しばらく 佇んで 考えて いた。 提灯の 光の 届く 範囲の、 

茫と 明るい 輪の 中へ、 しきりに 降り込む 粉雪が、 縞 を 

作って 乱れる の を、 鋭い その 眼で 見詰めて はいるが、 


それ は 観察して いるので はなく、 無心に 眺めて いるの 

であった。 

「疑惑」 と 「意外」 のこの 二つが、 彼の 顔に 現われて 

いた。 

「登場人物 は 締めて 五 人 だ」 彼 は 静かに やがてい つた。 

ニー 人 は 駕籠 舁き、 一 人 は 武辺 者、 そうして 一 人 は 若い 

女 …… 」 

「玻璃 窓」 平 八の 科学的 探偵 

「そうして 残ったもう 一 人 は？」 一 閑 斎が 側から 聞い 


た。 

わし 

「その 一 人が 私の 苦手 だ」 

「ええお 前 様の 苦手と は？」 

「 …… どうも、 こいつ は 驚いた な あ。 …… 」 平 八 はな 

おも 考え込んだ。 

「それじゃ もし や 鼠 小僧が ？ 」 

「なに。 …… いやいや。 …… まず さよう。 …… が、 一 

層こう いった 方が いい。 鼠 小僧に 相違ない と、 かって 

私が 目星 をつ け、 あべ こべ に 煮え湯 を 呑ませられた、 

ある 人間の 足跡が、 ここに はっきりつ いている とな。 

—— とにかく 順 を 追って 話して 見よう。 第 一番に この 


足跡 だ。 わらじの 先から 裸 指が、 五本 ニョッ キリ 出 

ていたと 見えて、 その 指 跡が ついている。 この 雪降り 

すあし 

に 素足に わらじ、 百姓で なければ 人足 だ。 それがず つ 

と 両国の 方から、 二つず つ 四つ 規則正しい、 隔たり を 

持って ついている。 先に 立った 足跡 は、 つま 先よりも 

かがとの 方が、 深く 雪へ 踏ん 込んで いる。 これ はかが 

とへ 力を入れた 証拠 だ。 背後の 足跡 はこれ と 反対に、 

つま 先が 深く 雪へ はいって いる。 これ はつ ま 先へ 力 を 

か ご か  さきぼう かつ 

入れた 証拠 だ。 ところで 駕籠 舁き という 者 は、 先棒 担 

ぎ はきつ と 反る。 反って 中心 を 取ろうと する。 自然 か 

あとぼう 

がと へ 力が はいる。 しかるに 後 棒 はこれ と 反対に、 前 


へ 前へ と 身 を 屈める。 そう やって 先棒 を 押し やろうと 

する、 だからつ ま 先へ 力が はいる。 で この 四つの 足跡 

は、 駕籠 舁 きの 足跡に 相違ない。 ところで 駕籠 舁 きの 

その 足跡 は、 ここまで やって来て 消えて いる。 …… と 

思う の は 間違いで、 河に 向かった 土手の 腹に、 非常に 

乱暴に ついている。 これ は 何物 かに 驚いて、 かご を 雪 

の 上へ ほうり 出した まま、 そっちへ あわてて 逃げた が 

ためで、 長方形の かご 底の 跡が、 雪へ はっきり ついて 

いる」 

こういいながら 雪の 積もった、 堤の 一 所 を 指差した。 

かご 底の 跡が ついていた。 


「こっちへ」 といいながら 平 八 は、 堤 を 横切って 向 こ 

う 側へ 行った が、 「何ん と 一 閑老 土手の 腹に、 乱暴な 足 

跡が ついていましょう がな？」 

「いかにも 足跡が ついています。 おおそう して あの 跡 

は？」 一 閑 斎 は 指差した。 その 指先の 向かった 所に、 

ひとが た いん 

雪に 人形が 印せられ ていた。 

「恐い 物見た さで 駕籠 舁き ども、 あそこへ ピッ タリ 

力ら だ  う 力が 

体 を 寝かせ、 鎌首ば かり を 堤から 出して、 兇行 を 窺 つ 

ていたので ござる よ。 で、 人形が ついた ので ござる」 

「何が い つたい 出た ので ござるな？」 「白刃 を さげた 

たくま 

逞 しい 武辺 者」 「そうして どこから 出た ので ござろ 


う？」 「あの 桜の 古木の 蔭から」 

こういいながら 平 八 は、 再び 堤 を 横切って、 元いた 

ぶろ 

方へ 引き返し たが、 巨大な 一 本の 桜の 古木が、 雪 を 鎧つ 

て 立って いる 根 もとへ、 一 閑 斎 を 案内した。 「ご覧な 

され 桜の 根 もとに、 別の 足跡が ございまし ようがな」 

「さよう、 たしかにあります な」 「すなわち 武辺 者が 先 

廻り をして、 待ち伏せ していた 証拠で ござる」 

「何、 待ち伏せ？ 先 廻りと な？ さような 事まで 分 

リま すかな？」 「何んでも ない 事、 すぐに 分ります」 平 

八 は 提灯 を 差し出し たが、 「両国の 方から この 根 もと 

まで、 堤の 端 を 歩く ようにして、 人の 足跡が 大股に、 


一 筋つ いてお りましょう がな。 これ は 大急ぎで 走って 

来たからで ござる。 堤の 真ん中 を 歩かずに、 端ば かり 

わ だか まリ 

選んで 歩いた というの は、 心に 蟠 があった からで、 

きま 

他人に 見られる の を 恐れる 人 は、 定 つてこう いう 態度 

と  しばらく 

を 執ります。 さて、 しかるに その 足跡た る や、 一 刻 も 

>  J ゆき  お お 

やまない 粉雪の ために、 薄く 蔽 われて おります が、 こ 

れが きわめて 大切な 点で、 ほかの 無数の 足跡と 比べて 

蔽 われ 方が 著し ゆう ござる。 つまり それ は その 足跡が、 

どの 足跡よりも 古いと いう 証拠 だ。 すなわち 足跡の 主 

人 公 は、 駕籠より 先に 堤 を 通リ、 駕籠の 来る の を 木の 

蔭で、 待って いた ことにな りましょう がな」 「いかにも 


これ は ごもっとも。 そして それから どうしました 

な？」 一 閑 斎 は 熱心に 訊いた。 

わし 

「まず 提灯 を 切り落としました」 「それ は 私に もうな 

ず かれる。 提灯の 消えた の は 私 も 見た」 

横 歩きの 不思議な 足跡？ 

「それから 駕籠へ 近寄りました。 その 証拠に は 同じ 足 

跡が、 これ このように 桜の 木蔭から、 駕籠の 捨てて あつ 

た 所まで、 続いて いるで は ござらぬ かな」 「なるほどな 

る ほど 続いて おります な。 そうして それから どうし ま 


したな？」 「駕籠から 女 を 引き出しました」 「さっき 聞 

こえた は 女の 悲鳴、 これ はいか さま ごもっとも。 駕籠 

にいた の は 女で ござろう」 「いや それば かりで は ござ 

いません。 女の 証拠 はこれ で ござる」 

きゃしゃ 

平 八 は 雪の 上 を 指差した。 たび を はいた 華奢な 足跡 

が、 幾 個 か 点々 とついて いた。 

「はは あなる ほど、 女の 足跡 だ。 が、 子供の 足跡と も 

いえる」 一 閑 斎 は 眩いた。 

「よろしい、 それで はもう 一 つ、 動かぬ 証拠 をお 目に 

掛けよう」 平 八 は 懐中へ 手 を 入れる と、 さっき 拾った 

黒い 物 を、 一 閑 斎の 前へ 突き出した。 


かみのけ 

「おやおや これ は 女の 頭髪 …… 」 

「根 もとから 一 太刀で きリ 落とした、 刀の 冴え を ご覧 

じろ。 きり 手 は 武辺 者に 相違 ござらぬ。 しかも 非常な 

まげ 

手練の 武士 だ。 …… ところで その 髪の 鬅の形 を、 一 閑 

かつや ま  しま だ 

老には ご存知 かな？」 「勝 山で なし 島 田で なし、 さあ 何 

で ござろう な」 「その 鬍 こそ 鬟 下地で ござる」 「鬟 下地？ 

はは ァ これが な」 「したがつ て 女 は 小屋 者で ござる。 

女 義太夫 か 女 役者で ござる」 「で、 その 女 はどうし まし 

たな？ 締め殺されて 川の 中へ でも、 投げ込まれ たの 

ではあります まい かな？」 「いや、 それにして はもが い 

た 跡がない。 人 一人 縊れて 死のうと いうのに、 もがか 


ぬと いう 訳 はない」 「切られ もせず 縊られ もせず、 しか 

も 姿が 見えない と は、 天へ 昇った か 地へ 潜った か、 不 

思議な 事が あれば ある もの だ」 「駕籠へ 乗って 水神の 

方へ 急いで ひき 上げて 行った ので ござる よ」 郡 上 平 八 

は 自信 を 持 つてい つた。 

「それに は 証拠が ござる かな？」 

「さよう、 やはり 足跡 だが、 まず こっちへ」 といい な 

がら、 川に 向かった 土手の 腹 を、 川の 岸まで 下りて 行つ 

たが、 低く 提灯 を 差し出す と、 それで 雪の 上 を 照らし 

たもので ある。 二つず つ 四つの 足跡が、 規則正しい 間 

隔を 保って、 川下の 方へ ついていた。 いうまでもなく 


駕籠 舁 きの 足で、 彼ら は 駕籠 を 担ぎながら、 堤の 下 を 

川に 添い、 水神の 方へ 行った ものと 見える。 一 閑 斎と 

平 八と は、 川下の 方へ 足跡 を 追って、 十 間 余り も 行つ 

て 見た。 すると 足跡が 見え なくなった。 しかし それ は 

消えた ので はなく、  土手の 腹 を 堤の 上へ、 同じ 足跡が 

ついていた。 駕籠 を 担いだ 駕籠 舁 きが、 そこから 堤へ 

上った ものであろう。 そこで 二人 も 堤へ 上った。 はた 

して 同じ 足跡が、 堤の 上 を 規則正しく 水神の 方へ つい 

ていた。 

「おや！」 と 突然 一 閑 斎 は 不思議 そうに 声 を 張り上げ 

た。 「ここに 見慣れない 足跡が ござる」 


いかにも 見慣れない 足跡が、 駕籠 舁き 二人の 足跡に 

添って、 一筋 水神の 方へ ついていた。 

「さよう、 見慣れない 足跡が ござる」 平 八の 声 は 沈痛 

であった。 「これ こそ 鼠 小僧と 想像され る、 ある 一人 

の 足跡で ござる よ」 「おお これが それで ござる かな」 「よ 

くよ く ご覧な さるが よい。 奇妙な 特徴が ございましよ 

うがな」 「どれ」 というと 一 閑 斎 は、 顔 を 地面へ 近づけ 

た。 「や、 これ は 不思議 不思議、 蟹の ように 横 歩き だ！」 

「その 通り」 と 平 八 は、 やはり 沈痛の 声で いった。 「そ 

の 横 歩きが 特徴で ござる。 …… すべ て 横 歩き は 縦 歩き 

と比べて —— すなわち 普通の 歩き 方と 比べて、 ほ とん 


ど 十倍の 速さが ござる。 昔から 早足と いわれた 者 は、 

おおかた 横 歩き を 用いました そうな」 「ほほう さよう 

でございます かな」 

「ところで」 と 平 八 は 力 を こめ、 「この 地点から 水神へ 

向けて、 一筋つ いている 足跡の 外に、 さらに 一筋 同じ 

ような、 横 歩きの 足跡の ついている のが、 ぉ解リ では 

あるまい かな」 「さようで ござる かな、 どれどれ どこ 

しさい 

に？」 一 閑 斎 は 雪の 地面 を、 改めて 仔細に 調べて 見た。 

はたして 足跡 はついて いた。 今 も 降って いる 雪の ため 

に、 おおかた 消されて はいた けれど、 その 足跡 は 水神 

の 方から、 こっちへ あるいて 来た ものら しい。 


「つまり」 と 平 八 は 説明した。 「鼠 小僧と 想像され る、 

ある 一 人の 人間が、 水神の 方から 大急ぎで、 横 歩きで 

ここまで 来たと ころ、 十 間の あなたで 一組の 男女が、 

もんちゃく 

何やら 悶着 を 起こして いる。 そこで その 男 はこ こに 

たたず  うか か 

佇んで、 しばらく 様子 を 窺った あげく、 やって来た 

駕籠に 付き添って、 元来た 方へ 引き返して 行った。 … 

めぐ 

…とこう 想像 を 廻らした ところで、 さして 不自然で は 

ござるまい がな」 

くさめ  よ わ 

泥棒の 嚏 も 寒し 雪の 夜半 


「 そ れ に 相違.》 /ざるまい。 細かい 観察 恐 れ 入りました 

な」 一 閑 斎 はこ こに 至って 、すっかり 感心した もので 

ある。 

二人の 老人 は 堤の 上 を、 もと 来た 方へ 引き返して 

行った。 もとの 場所へ 迪 りつく と、 「さて 最後に お 見 

せしたい 物が、 実は ここにもう 一 つ ござる」 こういい 

おうじゅ 

ながら 平 八 は、 巨大な 桜 樹の根 もとから、 川と は 反対 

に 耕地の 方へ、 土手の 腹 を 下って 行った が、 提灯で 地 

面 を 振り 照らす と、 「ご覧な され 足跡が、 土手 下の 耕地 

を 両国の 方へ、 走って いるで は ござらぬ かな。 さて 何 

者の 足跡で ござろう？」 


一 閑 斎 は 眼 を 近づけ、 仔細に 足跡 を 調べた が、 

「どうやら これ は 武辺 者の …… 」 「さよう、 武辺 者の 足 

跡で ござる。 目的 をと げた 武辺 者 は、 人に 見られる の 

を 憚って、 堤から 飛び下り 耕地 を 伝い、 両国の 方へ 逃 

げたので ござる」 

「そうして、 武辺 者の 目的と いう は？」 

「それが とんと 分らぬ ので ござる よ」 平 八の 声に は 元 

気がない。 「五 人の 人間の 行動 は、 あらかた 足跡で 分つ 

たもの の、 その外の こと は トンと 分らぬ」 「お前 様 ほど 

の 慧眼に も、 分らない ことが ござる かな？」 「不可解の 

点が 四つ ござる」 「四つ？ さよう かな、 お聞かせ くだ 


され」 

「鼠 小僧と 想像され る 男が、 この 場へ 来 かかった の は 

何のた めか？ 偶然 かそれ とも 計っての 事 か？」 「い 

かさま これ は 分らぬ わい」 「頭髪 を 切った は 何のた め 

か？ 威嚇の ため か 意趣 斬り か？ これが 第二の 難点 

で ござる。 武辺 者 はいった い 何者か？ 浪人 か 藩士 か 

その外の 者 か？ これが 三つ 目の 難点で ござる」 「そ 

こで 四つ目の 難点 は？」 

「美音の 鼓！ 美音の 鼓！」 

「さよう さ、 鼓が 鳴り ましたな」 

「誰が 鼓 を 持って いたの か？ 何のた めに 鼓 を 鳴らし 


たの か？ 誰が 鼓 を 鳴らした のか？ その 鼓 は どこへ 

行った か？」 

「いやはや まるっきり 分り ませぬ かな？」 「かいくれ 

見当が つき ませぬ」 

くしゃみ 

この 時下 男の 八 蔵が、 突然 大きな 嚏 をした。 彼 は 

ま. ぅぜ 'V 

いくらか おろかしい のであった。 さっきから 一人 茫然 

と 雪中に 立って いたのであった。 下男の 嚏が 伝染った 

ので もあろう、 一 閑 斎 も 嚏 をした。 

「これ はいけ ない。 風邪をひき そうだ。 …… そろそろ 

帰ろう では) J ざらぬ かな」 

しかし 平 八 は 返辞 をし ない。 ただ 了 心に 考えて いた。 


「玻璃 窓の 旦那、 いかがで ござる、 そろそろ 帰ろう で 

は ござらぬ かな」 例の 皮肉 を 飛び出させ、 一 閑 斎 はま 

たいった。 

ようやく 気がついた 平 八 は、 口 もとへ 苦笑 を 浮かべ 

たが、 「これ は 失礼、 さあ 帰りましょう」 

三人 は 耕地 を 寮の 方へ、 大急ぎで 帰って 行った。 

とまた 一 閑 斎 は 嚏 をした。 

「今夜 は 嚏の よく 出る 晚だ」 平 八 は 思わず 笑った が、 

「泥棒 も 嚏 をした 事であろう」 

「何」 というと 一 閑 斎 は、 そのまま 野良 路へ 立ち止まつ 

たが、 「出来た！ 有難い！ 出来ました ぞ！」 「はは 


あ 何が 出来 ましたな」 —— 「まずこう だ。 …… 『泥棒 

の』 と」 「はは あなる ほど 『泥棒の』 と」 「『嚏 も 寒し』 

と 行きましょう かな」 「『嚏 も 寒し』 と、 行きました か 

な」 「『雪の 夜半』」 「『雪の 夜半』」 「何ん と 出来た では ご 

ざらぬ かな」 「泥棒の 嚏 も 寒し 雪の 夜半。 …… いかさ 

ち ) 

まこれ は 名句で ござる」 「句の よし 悪 は ともかくも、 産 

みの 苦しみ は遁 がれ ましたよ。 ああい い 気持ち だ。 セ 

わし 

イセ ィ した」 「私 は 駄目 だ！」 と 平 八 は、 憂鬱に その 声 

を 曇らせた が、 「見当 もっかぬ。 見当 もっかぬ。 しか 

しきつ と 眼 付けて 見せる。 耳に ついている 鼓の 音！ 

これ を 手 頼に 眼 付けて 見せる」 


季節 はずれの 大雪 は、 藪 も 畑 もまつ 白に して、 今な 

おさん さんと 降って いた。 

無 任 所与 力と 音響学 

季節 はずれの 大雪で、 桜の 咲く の はおくれ たが、 い 

よいよ その 花の 咲いた ときには、 例年より は 見事で 

あった。 「小うる さい 花が 咲く とて 寝 釈迦 かな」 こう 

いう 人間 は 別と して、 「今の 世 や 猫 も 杓子 も 花見 笠」 で、 

江戸の 人達 はきょう もき のう も、 花見 花見で 日 を 暮ら 

した。 


一 閑 斎の 小 梅の 寮へ も、 毎日 来客が 絶えなかった。 

むかし 

以前の 彼の 身分と いえば、 微禄の ご 家人に 過ぎな かつ 

たが、 商才の ある 質だった ので、 ご 家人の 株 を 他人に 

譲り、 その 金 を 持って 長 崎へ 行き、 蘭人 相手の 商法 を 

したの が、 素晴らしい 幸運の 開く 基で、 一 一十 年後に 帰つ 

て 来た 時には、 一 一十 万両 という 大金 を、 その 懐中に 持つ 

ていた。 利 巧な 彼 は 江戸へ 帰って から も、 危険な 仕事 

へ は 手 を 出さず、 地所 を 買った リ 家作 を 設けた リ、 堅 

実 一方に 世 を 渡った が、 それ も 今から 数年 前までで、 

総領の 吾市に 世 を 譲って から は、 小 梅の 里へ 寮 住居、 

歌 俳諧 や 茶の湯し てと、 端 唄の 文句 を そのままの のん 


きな くらしに はいって しまった。 そこ は 器用な 彼の こ 

とで、 碁 を 習えば 碁に 達し 俳句 を 学べば 俳句に 達し、 

相当のと ころまで 行く ことが 出来、 時間 を 潰す に は 苦 

労し なかった。 もっとも そういう 人間に 限って、 蘊奥 

を 極める というよ うな こと は、 ほとんど 出来 難い もの 

であるが、 そういう 事 を 苦にする ような、 芸術的 人間 

でもなかった ので、 結句 その 方が 勝手で あり、 まずい 

皮肉 をい う 以外に は、 社交 上 これと いう 欠点 もな く、 

座談 はじょうず 金 はあり、 案外 親切で もあった ので、 

武士 時代の 同僚 はじめ、 風雅の 友から 書画骨董 商 等、 

根気よ く 彼の もとへ 出入りした。 


しかるに これ も 常連の、 郡 上 平 八 だけ は あの 夜 以来、 

ピッ タリ 姿 を 見せ なくなった。 それ を 不思議が つて 人 

あんばい 

がきく と、 一 閑 斎 は 下手な 皮肉で、 こんな 塩梅に 答え 

るので あった。 「なに さ、 あの 仁 は 無 任 所与 力で な、 隠 

居 はしても お 忙しい。 それに 目下 は 音響学で、 どうや 

ら 一 苦労な すって いるら しい。 油を売りに など 見えら 

れる もの か」 「何んで ござるな、 音響学と は？」 相手が 

もしもこう きこう ものなら、 一 閑 斎は大 得意で、 さら 

に 皮肉 を 飛ばせる のであった。 「音響学で ござる かな、 

音響学と は 読ん で 字の 如し。 もつ とも あ のじん の 音響 

学 は、 ちと 変態で ござって な、 ポンポンと 鳴る 小 鼓の 


音から、 鼠 小僧 を 現じ 出そうと いう、 きわめて 珍しい 

もので ござる よ」 

これで はどうに も 聞く 人に とって は、 なんの こと だ 

かわからない。 しかし 実際 郡 上 平 八 は、 あの 晚 以来 思 

うと ころあって、 あの 時 耳に した 鼓の 音 を、 是非もう 

ひきし 

一度 聞きたい ものと、 全身の 神経 を 緊張め て、 江戸 巿 

まんべ ん 

中 を 万遍なく、 歩き 廻って いるので あった。 人間の 心 

理ゃ 世間の 悪事 を、 玻璃 窓 を 透して 見る ように、 正し 

く 明らかに 見る というと ころから、 あざ 名 を 「玻璃 窓」 

とつ けられた 彼 は、 老いても 体力 衰えず、 職 は 引退て 

も 頭脳 は 鋭く、 その 頭脳の 働き 方が、 近代の 言葉で 説 


明す ると、 いわゆる 合理的で あり 科学的であって、 

在來の 唯一 の 探偵 法た る 「見込み 手段」 を 排斥し、 動 

かぬ 証拠 を 蒐集して、 もって 犯人 を とらえよう という 

「証拠 手段」 をと るの が 好きで、 若い かいなでの 与力 や 

おか ぴき 

同心 経験 一 点 張りの 岡つ 引な ど、 実に この 点に 至って 

は、 その 足 もとへ も 寄りつ けなかった。 その 彼が 何 か 

思う ところあって、 鼓の 音 を 追う という からに は、 そ 

の 鼓の 音なる ものが、 いかに 大切な ものなる かが、 想 

像され るで は あるまい か。 

江戸 を 飾って いた 桜の 花が 「ひとよ さに 桜 はさ さら 

ほさら かな」 と、 奇矯な 俳人が 咏ん だよう に、 一 夜の 


嵐に 散って から は、 世 は 次第に 夏に 入った。 苗 売り、 

じょう さ いや 

金魚 売り、 虫売りの 声々、 力 タン 力 タンと いう 定斎屋 

の 音、 腹 を 見せて 飛ぶ 若い 燕の、 健康そう な啼き 声な 

す 力す 力 

どに も、 万物 生々 たる この 季節の、 清々 しい 呼吸が 感 

せられた。 春に だらけた 人々 の 心 も、 一時 ピンと ひき 

しまり、 潑涮 たる 〔# 「潑淛 たる」 は 底本で は 「潑※ 〔# 

「さんず い + 刺 匕 たる 匕 元気 をと りかえ したが 一 人 寂し 

いのは 平 八 老人で、 この 時まで も 鼓の 音 を、 耳に する 

ことが 出来なかった。 そもそも 鼓 は どこに あるので あ 

ろう？  二度と 再び あの 鼓 は、 美妙な 音色 を 立てない 

のであろう か？ 


いやいや 決してそう ではない。 鼓 はこの 時 も 鳴って 

いたのであった。 思い も 及ばない 辺鄙の 土地、 四時 煙 

り を 噴く と いう、 浅 間の 山の 麓の 里、 追分節の 発生 地、 

追分 駅路の ある 旅籠 屋で、 ポンポン、 ポンポン と美し 

く、 同じ 音色に 鳴って いたのであった。 

浅 間の 麓 追分 宿 

いまの 地理で 説明す ると、 長野県 北佐久 郡、 沓掛近 

くの 追分 宿 は、 わずかに 戸数に して 五十 戸ば かり、 ひ 

どく さびれた 宿場で あるが、 徳川 時代から 明治 初年 ま 


で、 信越 線の 開通し ない まえ は、 どうして なかなか 賑 

やかな 駅路で、 戸数 五 百 遊女 三百、 中 仙 道と 北国 街道 

との、 その 有名な 分岐点と して、 あまねく 世間に 知れ 

ていた。 

まず 有名な 遊女 屋 として は、 遊女 七十 人家 人 三十 人、 

総勢 百 人と 注された ところの、 油屋 というの を 筆頭に、 

栄 楽屋、 大黒 屋、 小 林屋、 井筒屋、 若葉 屋、 千歳 屋な 

ど、 軒 を 連ねて 繁昌し、 正木 屋、 小 野屋、 近江屋 など 

じょろし ゆ 

も、 随分 名高い ものであった。 「追分 女郎 衆に ついだ 

まされて 縞の 財布が からになる」 「追分 宿場 は 沼 やら 

田 やら 行く に 行かれぬ 一 足 も」 「浅 間 山から 飛んで 来 


る 烏 銭 も 持たずに カオ カオと」 

こういつ たような 追分 文句が、 いまに 残って いると 

ころから 見ても、 当時 の 全盛が 思 い やられよう。 

同勢 三千、 人足 五 千、 加 賀の前 田家 は 八 千の 人数で、 

ここ を 堂々 と 通って 行った。 年々 通行の 大名のう ち、 

主なる も の を 挙げ て 見る と 尾 州 大納言、 紀 州中納 言、 

越 前、 薩摩、 伊達、 細 川、 黒 田、 毛 利、 鍋 島 家、 池 田、 

浅 野、 井伊、 藤 堂、 阿波の 蜂 須賀、 山 内 家、 有 馬、 稲 

葉、 立 花 家、 中 川、 奥 平、 柳 沢、 大聖 寺の 前 田 等が 最 

たる もので、 お金 御用の 飛脚 も 行き、 お 茶壺、 例 幣，， 使 

も 通る とあって は、 金の 落ちる の は 当然であろう。 


さて、 この 時分 この 宿場に、 甚三 という 馬子が いた。 

きだて はやさし く 正直者で、 世間の 評判 もよ かった が、 

特に この 男 を 名高く したの は、 美音で 唄う 追分節が、 

何ともい えずう まか つたこと で、 甚 三の 唄う 追分節に 

なび 

は、 草木 も 靡く といわれ ていた。 

もく おん 

ある 日 甚三は 裏庭へ 出て、 黙然と 何 かに 聞き惚れて 

のぼ  の ら 

いた。 夕月が 上って 野良 を 照らし、 水の ような 清 光が 

うまごや 

庭に さし 入り、 廐舎の 影 を 地に 敷いて いた。 フ ー フ— 

い き 

いうの は 馬の 呼吸で、 コ トン コ トンと 音の する の は、 

馬が 破目 板 を 蹴る ので もあろう。 パサパ サと蠅 を 払う 


らしい、 かすかな 尻尾の 音 もした。 甚三は 縁へ 腰を掛 

け、 じっと 物の 音に 聞き惚れ ていた。 ポンポン、 ポン 

ボン、 ポンポンと、 美妙な 鼓の 正調が、 あざやかに 抜 

けて 来る からであった。 

「ああ 本当にい い 音 だな あ。 …… 本陣 油屋の 逗留客 だ 

というが、 何ん とマァ 上手に 調べ るんだろう。 鼓 も 上 

等に 違えね え。 …… 『追分  一丁 二 丁 三 丁 四 丁 五丁目、 

中の 三 丁目が ままならぬ』 とお いらの 好きな 追分節の 

その 三 丁目の 油屋 から、 ここまで 抜けて 聞こえる と は 

人間業で は 出来ね え 事 だ。 追分 一 杯 鳴り渡り、 軽 井沢 

まで 届きそう だ。 それに 比べり や あ 晻らの 唄う、 追分 


節なん か 子供騙し にもなら ねえ。 ああ 本当にい い 音 だ 

な あ」 つぶやき つぶやき 聞き惚れ ていた。 

この 時 背戸の むしろ を 掲げ、 庭へ はいって 来た 若者 

だしぬけ 

があった。 「兄貴！」 と 突然に 声をかけた。 甚 三の 弟 

の甚 内であった。 「何 を ぼんやり 考えて いるな」 「おお 

甚内 か、 あれ を 聞きな。 何ん と 素晴らしい 音色 じ やね 

え か」 

「ああ 鼓 か。 いい 音 だな あ」 兄と 並んで 腰 を 掛け、 甚 

内 もしば らく 耳 を 傾げた。 ポンポン、 ポンポン、 ポン 

ボンと、 なお も 鼓 は 鳴って いた。 と、 鼓 は 静かに 止ん 

だ。 恐らく 一曲 打ちお えたので あろう。 甚三は 一 つ 溜 


息をした。 二人 はしば らく 黙って いた。 

「あにき、 この頃 変った な」 不意に 甚 内が 咎める よう 

にいった。 「お前、 どうかし やしない かな」 

「何 を？」 と 甚三は 不思議 そうに、 「別に 変った 覚え も 

しき 

ねえ」 「いいや 変った、 大変り だ。 この頃 頻りに 考え込 

むように なった。 そうして 元気が なくなった。 そうか 

ま 

と 思う と 歌 を 唄う と、 まえに も 優して うめえ もの だ」 

兄貴、 ど うだな、 思い切って は 

「俺ら の 追分のう めえ の は、 今に 始まった 事 じ やねえ」 


甚三は 多少の 自負 を もって、 やや 得意ら しくこう い つ 

たが、 その 声に もい い 方に も、 思いな しか 憂いが あつ 

た。 「宿 一 杯 知れて いる こと だ」 

「ああそう とも それ はそう だ。 宿 一杯 は 愚かの こと、 

参覲 交代のお 大名から、 乞食 非人の 類まで、 かりにも 

街道 を 通る 者で、 お前の 追分 を 褒めね えもの は、 それ 

こそ 一人 だって あり やしね え。 その 追分 を 聞きて え 

ばっかりに、 歩いても 行ける 脇 街道 を、 わざわざ お前 

の 馬に 乗る、 旅人 衆 だって ある くれえ だ。 お前の 追分 

に 堪能な こと は、 改めてい うに は 及ばね え。 おいらの 

いうの は それじゃ ねえ。 そのお 前の 追分節が、 近来 


めっきり 変って 来たので ね、 それが 心配で しかたが ね 

えの さ」 

こういう 甚 内の 声の 中には、 兄弟の 愛情が 籠もって 

いた。 兄の 甚三は 感動しながら も、 わざと さりげない 

あん ぱい 

様子 を 作り、 「どんな 塩梅に 変った もの か、 とんと おい 

ら にゃあ 解ら ねえ」 「冴えて いたのが 曇って 来た。 い 

かに も 山の 歌ら しく、 涼しかった のが 熱 を 持って来た。 

それでいて 途方 もな くうまい の だ。 聞いて いて 体中が 

ゾッ とする。 蒸される ような 気持ちになる。 そうして 

何 かよくない 事で も、 起こって 来そう な 気持ちになる。 

何 かにむ ちゅうに 焦れて いて、 その 何 かに 呼びかけて 


いると、 こんな 工合に も 思われる。 これ はよ くねえ 変 

リ方 だ」 「ふうん、 こいつ は 驚いた な」 甚三は 内心 ギヨ ッ 

としながら、 ことさら 皮肉な 言葉付きで、 「お前 はこれ 

まで 追分 は 愚か、 鼻唄 一 つ 唄えなかった 害 だに、 よく 

こまか 

まあお いらの 追分 を、 そうまで 細く 調べた もの だ」 「い 

いや 自分で 唄う のと 他人の 歌 を 聞く のと は、 自然に 差 

別が ある il だ。 おいらに は 歌 は 唄えね え。 まるっきり 

おん 

音 をな さねえ の だ。 悲し くもなれば 愛想 も 尽きる。 そ 

うして お前が 羨ましく もなる。 お前の 弟と 生まれな が 

ら、 そうして この 宿に 育ちながら、 土地の 地歌 を 一句 

半句、 口に 出す ことが 出来ね えと は、 何ん たら 気の毒 


な 男だろう と、 時々 自分が 可哀 そうに もなる。 そこで 

俺ら は 考えた もの だ。 『これ は 俺ら が 悪い のじ やねえ。 

これ は あにきが よくね えの だ。 き つ と あにき はお いら 

の 声まで、 さらって 行った に 違ね え』 とな。 アツ ハハ 

ハハ これ は 冗談 だが、 それほど おいらに は 歌 は 唄えね 

え。 それ にも拘らず 他人の を 聞く と、 善悪ぐ らい はま 

ず わかる。 それに」 と甚内 はちよ つと 考えた が 「お前 

の 歌の 変った こと は、 この 宿 中での 評判 だからな」 

「え？」 と甚三 は胆を 潰し、 「何が 宿 中での 評判 だつ 

て？」 「お前の 歌の 変った ことが よ」 「おどかし ちゃい 

けね え、 おどかし ちゃい けね え」 小心の 甚三は 仰天し、 


顔色 を さえかえた ものである。 

「それにもう 一 つ あにきの 事で、 宿 中 評判の ことがあ 

る」 「話して くれ。 話して くれ！」 甚三は あわてて きく 

のであった。 

「それ はな」 と甚内 はいい 悪そう に、 「あの 油屋の 板 頭、 

お 北さん との 噂 だが、 お前の 歌の 変った の も、 そこら 

あたりが 原因 だろうと、 宿 中 もっぱらの 取り沙汰 だが、 

おいら もそう だと 睨んで いる。 …… あにき こいつ は考 

えもの だぜ」 

いわれて 甚三は 黙って しまった。 身に 覚えが あるか 

ら であ つ た。 


「よしお 北さん が 飯盛りで も、 宿 一番の 名物 女、 越後 

ばくれん 

生まれの 大 莫連、 侍 衆 か 金持ち か、 立派な 客で なかつ 

けんだか もの 

たら、 座敷へ 出ぬ という 権高 者、 なるほど お前 も 歌に 

かけたら、 街道 筋で は 名高い が、 身分 は 劣った 馬方 風 

情、 どうして 懇意に なった もの か、 不思議な ことと 人 

もい えば、 このお いら もそう 思う。 …… だが もう それ 

は 出来た こと だ、 不思議 だきたい だとい つたと ころで、 

そいつが どうなる もので もね え。 おいらの いいて えの 

はこれ からの 事 だ。 あにき、 どう だな、 思い切って は」 

まごころ を こめて いうので あるが、 甚三は 返辞 さえ 

しなかった。 ただ 黙然と 考えて いた。 


「こいつ は 駄目 かな、 仕方 もね え」 甚内 はノッ ソリ立 

ち 上がった が、 「あにき、 おいら にゃあ 眼に 見える がな。 

お前が あの 女に 捨てられて、 すぐに 赤恥 を搔 くの がな」 

行き かけて 甚内は 立ち止まった。 「あにき、 おいら は 

近いうちに、 越後の 方へ 出て 行く ぜ。 おいらの 永年の 

のぞみ だからな」 

平手 造酒と 観 世銀 之丞 

甚内 はじつ とたた ずんで 甚 三の 様子 を 窺った。 甚三 

は 黙然と 考えて いた。 その 足の 先に 月の 光が、 幽かに 


青く 這い 上って いた。 かじかの 啼く 音が 手近に 聞こえ、 

こう  むしろ ど 

稲葉 を 渡って 来た 香ばしい 風が、 筵 戸の 裾 を ゆるがせ 

た。 高原、 七月、 静かな 夕、 螢が 草の 間に 光って いた。 

「お前の 様子が 苦にな つ て、 思い切ってお いらは 行き 

兼る の だ」 甚内は 口説く ようにい い 出した。 

「でもお いらは 近々 に 行く よ。 海が おいら を 呼んで い 

るから な …… おいらに は 山 は 不向きな の だ。 どっち を 

むいても 鼻 を 突きそう な、 この 追分 はおれに は 向かね 

え。 小さい 時から そうだった、 海が おいらの 情婦 だつ 

た。 おれ は 夢に さえ 見た もの だ。 ああ 今 だって 夢に 見 

るよ。 山の 風より 海の 風 だ。 力一杯 働いて 見て え！ 


そうだよ 帆綱 を 握って な。 …… もう 直きに お前と もお 

さらば だ。 ああ、 だが 本当に 気が 揉めるな あ」 

フラリ と 甚内は 出て 行った。 

顔 を 上げて 見ようと もせず、 なお 甚三は 黙然と、 下 

うつむ 

俯向いて 考えて いたが、 その 時 またも 清涼と した 鼓の 

音が 聞こえて 来た。 

「ああい いな あ」 といいながら、 ムック リ顔を 上げた 

かと 思う と、 体 も 一緒に 立ち上がった。 「唄い 負かす 

か 負かされ るか、 かなわぬ まで も 競って 見よう。 よ 

うまごや 

し！ そうだ！」 と 厩舎へ 走り、 グイと ませぼう を ひ つ 

外す と、 飼い 馬 を 元気よ くひき 出した。 「さあ 確り 頼 


むぞ よ。 パカパ カバ 力と 景気よ く、 ご苦労ながら 歩い 

て くれ。 蹄の 音に 合わせて こそ、 追分の 値打ちが 出る 

の だからな。 乗せる お 客 も 荷 もね えが、 あると 思って 

歩いて くれ！ ハイ、 ハイ、 ハイ」 と 声を掛け、 自分 

は 手綱 を 肩に 掛け、 土間 を 通って 街道へ 出た。 

茫々 と 青い 月の 光、 一路 うねうねと かよって いるの 

ま  す 

は、 本街道の 中 仙 道で、 真つ SI ぐに 行けば 江戸で ある。 

次の 宿 は沓掛 宿で、 わずか 里程 は 一 里 三 町、 それ をた 

どれば 軽 井沢、 軽 井沢まで 二 里 八 町、 碓井 峠の 険しい 

道 を、 無事に 越えれば 阪本 駅路、 五 里 六 町の 里程で あつ 

た。 


西 は 追分、 東 は 関所 

関所 越えれば、 旅の空 

むせ 

咽ぶ がよう な 歌声が、 月の 光 を 水と 見て、 水の 底 か 

ら哀々 と 空に 向かって 澄み 通る。 甚 三の 流す 追分で 

あった。 パカパ カバ 力と 蹄の 音が 街道 を 東へ 通って 

行った。 

「おおまた 追分が 聞こえるな」 

いうと 一緒に 肩の 鼓 を 膝の 上へ トンと 置いた。 「ま 

るで 競争で もす るよう に、 俺が 鼓 を 打ち さえ すれば、 

あの 追分が 聞こえて 来る」 

本陣 油屋の 下座 敷、 裏庭に 向かった 二十 畳の 部屋に、 


久しい まえから 逗留して いる、 江戸の 一 一人の 侍のう ち、 

かんぜ ぎんの じょう 

一人が こういうと 微笑した。 名 は 観 世銀 之丞、 二十 一 

き や し や 

歳の 若盛りで、 柔弱 者と 思われる ほど、 華奢な 美しい 

男振りであった。 もう 一人の 武士 はこれ と異 い、 年 も 

おおかた 三十で もあろう か、 面 擦れの した 赭ら 顔、 肥 

えて はいるが 贅肉の ない、 隆々 たる 筋骨の 大丈夫で、 

ひらてみ き 

その 名 を 平手 造酒と いった。 

ゴ ロリと 畳へ 横になる と、 「どうも 退屈で 仕方がない。 

何 を やっても 退屈 だ。 実際 世の中つ ていう 奴 は、 こう 

も 退屈な もの か 知ら」 銀之丞 はお はこ をい うので あつ 

た。 


「おい 観 世、 また 退屈 か」 造酒 は ニヤ ニヤ 笑った が、 

「何が そんなに 退屈 かな？」 

「何が といって、 何もかも さ」 

「しかし この 俺の 眼から 見る と、 貴公の 退屈 は 贅沢 だ 

ぞ」 

「なに 贅沢？ これ は 聞き物 だ」 

「まず 身分 を 考える が い い」 

「うん、 身分 か、 能役者よ」 

「観 世 宗家の 一 族で はない か」 

「ああまず そうい つたと ころ だな」 

「観 世 宗家と 来た 日に は、 五 流 を 通じて 第一 の 家柄、 


かくとう しょ く 

楽 頭 職と して 大した もの だ。 柳 営お 扱い も 丁重 だ」 

襖 を 開けた 商人 客 

「なんだ つまらない、 それが どうしたえ」 

「聞けば 貴公の ご 親父 は、 宗家 当主の 兄 君 だそう だ 

が？」 

「ああそう さ、 それが どうしたな」 

「宗家と 貴公と は 伯父 甥で はない か」 「うん、 そうだ、 

伯父 甥 だよ」 「宗家 は 病身 だとい うこと だが」 「まず 余 

がくとう しょく 

リ 永く はない な」 「そこで 貴公 を 養子と して、 楽 頭 職 


を 継がせる というの が、 世間 もっぱらの 評判 だ」 「世間 

は 案外 物識り だな。 ああ いかにも その 通り だよ」 

「とすると 貴公 は 観 世 家に とって は、 大事な 大事な 

きんだち 

公達で はない か」 

「 …… 公達に きつね 化けけ り 宵の 春 か …… やはり 蕪 村 

はうまい な あ」 銀 之丞は ひょいと 横へ 反らせた。 

「何んだ 俳句 か、 つが もね え」 造酒 もとうと う 笑い出 

まじめ 

したが、 「真面目に 聞きな、 悪い こと はいわぬ」 

「といつ て あんまりい いこと もい わぬ …… とこう 云う 

と 地口になる かな」 

「それ そいつが よくない 洒落 だ。 かりにも 観 世の 


御曹司が、 地口 を 語る とは不 似合 だな」 

「それ 不 似合、 やれ 不面目、 家名に かかわる、 芸の名 

折れ、 どっち を 向いても アイ タシ コ。 そいつが きつい 

嫌いで な」 「ナ ー ル」 と 造酒 は それ を 聞く と、 ちょっと 

胸に 落ちたら しく、 「つまり 窮屈が 厭な の だな。 鬱ぎ 

ちと 

の 虫の 原因 も、 基 をた だせば そいつ だな」 

「やさしく いえば まずそう だ」 「ほかに も 原因が ある 

のかえ」 「万事 万端 皆癩 だ」 「大きく 出た な。 これ はか 

ありさま 

なわぬ」 「今の 浮世の 有様 は、 いって 見れば 蓋 をした 釜 

だ。 人 を 窒息 させよう とする」 「おれに ははつ きり 解 

じょうぼく  そむ 

らな いが」 「世の 繩 墨に 背いた が 最後、 それ 異端者 だ、 


キリシタン  むほん にん 

切支丹 だ、 やれ 謀反 人 だと 大騒ぎ をす る」 「うん、 こい 

つ はもつ とも だ」 「今の 浮世の 有様 は、 太平 無事で おめ 

でたい」 「結構で はない か。 何が 不平 だ」 「何らの 昂奮 

を も 許さない、 何らの 感激 を も 許さない、 まして 何ら 

の 革命 を や だ」 「お前 は 乱 を 望んで いるな？」 「うん、 

そうだ、 精神的の な。 …… おれ は 感激した いの だよ！」 

「感激 をして どうす るの だ？」 「おれ は 創造した いの 

だ！」 「何、 創造？ 何 をつ くるの だ？」 「何んでも い 

い、 ただ 何 か を」 「勝手につ くったら よいで はない か」 

「創造す るに 感激が いる」 「大きに 勝手に 感激す る さ」 

「ところが ひとの 世が 許さない」 「なに 無理に も 感激す 


る さ」 「無理に も 感激しょう とすると、 親友なる ものが 

邪魔 をす る」 「え？ 親友が 邪魔 をす るって？」 「恋 も 

おんな 

一 つの 感激 だ。 せっかく 情 女 を 見つける と、 親友が 邪 

魔 をして ひき 放して しまう」 「それ は 女が 悪党 だから 

よ」 「愛する 物 を 捨てる の もま さしく 一  つの 感激 だ。 

すると 親友が 取り かえして 来る」 「それ も 物に よりけ 

り だ。 伝家の 至宝 を 失って は、 先祖に 対しても 済む ま 

いがな」 「みやこに 住む という こと は、 おれに とって は 

感激 だ。 ところがお せっかいの 親友なる ものが、 山の 

よわい 

中へ ひつ 張って 来る」 「その 男が 虚弱から だ。 その 男 

が 病気 だから だ。 そうだ 少く とも 神経の な」 「で、 何も 


かも その 親友 は、 平凡 化そうと 心掛ける。 そうして 感 

たましい 

激の 燃える 火へ、 冷たい 水 を そそぎ かけ、 創造の 魂 

を 消そうと する。 しかも 親友の 名の もとにな。 他 はお 

おかた 知るべき のみ だ」 

きまず  や 

「おい！」 と 造酒 は 気不味 そうに、 「親切で 行った 友達 

のし わざ を、 そうまで 悪い 方へ 取らないでも、 よかり 

そうな ものに 思われる がな」 

「アツ ハ ハハ」 と 銀之丞 は、 突然 大声で 笑った が、 「怒 

るな、 怒るな、 怒って はいけ ない。 鬱 ぎの 虫の させる 

わざ だ。 ああし かし 退屈 だな。 何もかも 面白くない。 

ああ 実際 退屈 だな」 


「ご免ください」 

とそのと たん、 襖の 蔭から 声が した。 同時に ス ー と 

あきゅうど きゃく 

襖が 開き、 隣り 座敷の 商人 客が、 にこやかに 顔 を 突 

き 出した。 

「お 武家 様のお 座敷へ、 旅商人の 身 を もって、 差 出が 

ましく あがりました は、 尾籠 千万で は ございま すが、 

隣リ 座敷 で 洩れ 承 われば、 ど う やら 大分) J 退屈の ご 様 

子、 実は 私 も 退屈の まま、 何 か 珍しい 諸国 話で も、 お 

耳に 入れたい と 存じまして、 お 牝りを 覚悟で まずい 面 

ま  ぴら 

を、 突き出しまして ござり ますよ。 真っ平 ご免く ださ 

いますよう」 


ていねいに お辞儀 をした ものである。 

不思議な 商人 千三屋 

「おお 町人 か、 よく 来て くれた。 ちょうど 無聊に 苦し 

ん でいた ところ だ。 さあさあ ずっと 進む がよ い」 平手 

造酒 は 喜んで、 歓迎の 意 を 現わした。 

あき ゆ うど 

「では 遠慮なくお 邪魔 致します」 商人 はう しろで 襖 

を 立て 擦り 膝 をして、 はいって 来た。 四十 がらみ の 小 

ひきし 

男で は あるが、 鋭い 眼 付き 高い 鼻、 緊張 まった 薄い 唇 

など、 江戸っ子 らしい 顔立ちで、 左の 頰に 幽かで は あ 


るが、 切り傷ら しい ものが つたる。 敏捷ら しい 四肢 五 

あい たてじま ゆうきつ むぎ 

体、 どこか 獵犬を 思わせた。 藍 縦縞の 結城紬 〔# 「結 城 

細」 は 底本で は 「結 城 袖 匕 の、 仕立ての よいの をピ チリ 

と 着け、 帯 は 巾 狭の 一 重 博 多、 水牛の 筒に 珊瑚の 根締 

め、 わに 革の 煙草入れ を 腰に 差し、 微笑 を 含んで 話す 

様子が、 途方 もな くいきであった。 

こういう 場合の 通例と して 身 もと 調べ から 話が はず 

み、 さて それから 商売の 方へ、 話柄が 開展 する もので 

ある。 

「町人、 お前 は 江戸っ子 だな」 造酒が まずこう きいた。 

「へい、 江戸っ子の 端くれで、 へ、 へ、 へ、 へ」 と 世 


辞 笑い をした がそれ が 一 向 卑しくない。 

「 い つ たい 何 を あきな つ て いるな？」 

「へ い、 呉服商で ございます」 「女子に 喜ばれる 商売 だ 

な」 「その代り 殿方に はいけ ません」 「そう 両方い い 事 

はない。 江戸 は どこ だ？ 日本 橋 辺 かな？」 「なかな 

かもって、 どう致しまして。 そんな 大屋 台で は ござい 

ません。 いえもう ほんの 行商人で」 「それにして は 品 

がいいな」 「これ はどう も 恐れ入りました」 「屋号 ぐら 

いは 持って いるだろう？」 「へい、 千三屋と 申します」 

「ナニ 千三屋？ ばか を 申せ。 そんな 屋号が ある もの 

か」 「アツ ハハ ハハ、 さようで ございま すかな、 いえ 私 


どもの 商売と 来て は、 口から 出任せに しゃべり 廻し、 

千に 三つの 実が あれば、 結構の 方で ございます。 それ 

そこで 千三屋」 「たとえ 千三屋であろう とも、 自分から 

好んで ふいちょう すると は、 とんと たわけた 男 だの」 

「そこ は 正直で ございま してな。 お 気に 召さず ば 道中 

ごま  はい や 

師屋、 胡麻の 蠅屋大 泥棒 屋、 放 火屋と でも ご 随意に、 

おつけな すって ください まし」 「いよいよ もって 呆れ 

くちまえ 

たな。 口の 軽い 男 だ わい。 その 口前で 女子 をたら し、 

え ん ざ い 

面白い 目に も 逢った であろうな」 「これ はとんだ 寃 罪で、 

なまもの 

その 方 は 不得手で ございま すよ。 第一 生物 は 断って お 

ります」 「そのいい わけち と 暗い な」 「ええ 暗う ござい 


ますって？」 「あきゅうどに 不似合いな 頰の 傷、 女 出入 

リで 受けた ので もあろう」 

すると 商人 は 笑い出し たが、 「ああ これで ございま 

すか。 とんだ ものが お 目に さわり、 いやはやお 恥ず か 

しゅう 存じます。 ナ— 二 これ は 子供 時代に、 柿の 木の 

上から 落ち ましてな、 下に 捨てて あった 鎌の 先で、 チヨ 

ン 切った もの で) J ざ いますよ」 

「町人！」 と 造酒 は 語気 を 強め、 「これ この おれ を 盲目 

にす る 気 か！」 「これ はまた なぜで ございますな」 「鎌 

傷 か 太刀 傷 か、 それく らいの けじめが 解らぬ と 思う か」 

すると 商人 はまた 笑った が、 「これ はいか さま ごもつ 


ともで、 私の いい 間違いで ございました。 実はな 今 か 

ら十年 ほど 前に、 上 州 方面へ 参り ましたが、 若気の 誤 

りと 申す やつで、 博徒の 仲間へ はいりました ところ 忽 

ち 起こる 暄嘩 出入り、 その 時 受けました のが この 傷で」 

「町人！」 「ソ ー ラ、 おいでな すった」 「この おれ を 盲目 

にす る 気 か！」 「 へ え、 どうも またい けません かな」 「十 

年 前の 古傷 か、 ないし は 去年の 新しい 傷 か、 それ くら 

いの けじめが 解らぬ と 思う か」 「へえ、 そこまでお 解リ 

で？」 「五 年 前の 太刀 傷であろう？」 「恐ろしい 眼力で 

ございますな あ。 仰せの 通りで ございま すよ」 「とう 

とう 泥 を 吐きお つたな」 造酒 は 快 然と 笑った もので あ 


る。 

観 世銀 之丞は 起き上がろう ともせず、 畳の 上へ 肘 を 

突き、 それへ 頭 を 転がしながら、 面白く もない という 

ように、 ましら ましら と 上 眼 を 使い、 商人の 様子 を眺 

めて いた。 話の 仲間へ はいろうと もしない。 

商人 は ひょいと 床の間 を 見た が、 そこに 置いて ある 

小 鼓へ、 チラ リと 視線 を 走らせる と、 

「はは あ、 あれで ございますな。 いつもお 調べになる 

小 鼓 は」 

感心した ように 声 を はずませ、 

「よい 鼓で ございますな あ」 


寂しい 寂しい 別離の 歌 

すると 銀 之 丞は顔 を 上げた が、 「お前の ような 町人 

よしあし 

にも、 鼓の 善悪が わかる かな。 いったい どこが よいと 

思うな？」 ちょっと 興味 を 感じたら しく、 こうま じめ 

にきいた ものである。 

あきゅうど  こびん 

すると 商人 は 困った ように、 小鬢の あたりへ 手 を 

やった が、 「へいへい、 いやもう とんでもない ことで、 

どこが よいの かしこが よいのと、 さような こと はわ か 

りません が、 しかし 名器と 申します もの は、 ただ 一 見 


致しました だけで も、 いうにいわれぬ 品位が あり、 こ 

の もしい 物で ございます」 「何んだ 詰まらない、 それ だ 

け か」 

銀之丞 はまた も ゴロ リと 寝た。 そそられ かかった わ 

ず かな 興味 も、 商人の 平凡な 答えに よって、 忽ち 冷め 

てし まったら しい。 無 感激の 眼つ きをして、 ぼんやり 

天井 を 眺め 出した。 

「いえ それば かりで は ございません」 商人 は 一 膝 進め 

たが、 「家内 中 評判で ございます。 いえもう これ は 本 

当の 事で」 「何、 評判？ 何が 評判 だ？」 「はいその 旦 

那 様のお 鼓が」 「盲目 千 人に 何が 判る」 「そう おっしゃ 


られれ ば それまでで すが、 一 度お 鼓が 鳴り 出します と、 

三味線、 太鼓、 四つ 竹まで が、 一時に 音色 をと めて し 

い き 

まって、 それ こそ 家中 呼吸 を 殺し、 聞き惚れ るので ご 

ざ いますよ」 

「有難 迷惑と いう 奴 さな。 信 州 あたりの 山猿に、 江戸 

の 鼓が 何んで わかる」 かえって 銀 之丞は 不機嫌で あつ 

た。 

「町人 町人、 千三屋、 その 男に はさ わらぬ がよ い」 

見 かねて 造酒が 取りな した。 「その 男 は 病人 だ。 狂 

犬 病と いう 奴で な、 むやみに 誰に でも くってかかる。 

アツ ハハ ハハ、 困った 病気 だ。 それより どう だ 碁で も 


囲もう か」 「これ は 結構で ございますな。 ひとつお 相 

手 致しましょう」 

そこで 二人 は 碁 を 初めた。 平手 造酒 も 弱かった が 商 

へ た  よわ ご 

人 も 負けずに 弱かった。 下手 同志の 弱 碁と 来て は、 興 

味津々 たる ものである。 二人 はすつ かリ むちゅうに 

なった。 

甚三甚 内の 兄弟の 上へ、 おさらば の 曰が やって来た 

もや 

の は、 それから 間もなくの 事であった。 その 朝 は 靄が 

深かった。 甚 三の 馬へ 甚 内が 乗り、 それ を甚 三が 追い 

ながら、 追分の 宿 を 旅立った。 宿の 人々 はま だ 覚めず 


家々 の 雨戸 も 鎖 ざされ ていた。 宿の 外れに 立って いる 

ますがた 

の は、 有名な 桝 形の 茶屋で あつたが そこの 雨戸 も 鎖 ざ 

されて いた。 そこ を 右 すれば 中 仙 道、 また 左 すれば 北 

国 街道で、 ぜ標の 立った 分岐点 を、 二人の 兄弟 は 右に 

取り、 中 仙 道 を 歩ませた。 宿 を 出る と 峠道で、 朝 陽 出 

ぬ 間の 露の 玉が 木に も 草に も 置かれて いた。 夜明け 前 

すすき 

の 暁 風に、 はためく 物 は 芒 の 穂で、 行くな と 招いて い 

るよう であ つ た。 

「せめて 関所の 茶屋まで も」 と、 甚 三の 好きな 追分節 

の、 その 関所の 前まで 来る と、 二人 は 無言で 佇んだ。 

「あにき、 お願い だ、 唄って くれ」 「おいら は 今日は 悲 


しくて、 どうに も 声が 出そう もね え」 「そういわず と 

唄って くれ、 今日 別れて いつ 会う やら、 いつまた 歌が 

聞け る やら、 こいつ を 思う と 寂しくて ならぬ。 別れの 

歌 だ 唄って くれ」 

「うん」 というと 甚三 は、 声 張り上げて 唄い 出した。 

草茫々 たる 碓井 峠、 彼方に 関所が 立って いた。 眼の 下 

やまなみ  わか 

を 見れば 山脈で、 故郷の 追分 も 見え 解ぬ。 朝 陽 は 高く 

空に 昇リ、 きょう も 一日 晴天 だと、 空に も 地に も 鳥が 

くさい き 

啼き、 草 蒸れの 高い 日で あつたが、 甚 三の 唄う 追分 は、 

むせ  ふる 

い つも ほどに は 精彩が なく、 咽ぶ がよう な 顫え 声が、 

眩く 眩く 草 を 這い、 虱に 攫われて 消えて 行った。 


弟と 別れた 甚 三が、 空馬 を曳 いて 帰り かけた 時、 

「馬子！」 とうしろ から 呼ぶ 者が あった。 振り返って 

見る と 旅の 武士が、 編 笠 を 傾けて 立って いた。 けんか 

たばみ の 紋服に、 浮き織りの 野 袴 を 裾 短 かに 穿き、 金 

銀 ちりばめた 大小 を、 そリ だかに 差した 人品 は、 旗本 

ゆさんた び 

衆の 遊山 旅 か、 千 石 以上の 若殿の、 気随の 微行と も 想 

われた が、 それにして はお 供がない。 

病的に 美しい 旅の 武士 


あご  すきとお 

編 笠 を もれた 頤の 色が、 透明る ように あお 白く、 時々 

見える 唇の 色が、 ベ に を 注した ように 紅い のが 気味 悪 

いまでに 美しく、 野 苺に 捲き ついた 青大将 だと、 こう 

形容 をした ところで、 さらに 誇張と は 思われない。 開 

いたば かりの 関所の 門 を、 たった今 潜って 来たと ころ 

であろう。 

「戻り 馬であろう。 乗って やる」 こういった 声 は 陰気 

であった。 

「へい 有難う 存じます」 甚三は 実は 今日 一 日 は、 稼業 

をした くはなかった ので あるが、 侍 客に 呼び止められ 

て 見れば、 断る こと も 出来なかった。 「どうぞお 召し 


ください まし」 

シャン、 シャン、 シャンと 鈴 を 響かせ、 馬 は 元気よ 

く 歩き 出した。 どう、 どう、 どう、 と 馬 をいた わり、 

甚三は 峠 を 下って 行った。 手綱 は曳 いても 心の中で は、 

弟の こと を 思 つていた。 でムッ ッリと 無言で あ つ た。 

馬上の 武士 も 物 をい わない。 これ も 頻りに 考え込んで 

いた。 

カバ、 カバ、 カバと 蹄の 音が、 あたりの 木立ちへ 反 

響し、 空 を 仰げば 三 筋の 煙りが、 浅 間 山から 靡いて い 

た。 と、 突然 武士が いった。 「追分 宿の 旅籠 屋 では、 何 

ん というの が 名高い かな？」 「本陣 油屋 でございます」 


「では その 油屋へ 着けて くれ」 「かしこまりまして ござ 

レ ます」 

それだけで またも 無言と なった。 夏の 陽射し が 傾い 

て、 物影が 長く 地に しいた。 追分 宿へ はいった 頃に は、 

家々 に燈 火が ともされ ていた。 

両親 は 去年 つづいて 死に、 十四に なった 啞の 妹と、 

甚内を 入れて 兄弟 三人、 仲よ く 水入らずに 暮らして 来 

たのが、 その 甚 内が 旅へ 出た 今 は、 二人ば かりの 暮ら 

しであった。 …… その さびしい 自分の 家へ 甚三は 馬 を 

曳 いて 帰って来た。 


しも  くりや 

「おい、 お 霜、 今 帰った よ」 厨に 向かって 声を掛けた 

が、 声が 掛かっても 啞 のこと で、 お 霜が 返辞 をしょう 

もない。 いつもの 癖で 掛けた までであった。 厨の 中 

では 先刻から、 コ トコ ト水音 がして いたが、 ひょいと 

小娘が 顔 を 出した。 丸顔の 色白で、 目鼻立ち も パラ リ 

として、 愛 くるしい きりょうであった。 赤い 櫸を綾 

取って、 二の 腕の 上まで 抉 を かかげ、 その 腕 を 前垂れ 

で 拭きながら、 甚三を 眺めて 笑った 様子に は、 片輪 者 

らしい ところ もな く、 野菊の ような 気品 さえあった。 

おし 

「あ ッ、 ぁッ、 ぁッ」 と 千切れる ような、 啞 特有の 叫 

び 声 を 上げ、 指で 部屋の 方 を 差した の は、 夕飯 を 食え 


と いう 意味であろう。 

「よしよ し 飯が 出来た そうな、 どれ ご馳走に なろう か 

まぐ さ 

な」 つぶやきながら 足 を 洗い、 馬へ 秣を 飼って から、 

家の 中へ はいった が、 部屋と は 名ば かりで 板敷きの 上 

あんどん 

に、 簀 子が 一枚 敷いて あるば かり、 煤けて 暗い 行燈の 

側に、 剝 げた 箱 膳が 置いて あった。 あぐら を搔 くと 箸 

を 取った が、 給仕 をしょう と 坐って いる、 妹 を 見る と 

寂しく 笑い、 

「お前 もこれ から は 寂しくな ろうよ。 兄 やが 一 人い な 

くな つたから な。 それにしても 甚内は 馬鹿な 奴 だ。 何 

故 海へ なぞ 行った のか しら。 こんなよ い 土地 を 棒に 


振って よ。 ほんと に 馬鹿な 野郎 じ やねえ か。 土地が 好 

かない 馬子が 厭 だ、 この 追分に 馬子がなかったら、 国 

主 大名 も 行き 立つ めえ。 馬方 商売い い 商売、 そいつ を 

嫌って 行く なんて、 ほんと に 馬鹿な 野郎 だな あ。 …… 

だが もう それ も 今 は 愚痴 だ。 望んで 海へ 行った からに 

は、 立派に 出世して もれえ てえ もの だ、 な あお 霜そう 

じ やねえ か。 …… おや 太鼓の 音が するな。 四つ 竹の 音 

も 聞こえて 来る。 ああ 町 は 賑やか だな あ。 あれ はどう 

やら 三 丁目ら しい。 さて は油屋 かな 永 楽屋 かな。 いい 

まじ 

お 客が あると 見える。 油屋 とするとお 北め も、 雑って 

いるに 相違ね え」 


甚三 はじつ と 考え込んだ。 やがて カラ リと箸 を 置く 

と、 フラリ と 立って 土間へ 下り、 草履 を はくとの める 

ように、 灯の 明るい 町へ 引かれて 行った。 

ぼんやり 

お 霜 は 茫然 坐って いたが、 やがて シ クシ ク 泣き出し 

た。 聞く こと も 出来ず いう こと も 出来ない、 天性の 啞 

ではあった けれど、 女の 感情 は 持って いた。 可愛がつ 

て くれた 甚 内が、 遠い 他国へ 行った こと も 兄の 甚 三が 

お 北と いう、 宿場 女郎に 魅入られて、 魂 を なくなした 

という こと も、 ちゃんと 心に 感じて いた。 それが お 霜 

に は 悲しい のであった。 


出合い 頭 にいき あった 一 一人 

あきんど 

絹 商人の 千三屋 は、 ザッと 体へ 拭い を 掛ける と、 丸 

めた 衣裳 を 小脇に かかえ、 湯殿から ひょいと 廊下へ 出 

た。 とたんにぶ つかった 者が あった。 「これ は 失礼 を」 

「いや 拙者 こそ」 双方い いながら 顔 を 見合わせた。 

けんかた ばみ 

剣 酸漿の 紋服 を 着た、 眼 覚める ばかりの 美男の 武士が、 

冷然と して 立って いた。 

「とんだ 粗忽 を 致しまして、 真っ平 ご免ください まし」 

いい 捨て 千三屋 は 擦り抜け たが、 十 足ば かり も 行った 

ところで、 问 気ない 康子 をして 振り返って 見た。 とそ 


の 武士 も 湯殿の 口で、 じろ じろ こっち を 眺めて いた。 

「こい つ 只者 じ やな かりそう だ」 こう 千三屋 はつぶ や 

くと、 小 走りに 走って 廊下 を 曲がり、 自分の 部屋へ 帰つ 

て 来たが、 どうも 心が 落ち着かない。 「途方 もね え 美 

男 だが、 美男な りが 気に 食わね え。 まるで 毒草の 花の 

よう だ。 よこしまな もの を 持って いる。 ひょっと する 

と レコじ やない かな？ これまで ただの 一度で も 狂つ 

き や つ 

たことの ねえ 眼力 だ。 この 眼力に 間違いな くば、 彼奴 

はた だの 鼠 じ やねえ。 巻物 を くわえて ドロ ドロと すつ 

どぶ ねずみ 

ぼんから せり 上がる 溝鼠 だ」 

腕 を 組んで 考え込んだ。 


剽軽者で 名の 通って いる、 女中 頭のお 杉と いうの が、 

夕飯の 給仕に 来た 時で ある、 彼 は 何気なく たずねて 見 

た。 

けんかた ばみ 

「下で お見掛けし たんだが、 剣 酸漿の 紋服 を 召した、 

綺麗な 綺麗な お 侍 様が、 泊ま つてお いでの ご 様子 だね」 

「そのお 方なら 松の 間の 富 士甚内 様で ございましよう」 

まれ 

「おお 富士 様と おっしゃ るか。 稀に 見る ご 綺麗な お 方 

だな。 男が 見て さえ ボッ とする」 「ほんと にお 綺麗で 

こども 

ございま すね」 「店の 女郎 達 は 大騒ぎだろう ね」 「へえ、 

わけても お 北さん がね」 「ナ 二お 北さん？ 板 頭の か 

え？」 「へえ、 板 頭のお 北さん で」 「噂に 聞けば お 北 さ 


んは、 馬子で こそ あれ 追分の 名人、 甚三 という 若者と、 

深い 仲 だとい うこと だが」 「へえ、 そうな ので ございま 

すよ」 「可哀 そうに その 馬子 は、 それじゃ これから ミジ 

メを 見る ね」 「それが そうでな いのです よ」 「そうでな 

いと はどうい うの かえ？」 「つまりお 北さん はお 二人 

さん を、 一し よに 可愛がって いるので すよ」 「へえ、 そ 

んな 事が 出来る もの かね」 「お 北さん に は 出来る と 見 

えて、 甚 三さん は 捨てられない、 富士 様と も 離れられ 

ない、 こういって いるので ございま すよ」 「  つまり 

いろき やくいろ  ほんか も 

情夫と 客 色 だな」 「いいえ どっち も 本 鴨な ので」 「はは 

あ、 それじゃお 北と いう 女郎 は、 金箔つ きの 浮気者 だ 


な」 「浮気と いえば 浮気で もぁリ 真実と いえば 大 真実、 

てんじょう 

どっちに しても 天井抜けの、 ケタ はずれの 女で ござ 

いますよ」 「ちょっと 面白い きしょう だな」 「面白い ど 

ころ か 三人ながら、 大 苦しみな ので ございま すよ」 「三 

人と は 誰々 だな？」 「お 北さん と富士 様と、 甚 三さん と 

でございますよ」 「それじゃ 何 か 近いうちに、 恐ろしい 

ないしょ 

ことが 起こ つ て 来る ぞ」 「内所で も それ を 心配して、 ご 

相談 中な ので ございま すよ」 

追分 宿の 七不思議 


「相談と は 何 を 相談 かな？」 「甚 三さん は 土地のお 方、 

これ はどう も 断る ことが 出来ぬ。 金使い も 綺麗、 人品 

もよ く、 惜しい お 方で は ある けれど、 富士 様の 方はフ 

リの 客、 いっそ ご 出立 を 願おう かってね」 「それが 一 番 

よさそう だな。 そうだ、 早くそう した 方が いい。 しか 

し 素直に 行く かしら？」 「それ は あなた、 行きます とも _ 

ひとがら 

人柄のお 方で ございます もの」 「ふうん、 あれが 人柄 か 

わし 

な。 人柄のお 方に 見える かな。 私に は 怪しく 思われる 

力な」 

するとお 杉 は ニヤ ニヤした が、 「その 怪しいで 思い 

出した。 この 追分の 七不思議、 あなた ご存知 じ や ござ 


いません かね」 「ナニ 追分の 七不思議？ いいや 一向 

聞かない ね」 「それじゃ 話して あげましょう か。 まず 

隣室の 観 世 様」 「観 世 様が 何故 不思議 だ？」 「あんまり 

鼓が お 上手 ゆえ」 「なるほど これ はもつ とも だ」 「それ 

から 馬子の 甚 三さん」 「は あて 追分が うま 過ぎる から 

か」 「それから 啞 娘のお 霜さん。 あんな 可愛い 様子で 

いて、 物が いえない と は 不思議 だとね」 「うん、 そうし 

て その 次 は？」 「綺麗す ぎる 富 士甚内 様」 「これ は 確か 

に 受け取れた」 「心の 分らない お 北さん」 「いかにもい 

かに もこれ も 不思議 だ。 さて その 次 は 何者 だな？」 「こ 

のお 杉 だと 申します ことで」 「アツ ハハ ハハ、 これ は 


秀逸 だ。 実際お 前 は 不思議な 女 だ。 見さえ すれば お 

かしくなる。 ところで しまいの もう 一人 は？」 「他な 

らぬ あなた 様で ございます」 「へえ どうして おれが 不 

思議 だ？」 「絹 商人と 振れ 込み 〔# 「振れ 込み」 は ママ〕 

ながら、 毎日 毎日 商売 もせず、 贅沢に 暮らして おいで 

ゆえ」 

「ふん、 何んだ、 そんな 事 か」 吐き出す ようにい つた 

ものの、 千三屋 はい やな 顔 をした。 

「で、 何 かい 七不思議 は、 今 宿場で 評判な のかい？」 

「さあ どうで ございま すか」 いいい い 膳 を 片付けた が、 

「そんな 事 も ございま すまいよ。 と、 いいます の は そ 


の 七不思議 は、 このお 杉が たった今、 即席に 斿 えたの 

そそう さま 

でございます もの。 はい さようなら、 お 粗相 様」 

いい 捨て 廊下へ すべり 出た。 後 を 見送った 千三屋 は、 

「馬鹿！」 と 思わず 怒鳴った が、 周章て て その 口 を 抑え 

たもので ある。 

「油断 も 隙 もなら ねえ 奴 だ。 まさか この おれ を 怪しい 

奴と、 感付いた の じゃある めえ な。 …… こいつ 仕事 を 

急がず ばなる めえ」 

腕 を 組み天井 を 見上げ、 じっと 何 か 考え出し たが、 

その 眼の 中には 商人ら しくない、 不敵な 光が 充 ちてい 

た。 と、 パラ リと腕 を 解く と、 その 手で トン トンと 襖 


を 叩き" 

「平手 様、 平手 様、 ご 都合よ くば 一面い かがで？ お 

うかがい 致しても よ ござんす かえ？」 

「おお 千三屋 か、 平手 は 留守 だ。 が 構わぬ、 はいって 

来い」 観 世銀 之丞の 声であった。 

「真っ平 ご免ください まし」 

ス ルリと 千三屋 は 襖 を 開ける と、 隣り の 部屋へ 入り 

込んだ。 

相 変らず 銀 之丞は 寝転んで いた。 無 感激の 顔で あつ 

た。 しかし その 眼の 奥の 方に、 火の ような ものが 燃え 

ていた。 圧迫され た 魂であった。 


「おい 千三屋、 おれ は 考えた よ」 珍しく 銀之丞 はしゃ 

ベり 出した。 「禁制の 海外へ 密行す るか、 そうでな け 

れば牢 へ はいる か。 この 二つより 法 はない とな。 こう 

でもしたら おれの 退屈 も、 少しぐ らい は 癒される かも 

知れない。 海外 密行 は むずかしい としても、 牢へ はい 

るの は 訳 はない。 他人の 物 を 盗めば いい。 どう だ 千 三 

どぎ も 

屋 賛成し ないかな」 「へ— い」 といった が 商人 は、 度胆 

を 抜かれた 格好であった。 「今日は 悪日で ございます 

おど 

よ。 お 杉の 奴に は嚇 される、 あなた 様に は 脅かされる、 

ゆうべ の 夢見が 悪 か つ た 害 だ」 「お 杉が 何を嚇 かした 

な？」 「へい 七不思議の 講釈で」 「ナ 二、 七不思議 だ？ 


馬鹿な 事 をい え。 そんな 言葉 は 犬に 食わせろ。 一 切 こ 

の 世に は 不思議な ど はない の だ。 おれ は 神秘 を 信じな 

い。 だから、 だから、 退屈 だと もい える」 

きぬぎ ぬ  ますがた 

後 朝の 場所 桝 形の 茶屋 

千三屋 は 無意味に 笑 つ たが、 その 眼 を キラ リと 床の 

間へ 向けた。 そこに 小 鼓が 置いて あった。 それへ 視線 

が 喰い 入った。 

北国 街道と 中 仙 道、 その 分岐点 を桝 形と いった。 高 


さ 六尺の 石垣が、 道の 左右から 突き出て いて、 それに 

囲われた 内側が、 桝形 をな している からであった。 こ 

れは 一種の 防禦 堤な ので、 また 簡単な 関所で もあった。 

ここ を 抜けて 左へ 行けば、 中 仙 道へ 行く ことが 出来、 

ここ を 通って 右へ 行けば、 北国 街道へ 出る ことが 出来 

た。 で この 桝 形へ 兵 を 置けば、 両 街道から 押し寄せて 

来る、 敵の 軍勢 を ささえる ことが 出来た。 大名な どが 

参府の 途次、 追分 宿へ とまるよ うな 時には、 必ず ここ 

へ 夜警 をお いて 非常 をい ましめ たもので あった。 しか 

し桝形 はそう いう ことによって、 決して 有名で はない 

のであった。 つるが 屋、 伊勢屋、 上 州屋、 武 蔵屋、 若 


菜屋と いうよう な、 幾つかの 茶屋が ある ことによ つ て、 

この 桝形は 名高かった。 いつ づけの 客 や 情夫な ど を、 

おんな 

宿の 遊女 達 はこの 茶屋まで、 きっと 送って 来た もので 

きぬぎ ぬ 

あった。 つまり 桝形は 追分に おける、 唯一 の 後 朝の 場 

所な ので、 「信 州 追分 桝 形の 茶屋で ホロ リと 泣いた が 

忘らり よか」 と、 今に 残って いる 追分節に よっても、 

そういう 情調 は 伺われよう。 大正 年間の 今日で も、 や 

やその おもかげ は 残って いた。 一方の 石垣 は 取り壊さ 

れ、 麦の 畑と なって いるが、 もう 一 つの 石垣 は 残って 

いた。 そうして 上 州屋、 つるが 屋 等の、 昔ながら の 茶 

屋 もあった。 つるが 屋清吉 の 白壁に 「桝 形」 と 文字が 


刻まれて あるの は、 分けても 懐し い 思い出と いえよう _ 

なお 街道の 岐 道に は、 常夜燈 といしぶ みとが 立って 

いた。 

右従是 北国 街道 東 二 里 安楽 追分 町 左従是 

中 仙 道 

こう 石 標には 刻まれて あるが、 これ も 懐し い 記念物 

であろう。 

さて ある 夜 若菜 屋の 座敷に、 客と 遊女と が 向かい 

合って いた。 客 は 美貌の 富士甚 内で、 遊女 は油屋 のお 

北であった。 別離 を 惜しんで いるので あった。 二人の 

他に は 誰もい ない。 人 を 避けて 二人ば かりで、 酒 を 汲 


み 交わせて いるので あった。 

「お 北、 いよいよ おさらば だ」 甚内 は盃を 下へ 置いた。 

「いう だけの 事 はいって しまい、 聞く だけの 事 は 聞い 

てし まった。 もう 別れても よさそう だ」 

「別れても よろし ゆう ございます とも」 お 北 は ぼん や 

りとうけ こたえた。 「ではお 立ちな さリ ませ」 「おれ も 

果報な 人間 だな。 お 北そう は、 思わぬ かな」 「それ はな 

ぜ でございます？」 「なぜと い つ てそうで はない か、 女 

ことわ  おとこみ よう リ 

郎屋の 亭主から 謝絶ら れ たの だ」 「 男冥利 で ございま 

すよ」 「おれ もそう 思って 諦めて いる」 「それが 一番よ 

うご ざいます。 諦めが 肝腎で ございます」 「止む を 得 


ない 諦め だ」 「ようお 諦めなさい ました」 「ふん、 冷淡 

な 女 だな」 「いいえ わたし は 燃えて おります」 「ではな 

ぜぃ うこと を 聞いて くれない」 「もう その 訳 は 先刻から、 

申し上げて おる では ございま せんか」 「ふん、 お前 は そ 

ん なにまで、 あんな 男に 焦がれて いるの か」 

するとお 北 は 眼 を 据えた が、 

「解らない お 方で ございます こと！」 「いや おれに は 

解って いる」 「では なぜ そんな こと を おっしゃ います」 

「愚痴 だ」 と甚内 は息づ まるよう にいった。 

甚内は 堅く 眼 をつ むり、 天井の 方へ 顔 を 向けた。 思 

案に 余った 様子であった。 お 北 は盃を 握りし めて いた。 


うわまぶた 

上瞼が 弓形 を 作り、 下瞼が 一 文字 をな した、 潤み を 

持った 妖艷な 眼 は、 いわゆる 立派な 毒婦 型で あつたが、 

今 は その 眼が 洞の ように、 光 もな く 見開かれ ていた。 

盃 中の 酒 を 見て はいるが、 別に 飲もうと する ので もな 

ヽ 0 

レ 

夜 は 次第に 更け まさり、 家の 内外 静かであった。 他 

に 客 もない かして、 三味線の 音締め も 聞こえない。 銀 

の 鈴で も 振る ような、 涼しい 河鹿の 声ば かりが、 どこ 

から ともなく 聞こえて 来た。 

「芸の 力 は 恐ろしい もの だ」 ふと 甚内 はつぶ やいた。 

「あの 馬子の 唄う 追分が、 そうまで お前の 心持ち を、 


捉えて いようと は 想像 もっかぬ」 

怪しい 恋の 三 縮み 

「魅入られて いるので ございます」 「魅入られ ている？ 

いかにも そうだ」 「あんな 男と 思いながら、 一度 追分 を 

唄い 出される と、 急に 心が 騒ぎ 立ち、 からだじゅうの 

血が 煮え返り 狂わしくな るので ございます」 「そうし 

て 男から 離れられぬ」 「はい さようで ございます」 「そ 

うして おれ を さえ 捨てよう とする」 「いいえそう では 

ございません。 何ん の あなたが 捨てられましょう」 「い 


やい やおれ を さえ 捨てよう とする」 

お 北の 眼 はまた 据わった。 

「あなた こそ 恋人で ござ います！」 むせぶ ような 声で 

あった。 「ああ、 あなた こそ 妾に とって、 本当の 恋人 

でございます」 

「おれの どこが 気に入った な？」 嘲笑うよ うな 調子で 

あった。 

「ただれた ような 美し さが！」 「おれが もしも 悪党な 

ら？」 「その 悪党 を 恋します」 「おれが もしも ひと ごろ 

しなら？」 「その ひとごろし を 恋します」 「おれが もし 

も 泥棒なら？」 「その 泥棒 を 恋します」 「おれが お前 を 


殺したら？」 「わたし は 喜んで 死にましょう」 「ではな 

ぜ おれに ついて 来ない？」 「申し上げた 害で ございま 

す」 

「お 北！」 と甚内 はさぐ るよう にいった。 「もし 追分 

が 未来永劫、 お前の 耳へ 聞こえ なくなったら、 その 時 

お前 はどうす るな？」 「その 時 こそ わたしと いう もの 

は あなたの 物で ございます」 「言葉に 噓は あるまい な」 

「何ん のい つわり 申しましょう」 「その 言葉 忘れるな よ」 

「はいご 念に は 及び ませぬ」 

甚内は 満足した ように、 不思議な 微笑 を頰に 浮かべ 

た。 …… 思えば 奇怪な 恋で はあった。 これと いう さし 


たる あてもなく、 追分 宿へ やって来て、 本陣 油屋 へと 

まった 夜、 何気なく よんだ 遊女に 恋し、 また 遊女に も 

恋されながら、 その 女が いう こと を 聞かぬ。 殺す とい 

えば 殺されようと いう。 それほどの 恋 を 持ちながら、 

にげようと いう 男の 言葉 を、 すげ なく 女 はこと わるの 

であった。 外にお とこが あるから でも あろうが、 おと 

こその 者に は 心 を ひかれず、 その 歌に 心 ひかれる の だ 

という。 立ち去る といえば 立ち去れ という。 捨てた の 

かとい えば 捨て はしない という。 そういう 言葉に は噓 

はない。 不思議な 恋の 三す くみ！ 女が 死ねば 恋 は 終 

る。 どっち か 一 人 男が 死ねば、 いきた 方が 女 を 獲る。 


所詮 一人 は 死ななければ ならない。 そうでなければ 苦 

しむば かりだ。 

「いっそ 自分が 立ち去ったなら、 万事 平和に 納まろう 

が、 この 女ば かり は 放されぬ」 これが 甚 内の 心持ちで 

あった。 「天下の 金 は 自分の 物 だ。 金に は 何ん の 苦労 

もない。 有難い ことに は 自分 は 美貌 だ。 これまで ほと 

んど 至る所で、 色々 の 女 を 征服 もし、 また 女に 征服 も 

くみ やす 

された。 女の 秘密 もお おかた は 知った。 与し 易い は 女 

である。 しかるに 意外に も 意外の 土地で、 意外の 女と 

でつく わした。 類例の ない 女で ある。 だから 自分に は 

珍ら しい。 珍ら しい もの は ほかへ はやれぬ。 是非 征服 


しなければ ならない。 では どうしたら よかろう か？ 

女の 心 を 引きつけ ている、 不思議な 追分の 歌い手 を、 

永遠に お 北から 遠 避けなければ ならない。 そのほかに 

は 手段 はない」 

これが 甚 内の 心持ちであった。 「よしそう だ、 やつ 

つけよう！」 

冷えた 盃を 取り上げ ると、 つと 唇へ 持って行った。 

河鹿の 鳴く 音 は 益 M 冴え、 夏と はいっても 二 千 尺の 

高地、 夜気が 冷え冷えと 身にしみて 来た。 

「お 北、 それで はまた あおう」 

「おあいしたい もので) J ざいます」 


「すぐに あえる、 待って いるが いい」 

「早くお 帰りく ださい まし」 

ちが 

い つもと 異ぅ 歌の 節 

頼んで 置いた 甚 三が、 馬 を ひいて 迎えに 来た、 それ 

に 跨がった 甚内 がいた。 北国 街道 を 北へ 向け、 桝 形の 

茶屋 を 出かけた の は、 それから 間もなく のこと であつ 

た。 

ともしび 

間もなく 追分 を 出外れた。 振り返って 見る と燈 火が、 

もや  力す 

靄の 奥から 幽かに 見えた。 


「旦那 様」 と 不意に 甚三 がいった。 「いよいよ ご 出立 

でございます かな」 

「うん」 と 甚内は 冷やかに、 「追分 宿と もお さらば だ」 

「永らく ご 滞在で ございま したな」 「意外に 永く 滞在 

した」 「旦那 様と 私と は、 ご 縁が 深う ございますな」 「縁 

が 深い？ それ は なぜかな？」 「宿まで ご 案内 致し ま 

したの はこの 甚三 でございます」 「そうであった な。 

覚えて おる」 「お送りす るの も甚 三で」 「そういえば 縁 

が 深いよう だ」 「ご 縁が 深う ございます」 「ところで 甚 

三 われわれの 縁 は、 もっと 深くな りそう だな」 

「え？ I といって 振り返った 時には、 甚内は 口 を噤ん 


でいた。 押して 甚三も 尋ねようと はしない。 力 パカパ 

という 蹄の 音、 フ ー フ— という 馬の 鼻息、 二人 は 無言 

で 進んで 行った。 

「甚 三、 追分 を 唄って くれ」 しばらく 経って 甚内 がいつ 

た。 

「夜が 深う ございます」 

「構う もの か、 唄って くれ」 「私の 声 は 甲高で、 宿まで 

響いて 参ります」 「構う もの か、 唄って くれ」 「よろし ゆ 

うご ざいます、 唄いましょう」 

やがて 甚三は 唄い 出した。 夜の かんばしい 空気 を 通 

し、 美音 朗々 たる 追分節が、 宿の 方まで 流れて 行った。 


「甚 三の 追分が 聞こえて 来る。 はてな、 いつもと は 唄 

ちが 

い 振りが 異ぅ。 …… うまい もの だ、 何ん ともい えぬ。 

…… 今夜の 節 は 分けても よい」 

こういつ たの は 銀之丞 であった。 

本陣 油屋の 下座 敷であった。 彼 は 相 変らず 寝そべつ 

ていた。 鼓が 床の間に 置いて あった。 

「おい 平手、 行って 見よう」 銀 之丞は 立ち上がった。 

「何、 行って 見よう？ どこへ 行く の だ？」 

千三屋 相手に 碁 を 囲んで いた、 平手 造酒 は 振り返つ 

た。 


ひど 

「追分 を 聞きに だ、 行って 見よう」 「今夜に 限って 酷く 

熱心 だな」 「いつもと 唄い 振りが 異 うから だ」 「そいつ 

はおれに は 解らない」 「行って 見よう。 おれ は 行く ぞ」 

「何に 対しても 執着の 薄い、 貴公と して は 珍ら しいな」 

「だんだん 遠くへ 行って しまう。 おい どうす る、 行く 

か 厭か？」 「さあ おれ は どっちで もい い」 「おれ は 行く。 

行って 聞く。 後から こっそり ついて 行って、 堪能す る 

まで 聞いて やろう」 「全く 貴公と して は 珍ら しい。 何 

に対して も 興ずる ことのない、 退屈し 切った いつもに 

似ず、 今夜 は 馬鹿に 面白がる ではない か」 「それが さ、 

今 もい つた 通り、 今夜に 限って 甚 三の 歌が、 ひどく 違つ 


て 聞こえる からだ」 「いつもと どこが 違う かな？」 「鬱 

していた のが 延びて いる。 燃えて いたのが 澄み切って 

いる。 蟠 まってい たのが 晴れて いる。 いつも は 余り 

に 悲痛だった。 今夜の 唄い 振り は 楽しそう だ。 心に 喜 

びが あれば こそ、 ああい う 歌声が 出て 来る のだろう。 

めったに 一生に 二度と は 来ない、 愉快な 境地に いるら 

しい」 「ふうん、 そんなに 異 うかな。 どれ 一 つ 聞いて 見 

よう」 

造酒 は 碁石 を 膝へ 置き、 首 を 垂れて 聞き澄ました。 

次第に 遠退き 幽かと はなった が、 なお 追分 は 聞こえて 

いた。 節の 巧緻 声の 抑揚、 音楽と しての 美妙な 点 は、 


武骨な 造酒に は 解らなかった。 しかし それと は 関係の 

ない、 しかし それより もっと 大事な、 ある 気分が 感ぜ 

られ た。 しかも 恐ろしい 気分であった。 造酒 はにわ か 

に 立ち上がった。 

「観 世、 行こう。 すぐに 行こう」 そういう 声 はせ き 立 つ 

ていた。 

「これ は 驚いた。 どうしたの だ？」 

「どうもこう もない 捨てて は 置け ぬ。 行って あの 男 を 

助けて やろう」 「ナニ 助ける？ 誰 を 助ける の だ？」 「あ 

の 追分の 歌い手 をな」 「不安な もので も 感じた のか？」 

とりま 

「陰惨た る 殺気、 陰惨た る 殺気、 それが 歌声 を 囲繞いて 


いる」 「それ は 大変 だ。 急いで 行こう」 

ありあう 庭下駄 を 突っ掛け ると、 ボンと 枝 折 戸 を 押 

し 開けた。 往来へ 出る と 一散に、 桝 形の 方へ 走って 

あき  まれ 

行った。 さらに それから 右へ 折れ、 月明ら かに 星 稀な、 

そばみち 

北国 街道の 蛆道 を、 歌声 を 追って 走って 行った。 

馬上ながら 斬り付けた 

こなた 甚三は 蹄に 合わせ、 次々 に 追分 を 唄って 行つ 

た。 彼の 心 は 楽しかった。 彼の 心 は 晴れ渡つ ていた。 

…… 恋の 競争者の 富士甚 内が、 追分 を 見捨てて 立ち去 


るので あった。 お 北 を 見捨てて 立ち去る のであった。 

もうこれ から は 油 屋ぉ北 は 彼 一人の 物と なろう。 これ 

まで は 随分 苦しかった。 人知れず 心 を 悩ました もの だ。 

さむら い 

相手 は 立派な お 侍 、 殊に 美貌で 金 も あるら しい。 そ 

れ がお 北に 凝って いた。 そうしてお 北 も その 侍に、 心 

を 奪われて いた もの だ。 宿の 人達 は 噂した。 いよいよ 

甚三は 捨てられる なと。 誰に 訴える こと も 出来ず、 ま 

た 訴え もしなかった が、 心で は 悲しみ もし 苦しみ もし 

た。 訴えられない 苦し さは、 泣く に 泣かれない 苦し さ 

であった。 泣ける 苦痛 は 泣けば よい。 訴えられる 苦痛 

は 訴えれば よい。 人に 明かされない 苦し さは、 苦し さ 


の 量 を 一 一倍に する。 宿の 人達に でも 洩らそう ものなら、 

その 人達 はいう だろう、 街道 筋の 馬子 風情が、 油屋の 

板 頭と 契る と は、 分に過ぎた 身の 果報 だ。 捨てられる 

おし 

のが 当然 だと。 では 妹に でも 訴えよう か、 妹お 霜は啞 

であった。 苦楽 を 分ける 弟 は、 遠く 去って 土地に いな 

い。 神 も 仏 も 頼みに ならぬ。 …… 富士甚 内が 追分 宿の、 

本陣 油屋へ 泊まって 以来、 甚 三の 心 は 一日と して、 平 

和の 時はなかった のであった。 …… しかし 今 は 過去と 

なった。 苦痛 はま さに 過ぎ去ろうと していた。 富士甚 

内が お 北と 別れ、 追分 宿 を 立ち去りつつ ある。 すぐに 

平和が 帰って来よう。 これまで 通 リニ 人 だけの、 恋の 


世界が 立ち 帰って来よう。 …… 

甚三は 声 を 張り上げて、 次から 次と 唄う のであった。 

こまね 

馬上で は甚 内が 腕 拱き、 じっと 唄 声に 耳を澄まし、 機 

会の 来る の を 待って いた。 

あたり ひそ 

「もうよ かろう」 と 心で いって、 四辺 を 窃かに 見廻し 

ともしび 

た 時には、 追分 宿 は 山に 隠れ、 燈 一 つ 見えなかった。 

すすき はら 

おおかた 二 里 は 離れた であろう。 左 は茫々 たる 芒 原。 

右手 は 谷川 を 一筋 隔て、 峨々 たる 山が 聳えて いた。 甚 

内 は 拱いた 腕 を 解く と、 静かに 柄 を 握りし めた。 知ら 

ぬ 甚三は 唄って 行った。 今 は ひとの ために 唄う ので は 

ない。 自分の 声に 自分が 惚れ、 自分の ために 唄う ので 


あった。 

追分 油屋 掛け 行燈に 

浮気 ご免と 書い ちゃない 

甚内は キラ リと刀 を 抜いた。 

浅 間 山 さ ん なぜ やけし や ん す 

腰に 三 宿 持ちながら 

甚内は 刀 を 振り かぶった。 

北山 時雨で 越後 は 雨 か 


あの 雨 やま なきや 会われない 

甚内 はさつ と甚 三の、 右の 肩へ 切りつ けた。 「わつ」 

たまぎ  め て 

と 魂消え る 声と 共に、 甚三は 右手へ よろめい たが、 そ 

のま まド タリと 転がった 時、 甚内は 馬から 飛び下りた。 

止 どめの 一 刀 を 刺そうと した。 

われ 

「まあ 待って くれ、 富士甚 内！ 汝ァ おれ を 殺す 気 だ 

な！」 

「唄の 上手が 身の 不祥、 気の毒ながら 助けて は 置け ぬ」 

「さて はお 北 も 同腹 だな！」 

「どうと も 思え、 うぬが 勝手 だ」 


「弟 ャ— ィ！」 と甚三 は、 致死 期の 声 を 振り絞った。 

「われの 言葉、 あたった ぞャ— ィ！ おれ はお 北に 殺 

される ぞ ，^ -— ィ！」 

よろ ぼい よろ ぼい 立ち上が るの を、 ドンと 甚内は 蹴 

リ仆 した。 とその 足へ しがみ付いた。 

のた うち 廻る 馬方 を、 甚内は 足で 踏み 敷いた が、 お 

りから 人の 足音が、 背後の 方から 聞こえて 来たので、 

ハツとば かりに 振り返った。 二人の 武士が 走って 来た。 

「南無 三宝！」 と 仰天し、 手負いの 馬子 を 飛び越す と、 

街道 を 向こうへ 突っ切ろ うとした。 と、 行 手から 旅 姿、 

菅の小 笠に 合羽 を 着、 足 掊ぇも 厳重の、 一見 博徒 か 口 


入れ 稼業、 小兵ながら 隙の ない、 一人の 旅人が 現われ 

たが、 笠 を 傾け こっち を 隙 かすと、 ピ タリと 止まって 

手 を 拡げた。 腹背 敵 を 受けた のであった。 ギヨ ッ とし 

ながら も甚内 は、 相手が 博徒と 見定める と、 抜いた ま 

まの 血 刀 を 二、 三度 宙で 振って 見せ、 

「邪魔 ひろぐな！」 

と叱咜 した。 

この 旅人 何者であろう？ 

博徒 風の 旅人 は、 微動 を さえ もしなかった。 依然 両 


手 を 広げた まま、 地から 根 生えた 樫の 木の ように、 無 

ほとば 

言の 威嚇 を 続けて いた。 脈々 と 迸し る 底力が、 甚内 

の 身内へ 逼 つて 来た。 強敵！ と 甚内は 直覚した。 彼 

ひるが 

は 忽然 身 を 翻え すと、 この 時間 近く 追い 逼 つて 来た、 

二人の 武士の 方へ 飛び かかって 行った。 一人の 武士 は 

かたわ 

それと 見る とつと 傍らへ 身 を ひいた が、 もう 一人の 

武士 は 足 をと め、 グイと 拳 を 突き出した。 拳 一 つに 全 

身 隠れ、 鵜の 毛で 突いた 隙 もない。 北辰 一 刀 流 直 正伝 

拳 隠れの 真 骨法、 流 袓周作 か 平手 造酒 か、 二人 以外に 

これほどの 術 を、 これほどに 使う 者 はない。 「あつ」 と 

甚内は 身 を 締めた。 この 堅陣 破る こと は 出来ぬ。 ジリ、 


ジリ、 ジリと 後退り、 またもや グ ルリと 身 を 翻え すと、 

窮鼠 かえって 猫を嚙 む。 破れ かぶれに 旅人 眼 掛け、 富 

士甚内 は 躍り掛か つて 行った。 

なまり 

「馬鹿め！」 と 訛 ある 上 州 弁、 旅人 は 初めて 一 喝 した 

が、 まず 菅笠 を 背後へ 刎ね、 道中 差 を 引き抜いた。 構 

え は 真っ向 大上段、 足 を 左右へ 踏ん張った ものである。 

「あつ」 とまた もや 甚内 は、 声 を 上げざる を 得なかった。 

日本に 流派 は 数 あるが、 足 を 前後に 開かずに、 左右へ 

踏ん張る というよ うな、 そんな 構えの ある 害がない。 

今 は 進み も 引き もなら ぬ。 タラ タラと 額から 汗 を 落 

とし、 甚内は 総身 を 強 ばらせた。 


「よしこう なれば 相討ち だ。 相手 を斃 して おれ も 死ぬ。 

卑怯ながら 腹 を 突こう」 外れつ このない 相手の 腹。 突 

嗟に 思案した 甚 内が、 下段に 刀 を 構えた まま、 体当り 

の 心組み、 ドンとば かりに 飛び込んだ とたん、 「ガ— ッ」 

という 恐ろしい 真の 気合いが、 耳の 側で 鳴り渡った。 

うしろ 

武士が 背後から かけた のであった。 甚 内の 意気 はくじ 

みっか 

かれた が、 同時に 活路が 発見った。 張り詰めた 気の 弛 

みから 機智が ピ カリと 閃めいた のであった。 彼 は 「え 

い！」 と 一声 叫ぶ と、 パッと 右手へ 身 を 逸した が、 そ 

こ は 芒の 原であった。 甚 三の 馬が 悠々 と、 主人の 兇 事 

も 知らぬ顔に、 了 心に 草 を 食って いた。 その 鞍 壺へ手 


へ しま ん  まま、 - 

を 掛ける と甚 内は翩 翻と 飛び乗った。 ピッ タリ 馬 背へ 

身 を 伏せた の は、 手裏剣 を 恐れた ためであって、 「やつ」 

というと 馬 腹 を 蹴った。 馬 は 颯と 走り出した。 馬首 は 

追分へ 向いて いた。 月皎々 たる 芒 原、 団々 たる 夜の 露 

芒 を 開き 露 をち らし、 見る見る 人馬 は 遠ざか つ て 行つ 

た。 草に 隠れ 草 を 出で、 木の間に 隠れ 木の間 を 出で、 

棒と なり 点と ちぢみ、 やがて 山腹へ 隠れた が、 なおし 

ばらく は カツ カツと いう、 蹄の 音が 聞こえて きた。 し 

かし それさえ 間もなく 消えた。 

まや わざ 

余りの 早業に 三人の 者 は、 手 を 拱ねいて 見て いるば 

さ えぎ 

かり、 とめ も 遮リも 出来なかった。 苦笑 を 洩らす ば 


かりであった。 

「素早い 奴 だ、 あきれた 奴 だ」 

博徒 姿の 旅人 は、 こうつぶ やくと ニヤ リ としたが、 

道中 差し を 鞘へ 納める と、 その 手で 菅笠の 紐 を 結んだ。 

それから 二人の 武士の 方へ、 ちょっと 小 腰 を 屈めた が、 

追分の 方へ 足 を 向けた。 

「失礼ながら お待ちく だされ」 一 人の 武士が 声を掛け 

た。 拳 隠れの 構え をつ け、 甚内を 驚かせた 武士で あつ 

た。 他なら ぬ 平手 造酒であった。 

「何 かご 用で ござんす かえ」 旅人 は 振り返って 足 を 止 

めた。 


「天晴れ 見事な お 腕前、 それに 不思議な 構え 方、 お 差 

し 支えな くば ご 流 名 を、 お明かし なされて はく ださる 

まレ 力」 

「へい」 といった が 旅人 は、 迷惑そう に 肩 を 縮め、 「と 

んだ ところ をお 眼に かけ、 いやはやお 恥ずかし ゆう 存 

じます。 何、 私の 剣術に は、 流 名 も 何も ござん せん。 

さあ 強いて つけましょう なら、 『待ったなし 流』 とで も 

申しましょう か。 アツ ハハハ 自己流で ござんす」 

「待ったなし 流？ これ は 面白い。 どなたに ついて 学 

ばれた な？」 

「最初 は 師匠 にもつき ましたが、 それ もほんの 半年 ほ 


どで、 後 は出鳕 目で ございま すよ」 

「失礼ながら ご 身分 は？」 「ご覧の 通りの 無職 渡世で」 

「お差しつ かえな くばお 名前 を。 …… われら 事 は 江戸 

表 …… 」 

「おっとお つと そいつ あいけ ねえ」 

造酒が 姓名 を宣 ろうとす るの を、 急いで 旅人 は 止め 

たもので ある。 

「なにい けない？ なぜい けない な？」 

きまず 

造酒 は 気不味い 顔 をした。 

それと 見て取った 旅人 は、 菅笠の 縁へ 片手 を 掛け、 

詫びる ように 傾げた が、 また 繰り返して いうので あつ 


た。 

「へいへい そいつ ァ いけません。 そいつ あどう もい け 

ません な あ」 

造酒 はムッ ッリと 立って いた。 しかし 旅人 は ビクと 

もせず 

「お見受け 申せば お 二人ながら、 どうして 立派な ぉ武 

わつ ち  なの  もったい しごく 

家 様、 私 ふぜいに ぉ宣リ くださる の は、 勿体 至極 も ご 

ざいません。 それにお 宣リ くだされても、 私の 方 か 

らは 失礼ながら、 宣り 返す ことが 出来ません ので、 重 

ね 重ね 勿体ない 話、 どうぞ 今日は このままで お別れ 致 

しとう 存じます。 広い ようで も 世間 は 狭く、 そのうち 


どこかで 巡り合い、 おお、 お前 か あなた 様 かと、 宣リ 

わつ ち せわ 

合う 時 も ございましよう。 今 は 私 も 忙しい 体、 追い 

込まれて いるので ございまして な。 兇状持ちな の で) J 

ざいます よ。 それで は ご免ください ますよう」 

こういい 捨てる と 旅人 は、 二人の 武士の 挨拶 も 待た 

ず、 風の ように 走って 行った。 

こぞく 

鼓賊 江戸 を 横行す 

馬子の 甚 三の 殺された こと は、 追分に とって は 驚き 

であった。 驚きと いえば もう 一 つ、 油屋 のお 北が 同じ 


その 夜に あたかも 紛失で もした ように、 姿 を 隠して し 

ひど 

まった ことで、 これ は 酷く 宿の 人達 を、 失望 落胆 させ 

なくな 

たもので あった。 さて、 ところで、 紛失った といえば 

なくな 

もう 一 つ 紛失った 物が あった。 他なら ぬ 銀 之丞の 鼓で 

あった。 それと 知る と 平手 造酒 は、 躍り上がって ロ惜 

しがり、 

「千三屋が 怪しい 千三屋が 怪しい！」 と、 隣室の 呉服 

商 を 罵った が、 なるほど これ はいかに も 怪しく、 同じ 

その 夜に その 千三屋 も、 どこへ 行った もの か 行方が 知 

れ なかった。 

「おい 観 世、 計られた な」 


「いいで はない か。 うつち やって 置け よ」 

「あれ は 名器 だ。 何が いい！」 

「ナ—  二 これ も 一 つの 解脱 だ」 銀 之丞は のんきで あつ 

た。 

しゃしん じょうぶ つ 

「何が 解脱 だ。 惜しい こと をした」 「捨身 成仏と いう 

ことがある。 大事な 物 を 捨てた 時、 そこへ 解脱が やつ 

くそ 

て 来る」 「また 談義 か、 糞で も 食らえ」 「アツ ハ ハハ、 

面白い な あ」 「何が 面白い、 生臭坊主め！」 

造酒 は 目茶苦茶 に 昂奮した が、 「ああ それにしても 

一 晚の 中に、 これ だけの 事件が 起ころうと は、 何ん と 

いう 不思議な ことだろう」 


「おい 平手、 詰まらな いこと をい うな」 銀 之丞は ニヤ 

リ とし、 「不思議 も 何も あり やしないよ。 この 人の 世 

に は 不思議 はない。 ある もの は 事実ば かりだ」 「事実 

ばかり だ！ ばか をい うな！ これ だけの 事件の 

重 畳 を、 ただの 偶然 だと 見る ような 奴に は、 運命 も 

神秘 も 感ぜられまい」 「運命 だって？ 神秘 だって？ 

馬鹿な、 そんな ものが ある もの か。 それ は 低能児のお 

題目 だ。 無知なる が ゆえに 判らない。 その 無知 を 恥ず 

かしい とも 思わず、 判らない ところの その物 を 差して 

不思議 だ 神秘 だ 宿命 だ という。 馬鹿馬鹿しくて 話に も 

ならぬ。 …… それ はそうと 実のところ、 おれ は少々 失 


望した よ」 「それ 見る がいい、 本音 を 吐いた な」 「これ 

だけの 事件の 衝突り 合いだ。 もう 少し この おれ を 刺戟 

して、 創造的 境地へ 引き上げて くれても、 よかり そう 

な もの だと 思う の だが な」 「ふん、 何んだ、 そんな こと 

か。 刺戟、 昂奮、 創造的 境地！ 何ん のこと だか 解り や 

しない」 

「おれ は 駄目 だ！」 と 観 世銀 之丞 は、 悄気た みじめな 

表情 をした。 「おれの 所へ 来る と あらゆる 物が 退屈 そ 

の ものに 化して しまう」 「我がまま だからよ。 貴公 は 

我がまま だ」 「おれの 心 は 誰に も わからない。 おれ は 

気の毒な 人間 だ」 「そうだと も 気の毒な 人間 だと も」 「こ 


の 地に も あきた。 江戸へ 行きたい」 「おれ も あきた。 

江戸 へ 帰ろう」 

翌日 二人 は 追分 を 立ち、 中 仙 道 を 江戸へ 下った。 

この頃 不思議な 盗賊が、 江戸 巿中を 横行した。 鼓 を 

利用す る賊 であった。 微妙 きわまる 鼓の 音が、 ポン、 

ポン、 ボンと 鳴り渡る と、 それ を 耳に した 屋敷で は、 

必ず 賊に 襲われた。 どんなに 奥深く 隠して 置いても、 

きっと 財宝 を 掠められた。 大名屋敷、 旗本 屋敷、 そう 

でなければ 大 富豪、 主として 賊 はこうい う 所 を 襲った。 

不思議と い えば 不思議 であった。 屋敷 を 廻って 鼓が 鳴 


る。 それ 賊 だと 警戒す る。 無数の 人が 宿&を する。 し 

かし やっぱり 盗まれて しまう。 鼓賊、 鼓賊 とこう 呼ん 

で、 江戸の 人達 は 怖じ 恐れた。 「何のた めに 鼓 を 鳴ら 

すの だろう？ どういう 必要が あるの だろう？」 こう 

人々 は 噂し 合った が、 真相 を 知る こと は 出来なかった。 

つつい いずみの かみ  さかき ばらかず えの かみ 

南 町奉行 筒井 和 泉 守、 北 町奉行 榊 原 主計 守、 二人な が 

ら 立派な 名 奉行で あ つ たが、 鼓賊 にだけ は 手が 出せな 

ちょうりょうばっこ まか 

かった。 跳梁跋扈に 委 すば かりであった。 

この 評判 を 耳に して 一 人 雀躍して 喜んだ の は、 

はリ まど  ぐ じょ う 

「玻璃 窓」 の 郡 上 平 八であった。 今年の 春の 大雪の 夜、 

隅 田 堤で 鼓の 音 を 初めて 彼が 耳に して 以来、 実に 文字 


通り 寝食 を 忘れて、 その 鼓 を 突き止めようと、 追つ 龃 

け 廻した ものであった。 しかるに 不幸に も 今日まで、 

行方 を 知る ことが 出来なかった。 根気の よい 彼 も 最近 

に 至って、 多少 絶望 を 感じて 来て、 手 を ひこうか とさ 

え 思って いた。 その 矢先に 鼓賊 なる ものの、 輩出した 

こと を 聞いた のであった。 

二人の 虚無僧の 物語 

そこ は 玻璃 窓の 平 八であった。 あの 時の 鼓と この 鼓 

賊 とが、 関係 ある ものと 直覚した。 「よしよ し 今度 こ 


そ はの がさぬ ぞ」 堅く 心に 誓いながら、 鼓賊の 詮議に 

着手した が、 いわゆる 今日での 科学的 捜索 それ を 尊ぶ 

彼であった から、 むやみと 蠢動す るの を やめ、 理詰め 

で 行こうと 決心した。 

「賊と 鼓？ 賊と 鼓？ この 二つの 間に は、 何ら か 関 

係がなくて はならない」 まず ここから 初めた もので あ 

る。 で 彼 は 何より 先に、 鼓に 関する 古い 文献 を、 多 方 

面に 渡って 調べた が、 鼓と 賊 との 関係に ついて、 記録 

した もの は 見つからなかった。 そこで 今度 は 方面 を 変 

え、 鼓 造り 師ゃ囉 し 方 や、 鼓の 名人と いわれて いる、 

色々 の 人 を 訪問し、 この 問題に ついて 尋ねた が、 や は 


り 少しも 得る ところがなかった。 

「昔の 有名な 大 盗で 鼓 を 利用した というよ うな もの は 

どうも 一 向 聞きません な」 誰の 答え もこう であった。 

「 一 人ぐ らい は ございましよう！」 平 八が 押してたず 

ねても、 知らない もの は 知らないの であった。 

「残念ながら これ は 駄目 だ」 平 八 老人 は 失望した もの 

の、 

「小 梅で 聞いた 鼓の 音、 何ん ともい えず 美音であった 

が、 いずれ 名器に 相違 あるまい。 それ を 鼓賊が 持って 

いると すると、 盗んだ ものに 違いない。 よしよ しこい 

つから 調べ て やろう」 


また 訪問 を やり 出した。 鼓 造 リ師、 囉し 方、 鼓の 名 

い え もと 

人と いわれる 人、 各 流 能楽の 家元から、 音楽ず きの 物 

こっとうしょう  まん べん 

持ち 長者、 骨董 商と いうよう な 所 を、 根気よ く 万遍な 

く 経め ぐって 「鼓 を ご 紛失で は ござらぬ かな？」 こう 

い つ て 尋ねた ものである。 

こうじまち 

しかるに 麴町 土手 三番 町、 観 世 宗家の 伯父に あたる、 

同姓 信 行の 屋敷まで 来た 時、 彼の 労は酬 いられた。 嫡 

子 銀 之丞が 家に 伝わる、 少納 言の 鼓 を 信 州 追分で、 紛 

失した というの であった。 

「まず 有難い」 と 喜んで、 その 銀 之丞へ 面会 を もとめ、 

当時の 様子 をき こうと した。 銀 之丞は 会い は 会った も 


のの、 盗難に ついては 冷淡であった。 はかばかしく 模 

様 も 語らなかった。 

「これと あなたが ご覧に な つ て、 怪しく 思われた 人間 

が、 多少 はあった で ございましよ うな？」 

「さよう」 といった が 銀之丞 は、 例の 物う い 表情で、 

「 一 人 二人 はあり ましたが、 罪の 疑わしき は 咎めず と 

いいます、 お話しす る こと は 出来ません な」 

こうに ベ もな くいい 切って しまった。 どこに 取りつ 

くす ベ もない。 これが 役付きの 与力なら、 押してき く 

こと は 出来る ので あるが、 今 は 役 を 退いた 平 八で あつ 

た。 どうす る こと も 出来なかった。 「それにしても 


変った 性質 だな」 こう 思って 平 八 は、 つくづく 相手の 

顔 を 見た。 さすが は 名門の 嫡子で ある、 それに 一 流の 

芸術家、 銀 之 丞の姿 は高朗 として、 犯しが たく 思われ 

た。 

「これで 三番 手 も 破れた という 訳 だ」 平 八 老人 は 観 世 

家 を 辞し、 本 所の 自宅へ 帰りながら、 さびし そうに 心 

で つぶやいた。 「さて これから どうした もの だ。 …… 

どうに もこう にも 手が 出ない。 これまで 通り 江戸 巿中 

を、 あるき 廻る より 策 はない。 いや 我ながら 智慧の な 

い 話さ。 むしゃく しゃするな あ、 浅 草へ でも 行こう」 

で 平 八 は 足 を 返し、 浅 草の 方へ 歩いて 行った。 


い つも 賑やかな 浅 草 は その 日 も ひどく 賑わって いた。 

のま  ま 、， 

奥山 を 廻って 観音 堂へ 出、 階段 を 上って 拝 を 済まし、 

戻ろうと した その 時であった、 そこに 立って いた 

虚無僧の 話が 平 八の 好奇心 を 引き付けた。 

みどう 

「小さい ご 本尊に 大き い 御堂、 これに は 不思議 はな い 

としても、 この 浅 草の 観音 堂と 信 州 長 野の 善 光寺と は、 

としかさ 

特に それが 著しい な」 こういつ たの は 年嵩の 方で、 ど 

うやら 階級 も 上らし い。 「わし は 善 光寺 は 不案内 だが、 

そんなに 御堂 は 大きい かな」 年下の 虚無僧が きき 返し 

た。 

まわ 

「観音 堂より はま だ 大きい。 一 周り ももつ とも 大きい 


かな」 「それ は 随分 大きな もの だな」 「そうだ、 あれ は 

一昨年だった、 わし は 深夜た だ 一人で、 その 善 光寺の 

廻廊に 立って、 尺八 を 吹いた ことがある。 なんともい 

ねいろ  ちが 

えずい い 気持ち だ つ た。 まるで 音色が 異 つ て 聞こえ 

た」 「ナニ 尺八の ねいろが 異 つた？ ふうむ、 それ は 何 

故だろう な？」 「善 光寺 本堂の 天井に、 金塊が 釣る して 

あるから だ」 「ナニ 金塊が 釣る して ある？」 「さよう 金 

塊が 釣る して ある。 つまり 火災に 遭った 時な ど、 改め 

て 建立し なければ ならない。 その 時の 費用に する ため 

き ん  のべぼう 

に、 随分 昔から 黄金の 延棒が、 天井に 大切に 釣る して 

わし 

あるの だ」 「これ は 私に は 初耳 だ」 「ところで 楽器と い 


う もの は、 分けても 笛と 鼓と はだな、 黄金の 気 を 感じ 

易い。 名器に なれば 名器に なるほど、 黄金の 気 を 強く 

感じ、 必ずね いろが 変化す る。 つまり 一層 微妙になる 

こうみゃく  かなやま 

の だ。 で 鉱脈 を 探る 時な ど、 よく 鉱山の 山師な ど は、 

笛 か 鼓 を 持って行って、 それ を 奏して 金の 有無 を、 う 

あ 

まく 中て ると いう こと だよ」 

黙って 聞いて いた 平 八 は、 思わず この 時 膝 を 打った。 

あらかた 

「やれ 有難い、 いい 事 を 聞いた。 これで 事情が 大略 解つ 

た。 はは あなる ほどそう であった か。 鼓賊と 呼ばれる 

その 泥棒が、 少納 言の 鼓 を 奪い取つ たの は、 その 鼓 を 

奏する 事に よって、 目星 をつ けた 家々 の、 金の 有無 を 


知る ためだった のか。 盗み も 進歩した もの だな。 …… 

よしよ しこ こまで 見当が つけば、 後 はほんの 一息 だ。 

き つ と 間違いな く 捕えて 見せる」 

踏む 足 も 軽く いそいそと、 本 所業 平 町  一丁目の、 自 

分の 家へ 帰って 行った。 

千 葉 道場の 田舎者 

北辰 一刀 流の 開祖と いえば、 千 葉 周 作成 政であった _ 

生まれ は 仙 台 気 仙 村、 父 忠左衛 門の 時代まで、 伊達 家 

に 仕えて 禄を 食んだ が、 後 忠左衛 門 江戸へ 出で、 医 を 


もって 業と した。 しかし 本来 豪傑で、 北辰 無双 流の、 

達人で あり、 本業の 傍ら 弟子 を 取り、 剣道 教授 をした 

ものであった。 その子 周 作の 剣 技に 至って は、 遙 かに 

父に も 勝る ところから、 当時 将軍お 手直し 役、 浅 利 又 

七郎に 懇望され、 浅 利 家の 養子と なった ほどであった。 

後 故あって 離縁と なり、 神 田お 玉ケ 池に 道場 を 開き、 

一 派 を 創始して 北辰 一 刀 流と となえ、 一 生の 間取り 立 

てた 門弟、 三千 人と 註され ていた。 水 戸 藩の 剣道 指南 

おた にしもう さの かみ 

役で も ぁリ、 塾 弟子 常に 二百 人に 余り、 男 谷 下 総 守、 

ももの い  い ば 

斎藤弥 九郎、 桃 井 春 蔵、 伊庭 軍兵 衛と、 名声 を 競った 

ものであった。 


いなかもの 

ある 日、 千 葉 家の 玄関先へ、 一人の 田舎者が やって 

来た。 着て いる 衣裳 は 手織 木綿、 きたない よれよれの 

ひやめし ぞうり  たけ 

帯 をし め 冷 飯 草履 を 穿いて いた。 丈 は 小さく 痩せぎ す 

で、 顔色 あかぐろく 日に 焼けて いた。 

「ご免く だせえ。 ご免く だせえ」 さも 不器用に 案内 を 

乞うた。 「ド ー レ」 といって 出て 来たの は 小 袴 を 着け 

た 取り次ぎの 武士。 

「ええ どちらから 参られた な」 

はん ま 

「 へ え、 甲 州から 参りました」 そのいう 事が 半 間で あつ 

た。 

「して 何ん の ご用 かな？」 「お 目に かかりて えんで ご 


ぜ えます よ」 「お 目に かかりたい？ どなたに だな？」 

「千 葉 先生に で ごぜえ ますよ」 「お 目に かかって なんに 

なさる？」 「へえ 立ち合って 戴きた いんで」 

取り次ぎ は プッと 吹き出し たが、 「では 試合に 参つ 

たの か」 「へえ さようで ごぜえ ます」 「千 葉 道場と 知つ 

て 来たの か」 「へえへ えさよう で ごぜえ ます」 「ふうん 

そうか。 い い 度胸 だな」 「へえ、 よい 度胸で ごぜえ ます」 

田舎者 は 臆面がない。 

取り次ぎの 武士 は 面白くな つ たかから かうよう にい 

い 出した。 「で、 ご 貴殿の ご 流 名 は？」 「流 名なん か あ 

り ましね え」 「流 名がない。 それ は それ は。 して ご 貴 


殿の ご 姓名 は？」 「姓名の 儀 は 千代 千兵衛 でが す」 「アツ 

ハ ハハ、 千代 千 兵衛殿 か。 いや これ はよ いお 名前 だ」 

「どうぞ 取り次いで おくん なせえ」 「悪い こと はいわぬ。 

帰った 方が いい」 「へえ、 なぜで ごぜえ ますな？」 「な 

ぜ ときく のか。 ほかで もない、 大 先生 は 謹厳のお 方、 

さような こと はなさらない が、 若い 血気の 門弟 衆の 中 

に は、 悪ふざけ をな さるお 方が ある。 うかう か 道場な 

どへ 参って 見ろ、 なぶられた あげく 撲られ るぞ」 「へえ、 

そいつ はおつ かないね」 「おっかない とも、 だから 帰れ」 

r 撲られ るの は 大嫌い だ」 「好きな 奴が ある もの か」 「だ 

からお いら 撲られ ねえ だ。 おいらの 方から 撲 つて やる 


だ」 「呆れた 奴 だ。 物 もい えぬ」 「だから 取り次い でお 

まか 

くんな せえ まし」 「取り次ぐ こと は 罷りなら ぬよ」 「で 

はどうしても 出来ね えだ か」 「さよう どうしても 出来 

ない な」 「ではし かたがね え、 帰る ベえ」 「その 方が い 

い。 安全 だ」 「その代り 世間へ いい 触らす がいい か」 「ナ 

二 いい 触らす？ 何 をい い 触らす の だ？」 「千 葉 周 作 だ、 

北辰 一刀 流 だと、 大きな 看板 は 上げて いるが、 その実 

いかさま もの 

とんだ 贋物で、 甲 州の 千代 千 兵衛に 試合 を 望まれた 

ら、 おっかな がって 逢わなかった と、 こういい 触らし 

て も 文句 あるめえ な」 


大胆な のか 白痴な のか？ 

これ を 聞く と 取り次ぎの 武士 は、 にわかに その 眼 を 

怒らせた が、 「いやはや なんと 申して よい か、 田舎者と 

さと 

思えば こそ、 事 を 分けて 訓 してやつ たに、 それが 解ら 

ぬと は 気の毒な もの。 よしよ しそれ ほど 撲られ たいな 

ら、 望みに まかせ 取り次いで やろう。 逃げるな よ、 待つ 

て おれ」 

こういい 捨てて 奥へ はいった が、 やがて 笑いながら 

ひつ 返して 来た。 

「大 先生 は ご 来客で、 そちな どに はお 目に かかれぬ。 


しかし 道場に は ご 舎： ^様 はじめ、 ぉ歴々 の 方が 控えて 

おられる。 望みと あらば 通る がよ い」 「へえ、 有難う 存 

じます だ」 

で、 田舎者 は 上がり込んだ。 長い 廊下 を 行き 尽くす 

と、 別 構えの 道場であった。 カチ、 カチ、 カチ、 とい 

うしないの 音、 鋭い 掛け声 も 聞こえて 来た。 

「さあ はいれ」 といいながら、 取り次ぎの 武士が まず 

はいると、 その後に 続いて 田舎者 は、 構えの 内へ はい つ 

ひのき 

ていった。 見 かすむ ばかりの 大道 場、 檜 づくリ の 真 

新し さ、 最近に 建て かえた ものら しい。 向かって 正面 

が 審判 席で、 その 左側の 板壁 一面に、 撃剣 道具が かけ 


つらねて あり、 それと 向かい合った 右側に は、 門弟 衆 

の 記名 札が、 ズラ とば かり 並んで いた。 審判 席に す 

わって いるの は、 四十 年輩の 立派な 人物、 外ならぬ 千 

葉定吉 で、 周 作に 取って は 実の 弟、 文武 兼備と いう 点 

では 周 作 以上と いわれた 人、 この 人物で あつたれば こ 

そ、 北辰 一 刀 流 は 繁昌し、 千 葉 道場 は 栄えた ので あつ 

てんたん  いたずら 

た。 性 来 無慾 恬淡で あつたが、 その代り ちょっと 悪戯 

好きであった。 で、 田舎者の 姿 を 見る と ニヤ リと 笑つ 

たもので ある。 その 左側に 控えて いたの は、 周 作の 嫡 

きそたろう 

子岐蘇 太郎、 また 右側に 坐って いたの は、 同じく 次男 

栄次郎 であって、 文に かけて は岐蘇 太郎、 武 において 


は 栄次郎 といわれ、 いずれも 高名の 人物であった。 岐 

蘇 太郎の 横に は 平手 造酒が 坐し、 それと 並んで 坐って 

いるの は、 他なら ぬ 観 世銀 之丞 であった。 打ち合って 

いた 門弟 達 は、 田舎者の 姿へ 眼 をつ ける と、 にわかに 

しない 

ク スクス 笑い出し たが、 やがて ガラ ガラと 竹刀 を 引く 

たま  うしろ 

と、 溜りへ 行って 道具 を 脱ぎ、 左右の 破目 板 を 背後に 

負い、 ズラリ と 二列に 居 流れた。 

「 他流試合 希望 の 者、 召し連れまして ござります」 

取り次ぎの 武士 は 披露した。 

すると 定吉 は莞爾 としたが 「千代 千兵衛 とやら 申し 

たな」 


「へえ、 千代 千 兵衛と 申します だ。 どうぞ ハァ これ か 

ら はお 心 易く、 願えて えもので ごぜえ ます」 田舎者 は 

きも 

こういうと、 一向 平気で 頭 を 下げた。 胆が 太いの か 

白痴な のか、 にわかに 判断が つき 兼ねた。 

「で、 流 名 はない そうだな？」 

「へえ、 そんな もの ごぜえ ません」 

「当 道場の 捉 として 門弟 二、 三人 差し出す によって、 

まず それと 立ち合つ て 見い」 

せいぜい 

「へえ、 よろし ゆう ごぜえ ます。 どうぞ 精々 強そう な 

ところ をお 出しな すつ てくだせ えまし」 

「秋 田 氏、 お出なさい」 


「はつ」 というと 秋 田 藤 作、 不承不承に 立ち 出で た。 

相手 は 阿呆の 田舎者で ある、 勝った ところで 名誉に な 

つらよ ご  はえ 

らず、 負けたら それ こそ 面汚し だ。 一 向栄ない 試合 だ 

と 思う と、 ムシ ャ クシ ャ せざる を 得なかった。 その 

うっぷん は 必然的に、 田舎者の 上へ 洩らされた。 「こ 

ん 畜生め 覚えて いろ、 厭と いう ほどぶ ん撲 つて やる か 

ら」 で 手早く 道具 を 着ける と、 しない を 持って 前へ 出 

た。 これに 反して 田舎者 は、 さも 大儀 だとい うように、 

ノロ ノロ 道具 を 着け だした が、 恐ろしく 長目の しない 

を 握る と、 ノ ッソリ とば かり 前へ 出た。 双方 向かい 

合って しない を 合わせた。 


礼儀 だから 仕方がない、 「お 手 柔らかに」 と 藤 作 は 

いった。 

「へえ、 よろし ゆう ごぜえ ます」 これが 田舎者の 挨拶 

であった。 まるで 頼まれで もした ようであった。 

「よろし ゆ うご ざ ると は 呆れ たな。 悪く ふざけた 田舎 

者 じ やねえ か。 よし 脳天 を どやし つけ、 きな 臭い 匂い 

でも 嗅がせて やろう」 藤 作 は 益 M 気を悪くし たが、 

「ャ ッ」 というと 立ち上がり、 一 足 引く と 青 眼に つけた。 

と 相手の 田舎者 は、 同時に ヌッと 立ち上がり はした が、 

ラ しろ 

うんと も すん ともい わば こそ、 背後へ 一 足 引く でもな 

く、 ぼやつ として 立って いた。 位取りば かり は 上段で 


あった。 

合点の いかない 剣 脈で ある 

なまいき 

「へ、 生意気な、 上段と 来たな。 今に 見て いろ ひつく 

リ 返して やる から」 じっと 様子 を 窺った。 相手の 全身 

は 隙 だらけであった。 「ざま ァ 見や がれ 田舎者め。 構 

え も 屁った くれ も あり やしない。 全身 隙と はこれ どう 

だ。 といって これが 機に 応じて、 ヒラリ 構えが 変る と 

いうよう な、 そんなし やれた 玉で はなし、 フ フン、 こ 

きちが い 

いつ 狂人 かな。 他流試合と は 恐れ入る。 かまう もの か 


ひつ 叩いて やれ」 

ット 一足 進んだ 時、 どうした もの か 田舎者 は、 ダラ 

リ としない を 下げて しまった。 

「もしもし お尋ね 致します だ」 こんな 事 をい い 出した- 

「ちょ つ くらお 尋ね 致します だよ」 

「なんだ？」 といった が 秋 田 藤 作す つかり 気勢 を 削が 

れて しまった。 試合の 最中し ない を 下ろし、 ちょつ く 

ら 待てと いう 型 はない。 無作法に も 事 を 欠く、 うんざ 

リ せざる を 得なかった。 

「何 か 用 か、 早くい え」 

めえ さま くらいど ころ 

「あのお 前 様の 位 所 は、 どこら あたりで ごぜえ ます 


な？」 

「剣道に おける 位置の 事 か？」 「へえ、 さようで ごぜえ 

ます」 「拙者 はな、 切り紙 だ」 「切り紙と いうと ビ リツ 

尻 だね」 「無礼な こと をい う もので はない」 「さあ それ 

じ ややり やしよう」 

そこで 二人 はまた 構えた。 千 葉 道場の 切り紙 は、 他 

の 道場での 目録に 当たった。 もう 立派な 腕前であった。 

はげ  しな い 

その 藤 作が 怒リ をな し、 劇しく 竹刀 を 使い出し たので、 

随分 荒い 試合と なった。 「ャ、 ャ、 ャ、 ャ …… ャ、 ャ、 

ャ、 ャ」 こう 気合 を 畳み込んで、 藤 作 は 前へ 押し出し 

て 行った が、 相手の 田舎者 は 微動 さえし ない。 同じ 場 


所に 立って いた。 一歩 も 進まず 一歩 も 退かない。 盤石 

のよう な 姿勢であった。 そうして 全身 隙 だらけで あつ 

た。 しかも 上段に 振り 冠って いた。 

見当の つかない 試合ぶ りであった。 

「胴！」 とば かり 藤 作 は、 風 を 切って 打ち込んだ。 ポ— 

ン というい い 音が した。 

力す 

「擦った！」 と 田舎者 は 嘲笑った。 審判 席から も 声が 

掛からない。 で 藤 作 はット 退いた。 じっと 双方 睨み 

合った。 

「小手！」 とば かり 藤 作 は、 再度 相手の 急所 を 取った。 

「擦った」 と 田舎者 はまたい つた。 嘲け るよう な 声で 


あった。 審判 席から は 声が 掛からない。 

またも 双方 睨み合った。 

「面！」 と 一声 藤 作が、 相手の 懐中へ 飛び込ん だとた 

ん、 

「野郎！」 という 劇しい 声が した。 その 瞬間に 藤 作 は、 

床の 上へ 尻餅 を 突いた。 プ— ン ときな 臭い 匂いが して、 

眼の 前をキ ラ キラ と 火花が 飛び 脳天の 具合が 少し 変 だ。 

「はは あ、 おれ は 打 たれたん だな」 …… そうだ！ 十二 

分に どやされ たのであった。 

「勝負あった」 と 審判 席から、 はじめて 定吉の 声が し 

た。 


「参った」 といった ものの 秋 田 藤 作 は、 どうに も 合点 

がいかなかった。 いつ 撲られ たの かわからなかった。 

審判 席で は定吉 が、 眉 をし かめて 考え込んだ。 

「これ は 普通の 田舎者で はない。 十分 腕の ある 奴ら し 

い。 道場破りに 来たの かも 知れない。 それにしても 不 

思議な 剣 脈 だな。 動かざる こと 山の 如し だ。 それにた 

だの 一撃で、 相手の 死命 を 制する という、 あの 素 晴ら 

しい 意気 組 は、 尋常の 者に は 出来る ことで はない。 … 

うか つ 

…迂 潤な 相手 は 出されない。 …… 観 世 氏、 お出なさい」 

「はつ」 というと 観 世銀 之丞は 物臭 さそう に 立ち上 

がった。 


観 世銀 之丞 引き 退く 

観 世銀 之丞は 能役者であった。 それが 剣道 を 学ぶ と 

は、 ちょっと 不自然に 思われる が、 そこ は 変り 者の 彼 

のこと で、 一門の 反対 を 押し切って、 千 葉 道場へ は 五 

年 前から、 門弟と して かよって いた。 天才に ありがち 

の 熱情 は、 剣道に おいても 英 発し、 今日で はすで に 上 

目録であった。 千 葉 道場での 上 目録 は、 他の 道場での 

免許に 当たり、 どうして 堂々 たる ものであった。 もつ 

とも 近来 憂鬱に なり、 物事が 退屈に なつてから は、 剣 


道の 方 も 冷淡と なり、 道場へ 来る日 も 稀と なった が、 

今日は 珍ら しく 顔 を 見せて いた。 

道具 を 着ける としない を 取り、 静かに 前へ 進み出た。 

で 田舎者 もうず くまり、 しないと しないと を 突き 合わ 

せた。 と 田舎者 はまたい い 出した。 

「へえ、 ちょっくら おきき 致します だ」 「ああ 何んでも 

くらいど ころ 

きくが いい」 「お前 様の 位 所 はえ？」 「おれ はこれ で 

も 上 目録 だよ」 「へえ さようで ごぜえ ます かな。 千 葉 

道場での 上 目録 は、 大した もの だと 聞いて いる だ。 

さっきの 野郎と は 少し 違うな」 「これこれ 何んだ。 口 

の 悪い 奴 だ」 「それじゃ おいら もちつ とば かり、 本気に 


ならず ばなる めえ よ」 二 ついい ところ を 見せて くれ」 

「やつ」 と 銀 之丞は 立ち上がった。 ヌッと 田舎者 も 立 

ち 上がり、 例によって 例の 如く、 しない を 上段に 振リ 

冠った が、 姿勢が 何ん となく 変であった。 「おや」 と 

思って 銀之丞 は、 相手の 構え を 吟味した。 突然 彼 は、 

「あつ」 といった。 それと 同時に 審判 席から、 同じく、 

「あつ」 という 声が した。 声の 主 は 平手 造酒 だ。 二人 

の 驚いた の はもつ ともであった。 千代 千兵衛 となの る 

田舎者 は、 足 を 前後 へ 構えずに、 左右 へ ゥンと 踏ん張つ 

ていた。 銀 之丞は 考えた。 

「はは あ、 さて は あいつで あつたか。 北国 街道の 芒 原 


で、 甚三 殺しの 富 士甚内 を、 不思議な 構えで おどしつ 

けた、 博徒 姿の 旅人が あつたが、 はは あさて はこい つ 

であった か。 それにしても いったい 何者であろう？」 

…… で、 じっと 様子 を 見た。 相 変らず 全身 隙 だらけで 

あった。 胴 も 取れれば 小手 も 取れた。 決して 習った 剣 

道ではなかった。 それ にもかかわらず 彼の 体から は、 

不思議な 力が ほとばしり、 こっちの 心へ 逼 つて 来た。 

おもて 

面 も 向けられない 殺気と もい えれば、 戦闘的の 生命 

力と もい えた。 とまれ 恐ろしい 力であった。 

「業から いったら 問題に もなら ぬ。 おれの 方がず つと 

上 だ。 しかし 打ち合ったら おれが 負けよう。 ところで 


平手と はどうだろう？ いや 平手で も 覚束ない、 この 

勝負 はおれの 負け だ。 負ける 試合なら やらない 方が い 

い」 こう 考えて 来た 銀之丞 は、 一足 足 を 後へ引いた。 

そうして 「参った」 と 声をかけた。 道具 を 解く とわる 

びれ もせず、 元の 席へ 引き上げて 行った。 

「どうした？」 と 造酒 は それと 見る と、 気づか わし そ 

うに ささやいた。 「お前の 手に も 合わない のか？」 

- つな 

すると 銀 之丞は 頷ず いたが、 「恐ろしい 意気 だ。 途 

方 もない 気合いだ」 「追分で 逢った 博徒の よう だが」 「う 

ん、 そうだ、 あいつ だよ」 「待ったなし 流と かいった よ 

うだな」 「うん、 そうそう、 そんな こと をい つたな- r ポ 


ン ポンガ ラガラ 打ち合わずに、 最初の 一 撃で やつ つけ 

る、 つまり こういう 意味ら しいな」 「うん、 どうやら そ 

うらし い」 「足 を 左右に 踏ん張った では、 進み も ひき も 

いどころ ぜ 

ならない からな。 居所 攻めと いう 奴 だな」 「そうだ、 そ 

いつ だ、 居所 攻め だ。 胴 を 取られても 小手 を 打 たれて 

も、 擦った 擦った といって 置いて、 敵が 急って 飛び込 

んで 来る ところ を、 真っ向から 拝み 打ち、 ただ 一 撃で 

やっつけ るの だ」 「観 世、 おれと はどうだろう？」 「平 

手、 お前と なら 面白かろう。 しかし、 あるいは 覚束な 

いか もしれ ない」 

いわれて 造酒 は 厭な 顔 をした が、 田舎者の 方 をジロ 


リと 見た。 と 田舎者 は 相 も 変らず、 ノ ッソリ とした 様 

子 をして、 道場の 真ん中に 立って いた。 たいして 疲労 

れても いないら しい。 審判 席で は定吉 先生が、 さも 驚 

いたと いうよう に、 長い 頤髯を 扱いて いた。 眉の 間に 

皺が 寄って いた。 神経 的の 皺であった。 

「秋 田 藤 作 は 駄目と しても、 観 世銀 之 丞は上 目録 だ、 

それが 一 合 も 交わさずに、 引き 退く と は 驚いた な。 非 

常な 腕前と いわなければ ならない。 しかし どうも 不思 

議 だな、 そんな 腕前と は 思われない」 

平手 造酒と 田舎者 


定吉は 思案に余って しまった。 「これ はおれの 眼が 

曇った のか もしれ ない。 どうに も 太刀筋が 解らない。 

とまれ こやつ は 道場破り だな。 このまま では 帰されな 

い。 もうこう なれば 仕方がない。 平手 造酒 を 出す ばか 

り だ」 

で 彼 は 厳然とい つた。 「平手 氏、 お出なさい」 

平手 造酒 は 一 礼した。 それから 悠然と 立ち上がった _ 

千 葉 門下 三千 人、 第 一番の 使い手と いえば、 この 平 

手 造酒であった。 師匠 周 作と 立ち合っても、 三本のう 

ち 一本 は 取った。 次男 栄次郎 も 名人で あつたが、 造酒 


と 立ち合う と 互角であった。 しかし これ は 造酒の 方で、 

多少 手加減 をす るからで、 造酒の 方が 技倆 は 上で あつ 

た。 定吉に 至る と 剣道 学者で、 故実 歴史に は 通じてい 

たが、 剣 技 はずつ と 落ちて いた。 

由来 造酒 は 尾 張 国、 清洲 在の 郷士の 枠 で、 放蕩 無頼 

且つ 酒豪、 手に 余った ところから、 父が 心配して 江戸 

へ 出し、 伯父の 屋敷へ 預けた ほどであった。 しかし そ 

ういう 時代から、 剣 技に かけて は 優秀 を 極め、 ほ とん 

じょうず 

ど 上手の 域に あった。 それ を 見込んだ のが 周 作で、 

懇々 身上 を 戒めた 上 己が 塾へ 入れる ことにした。 爾来 

けんまい くせい そう  しょうじ  かい ほ 

研磨 幾 星霜、 千 葉 道場の 四天王た る、 庄司 弁吉、 海 保 


半 平、 井上 八郎、 塚 田 幸 平、 これらの 儕輩に ぬきんで 

て、 実に 今では 一 人 武者であった。 すなわち 

こうずみ いせの かみ 

上 泉 伊勢 守に おける、 塚 原 小太郎 という 位置であった。 

もし この 造酒が 打ち込まれたなら、 もう 外に は 出る 者 

がない。 厭で も 周 作が 出なければ ならない。 

さしず 

それほどの 造酒が 定吉の 指図で、 不思議な 田舎者と 

立ち合お うため、 己が 席から 立った のであった。 場内 

しいんと 静まり返り、 しわぶ き 一 つす る 者の な いのは、 

正に 当然な 事であろう。 そのお かし 気な 田舎者の 態度 

に、 とも すれば 笑った 門弟 達 も、 今 は 悉く かたず を 呑 

み、 不安の 瞳 を 輝かせて いた。 


その 息苦しい 気分の 中で、 造酒 は 悠然と 道具 を 着け 

た。 彼の 心に は 今や 一 つの、 成算が 湧いて いたので 

あった。 「恐ろし いのは 一撃 だ。 そうだ はじめの 一撃 

だ。 これ さえ 避ければ こっちの もの だ」 彼 は 窃かに こ 

う 思った。 「あせって はいけ ない あせって はいけ ない。 

こっち はあくまで 冷静に、 水の ように 澄み 返って やろ 

う。 そうして 相手 を あせらせて やろう。 一とき でも 二 

ときで も、 ないし は 一日で も 待って やろう。 つま リニ 

人の 根比べ だ。 根が 尽きて 気があせ リ、 構えが 崩れた 

一 剎那 を、 一 気に 勝ち を 制して やろう。 相手の 不思議 

な あの 構え を、 突き崩す のが 急務で ある」 


やがて 道具 を 着けお わると、 別 跳え の 太く 長く、 持 

おも 

ち 重りの する しない を 握リ、 静かに 道場の 真ん中へ 出 

た。 両膝を 曲げ 肘 を 張り、 ズィ としない を 床上へ 置い 

た。 それと 見る と 田舎者 も、 肘 を 張り 両膝を 曲げ、 し 

ない の 先 を 食つつ けたが、 「ちょっくら おたずね 致し 

ます だ」 例の やつ を やり 出した。 「平手 様と おっしゃつ 

たよう だが、 そうすると 平手 造酒 様 だかね？」 

「さよう、 拙者 は 平手 造酒 だ」 

「へえ、 さようで ごぜえ ます か。 では 皆伝で ごぜえ ま 

すな」 「さよう、 拙者 は 皆伝 だ」 「お前 様 さえ 打ち込ん 

だら、 こっちの もので ごぜえ ますな。 ほかに 出る 人 は 


ねえ わけ だね。 ャレ 有難い、 とうとう 漕ぎつ けた。 そ 

れじ やおい らも 一生懸命、 精一杯の ところ を 出します 

ベ え」 

二人 はしば らく おしだまった。 ややあって 同時に 立 

ち 上がった。 造酒 は ビタリと 中段に つけ、 しないの 端 

から 真っ直ぐに、 相手の 両眼 を 睨みつ けた。 例に よつ 

て 田舎者 は、 二 本の 足 を 左右へ 踏ん張り、 しない を 上 

段に 振り 冠った が、 これ また 柄頭から 相手の 眼 を、 

ぎょう ぜん 

凝然 と 見詰めた ものである。 

突き出された 一 本の 鉄扇 


木彫りの 像で も 立てた ように、 二人 はじつ と 静まつ 

ていた。 双方 無駄な 掛け声 さえし ない。 しないの 先 さ 

え 動かない。 息 使い さえ 聞こえない。 

根気 比べ だと 決心して、 さて 立ち上がった 平手 造酒 

は、 水 ももら さぬ 構え をつ け、 相手の 様子 を 窺った が、 

さっき 銀 之丞が 感じた ような もの を、 やはり 感ぜざる 

を 得なかった。 かって これまで 経験した ことのない、 

殺気と いおうか 圧力と いおうか、 ゾッ とする ような 凄 

い 力が、 相手の 体 全体から、 脈々 として 逼 つて 来た。 

…… 「不思議 だな」 と 彼 は 思った。 「何んだろう いった 


いこの 力 は？ いったい 何から 来る のだろう？」 …… 

どうも はっき リ わからない。 わからない だけに 気味が 

悪い。 で、 なお 造酒 は 考えた。 

「あいつ はまる であけ っぱなし だ。 全身 まるで 隙 だら 

けだ。 それでいて やっぱり 打ち込めない。 不可解な 力 

が 邪魔 をす るから だ。 それに 反して この おれ は、 あら 

ゆる 神経 を 働かせ、 あらゆる 万全の策 を 取り、 全力 的 

に 構えて いる。 おれの 方が 歩が 悪い。 おれの 方が 早く 

疲労る。 おれの 方が 根負けす る」 

こう 思って 来て 平手 造酒 は、 動揺せ ざる を 得な かつ 

とっさ  ひきし 

た。 「あぶない！」 と 彼 は その 突 嗟、 自分の 心 を 緊張め 


た。 「考えて はいけ ない 考えて はいけ ない。 無念無想、 

一 念 透徹、 やつ つける より 仕方がない」 

で 彼 は 自分の 構え を、 一 層 益ぶ かたくした。 場内 

せきぜん 

寂然と 声 もない。 

窓から さし 込む 陽の 光 さえ、 思いな しか 暗く 見えた。 

こうして 時が 過ぎ て 行った。 

造酒に とって は その 「時」 が、 非常に 長く 思われた。 

それが 彼に は 苦痛であった。 「打ち込んで 行く か、 打 

ち 込まれる か、 どうかし なければ いたた まれない。 と 

て もこの ままで は 持ち 耐えられない …… と いって 向 こ 

うから は 打ち込ん では 来まい。 では こっちから 打ち込 


まなければ ならぬ」 

で 造酒 は 構えた まま、 ジ リツと 一 足 前へ 出た。 そう 

してし ばらく 持ち 耐えた。 そうして 相手の 様子 を 見た。 

しかるに 相手 は 動かない。 凝然として 同じ 位置に、 同 

じ 姿勢で 突った つていた。 これが 常道の 剣道なら、 一 

方が 進めば 一 方が 退き、 さらに 盛り返し 押し返す か、 

出合い頭 を 打って 来る か、 ないし はズル ズルと 押しに 

押され、 つめに 詰められて 取り ひし がれる か、 この 三 

つに 帰着す るので あるが、 そこ は 変態の 剣道であった。 

一 足 ジリリ と 詰め寄 せられても、 田舎者 は 微動 さえし 

ない。 そこで やむ を 得ず 造酒の 方で、 せっかく 詰めた 


の を 後戻りした。 一歩 後へ ひいた のであった。 で また 

二人 は 位取った まま、 木像の ように 動かない。 しかし 

やはり 造酒に とって は、 この 「動かない」 という こと 

が、 どうに も 苦しくて ならなかった。 で 一足 引いて 見 

おび 

た。 相手 を 誘き出す ためであった。 しかるに 相手 は 動 

かない。 左右に 踏ん張った 二 本の 足が、 鉄で 造られた 

かリ また  がんぜん 

雁 股の ように、 巌 然と 床から 生え 上がって いた。 前へ 

も 進まず 後へ も 退かず、 真に 徹底した &所 攻め だ。 で、 

やむ を 得ず 造酒の 方で、 一 端 ひいた の を 寄り 戻した。 

同じ 位置に 復 したので あった。 「もうこれ 以上 は 仕方 

がない。 心気 疲労れ て仆れ るまで、 ここに こうして 


立って いよう」 造酒 は 捨鉢の 決心 をした。 こうして 二 

人 は 場の 真ん中に、 数百 人の 眼に 見守られながら、 静 

まり 返って 立って いた。 

と 気味の 悪い 幻覚が、 造酒の 眼に 見えて 来た。 相手 

が 上段に 構えて いる、 しないの 先へ ポッツ リと、 真紅 

のしみ が 現われた が、 それが 見る 間に 流れ出し、 しな 

い を 伝い 鍔 を 伝い、 柄頭まで 伝わった。 と 思う と タラ 

タラと、 床の 上へ 流れ 落ちた。 他で もない 血潮で あつ 

た。 ハツと 思って 見直す、 とそん なしみ など は どこに 

もない。 「何んだ 馬鹿な！」 と 思う 間もなく、 またもや 

同じ しないの 先へ、 ポッツ リ 真紅の しみが 出来、 それ 


が タラ タラと 流れ 下った。 プンと 生臭い 句い がした。 

とたんに グ ラグ ラと 眼が 廻った。 同時に 造酒 は、 「し 

まった！」 と 思った。 「打 たれる！ 打 たれる！ い 

よいよ 打 たれる！」 

果然 相手の 千代 千 兵衛の 眼が 面 越しに 火の ように 輝 

いた。 と 同時に 武者 顫ぃ がその 全身 を 突き通った。 

「今、 打 たれる！ 今、 打 たれる！」 造酒 は 我知らず 

眼 を 閉じた。 しかし 不思議に も 相手の しないが、 体の 

どこへ も 落ちて 来ない。 彼 は カツと 眼 を 開けた。 彼と 

敵との その 間に、 一本の 鉄扇が 突き出され ていた。 太 

い 指が ガッ シリ と、 鉄扇の 柄 を 握って いた。 指に 生え 


ている 細い 毛が、 幽かに 幽かに 顫えて いた。 造酒 は 鉄 

扇の 持ち主 を 見た。 

忽ち 崩れた 金剛の 構え 

中肉 中 丈で 色白く、 眉目 清 秀で 四十  一、 二、 頰 にも 

しょうしゃ 

鼻下に も髯 のない、 一個 瀟洒た る 人物が、 黒紋付きの 

羽織 を 着、 白 縞の 袴 を 裾 長に 穿き、 悠然と そこに 立つ 

ていた。 千 葉 周 作成 政であった。 

「む」 というと 平手 造酒 は、 構え を 崩して 後へ引いた。 

と、 周 作 は 造酒に 代り、 田舎者 千代 千兵衛 へ 立ち向か つ 


た。 

田舎者の 上段 は、 なお 崩れずに 構えられた。 それへ 

向けられた 鉄扇 は、 一 見 いかにも 弱々 しく、 そうして 

周 作の 表情に は、 鋭 さ を 示す 何物 もなかった。 

こ つ ぜん 

静かで あり 冷ややかであった。 しかるに 忽然 その 顔 

へ、 何 か キラ リと 閃めいた。 その 時 初めて 田舎者の 金 

うしろ 

剛 不動の 構えが 崩れ、 両足で ピ ョ ンと 背後へ 飛んだ。 

そうして そこで 持ち 耐えよう とした。 しかし またもや 

周 作の 顔へ、 ある 感情が 閃めいた。 とまた 千代 千兵衛 

は 後へ さがった。 そうして そこで 持ち 耐えよう とした- 

しかし 三度 目の 感情が、 周 作の 顔へ 閃めいた 時、 千代 


千 兵衛の 構え は 全く 崩れ、 タ、 タ、 タ、 タ、 タ、 タと 

崩 砂の ように、 広い 道場 を 破目 板まで、 後ろ向きに 押 

されて 行った。 そうして ピッ タリ 破目 板へ 背中 をく つ 

つけて しま つたので ある。 

追い詰めて 行った 周 作 は、 この 時 初めて 「カツ」 と 

いう、 凄じい 気合い を 一 つ 掛けた が、 それと 同時に 鉄 

扇 を、 グイとば かりに 手 もとへ ひいた。 すると あたか 

あやつ 

も 糸で ひかれた、 繰り 人形が たおれる ように、 その ひ 

かれた 鉄扇に 連れ、 千代 千兵衛 のから だは パッ タリと、 

前 のめりに たおれた が、 起き上がる ことが 出来な かつ 

た。 全く 気絶した のであった。 


周 作は穏 かに 微笑した が、 審判 席へ 歩み寄った。 

舎弟 定吉が 席 を 譲った。 その 席へ 悠然と 坐った 時、 道 

場 一 杯に 充 ちていた、 不安と 鬱気と が 一 時に、 快 然と 

解ける ような 思いが した。 

「平手、 平手」 と 周 作 は 呼んだ。 「今の 勝負、 お前の 負 

けだ」 

「私 もさよう 存じました」 造酒 は 額の 汗 を 拭き、 「恐ろ 

しい 相手で ございます」 

「これ はな、 別に 不思議 はない。 実戦から 来た 必勝の 

手 だ」 

「実戦から 来た 必勝の 手？ はは あさよう で ござ いま 


す 力な」 

「というの は 外で もない」 周 作 は にこやかに 笑った が、 

つるぎ 

「泰平の 世の 有難 さ、 わしの 門弟 は 数多い が、 剣の 稲 

妻、 血汐の 雨、 こういう 修羅場 を 経て 来た もの は、 恐 

らく 一人 も あるまい と 思う。 いや それ はない 害 だ。 し 

かるに そこにい る 千代 千兵衛 という 男、 その 男 だけ は 

経て 来て いる。 恐らく こやつ は 博徒であろう。 それ も 

名の ある 博徒であろう。 彼らの 言葉で 出入りと いうが、 

百 本 一 一 百 本の 長 脇差が、 縦横に 乱れる 喧嘩の 場 を、 潜つ 

て 来た 奴に 相違ない。 それ も 一回 や 二回で はない。 幾 

度と なく 潜って 来た 奴 だ。 それ は 自然と 様子で 知れる。 


そこ だ、 陸上の 水練の、 役に立たない というと ころ は！ 

胴 をつ け 面 を 冠り、 しない を 取っての 試合な ど、 例え 

どんなに 上手に なっても、 一端 戦場へ 出よう ものなら、 

雑兵 ほどの 役に も 立たぬ。 残念で は あるが 仕方がない、 

これ は 実に やむ を 得ぬ こと だ」 

こういって 周 作 は、 また にこやかに 笑った が、 

「もう そろそろよ いだろう。 どれ」 というと 立ち上が 

リ、 田舎者の 側へ 寄って 行った。 この 時まで も緊リ と、 

しない を 握って いた 十本の 指 を、 まず 順々 に 解いて 行 

き、 やがてす つかり 解いて しまう と、 上半身 を 抱き起 

こした。 やつ！ という 澄み切った 気合い、 ゥ ー ンと 


いう 呻き 声が、 田舎者の 口から 洩れた かと 思う と、 す 

ぐ ムック リと 起き上がった。 別に キヨ 口 キヨ 口す るで 

もな く、 一渡り 四辺 を 見廻した が、 周 作の 姿へ 眼 を 止 

める と、 「参った！」 といって 手 を 突いた。 

「どう だな 気分 は？ 苦しく はない かな？」 

気の毒 そうに 周 作 はきいた。 

「へい、 ぉ肚が 空き やした」 これが 田舎者の 挨拶で あつ 

た。 

「おお 空腹 か、 そうであろう、 誰か 湯 漬け を 持って来 

い。 …… さて その 間にき く 事が ある。 もう 本名 を 明か 

せても よかろう」 


剣 の 神様で ございます 

「へい、 もうこう なり や 仕方がない、 何んでも 申し 上 

げて しまい ますよ」 「産まれ は どこ だ？ これから 聞 

きたい」 「へい、 上 州で ございます」 「うん、 そうして 

さいごお リ くにさ だ むら 

上 州 は どこ だ？」 「佐 位 郡 国定 村で」 

うなず 

すると 周 作 は 頷いた が、 「ではお 前は忠 次で あろ 

う？」 

「へい、 図星で ございます。 国定 忠次 でございます」 

これ を 聞く と 道場 一杯、 押し 並んで いた 門弟の 口 か 


ら、 「ハ ー ッ」 というよ うな 声が 洩れた。 これ は 驚いた 

声で も あり、 感動 をした 声で もあった。 当時 国定 忠次 

といえば、 関東 切っての 大俠 客、 その 名 は 全国に 鳴リ 

渡って いて、 「国定 忠次は 鬼より 怖い、 二 ッコリ 笑えば 

人 を 斬る」 と 唄にまで 唄われて いた ものである。 その 

忠次 だとい うので あるから、 ハ ー ッと 驚く の ももつ と 

もであろう。 

「おお、 そうか、 忠 次であった か、 わし もお おかた そ 

の 辺で あろうと、 実は 眼 星 をつ けて いたが、 いよいよ 

そうだと 明かされて 見る と、 妙に 懐かしく 思われるな 

それ はそうと さて 忠次、 よい 構え を 見つけた な」 


「へい、 これ は 恐れ入ります。 ほんの 自己流で ござい 

まして、 お 恥ずかしく 存じます」 

「剣の 終局 は 自己流に ある。 一 派 を 編み出し 一 流 を 開 

く、 すべて 自己の 発揮 だからな。 いっその 構え は 発明 

したな？」 

「島の 伊三郎 を 討ち取りました 時から、 自得 致し まし 

て ございます」 

「しかし 忠次 その 構えで は、 お前 も 随分 切られた 害 だ 

が？」 

「仰せの 通りで ございます」 こういうと 忠次は 右腕 を 

き ず 

捲った。 五、 六 力 所の 切 傷が あった。 「かような 有様 


でございます」 それから 彼 は 左腕 を 捲った。 七、 八 力 

き ず 

所の 切 傷が あった。 「この 通りで ございます」 それ か 

ら彼 はスッ ポリと、 両方の 肌 を 押し 脱いだ。 胸に も 肩 

にも 左右の 胴に も、 ほとんど 無数の 太刀 傷が あった。 

「ご覧の 如くで ございます」 それから 彼 は 肌 を 入れた。 

「うう むなる ほど、 見事な もの だな」 周 作 は 感心して 

うなずいた。 

「へい、 わつ ちが 待ったなし 流で、 じっと 構えて おり 

ますと、 相手の 野郎 はいい 気になって、 ちょくちょく 

切り込んで 参ります。 それ を わつ ち は 平気の 平 左で、 

切らして 置く の で，、 h ざ いますな。 ビ クビク もの で 切つ 


て 来る 太刀が、 何んで きまる ことが ございましよう。 

皮 を 切る か 肉に さわる か、 とても 骨まで は 達しません 

そこが つけ 目で ございます。 そう やつ て 充分 引きつけ 

て 置いて、 いよいよ 気合いが 充 ちた 時、 それ こそ 待つ 

たなし でございますな、 一 撃に ぶつ 潰す ので ございま 

す」 忠次 はこ こで ニヤ リ とした。 

「お前と 立ち合った 人間の 中、 これ は 恐ろしい と 思つ 

た 者が、 一人ぐ らい はあった かな？」 「へい、 一人 ござ 

いました」 「おおそう か、 それ は 誰 だな？」 「そこにい 

らっしゃる 平手 様で」 「ナニ 平手？ ふうん、 そうか」 

「何ん と 申したら よろしい やら、 細い 鋭い 針の ような 


ものが、 遠い 所に 立って いる。 とても そこまで は 手が 

届かない。 こんな 塩梅に 思われました。 技芸の 恐ろし 

さ を その 時 初めて、 感じまして ございま すよ」 「しかし 

試合 はお 前の 勝ち だ」 「それ はさよう かも 知れ ませぬ。 

わつ ちの 構え は 技芸 だけで は、 破られる もので は ござ 

いません」 

すると 周 作 は莞爾 としたが、 「では なぜ おれに 破ら 

れ たな？」 

すると 忠次 はいずまい を 正し、 「へい、 それ は 先生に 

は、 人間で ないから でございますよ」 「人間で ない？ 

それで は问 か？」 


「剣 の ひじり でございます。 剣の 神様で ございます。 

先生に じっとつ けられました 時、 これまで かって 感じ 

たことの ない、 畏敬の 心が 湧きました。 そうして 先生 

のお 姿 も、 また 鉄扇 もなん にも 見えず、 ただ 先生のお 

眼ば かりが、 二つの 鏡 を 懸けた ように、 わつ ちの 眼前 

で皎々 と、 輝いた もので ございます。 とたんに わつ ち 

の 構えが 崩れ、 あの 通りの 有様に 気絶して しまったの 

でございます」 

忠次 ほどの 豪傑 も、 こうい つ てし まう と 額の 汗 を、 

改めて 拭った ものである。 


国定 忠 次の 置き土産 

上 州の 俠客 国定 忠 次が、 江戸へ 姿 を 現わした の は、 

八州の 手に 追われた からで、 上 州から 信 州へ 逃げ、 そ 

の 信 州の 追分で、 甚三 殺しと 関係い、 その後ず つと 甲 

州へ 隠れ、 さらに 急流 富士川 を 下り、 東海道へ 出現し、 

ちと 

江戸 は 将軍お 膝元で、 かえって 燈 台下 暗し というので、 

大胆に も 忍んで 来たので あった。 千 葉 道場へ やって来 

たの も、 深い 魂胆が あつたから ではなく、 自分の 

我 無 沙羅な 「待ったなし 流」 を、 見て 貰いた いがため 

であった。 


「千 葉 道場に おりさえ したら、 八州と いえ ども 手 を 出 

すまい。 忠次 ここで 遊んで 行け」 

千 葉 周 作 はこうい つ て 勧めた。 

「へい、 有難う 存じます」 忠次は ひどく 喜んで、 二十 

日 あまり 逗留した。 と 云って いつまでも おられない、 

せわ  いとま 

いわゆる 忙しい 体だった ので、 やがて 暇 を 乞う こと 

にした。 

「お前 達 はずんで 餞別 を やれ」 千 葉 周 作が こういった 

ので、 門弟 達 は 包み金 を 出した。 それが 積もって 五十 

両、 それ を 持って 国定 忠次 は、 日光 指して 旅立って 行つ 

た。 


さて、 これまで は 無難で あつたが、 これから 先が 無 

難で ない。 ある 日 造酒が 銀之丞 へいった。 

「観 世、 お前 はどう 思うな？」 藪から 棒の 質問で あつ 

た。 

「どう 思う と は 何 を 思う の だ？」 銀 之丞は 変な 顔 をし 

た。 

「国定 忠 次の あの 太刀筋、 素晴らし いと は 思わぬ かな」 

「うむ、 随分 素晴らし いもの だな」 「ところで あれ は 習つ 

た 技で はない」 「それ は 先生 も おっしゃった」 「人 を 斬つ 

て 鰕え た 〔# 「鍛えた」 は ママ〕 技 だ」 「それ も 先生 はおつ 

しゃった 害 だ」 「ところが 我々 はた だの 一度 も、 人 を 


斬った 経験がない」 「幸か不幸か 一度 もない な」 「そこ 

で 腕前 はありながら、 忠次 風情に してやられ たの だ」 

ざま 

「いやはや 態の 悪い 話で はあった ぞ」 「それと いうの も 

この われわれが、 人 を 斬って いない からだ」 「残念な が 

ぎょい 

ら 御意の 通り だ」 「観 世、 お前 も 残念と 思う か？」 「ナ 

二、 大して 残念で もない な」 「貴公 はそう いう 人間 だ」 

「アツ ハ ハハ、 仰せの 通り」 「張り合い のない 手合い だ 

な」 「では 大いに 残念と 行く か？」 

すると 造酒 は ニヤ リ としたが、 

「観 世、 今夜 散歩しょう」 

「散歩？ よかろう、 どこへ でも 行こう。 …… が、 散 


歩して どうす るの だ？」 

すると 造酒 はまた 笑 つ たが、 

「観 世、 貴公 は 知ってい るかな、 当時 江戸の 三 塾なる 

もの を」 

「ふざけち やい けない、 ばかな 話 だ、 三 児と いえ ども 

知ってい るよ。 まず 第一が 千 葉 道場よ、 つづいて 斎 藤 

弥九郎 塾、 それから 桃 井 春 蔵 塾 だ。 それが いったい ど 

うした の だえ？」 「その 桃 井の 内弟子 ども、 吉原を 騒が 

すと いう こと だ」 「そういう 噂 は 聞いて いる。 無銭 遊 

興 を やる そうだな」 

「だから こいつら は 悪い 奴 だ」 「義理に もい いと はい 


われない な」 「こんな 手合い は 叩つ 切っても いい」 

これ を 聞く と 銀之丞 は、 造酒の いう 意味が はじめて 

わかった。 で 彼 は 声 を ひそめ、 

「平手、 辻斬り をす る 気 だな」 

すると 造酒 はうな ずいて 見せた が、 「厭なら 遠慮な 

くいう がいい」 

銀 之丞は 考え込んだ。 「平手、 面白い、 やつ つけよう 

ぜ！」 

「それじゃ 貴公 も 賛成 か」 「平手、 おれ はこう 思う の だ。 

自分が 何より 大事 だとな。 おれの 根深い ふさぎの 虫 は、 

容易な ことで は 癒らない。 海外 密行 か 入牢 か、 そうで 


なければ 人殺し、 こんな 事で もしなかったら、 まず 癒 

る 見込み はない。 …… で、 おれ は 思う の だ、 構う もの 

かやつつ けろ とな。 …… それ も 町人 や 百姓 を、 金の た 

めに 殺す ので はない。 桃 井 塾の 門弟と いえば、 こっち 

と 同じ 剣道 家 だ。 殺した ところで 罪 は 浅い。 それにう 

かう かしょう ものなら、 あべ こべに こ つ ちがし とめら 

れる。 いって みれば 真剣勝負 だ。 構う もの かやつつ け 

よう」 「いい 決心 だ。 では やる か」 

「うん やろう！ 散歩しょう」 「アツ ハ ハハ、 散歩し よ 

う」 

血気に まかせて 二人の 者 は、 その 夜 フラリ と 家 を 出 


た。 

きょ うきよ う 

江戸 巿中 人心 恂 々 

その 翌日の ことで あるが、 江戸 巿中は 動揺した。 日 

本 堤の 土手の 上で、 恐ろしい 辻斬りが あつたからで 

あった。 殺された の は 二人の 武士で、 桃 井 塾の 門弟の 

中で も、 使い手の 方 だとい うこと であった が、 一人 は 

袈裟 掛け 一 人 は 腰 車、 いずれも 一 刀で しとめられ てい 

た。 

「桃 井 塾の 乱暴者、 結句 殺されて い い 気味 だ」 と、 人々 


はかえ つ て 喜んだ が、 ただ 喜んで いられな いような、 

恐ろしい 事件が もう 一 つ 起こった。 その 同じ 夜に 谷 中 

の 辻で、 掛け取り 帰りの 商家の 手代が、 これ も 一 刀に 

しとめられ、 金 を 五 十両 取られた のであった。 

「おい 観 世、 少し 変 だな」 

その 翌日 道場の 隅で、 二人 顔を合わせた 時、 造酒 は 

銀之丞 へさ さやいた。 「我々 が やった の は 二人 だけ だ 

のに、 死人が 三人と はお かしいで はない か」 

「うん、 少しお かしい な」 銀 之丞は 首をかしげ、 「我々 

以外に もう 一 人、 辻斬り を やった ものが あるら しいな」 

「そうだ、 どうやら あるら しい。 それにしても 不都合 


だな。 殺した あげく 金 を 取る と は」 

一 一人 はちよ つ と 厭な 顔 をした。 

「それ はそうと オイ 観 世、 人 を 斬って どんな 気持ちが 

したな？」 「平手、 何ん ともい えなかった よ。 まず 一刀 

切リ つけたね、 すると カツと 血が 燃えた もの だ。 と 

思った 次の 瞬間に は、 ス ー ッ とそい つが 冷え切つ たも 

の だ。 頭が 一 時に 澄み 返り、 シ ー ンと あたりが 寂しく 

なった。 その 時 おれ は 思った よ、 生き甲斐が ある 生き 

甲斐が あると な」 「ふうむ なるほど、 面白い な」 「で、 

お前 はどうだった な？」 「真の 手応え！ こいつ を感 

じたよ」 「ふうむ なるほど、 面白い な」 


翌晚 またも 辻斬りが あった。 場所 は 上野の 山 下で、 

殺された の は 二人の 武士、 やっぱり 桃 井の 塾 弟子で 

あった。 しかるにもう 一人 隅 田 堤で、 町家の 主人が 殺 

されて いた。 

それから ひきつづいて 十日と いう もの、 毎晚 三人ず 

つ 殺された。 二人 はいつ も 武士で あつたが、 一人 はお 

おかた 町人で、 そうして きっと 金 を 取られて いた。 

鼓 賊の禍 いに かてて くわえて、 辻斬り 沙汰と いうの 

きょうきょう 

であるから、 江戸の 人心 は恂 々 として、 夜間の 通行 

さえ 途絶えが ちに な つ た。 


こういう 物騒な ある 晚 のこと、 面白い 事件が 勃発し 

た。 いや それ はむしろ 面白い というより、 奇怪な 事件 

といった 方が よい。 町人 一人に 武士 五 人、 登場人物 は 

六 人であった。 素晴らしい 事件で はあった けれど、 ま 

た 非常に 複雑 を 極めた、 微妙な 事件で はあった けれど、 

秘密の 間に 行われた ため か、 巿民達 は ほとんど 知らな 

かった。 捕物帳に も 載せて なければ、 奉行所の 記録に 

そろう 

も 記されて ない。 これ は 疎漏と いわなければ ならない。 

で、 その 晚の ことで あるが、 みすぼらしい 一 人の 

さむらい 

侍 が、 下 谷 池 ノ端を あるいて いた。 登場人物の 一 人 


であった。 すると 向こうから 老 武士が 来た。 登場人物 

の 一 一人 目であった。 

二人 は 事 もな く 擦れ違お うとした。 「あいやし ばら 

くお 待ちく だされ」 とたんに 老 武士が 声を掛けた。 

すると、 みすぼらしい 侍 は、 そのまま 静かに 足 をと 

めた が、 「何 かご 用で ござる かな？」 

「用と 申す では ござらぬ が、 物騒のお りから かかる 深 

夜に、 どこへ お越しな されるな？」 

「これ はこれ は 異なお 尋ね、 深夜に あるく が 不審なら、 

なぜ そこ もと もお あるきな さる」 みすぼらしい 侍 は 

しつべ 返した が、 これ はいかに ももつ ともであった。 


「いや ナニ そのよう に 仰せられて は、 角が 立って 変な 

もの、 とがめ 立てした が 悪い となら、 拙者 幾重に もお 

わび 致す」 老 武士 は 言葉 を 改めた。 

せんこく  せんこく 

流 名取り 上げ 破門の 宣言 〔# 「宣言」 は ママ〕 

「ナ 二、 それほど の 事で もな い 」 みすぼらしい 侍 は 笑 つ 

たが、 「実 をい えば お 言葉 通り、 世間 物騒の おりからと 

いい、 かような 深夜の 一人歩き は、 好ましい ことで は 

ござらぬ が、 実は 拙者 は 余儀ない 理由で、 物 を 尋ねて 

いるので な」 


「はは あさよう で ござる かな。 して 何 をお 尋ね か 

な？」 

「ちと 変った 尋ね もので ござる」 

「お差し支えな くばお 明かし を」 

「いや それ はなり ませぬ」 

「さようで ござる かな、 やむ を 得 ませぬ。 …… 実はな、 

拙者 も そこ もとと 同じく、 物 を 尋ねて おる ので ござる 

よ。 ちと 変った 尋ね もの をな」 

「似た ような 境遇が あれば ある もの だ」 

「さよう 似た ような 境遇で) J ざる」 

一 一人 は そっと 笑い 合った。 


「ご免く だされ」 「ご免く だされ」 事 もな く 一 一人 は 別れ 

たもので ある。 

しのばず のい け 

で、 老 武士 は ゆるゆると、 不忍 池に 沿いながら、 北 

の 方へ あるいて 行った。 二 町 余り も あるいた であろう 

か、 彼 は 杭の ように 突っ立った。 

「聞こえる 聞こえる 鼓の 音が！」 

果然 鼓の 音が した。 ポンポン、 ポンポン、 ポンポン 

と、 微妙 極まる 音であった。 

「うむ、 とうとう 見つけた ぞ！ 今度 こそ は 逃がし は 

せぬ！ 小 梅で 聞いた 鼓の 音！ おのれ 鼓賊！ こつ 

ちの もの だ！」 


音 を 慕って 老 武士 は、 松 平 出 雲 守の 邸の 方へ、 脱兎 

のように 走って 行った。 

これと ちょうど 同じ 時刻に、 例の みすぼらしい 侍 は、 

黒 門 町 を 歩いて いたが、 何 か 考えて いると 見えて、 そ 

の 顔 は 深く 沈んで いた。 

と、 行く手の 闇の 中へ、 二つの 人影が 現われた が、 

しずしずと こっちへ 近寄って 来た。 登場人物の 三人 目 

と、 登場人物の 四 人目であった。 近付く ままに よく 見 

ると、 ふたりながら 武士であった。 

双方 ゆるゆる 行き過ぎよ うとした。 とたんに 事件が 

勃発した。 


と 云う の は ほかで もない。 行き過ぎよ うとした 刹那、 

その 三番 目の 登場人物が、 声 も 掛けず 抜き打ちに、 み 

す ぼらし い 侍へ 切り付けた のであった。 その 太刀 風の 

鋭い こと、 闇 を つんざいて 紫電 一 条 斜めに 走る と 思わ 

れ たが、 はたして アツと いう 悲鳴が 聞こえた。 しかし 

見れば 意外に も、 切り込んで 行った 武士の 方が、 大地 

の 上に 倒れて いた。 そうして みすぼらしい 侍が、 その 

上 を 膝で 抑えて いた。 驚いた 四 番目の 登場人物が、 す 

かさず 颯と 切り込んで 行った が、 咄嗟に 掛かった 真の 

気合い、 力— ッ という 恐ろしい 声に 打 たれ、 タ ジタジ 

と 二、 三 歩 後へ退った。 間髪を入れず 息抜き 気合い、 


エイ！ という 声が また 掛かった。 と 四 番目の 人物 は、 

バッ タリ 大地へ 膝 をつ いた。 この間 わずかに 一分で 

あった。 後 は 森 然と 静かであった。 と、 みすぼらしい 

侍 は、 膝 を 起こして 立ち上が つたが、 それから ポンポ 

ンと塵 を 払う と、 憐れむ ような 含み声で、 

「殺人 剣活人 剣、 このけ じめ さえ 解らぬ ような、 言語 

に 絶えた 大 馬鹿者、 天に 代って 成敗し ようか。 いや そ 

れ さえ 刀の 穢れ、 このまま 見遁 がして やる ほどに、 好 

きな 所へ 行きお ろう。 …… 但し、 北辰 一 刀 流 は、 今日 

よし 

限り 取り上げる。 師弟の 誼み ももう これまで、 千 葉 道 

ようしゃ 

場 はもち ろん 破門、 立ち 廻らば 用捨せ ぬぞ」 


そのまま シ トシ トと 行き過ぎて しまった。 実に 堂々 

たる 態度であった。 二人の 武士 は 一言 もな く、 その あ 

と を 見送る ばかりであった。 

といき 

と、 一人が 吐息 をした。 「オイ 観 世、 ひどい 目にあつ 

たな？」 

「大 先生と は 知らなかった。 平手、 これから どうす る 

な？」 

「うむ」 といって 思案した が、 「いい 機会 だ、 旅へ 出よ 

う。 そうして 一修 行す る ことにしよう」 

「武者修行 か、 それ もい いな。 では おれ もそう いう こ 

とに しょう。 但し おれ は 剣 はやめ だ。 おれ はおれの 本 


職へ 帰る。 能役者と しての 本職へ な」 

意外、 意外、 また 意外！ 

さて 一方 老 武士 は、 ポンポンと 鳴る 鼓 を 追って、 ド 

ン ドン そっちへ 走って 行った が、 松 平 出 雲 守の 邸 前 ま 

で 来る と、 音の 有 所が 解ら なくなった。 はてなと 思つ 

て 耳を澄ま すと、 やっぱり 鼓 は 鳴って いた。 どうやら 

西の方で 鳴って いるら しい。 で そっちへ 走って 行った。 

そこに 立派な 屋敷が あった。 松 平備後 守の 屋敷で あつ 

た。 しかし そこまで 行った 時には、 もう 音 は 聞こえな 


い。 しかし それより 南の 方角で、 幽かに ポンポンと 

鳴って いた。 

「素早い 奴 だ」 と 舌 を 巻きながら、 老 武士 は 走らざる 

を 得なかった。 式部 少輔榊 原 家の、 裏門 あたりまで 来 

た 時で あつたが、 はじめて 人影 を 見る ことが 出来た。 

尾行け る 者 ありと 知った ので もあろう、 もう 鼓 を 打と 

うと はせ ず、 その 人影 は 走って 行った。 その 走り 方 を 

一 眼 見る と、 

「しめた！」 と老 武士 は 思わずい つた。 

「横 あるき だ 横 あるき だ！」 

その 横 歩きの 人影 は、 見る見る 煙りの ように 消えて 


しまった。 

こんじょう いん 

「よし、 あの 辺 は 今生 院 だな。 東へ 抜ける と 板 倉 家、 

西へ 突っ切る と賀州 殿、 これ は どっち も 行き止まり だ。 

さて 後 は 南ば かり、 あつ、 そうだ 湯 島へ 出た な！」 

おそ 

考える 間 もとし 遅し で、 老 武士 は 近道 を 突っ走った。 

「これ、 ばか 者、 気をつける がいい、 何んだ、 うしろ 

からぶ つかって 来て」 

こう 怒鳴りつ ける 声が した。 湯 島 天神の 境内で あつ 

た。 怒鳴った の は 侍で、 ほかならぬ 観 世銀 之丞 であつ 

た。 各， A 好む 道へ 行こう、 お前 は 武者修行へ 出る がよ 


い、 おれ は 本職の 能役者へ 帰る と、 こういって 親友の 

平手 造酒と、 黒 門 町で 手 を 分かつ と、 麴 町の やしきへ 

戻ろうと、 彼 はこ こまで 来たので あった。 その 時 やに 

わにう しろから、 ドンと ぶっかった ものが あった。 

「これ 何ん とか 挨拶 をせ い。 黙って いると は 不都合な 

奴 だ」 

いいい い 四辺 を 見廻した。 すると どこに も 人影が な 

ヽ o 

レ 

「あつ」 と 銀 之 丞は飽 気に 取られた。 

「これ は 不思議、 誰もい ない」 

気がついて 自分の 手 もと を 見た。 そこで また 彼 は 


「あつ」 といった。 空身であった 彼の 手が、 変な 物 を 

持って いた。 

「なんだ これ は？」 とす かして 見た が、 三度 彼 は 「あつ」 

といった。 今度 こそ 本当の 驚きであった。 彼の 持って 

いる 変な 物 こそ、 ほかで もない 鼓であった。 それ も尋 

常な 鼓で はない。 かって 追分で 盗まれた、 家宝 少納言 

の 鼓であった。 

「むう」 思わず 唸った が、 そのまま じっと 考え込んだ。 

と、 また 人の 足音が した。 ハツと 思って 振り返った 

めさき 

眼前へ、 ット 現われた 老 武士が あった。 

そつじ 

「卒爾ながら おたずね 致す」 


「何んで ござるな、 ご用 かな？」 場合が 場合な ので 銀 

之丞 は、 身構え をして きき 返した。 

「只今 ここへ 怪しい 人間、 確かに 逃げ込み 参った 害、 

貴殿に はお 見掛けな されぬ かな？」 

「見掛け ませぬな。 とんと 見掛けぬ」 

「それ は 残念、 ご免く だされ」 

いい 捨て 向こうへ 駆け抜けよう としたが、 幽かな 常 

夜燈の 灯に 照らし、 銀 之丞の 持って いる 鼓 を 見る と、 

飛燕の ように 飛び 返って 来た。 

銀 之丞の 手首 を ひつ 摑 むと、 「曲者 捕った …… 鼓！ 

鼓！」 


「黙れ！」 と 銀 之丞は 一 喝 した。 「鼓が どうした？ 

拙者の 鼓 だ！」 

「何ん の鼓賊 め！ その 手に は 乗らぬ！ 神妙に 致 

せ！ 逃がし はせ ぬ ぞ！」 

「鼓 賊とは 何んだ！ おおた わけ！ 拙者 は 観 世銀 之 

丞、 柳 営お とめ 芸の 家門 だ ぞ！」 

これ を 聞く と老 武士 は、 にわかに 後へ 下がった が、 

「ナニ 観 世銀 之丞 とな。 誠で ござる かな、 どれお 顔 を 

…… あつ、 いかにも 銀 之丞殿 だ！」 

か  ね 

「掛け値 は ござらぬ。 銀 之丞で ござる。 …… ところで 

貴殿 は どなたで ござるな？」 


河 中へ 飛び込んだ その 早業 

「拙者 は 郡 上 平 八で ござる」 

「おお 玻璃 窓の 平八老 か」 

「それに 致しても その 鼓 は？」 

「 家宝 少納 言 の 鼓で ござる」 

「では、 ご 紛失な された という？」 

「偶然 手 もとへ 戻り ましてな」 

おちい 

「はは あ」 といった が 平 八 は、 深い 絶望に 墜落った 

「うむ 残念、 鼓賊 めに、 また 一 杯 食わされ たそうな」 


「ご用が なくば これで 失礼」 銀 之丞は 会釈した。 

「ご 随意に お引き取りく ださい ますよう」 こういった 

まま 平 八 は、 首 を 垂れて 考え込んだ。 

銀 之丞と 別れた 平手 造酒 は、 両国の 方へ あるいて 

行った。 

「下 総の 俠客笹 川の 繁蔵 は、 おれと 一 面の 識が ある。 

ひとまず あそこへ 落ち着く としょう か」 こんな 事を考 

え 考え、 橋な かばまで 歩いて 来た。 

と、 悲鳴が 聞こえて 来た。 「人殺しい！」 と 叫んで い 

た。 向こう 詰めから 聞こえる のであった。 造酒 は 大小 


を 束に 摑 むと、 韋駄天の ように 走って 行った。 

見る と 覆面の 侍が、 切り 斃 した 町人の 懐中から、 財 

布 を 引き出す ところで あつ た。 

「わるもの！」 と 叫ぶ と、 拳 を 揮い、 造酒 はやに わに 

うって かかった。 「おお、 さて は 貴様 だな！ 辻斬り 

をして 金 を 奪う、 武士に ある まじき 卑怯者 は！」 

すると 覆面の 侍 は、 抜き 持って いた 血 刀 を、 ズィと 

ばかりに 突き出し たが、 

「貴様 も 命が 惜しくな いそうな」 …… そういう 声に は 

鬼気が あった。 その 構えに も 鬼気が あった。 そうして 

造酒に は その 侍に、 覚えが あるよう な 気持ちが した。 


剣 技 も 確かに 抜群であった。 

油断 はならぬ と 思った ので、 造酒 はピ タリと 拳 を 付 

けた。 北辰 一 刀 流 直 正伝 拳 隠れの 固めであった。 

それと 見て取った 覆面の 武士 は、 にわかに 刀 を 手 も 

とへ ひいた が、 それと 同時に 左の 手が、 橋の 欄干へ ピ 

タリと かかった。 一 呼吸す る 隙 もない、 その 体が 宙へ 

うき、 それが 橋 下へ 隠れた かと 思う と、 ドボ— ン とい 

う 水 音が した。 水 を 潜って にげた のであった。 

「恐ろしい 早業、 まるで 鳥 だ」 造酒 は 思わず 舌 を 巻い 

たが、 「しかし これで あたりが 付いた。 うう む、 そう 

か！ き やつで あつたか」 


玻璃 窓の 平 八と 別れる と、 観 世銀 之丞は 夜道 を 急ぎ、 

邸の 裏門まで 帰って来た。 と、 門の 暗闇から、 チョコ 

チョコ と 走り出た 小男が あ つ た。 

「観 世 様、 お 久しぶりで」 その 小男 はいった もので あ 

る。 

「お 久しぶり とな？ どなたで ござるな？」 

「へい、 私で ございます」 ヌッと 顔 を 突き出した。 

「おお、 お前 は 千三屋で はない か」 

まさ 

「正に 千三屋で ございます」 

「なるほど これ は 久しぶり だな」 


「へい、 久しぶりで ございます」 

「して 何 か 用事で も あるの か？」 

「ちと、 ご 相談が ございま してな」 

r ナニ 相談？ どんな 相談 だな？」 

「鼓 をお 譲りく ださい まし」 千三屋 はいった もので あ 

る。 

すると 銀 之丞は 吹き出して しまった。 それから 皮肉 

にこうい つ た。 

「貴様、 実に 悪い 奴 だ。 鼓 を 盗んだ の は 貴様だろう？」 

「いえ、 拝借し ましたので」 「永い 拝借が ある もの だな」 

「長期 拝借と いう 奴で」 「黙って 持って行けば 泥棒 だ」 


「だからお 返し 致しました」 

「はは あ、 湯 島の 境内で、 おれに ぶっかつ たの は 貴様 

であった か？」 「その 時お 返し 致しました」 

千三屋 は ケロリ とした。 

捨てる によ つ て 拾う がよ い 

「是非 欲しい というの なら、 譲って やらない もので も 

ない が、 お前の ような 旅商人に、 鼓が 何ん の 必要が あ 

るな？」 銀 之丞は 不思議 そうに 訊いた。 

「是非 欲し い の でございますよ」 千三屋 は 熱心で あつ 


た。 「命掛けで 欲しい ので」 

「いよいよ もってお かしい な。 この 鼓で 何 をす る 気 

だ？」 

「ちょっと そいつ は 申されません な あ」 当惑 をした 様 

子であった。 

「いえない ものなら 聞きた くもない」 銀 之丞は そつけ 

くぐ 

なく 「その代り 鼓 も 譲る こと は 出来ぬ」 潜り戸 を 開け 

てはいろ うとした。 

「おっとお つと 観 世 様、 そいつ ァ どうも 困リ ましたな 

あ」 「では わけ を 話す がいい」 「ようがす。 思い切って 

話しましょう」 「おお 話す か、 では 聞いて やろう」 「そ 


の 代り 理由 を 話しましたら、 鼓 は 譲って 戴けましょう 

ね」 「胸に 落ちたら 譲って やろう」 「へえなる ほど、 胸 

に 落ちたら ね。 …… どうも こいつ ァ 困った な あ。 胸に 

落ちる 話 じ やねえん だから。 …… ええ ままよ 話しつ ち 

めえ、 それで 譲って 戴けなかったら、 ナ— 二もう 一度 

盗む まで だ。 …… 世間の 黄金 を 手に入れる ために、 鼓 

が 必要な ので ございま すよ」 「世間の 黄金 を 手に入れ 

るた め？」 「ハイ、 江戸 中の 黄金 をね。 ナニ 江戸 だけ 

じ や 事が 小せ え。 日本中の 黄金 を搔き 集めた いんで」 

きんき 

「鼓が 何ん の 用に 立つな？」 「名 鼓 は 金気 を 感じます。 

ポンポン ポンポンと 打って いると、 自然と 黄金の ぁリ 


場所が、 わかって 来る ので ございま すよ」 

これ を 聞く と 銀之丞 は、 しばらく じっと 打ち 案じて 

いたが、 

「さて は 貴様 は鼓賊 だな」 忍び音で 叱咜 した。 

「へい、 お 手の 筋で ございます」 

「うう む、 そうか、 鼓賊 であった か」 

「相 済みませんで ございます」 

あやま 

「おれに 謝る 必要 はない」 銀 之丞は 笑った が、 「どう 

だ 鼓賊、 儲かる かな？」 

「 一 向 不景気で ございます」 

「そうで も あるまい。 もとで いらず だからな I 


「が、 その代り 命掛けで」 

「だから 一 層 面白いで はない か」 

「これ は) J 挨拶で ござ い ま すな。 相 変らず の 観 世 様 

で」 

「ところで お前 は 知ってい るかな、 あの 有名な 『玻璃 

窓』 が、 お前の 後 を 追つ かけて いるの を」 

「へい、 今夜 も 追つ かけられました」 

「貴様、 今に 取つ 捉 かまる ぞ」 

「 い い 勝負で ございます」 

「なに、 いい 勝負 だ、 これ は 面白い。 で、 どっちが 勝 

つ と 田 ひうな？」 


「とにかく 今 は 私の 勝ちで。 …… あすの こと は 判り ま 

せんな あ。 …… ところで 鼓 は 頂けますまい かな？」 

「さあ それ だ」 と 銀之丞 は、 皮肉な 笑 を 浮かべた が、 

「鼓賊 であろうが あるまい が、 おれに は 何ん のか かわ 

リ もない。 金 を 盗もうと 盗むまい と、 それと て おれに 

は 風馬牛 だ。 ところで 少納 言の 鼓 だが、 たとえ 名器で 

あるに しても、 一 旦賊の 手に 渡った から は、 いわば 不 

浄を 経て 来た もの だ。 伝家の 宝と する こと は出来ぬ。 

な あ 千三屋、 そんな もので はない か」 

「へい、 そんな もので ございま しょうな」 

「と 云って お前へ 譲る こと は 出来ぬ」 


「え、 どうで もい けません かな」 

「ただし おれに は 不用の 品 だ。 捨てる によって 拾う が 

よい」 

鼓 を ひょいと 地へ 置く と、 ギ— と 潜り戸 を 押し 開き、 

銀 之丞は 入って 行った。 

もう 夜 は 明けに 近かった。 その 明け 近い 江戸の 夜の、 

静かな 夜気 を 驚かせて、 またも 鼓が 鳴り 出した の は、 

それから 間もなくの ことであった。 ポンポン ポンポン 

と 江戸 巿中 を、 町から 町へ と 伝わって 行った。 


弟 を 呼ぶ 兄の 声 

追分 油屋 掛け 行燈に 

浮気 ご免と 書い ちゃない 

清涼と した 追分節が、 へさき の 方から 聞こえて 来た。 

ここ は 外海の 九十 九里ケ 浜で、 おりから 秋の 日暮れ 

時、 天 末 を 染めた 夕 筒が、 浪平 かな 海に 映り、 物寂し 

い 景色で あつたが、 一隻の 帆船が 姚子 港へ 向かって、 

駸々 として 駛 つていた。 

その 帆船のへ さきにた たずみ、 遙 かに 海上 を 眺めな 

がら、 追分 を 唄って いる 水夫が あった。 


北山 時雨で 越後 は 雨 か 

マ J の 雨 やまな きゃあ われな い 

続けて 唄う 追分が、 長い 尾 を ひいて 消えた 時、 

「うまい」 という 声が 聞こえて 来た。 で、 ヒョィ と 振 

り 返って 見た。 若い 侍が 立って いた。 

「かこ なかなか 上手 だな」 至極 早速な 性質と 見えて、 

その 侍 は 話しかけた。 

「どこで それほど 仕込んだ な？」 

「これ はこれ はお 武家 様、 お褒めく だされ 有難い 仕 合 

ひょうきん 

わせ」 かこ は 剽軽に 会釈した が、 「自然に 覚えまして 

ございま すよ」 


「自然に 覚えた？ それ は 器用 だな」 こういい いい 侍 

は、 帆綱の 上へ 腰 を 掛けた が、 「実はな わしに は その 追 

分が、 特にな つかしく 思われる の だよ」 

「おや さようで ございま すか」 

「というの は 他で もない。 その 文句な り その 節な り、 

それと そっくりの 追分 を、 わし は 信 州の 追分 宿で 聞い 

た」 

すると かこ は 笑い出し たが、 「甚 三の 追分で ござい 

ましょうが」 

「これ は 不思議、 どうして 知っているな？」 

「信 州 追分での 歌い手なら、 私の 兄の 甚 三が、 一 番だ 


からで ございます」 

「お前 は甚 三の 弟 かな？」 

「弟の 甚内 でございます」 

「そうで あつたか、 奇遇 だな」 侍 はちよ つと 懐かし そ 

うに、 「いや 甚 三の 弟なら、 追分節 はうまい 害 だ」 

「ところがそう ではなかった ので、 唄える ようになり 

ましたの は、 このごろの ことで ございます」 

「というの はどうい う 意味 だな？」 侍 は 怪訝な 顔 をし 

た。 

「はい、 こうな ので ございます。 ご 承知の 通り 私の 

兄 は、 あの 通り 上手で ございま すのに、 どうした もの 


おん 

かこの 私 は、 音に 出す こと さえ 出来ない という、 不器 

用 者で ございました ところ、 さあ あれ はいつ でした か 

へ さき 

な、 月の 良い 晚で ございま したが、 ぼんやり 船の 船首 

に 立ち、 故郷の こと や 兄の こと を、 思い出し ていたの 

でございますな。 すると 不意に どこから ともなく、 兄 

の 声が 聞こえて 参りました」 

「ふうん なるほど、 面白い な」 

「 い え 面白く は) /ざ いません。 気味が 悪う ござ いまし 

た。 『弟^ -— ィ』 と 呼ぶ 声が、 はっき リ 聞こえた ので ご 

ざ います もの」 

「弟，^ -— ィ、 うんなる ほど」 


「『お前の いった こと 中った ぞ^ -— ィ』 と、 こうす ぐ 

追つ 龃 けて 聞こえて 参りました」 

「それ はいった いどうい う 意味 だ？」 

「どういう 意味 だか この 私に も、 解らない ので ござい 

ますよ。 とにかく 大変 悲しそう な 声で、 それ を 聞く と 

私のから だは、 総毛立った ほどで ございます。 と、 ど 

うでしょう そのと たんに、 私の 口から 追分が、 流れ出 

たで は ございま せんか」 

「不思議 だな あ、 不思議な こと だ」 

「不思議な ことで ございます。 いまだに 不思議で なり 

ません。 これ は 冗談に では ございま すが、 よく 私 は 兄 


に 向かって、 こういつ たもので ございます。 『兄貴 は 

きっと おれの 声まで、 攫って 行った に 違えね え。 だか 

ら そんなに うめえ の だ』 とね。 で、 私 は その 時に も、 

これ は 兄貴 めがおれ の 声 を、 返して くれたに 相違ね え 

と、 こう 思った もので ございま すよ」 

「それ は あるいはそう かも 知れない」 若い 侍 は まじま 

じと、 かこの 顔 を 見守った が、 「いつ 頃お 前 は 追分 を 出 

たな？」 

「今年の 夏で ございます」 

「その後  一 S も 帰った こと はない か？」 


初めて 知った 甚 三の 死 

「はい 一 度 も ございません」 

「 …… だから 何ん にも 知らないの だ。 …… 悪い こと は 

いわぬ 一度 帰れ。 それ も 至急 帰る がいい」 

「はい、 有難う 存じます。 実は 私 は 思いた つて、 故郷 

を 出て 海へ 来たから に は、 海で 一旗 上げる まで は、 追 

分の 土 は 踏むまい と、 心 を きめてお りました が、 そん 

な 事が あって 以来、 兄の ことが 気に かかり、 どうも 心 

が 落ち着きません ので、 この頃 一度 帰って みようかと、 

思 つ て いたと ころで ございま すよ」 「それ は 至急に 帰 


るが いい。 …… 恐らくお 前の 驚く ような ことが、 持ち 

上がって いるに 相違ない」 

「へえ、 さようで ございましよう か？」 かこ 甚内は 疑 

わしそう に、 侍の 顔 を 見守った。 

「わし はな、 事情 を 知ってい るの だ。 しかし どうも 話 

しにくい。 話したら お前 はび つくりして、 気 を 取り乱 

すに 違いない。 それが 気の毒で いい 兼ねる」 

「それで はもし や 兄の 身の上に、 変事で もあった ので 

は ございますまい か？」 

甚内 はさ つ と 顔色 を 変えた。 

「それそう いう 顔 をす る。 だからい い 悪い といった の 


だ。 …… 変事が あったら 何ん とする？」 

「変事に よりけ りで ございま すが、 もしゃ 人に でも 殺 

された のなら、 そやつ 活かして 置きません」 

「ふうむ、 そうか」 と 若い 侍 は、 それ を 聞く と 眼 を ひ 

そめた が、 「さて は 予感が あつたと 見える」 

「ええ、 予感と おっしゃい ますと？」 

「お前の 兄が 何者かに、 深い 怨みで も 受けて いて、 そ 

やつに 殺され はしない かと …… 」 

「飛んでも ない ことで ございます。 何ん の そんな こと 

がご ざいます もの か。 兄 は 善人で ございます。 よい 人 

間で ございます。 私と 異 つて 穏 しく も あり、 宿の 人 


達に は 誰彼と なく、 可愛がられて おりました。 …… だ 

が、 ここにた つた 一 つ …… 」 

「うむ、 たった 一 つ、 どうしたな？」 

「心配な ， J とが) ございました」 

「恋であろう？ お 北との 恋！」 

「おお、 それで はお 武家 様に は、 そんな ことまで ご存 

知で？」 

「その 恋が 悪かった の だ」 

「では やっぱり 私の 兄 は …… あの 女郎のお 北め に？」 

「無論お 北 も 同腹 だが、 真の 殺し 手 は 他に ある」 

「それじゃ 兄 は どいつ かに、 殺された ので ござんす か 


え？」 

甚 内はヮ ナヮナ 顫え 出した。 

「助けて やろうと 我々 二人、 すぐに 後 を 追つ かけた が、 

一 足 違いで 間に合わなかった」 

「噓 だ噓 だ！ 殺される もの か！」 

「凄い ような 美男の 武士 …… 」 

おうむが え 

「凄い ような 美男の 武士？」 思わず 甚内は 鸚鵡返した。 

けんかた ばみ 

「定紋 は 剣 酸漿 だ。 …… 」 

「定紋 は 剣 酸漿！」 

「お 北の 新しい 恋 男 だ。 …… 」 

「うう む、 そいつが 殺したん だな！」 


「その 名 を 富士甚 内と い つた」 

かたき 

「それじゃ そいつが 敵 だね！」 

「おおそう だ、 尋ね 出して 討て！」 

「お 武家！」 

たもと 

というと 甚内 は、 侍の 袂を 引つ 摑ん だ。 

「う、 う、 噓 じゃある めえ な £:」 

r 噓 をい つ て 何ん になる！」 

「う、 う、 噓 じゃある めえ な £:」 

「  j 

「嘘 じ やねえ、 噓じ やねえ、 ああ 噓じ やな さそう だ！」 

ガック リ甚内 は 首 を 垂れた が、 しばらく は 顔 を 上げ 


ようと もしな い。 

ままし  なごり  ゆ うづ つ 

この間 も 船 は帆駛 つて 行った。 名残の 夕 筒 も 次第に 

さめ、 海 は 漸次 暗くな つた。 帆に ぶっかる 風の 音 も、 

夜に 入る にしたがって、 次第に その 音 を 高めて 来た。 

かたき 

敵が 討ちと う) ^ ざり ます 

と、 甚内は 顔 を 上げた。 

「お 武家 様」 といった 声に は、 強い 決心が こもって い 

た。 「よく 教えて くださいました。 厚く お礼 を 申し ま 

す。 いえもう 兄 はおつ しゃる 通り、 殺された に 相違 ご 


ざいますまい。 可哀 そうな 兄で ございます。 死んでも 

死に 切れ はしますまい。 また 私と 致しましても、 諦め 

る こと は 出来ません。 その 侍と お 北と を、 地 を 掘って 

かたき 

も 探し出し、 殺して やりとう ございます。 ハイ、 敵が 

討ちたい ので。 …… そこでお 尋ね 致します が、 そいつ 

ら 二人 は 今 もな お、 追分に いるので ございましよう 

か？」 

「いや」 と 侍 は 気の毒 そうに、 「甚三 を 殺した その 晚に、 

二人ながら 立ち退いた」 

「それ はそう で ございま しょうな。 人 を 一 人殺した か 

らに は、 その 土地に はおられますまい。 じ やそい つら 


ゆくえふめい 

は 行方不明で？」 

ゆきが た 

「さよう、 行方 は 不明 だな」 

「それ は 残念で ございますな あ」 見る見る 甚内は 打ち 

しお 

悄れ た。 

しかし 侍 は 元気付ける ように、 「恐らく は 江戸に い 

ようと 思う」 

「え、 江戸に おりましょう か？」 

「江戸 は 浮世の 掃き 溜 だ 。 無数 の 人間が 渦巻いて いる 

善人 も い れば 悪人 も い る。 心掛け ある 悪党 はそう いう 

所へ 隠れる もの だ」 「へえ、 さようで ございます かな」 

「また 自然の 頃 序から い つ て も、 まず 江戸から 探す ベ 


き だ」 「へえ、 さようで ございま すかな」 「で、 江戸 か 

ら 探して かかれ」 

「ハイ、 有難う 存じます。 それで はお 言葉に 従い まし 

て、 江戸 を 探す ことに 致します」 

きづ か 

侍 はにわ かに 気遣わし そうに、 

「ところで 剣道 は 出来る のか？」 

「え？」 と 甚内は 訊き返した。 

わざ 

「剣術 だよ。 人 を 切る 業 だ」 

「ああ 剣術で ございま すか。 いえ、 やった こと は ござ 

いません」 

「はは あ、 少しも 出来ない のか。 それ はどう も 心 もと 


ない。 ：：•• おおそう だいい ことがある。 お前 江戸へ 

参ったら、 千 葉 先生 をお 訪ね 致せ。 神 田お 玉ケ 池に お 

いでな さる、 日本一 の大 先生 だ。 よく 事情 をお 話し 致 

し、 是非お 力 を 乞うよう しろ。 先生 は 尋常な お 方で は 

ない。 堂々 たる 大丈夫 だ。 場合によって は 先生 ご 自身、 

助太刀 をして くださる かもしれ ない」 

「何から 何まで 有難い ことで。 そういう 訳で ござ いま 

したら、 何 を 置いても 千 葉 先生と やら を、 お訪ね 致す 

で ございましよう」 甚内は 嬉しそうに 頭 を 下げた。 

「それが よい、 是非 訪ねろ。 …… そこでお 前に 頼みが 

ことづけ 

ある。 千 葉 先生に おあいしたら、 一 つ このように 伝言 


て くれ。 大 馬鹿者の 観 世銀 之丞 も、 あの 晚 以来 改心し、 

真人間に なりました。 そうして 自分の 本職 を、 いよい 

よ 練磨 致す ため、 犬 吠 崎へ 参りました。 岸へ 打ち寄せ 

る 大海の 濤、 それへ 向かって 声 を 練り、 二 年 三年の そ 

の 後に は、 あっぱれ 日本一 の 芸術家と なり、 再度お 目 

にか かります。 その 時まで は 剣の 方 は、 一 切手に も 触 

れ ませぬ と、 こう 先生へ 申し上げて くれ」 

「や あ、 それじゃ あなた 様 は、 観 世 様で ございました 

か？」 さも 驚いた というよ うに、 甚内は 声 を 筒 抜かせ 

た。 

「さよう、 わし は 観 世 だが、 お前 わし を 知ってい るか 


な？」 

「知っている どころ じ や ございません。 本陣 油屋 でお 

調べに なった、 あの 素敵 もね え 鼓の 手 を、 どんなに か 

喜んで 死んだ 兄 は、 お聞きし たか 知れません」 

「そうい われれば 思い出す」 銀 之丞は その 顔へ、 寂し 

い 笑い を 浮かべた が、 「おれが 鼓 を 調べさえ すれば、 甚 

三 も 追分 を 唄った もの だ。 おれと 競争で もす るよう に 

な。 …… もう その 追分 も 聞く 事 は 出来ぬ」 

いっかす つかり 夕陽が 消え、 星が 点々 と 産まれ 出た。 

風 は 次第に 勢い を 強め、 帆の 鳴る 音 も 凄くな つた。 


風雨 を 貫く 謡， 'の 声 

r ォ— ィ甚 内！」 と 呼ぶ 声が した。 「しけが 来る ぞ ョ —、 

帆 を 下ろせ ョ—」 

「ォ— ィ」 と甚内 はすぐ 応じた。 それから 銀 之 丞へ会 

釈 したが、 「しけが 来る ようで ございます。 ちょっと 

ご免 を 被ります」 

ひるが 

いい 捨て ク ルリと 身 を 翻え すと、 兄の 死 を 痛み 悲 

しんで いた、 もう 今までの 甚内 ではない。 熟練 をした 

勇敢な、 風浪と 戦う かこであった。 

帆綱 を 握る と グイと 引いた。 ギ— ギ— という 音が し 


て、 左右に 帆柱が 揺いた かと 思う と、 張り切った 帆が 

弛んで 来た。 

「ョ イシ ョョ イシ ョ、 ョ イシ ョョ イシ ョ ！」 

掛け声と 共に 手繰り 下ろした。 

星が 消えた と 見る 間もなく、 ザ— ッと 雨が 落として 

しの つ  あまあし  もうき 

来た。 篠突 くような 暴 雨であった。 雨脚が 乱れて 濛気 

となり、 その 濛 気が 船 を 包み、 一寸先 も 見え なくなつ 

た。 轟々 という 凄じい 音 は、 巻 立ち 狂う 波の音で、 キ 

キ ー、 キキ— と 物悲しい、 咽ぶ ような 物の 音 は、 船の 

さし 

軋む 音であった。 空 を 仰げば 黒雲 湧き 立ち、 電光 さえ 

も 加わった。 凄じい 暴風雨と なった のであった。 


「ョ イシ ョョ イシ ョ！ ョ イシ ョョ イシ ョ ！」 

その 荒涼たる 光景の 中から、 十数 人の かこの 声ば か 

りが、 雄々 しく 勇ましく 響いて 来た。 

乗客 は 悉く 胴の 間に 隠れ、 不安に 胸 を 躍らして いた。 

ただ 一 人 銀之丞 ばかりが、 船のへ さきに 突っ立つ てい 

た。 

「ああい いな。 勇ましい な」 彼 は 眩いた ものである。 

「自然の 威力に 比べて は、 何ん て 人間 はちつ ぼけなん 

だろう？ だが いやいやそう でもない な、 かこ はどう 

だ！ あの 姿 は！」 

銀 之丞は 武者 揮い をした。 


「自然の 威力 を 突き破ろうと、 ぶっかって 行く あの 

力！ 恐ろしい 運命に ヒタと 見入り、 刃向かって 行く 

あの 態度！ これが 本当の 人間 だな！ ふさぎの 虫 も 

へ ちま 

糸瓜 もない！ ある もの は 力ば かりだ！ いいな、 実 

にいい、 生き甲斐が あるな！」 

嵐 は 益， A 吹き募り、 雨 はいよ いよ 量 を 増した。 所 は 

名に 負う 九十 九里ケ 浜、 日本 近海での 難場であった。 

四辺 は 暗く 浪は 黒く、 時々 白い ものの 閃めく の は、 砕 

ほが しら 

けた 浪の穂 頭であった。 

「ョ イシ ョョ イシ ョ！ ョ イシ ョョ イシ ョ ！」 

かこ どもの 呼ぶ 掛け声 は、 益 M 勇敢に 響き渡った。 


しかし 人力に は 限りが あり、 自然の 暴力 は 無限で あつ 

た。 

かこ は 次第に 弱って 来た。 船が ダル ダルと 廻り 出し 

た。 

「もういけ ねえ！ もういけ ねえ！」 

悲鳴の 声が 聞こえて 来た。 

真っ黒の 大浪 がう ねり をな し、 小山の ように 寄せた 

かと 思う と、 船 は キリ キリと 舞い上がった。 

「助けて くれえ！」 

と 叫ぶ の は、 胴の 間にい る 乗客 達であった。 

と、 この 時、 朗々 たる、 謡の 声が 聞こえて 来た。 


神 か 鬼神 かこの 中に あって、 悠々 と 謡 をうた うと 

は！ 暴風 暴 雨 を 貫いて、 その 声は鮮 かに 聞こえ 渡つ 

た。 

「誰 だ 誰 だ 謡 をうた うの は！」 

「偉え お 方 だ！ 偉え お 方 だ！」 

「偉え お 方が 乗って おいでになる！ 船 は 助かる ぞ助 

かる ぞ！」 

「ョ イシ ョョ イシ ョ！ ョ イシ ョョ イシ ョ！」 

ふたたび かこの 声 は 盛り返した。 その 声々 に 柚んで 

て、 謡の 声 はなお つづいた。 

船が 姚 子へ 着いた の は、 その 翌日の ことであった。 


「主 知らず の 別荘」 の 別荘 番 

「オイ オイ 若い の。 オイ 若い の」 

A かくば かり 経 高く 見 ゆる 世の中に、 羨ましく も 澄む 

月の、 出汐を いざや 汲もう よ …… 

「オイ オイ 若い の。 オイ 若い の」 

A 影 はずかしき 我が 姿、 忍び 車 を 引く 汐の …… 

「うなって は 困る。 うなって は 困る」 

「誰もうな つて はいない ではない か」 

「お前の 事 だ。 うなって は 困る」 


「おれ は 何もうな つて はいない」 

「今までうな つ ていた じ やない か」 

A おもしろ や、 馴れても 須 磨の 夕まぐれ、 あまの 呼び 

声 かすかに て …… 

「あれ、 いけね え、 またうな リ 出した」 
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A 沖に 小さき 漁り 舟の、 影 幽かなる 月の 顔 …… 

「やりきれ ねえな あ、 うなって いやがら」 

のわき  げ 

A 仮り の 姿 や 友 千鳥、 野 分汐風 いずれも 実に、 かかる 

所の 秋な りけ リ、 あら 心す ごの 夜す がら やな …… 

「オイ オイ 若い の。 困る じ やねえ か」 

「なんだ 貴様。 まだいた のか」 


「お前が うな つ ている からよ」 

「解らない 奴 だ。 うなる と は 何んだ。 これ はな 謡 をう 

た つ ている の だ」 

「はは あ、 そいつが 謡っても のか」 

「めったに 聞け ない 名人の 謡 だ。 後学の ために 謹聴し 

ろ」 

「あれ、 あんな こと をい つて いやがる。 自分で 自分 を 

名人 だ つて いやがる」 

「アツ ハツ ハツ ハツ それが 悪い か」 

うぬ ぼ 

「なんと 自惚れの 強い わろ だ」 

「アツ ハツ ハツ ハツ、 自 11 れに 見える か。 …… さて、 


もう 一 度 聞かせて やる かな」 

「オット オット そいつ あいけ ねえ。 勘弁して くんな、 

おれが 叱られる」 

「おかしな 奴 だな。 誰に 叱られる？」 

「旦那に よ、 旦那 殿に よ」 

「なぜ 叱られる。 何ん の 理由で？」 

「やかまし いからよ。 うなる のでな」 

「はは あ、 それで は 謡の ことか」 

「うん、 そうと も、 他に 何が ある」 

「我がままな 奴 だな。 こういって やれ。 ここ は 姚子獅 

子ケ 岩、 向こう は 荒海 太平洋 だ。 あたり 近所に 人家 は 


ない。 謡おうと うなろうと 勝手 だとな。 その 旦ック に 

いって やれ」 

「うんに や、 駄目 だ。 おれが 叱られる」 

「よかろう。 勝手に 叱られる さ」 

とお 

「おれが 困る よ。 だから 頼む。 …… 第一声が 透り 過ぎ 

どうまごえ 

らぁ。 洞 間 声 〔# 「洞 間 声」 は ママ〕 つてい う 奴 だから 

な」 

「洞 間 声 〔# 「洞 間 声」 は ママ r だって？ こいつ は 助か 

らぬ。 アツ ハツ ハツ ハツ、 いや 面白い」 

「面白く はねえ よ。 面白い もの か。 叱られて 何ん の 面 

白い もの か」 


「よっぽど 解らず や の 旦 那だ な 」 

「フン、 何ん とで もい うがいい や」 

「いったい 誰 だ？ お前の 旦那 は？」 

「お金 持ち だよ。 大金 持ち だ」 

「金が あっても 趣味がなければ、 馬 や 牛と 大差ない な」 

厳重 を 極めた 別荘 普請 

「だが お前の 主人と いうの は、 いったい どこに 住んで 

るの か？」 

「お前さん そい つ を 知らね えの か」 


「知らない とも、 知る 訳がない」 

「だが、 やしき は 知って る 害 だ」 

「お前の 主人の やしき をな？」 

「うんそう さ、 有名 だからな」 

「いいや、 おれ はちつ とも 知らない」 

「そんな 害 はねえ、 きっと 知って る」 

「おかしい な。 おれ は 知らないよ」 

「獅子 ケ 岩から 半 町 北 だ」 

「獅子 ケ 岩から 半 町 北と？」 

「近来 普請に 取り かか つ たやしき だ」 

ぬし 

「や、 それじゃ 『主 知らず の 別荘』 か？」 


「そうれ、 ちゃ ァんと 知って るで ねえ か」 

「その 別荘なら 知つ てると も」 

「それが おれの 主人の 巣 だ」 

「ふうん、 そうか。 やっと 解った」 

やしき 

「随分 有名な 邸 だろう が？」 

「姚子 中で 評判の 邸 だ」 

「それが おれの 主人の 邸 だ」 

「そこでお 前にき く ことがある。 何ん と 思って あんな 

普請 をした？」 

「あんな 普請と は どんな 普請 だ？」 

「まるで 砦 の 構えで はない か」 


「  」 

「厚い 石垣、 高い 土塀、 たとえ 大砲 を 打ち かけても、 

壊れそう もない 厳重な 門、 海水 をた たえた 深い 堀、 上 

げ 下げ 自由な 鉄の 釣り橋、 え、 オイ まるで 砦 じ やない 

か」 

「おれの 知った ことじ やねえ」 

「で、 主人 はいつ 来たの だ？」 

ま え 

「うん、 主人 はずつ と 以前から よ …… そうさ 今から 一 一 

月 ほど 前から、 こっそり あそこへ 来て いるんだ」 

「ほほう、 そうか、 それ は 知らなかった」 

「ところが 他の ご 家族達 も、 二、 三日 中には 越して 来 


るの だ」 

「それで 家族 は 多い のか？」 

「うん、 奥様と お 嬢 様と、 坊 様と 召使い 達 だ」 

「では 『主 知らず の 別荘』 が、 いよいよ 主 を 迎えた 訳 

だな」 

「そうか もしれ ねえ。 うん、 そうだ」 

「ところで 主人の 身分 は 何んだ？」 

「主人の 身分 か？ 主人の 身分 はな …… いや おれ は 何 

ん にも 知らね え」 

「はは あ 隠す つもり だな」 

「おれ は 何ん にも 知らね えよ」 


「で、 お 嬢 様 は 別嬪 かな？」 

「おれ は 何ん にも 知らね えよ」 

「いよいよ 隠す つもり だな」 

「おれ はちつ とば かり しゃべり 過ぎた からな」 

「ところで お前 は 何者 だな？」 

「おれ は 何ん にも 知らね えよ」 

「ふざけち やい けない、 馬鹿な こと をい うな」 

「ああ おれ か、 別荘 番 だよ」 

「うん、 そうか、 別荘 番か。 『主 知らず の 別荘』 の 別荘 

番 だな」 

ラ しまつ 

「別荘 番の丑 松つ てんだ」 


「噂 は 以前から 聞いて いたよ」 

「おれ は姚 子で は 名高 いんだ からな」 

「そうだ、 お前 は 名高い よ。 『主 知らず の 別荘』 と 同じ 

にな」 

「ところで お前さん、 何者 だね？」 

「おれ か、 おれ は 能役者 だ」 

「ああ 役者 か、 何んだ 詰まらね え」 

「口の 悪い 奴 だ。 詰まらね えと は 何んだ」 

駕籠から 視 いた 美しい 女 


「姓名の 儀 は 何ん ていう ね？」 

「姓名の 儀 はとお いでな すった な。 姓名 は 観 世銀 之 

丞」 

「ほほん、 銀之丞 か。 役者ら しい 名 だ。 詰めてい うと 

銀 公 だな。 そうじゃ ァ ねえ、 銀 的 だ」 

「口の 悪い 奴 だ。 いよいよ 口が悪い。 が、 まあ 銀 公で 

も 銀 的で もい い」 

「お前さん、 この 土地へ はいつ 来たね？」 

「二十日 ほど まえ だ。 それが どうしたな」 

「あ ッ、 やっと 思い出した。 そうそう お前さん はお 品 

の 婿 だね」 


「お 品の 婿 だって。 何ん のこと だ？」 

「隠した つて 駄目 だ。 評判 だからな」 

「そうか、 何ん にしても 有難い」 

「厭な 野郎 だな、 礼 をい つて いやがる」 

「めでた そうな 話 だからよ」 

「だってお 前さん 評判 だぜ。 お 品の 所へ 江戸の 役者が、 

入り婿と な つ て 来た つ てな」 

「お 品の 家の 離れ座敷 を、 たしかに おれ は 借りて いる 

よ」 

「ソ ー レ見 たか、 泥 を 吐きお つた」 

「そうしてお 品 はいい 娘 だ」 


「甘え 野郎 だ、 惚気て いやがる」 

「姚子 小町 だとい うこと だな」 

「鼻 持ちが ならね え、 いろき ちげ え！」 

「だが、 铫 子の 小町 娘 も、 田の 草 を 取ったり 網 を 干し 

たリ、 野良 馬の 手綱 を ひいたり したで は、 こいつ どう 

も 色消し だな」 

「そいつ はどう も 仕方が ねえ。 この辺 は 半農半漁 だか 

らな。 よっぽど いい 所の 娘つ 子で も、 漁に も 出れば 作 

もす るよ」 

ぎょい 

「それ はそう だ、 御意の 通り だ。 そうして 実はお 品に 

してから が、 その 網 干しの 姿と か、 ないし は 草取りの 


姿の 方が、 ちんと 澄ました 姿より、 よっぽど 可愛く 見 

える からな」 

のろけ 

「おやまた かい。 また 惚気 かい」 

「どれ、 そろそろ 帰ろう かな、 お 品の 顔で も 見に 帰る 

か」 

「変な 野郎 だ。 どう 考えても 変 だ」 

観 世銀 之 丞と丑 松と はこん な 塩梅に 親しくな つた。 

「銀 之丞 さま、 銀之丞 さま！」 

お 品が 往来で 呼んで いた。 

「オイ 何んだ い、 お 品さん」 


「出て ごらんなさいよ、 通ります よ」 

そこで 銀 之丞は 離れ座敷から、 往来の 方へ 出て 行つ 

た。 

みちばた 

お 品 や、 お 品の 両親 や、 近所の 人達が 道 側に 立って、 

南の 方 を 眺めて いた。 

とそつ ちから 行列が、 だんだん こっちへ 近寄って 来 

た。 馬が 五頭 駕籠が 十 挺、 それから 小 荷駄 を 背に 負つ 

た、 十数 人の 人夫 達で、 外ならぬ 「別荘」 の 家族 連で 

あった。 今 移転して 来たので あろう。 

「ねえ、 随分 大勢 じ やない か」 「そうさね、 随分 大勢 だ 

ね」 「荷物 だって 沢山 じ やない か」 「そうさ 随分 沢山 だ 


あ い にくさ ま 

な あ」 「どんな 人達 だか 見たい ものだね」 「お 生憎 様、 

駕籠が 閉じて いる」 「これで マァ 別荘 も 賑やかになる 

ね」 「化物 屋敷でなくなる わけさ」 「それにしても 妙 だ つ 

たね。 十 年 このかた あの 別荘に は 主人って 者が なかつ 

さ ノ 

たんだ からね」 「ところが 主人が 来る となると、 この 通 

リ 大仰 だ」 「きっと 主人 はお 金持ちで、 あっちに もこつ 

へんぴ 

ちに も 別荘が あるので、 こんな 辺鄙な 別荘なん か、 今 

まで 忘れて いたの かもしれ ない」 「それにしても おか 

しい じ やない か、 あの 厳重な 普請の 仕方 は」 「ちょうど 

敵に でも 攻められ るの を、 防ぐ とで もい つたよう な 構 

えだね」 「黙って 黙って、 ソレ お通り だ」 


そこへ 行列が やって来た。 

すると 三番 目の 駕籠の 戸が、 コ トンと 内から 開けら 

れて、 美しい 女の 顔が 靦 いた。 

そそられた 銀 之 丞の心 

銀 之丞は 何気なく そ つ ち を 見た。 

女の 視線と 銀 之丞の 視線が、 偶然 一 つに 結ばれた。 

と、 女 はどうし たもの か、 幽かで は あるが ニッと 笑つ 

た。 「おや」 と 銀 之丞は 思いながら も、 その 笑いに ひき 

込まれて、 思わず 彼 も ニッと 笑った。 


と、 駕籠の 戸が ボンと 閉じ、 そのまま 行列 は 行き 過 

ぎた。 

はなれへ 戻って 来た 銀之丞 は、 空想せ ざる を 得な 

かった。 

「悪く はない な、 笑って くれたんだ！ だが いったい 

あの 女 は、 おれ を まえから 知ってい たの かしら？ そ 

んな訳 はない 知って る 害 はない。 …… とにかく 非常な 

ベ つ びん 

別嬪だった。 さて、 恋が 初 まる かな。 こんな 事から 恋 

が 初 まる？ あり 得べ からざる 事で もない」 

その 時 庭の 飛び石 を 渡り、 お 品が はなれへ 近寄って 

来た。 色 は 浅黒い が 丸顔で、 眼 は 大きく 情熱 的で、 そ 


うして 処女ら しく 清浄な、 すべてが 初々 しい 娘で あつ 

ささ 

たが、 手に 茶 受けの 盆 を 捧げ、 にこやかに 笑いながら 

座敷へ 上がった。 

「お茶 をお 上がりなさい ませ」 

うま 

「ああお 茶 かね、 これ は 有難い。 旨そう なお 茶 受けが 

ありますな」 

「土地の 名物で ございま すの」 

「ふうむ、 なるほど、 海苔 煎餅」 

お 品 はいそい そと 茶 を 注いだ。 

豪農と いうので はなかった が、 お 品の 家 は 裕福で 

あった。 主人 夫婦 も 人柄で、 しかも なかなか 俠 気があ 


り、 铫 子の 五郎蔵と も 親しくし ていた。 銀 之丞が 頼む 

と 快く、 すぐに はなれ を 貸した ばか リか、 万事 親切に 

世話 をした。 ひとつ は 銀 之丞が 江戸で 名高い、 観世宗 

家の 一族と して、 名流の 子弟で あるから でも あつたが、 

主人 嘉 介が 風流 人で、 茶の湯 活 花の 心得な ども あり、 

謡の 味な ども 知っていた からであった。 

お 品 は 一 人 子で 十九 歳、 肉体労働 をす ると ころから、 

体 は 発達して いたが、 心持ち はほんの ねんね えで あつ 

た。 一 見 銀 之丞が 好きに なり、 兄に 仕える 妹の ように、 

絶えず 銀 之丞へ つきまとった。 

そういう 家庭に 包まれながら、 本職の 謡 を悠々 と、 


研究 するとい うこと は、 彼に とって は 理想的であった。 

それに 彼に はこの 土地が、 ひどく 心に 叶って いた。 漁 

師町 であり 農村で あり、 且つ 港で ある 跳 子なる 土地 は、 

粗野で はあった が 詩的であった。 単純の 間に 複雑が あ 

り、 「光」 と 「影」 の 交錯が、 きわめて 微妙に 行われて 

いた。 もちろん、 信 州 追分の ような、 高原 的 風光に は 

乏しかった が、 名に 負う 関 東大 平原の、 一角 を 占めて 

いる ことで あるから、 森 や 林 や 丘 や 耕地 や、 沼 や 川の 

風致に は、 いい 尽くせない 美が あって、 それが 彼に は 

好 もしかった。 

それに 何より 嬉しかった の は、 太平洋の 荒浪 が、 岸 


の巌 にぶつ かって、 不断に 鼓の 音を立てる、 その 豪快 

な 光景で、 それ を 見る としみ じみと 「男性美」 の 極致 

を 感じる のであった。 

そこで 彼 は 毎夜の ように、 獅子 ケ 岩と 呼ばれる 岩の 

上へ 行って、 声の 練磨 をす るので あった。 

彼 は 本来から いう 時 は、 観 世の 家から は 勘当され、 

また 観 世 流の 流派から は、 破門 をされ た 身分であった。 

でもし 彼が 凡人なら、 そういう 自家の 境遇 を、 悲観せ 

ざる を 得なかった ろう。 しかるに 彼 は 悲観 もせず、 ま 

た 絶望 もしなかった。 それ は 彼が 天才の 上に、 一個 文 

字 通りの 近代 人 だからで、 真の 芸術に は 門閥 はない と、 


固く 信じて いるから であ つ た。 

とはいえ 彼と て 人間で あり、 殊に は烈々 たる 情熱に 

おいて は、 人一倍 強い 芸術家の ことで、 父母の こと や 

友人の こと は、 忘れる 暇と て はない のであった。 わけ 

て も 親友の 平手 造酒の、 その後の 消息に 関して は、 絶 

えず 心 を 配って いた。 

それに 彼 は 生まれながら、 都会人の 素質 を 持って い 

て、 江戸の 華やかな 色彩に 対して は、 あこがれの 心 を 

禁じ 得なかった。 

ところが 今日 はからずも、 江戸め いた 美しい 女の 顔 

を、 駕籠の 中に 見た ばかり か、 その 女から 笑い 掛けら 


れ たのであった。 

彼の 心が 動揺し、 それが 態度に 現われた の は、 やむ 

を 得な いこと であろう。 

紙つ ぶてに 書かれた 「あ」 の 一 字 

「どう 遊ばして、 銀之丞 様」 

お 品が 不足そう に 声をかけた。 「考え込ん でお リま 

すの ね」 

「や、 そんなよ うに 見えます かな」 

「お菓子 を 半分 食べ かけた まま、 手に 持って おいでで 


はありません か」 

「これ はこれ は、 どうした こと だ」 

「どうした ことで ございます やら」 

「おおわかった、 これ はこう だ」 テレ 隠しに わざと 笑 

い、 「あんまりお 品さん が 可愛い ので、 それで 見とれて 

いた 次第 さ」 

「お気の毒 様で ござい ますこと」 

「ナニ 気の毒？ なぜで ござるな？」 

「なぜと 申しても あなた 様のお 目 は、 わたしの 顔な ど 

ご覧な されず、 さっき からお 庭の 石燈 籠ば かり、 ご覧 

になって いるで は ございま せんか」 


「いや、 それに は 訳が ある」 

「なんの 訳な ど， 、- J ざ います も の か 」 

「なかなか もってそう でない。 すべて 燈 籠の 据え 方に 

は、 造 庭 上の 故実が あって、 それが なかなか むずかし 

い」 

「おやおや 話が それます こと」 

ひや 

「冷 かして はいけ ない まずお 聞き、 ところで そこに あ 

る石燈 籠、 ちと その 据え 方が 違って いる」 

「オヤ さようで ございま すか」 い つかお 品 は ひき 込ま 

れて しまった。 

「茶の湯、 活花、 造 庭 術、 風雅の 道と いう もの は、 皆 


これ 仏教から 来て いるの だ」 

「まあ、 さようで ございま すか」 

「ところが 中頃 その 中へ、 武術の 道が 加わって、 大分 

作法が むずかしく なった」 

「まあ、 さようで ございま すか」 お 品 は 益 ぶ 熱心に な つ 

た。 

「で、 そこに ある 石燈籠 だが、 これ はこの 室と 枝 折 戸 

との、 真ん中に 置く のが 本格な の だ」 

「どういう 訳で ございましよう？」 

ぼ う * き よ ぶ つ 

「門の 外から 室の 様子 を、 見られまい ための 防禦 物 だ 

からで、 横へ 逸れて は 目的に 合わぬ。 ところが これ は 


逸れて いる。 室の 様子が まる 見え だ」 

「そういえば まる 見えで) ，- ざいます ね」 

お 品 はすつ かり 感心して、 銀 之丞の 話に 耳 傾けた。 

それが 銀 之 丞には 面白かった。 もちろん 彼の 説な ど 

よ  だぼら 

は、 拠リ どころ のない 駄法螺な ので、 それ を いかにも 

まがお 

もっともらしく、 真顔 を 作って 話す というの は、 どう 

やらお 品に 弱点 を 握られ、 今にも そこへ さわられそう 

なのが、 気恥ずかしく 思われた からであった。 つまり 

いい加減の 出鳕目 をい つて、 話 を 逸らそう とする ので 

あった。 

まじめ 

「だから」 と 銀之丞 はいよ いよ 真面目に、 「もしも ここ 


に 敵が あって、 この 部屋の 主人 を 討とうと して、 あの 

枝 折 戸の 向こうから、 鉄砲 か 矢 を 放した としたら、 こ 

この 主人 は ひとたまりもなく、 討 たれて しまう に 相違 

ない。 すなわち 防禦 物の 石燈 籠が、 横へ 逸れて いるか 

らだ」 

「ほんに さようで ございま すね」 

「しかるによ つ て …… 」 

といよ いよ 図に 乗り、 喋 舌り 続けよう とした 銀之丞 

は、 にわかに この 時 「あ ッ」 と 叫び、 グイと 右手 を宙 

へ 上げた。 間髪を入れず とんで 来たの は、 紙 を 巻いた 

いしつぶ て！ さすが は 武道に も 勝れた 彼、 危 いとこ 


ろで 受けと めた。 

「あれ」 

と 驚く お 品 を 制し、 銀 之 丞は紙 を クル クルと 解いた。 

と、 紙面に はた だ 一 字 「あ」 という 文字が 記されて 

あった。 

刎ね 橋と 開けられた 小 門 

その 翌日の ことで あつたが、 銀之丞 がー 人 野 を ある 

いている と、 どこから ともなく いしつぶ てが、 例の よ 

うに 飛んで 来た。 受け取って 見る と 紙が 巻いて あった。 


そうして 紙に はた だ 一 字 「い」 という 文字が 書いて あつ 

た。 

最初の つぶてに は 「あ」 と 書いて あり、 次の つぶて 

に は 「い」 と 書いて あった。 二つ 合わせる と 「あい」 

であった。 「ハテ 『あい』 と はなんだろう？」 思案せ ざ 

る を 得なかった。 「これ を 漢字に 当て嵌め ると 『鮎』 と 

も なれば 『哀』 ともなる。 『間』 ともなれば 『挨』 とも 

なる。 そうかと 思う と 『靉』 ともなる。 いずれ 何 かの 

暗号で はあろう が、 さて 何ん の 暗号だろう？ そうし 

ていった い 何者が、 こんな 悪戯 をす るの だろう？」 

考えてみれば 気味が 悪かった。 とはいえ 大剛の 彼に 


とって は、 恐怖の 種と はなり そう もなかった。 

それ はとに かく、 銀之丞 は、 駕籠の 中に 見た 女の 

おもかげ 

俤 を、 忘れる ことが 出来なかった。 

「女 は 確かに 娘ら しい。 あの 『主 知らず の 別荘」 の、 

家族の 一 人に 相違ない。 それ も 決して 女中な どで はな 

く、 丑 松の 話した お嬢さんで もあろう」 

女色に 淡い 彼で はあった が、 不思議と 心 を そそら 

れた。 

二度目の 暗号 を 渡された 日の、 その 翌晩の ことで 

あつたが、 彼 は フラリ と 宿 を 出る と、 別荘の 方へ 足 を 

向けた。 それ は 月影の 美しい 晚で、 そぞろあるきに は 


持って来いであった。 少し あるく と 町の 外れで、 すぐ 

に 耕地と なって いた。 その 耕地 を 左右に 見て、 一本の 

野良 道 を 先へ 進んだ。 土橋 を 渡る ともう 荒野で、 地層 

は 荒々 しい 岩石で あつたが、 これ は 海岸に 近いからで 

あった。 そういえば 波の音が した。 

彼はズ ンズン あるいて 行った。 間もなく 別荘 の 前へ 

出た。 

廻れば 五町 は たっぷりあろう か、 そういう 広大な 地 

せきぜん 

所の 中に、 別荘 は 寂然と 立って いた。 三 間 巾の 海水 堀、 

がんじょう  うちがわ 

高い 厚い 巌 畳な 土塀、 土塀の 内側の 茂った 喬木、 昼間 

見て さえな かの 様子 は、 見る 事が 出来ない といわれて 


いた。 

夜 はかなり 更けて いた。 堀の 水 は 鉛色に 煙り、 そと 

へ 突き出した 木々 の 枝葉で、 土塀の あちこちに は 蔭 影 

がっき、 風が 吹く たびに それが 揺れた。 前と 左右 は 物 

うしろ  いわ だた み 

寂しい 荒野で、 そうして 背後 は 岩 畳 を 隔てて、 海に 続 

いている らしい。 

まち ともしび 

人っ子 一人 通って いない。 巿の燈 火 は 見えて いたが、 

ここから は遙 かに 隔たって いた。 別荘に は 一点の 火光 

もな く、 人の けはい さえし なかった。 

それ は 別荘と いうよりも、 荒野の 中の 一 つ 家で あり、 

わすれ 去られた 古 砦で あり、 人の 住居と いうよりも、 


-7 る やかた 

死の 古 館と いった 方が、 ふさわし いように 思われた。 

すでに 刎ね 橋 は ひき 上げられ ていた。 

「何と いう 寂しい 構えだろう」 

眩きながら 銀之丞 は、 堀に 沿って 右手へ 廻った。 す 

ると 意外に も 眼の 前に、 刎ね 橋が 一筋 かかって いた。 

そこ は 別荘の 側面で、 土塀に は 小 門が 作られて あった 

が、 それへ 通ず る 刎ね 橋であった。 こういう 場合お お 

かたの 人 は 好奇心に 捉 われる ものであった、 で、 彼 も 

好奇心に 駆られ、 刎ね 橋 を 向こうへ 渡って 行った。 そ 

うして 小 門へ さわって みた。 と、 手に 連れて 音 もな く、 

小 門の 戸が 向こうへ 開いた。 


「おや」 とば かり 驚きの 声 を、 思わず 口から 飛び出さ 

せた が、 さらに 一 層の 好奇心が、 彼の 心 を 駆り立てた。 

魔法使いの 魔法の 部屋 か 

彼 は 小 門 をく ぐった ものである。 

あたり を 見る と 鬱蒼たる 木立で、 その 木立の はるか 

彼方に、 一座の 建物が 立って いた、 どうやら、 別荘の 

おも 屋 らしい。 さすがに 彼 もこれ 以上、 はいり 込む に 

ちゅうちょ 

は 躊躇 された。 

「しかし」 と 彼 は 思案した。 「何ん という これ は 不用 


心 だ。 賊 でも はいったら どうす るつ もり だ。 一 つ 注意 

をして やろう」 で、 彼 は 進んで 行った。 やがて 建物の 

戸口へ 出た。 

「ご免」 と 小声で まず 訪 い、 トン トンと 二 つば かり 戸 

を 打った。 と、 何ん たる ことであろう！ その 戸が ま 

たも 内側へ 開き、 闇の 廊下が 現われた。 

「おや」 とば かり 驚き の 声 を、 ま た 出さ ざ る を 得な か つ 

た。 しかし 驚き は それだけ ではなく、 

「おはいり」 

という しわがれた 声が、 廊下の 奥から 聞こえて 来た。 

これに は 銀 之丞も 度胆を抜かれた。 で ぼんやり 佇 


ん でいた。 すると またもや 同じ 声が した。 

「待って いたよ、 はいるが いい」 

度胆を抜かれた 銀之丞 は、 今度 は 極度の 好奇心に、 

追い立てられざる を 得なかった。 

彼 は 大胆に はいって 行った。 三十 歩 あま リも あるい 

た 時、 「ここ だ！」 という 声が 聞こえて 来た。 それ は廊 

下の 横からであった。 見る とそ こに 開いた 扉が あった。 

なか  ともしび 

で、 内へ はいって 行った。 カツと 明るい 燈 火の 光が、 

真っ先に 彼の 眼 を 奪った。 そのつ ぎに 見えた の は 一人 

の 老人で、 部屋の 奥の 方に 腰かけて いた。 

「オイ 若い の、 戸 を 締めな」 その 老人 はこうい つた。 


いわれる ままに 戸 を 閉じた。 それから 老人 を 観察し 

た。 身長が 非常に 高かった。 五 尺 七、 八寸は あるら し 

い。 肉付き もよ く 肥えても いた。 皮膚の 色 は 銅 色で 

それが いか にも 健康ら しかった。 ただし 頭髪 は 真 つ 白 

まげ 

で、 ちょうど 盛りの 卯の花の ようで、 それ を鬍に 取り 

上げて いた。 銀 のように 輝く の は、 明るい 燈 火の 作 

用であろう。 高い 広い 理智 的な 額、 眼窩が 深く 落ち込 

んで いるた め、 蔭 影 を 作って いる 鋭い 眼 …… それ は 人 

間の 眼と いうより、 鋼鉄 細工と でもい つた 方が、 かえつ 

て 当 を 得る よう だ。 美術的 高い 鼻、 強い 意志 を 現わし 

た、 固く 結ばれた 大きな 口 …… 顔 全体に 威厳が あった。 


着て いる 衣裳 も 美術的であった。 しかし それ は 日本 服 

ではなく、 阿蘭陀 風の 服であった。 それ も 船員の 服ら 

まば 

しく、 袖口と 襟と に 見る も 瞬 ゆい、 金モ ー ルの 飾りが 

ついていた。 手に は 変った 特色 もない。 ただ 手首が い 

かに も 太く、 そうして 指が いかにも 長く、 船頭の 手な 

どに 見る ような、 握力の 強そう な 手であった。 さて 最 

後に 足で あるが、 足 は 最も 特色 的であった。 というの 

つ ナウ 

は 右の 足が、 膝の 関節から なくなって いるので、 つま 

リ 気の毒な 跛 足な のであった。 で ズボン も 右の 分 は、 

左の 分より は 短 かかった。 

彼 は 長椅子に 腰かけて いた。 その 長椅子 も 日本の 物 


ではなく、 やはり オランダ か イス パ ニヤ か、 その 辺の 

物に 相違なかった。 長椅子に は 毛皮が かけられて いた。 

それ は 見事な 虎の 皮で、 玻璃 製の 義眼が 燈 火に 反射し、 

キラ キラ 光る 有様 は、 生ける 虎の 眼 そっくりであった。 

毛皮の 上に は 短銃が あった。 それと て 日本の 種子 ケ島 

ではなく、 やはり 舶来の 品ら しかった。 

部屋 はかなり 広かった。 そうして 老人 を 繞し て、 

おどし 

珍奇な 器具 類が 飾られて あった。 緘 の 糸の やや 古び 

た、 源平 時代の 鎧 甲、 宝石 を ちりばめた 印度 風の 太 

えんげつとう  おうむ 

刀、 磨ぎ 澄ました 偃月刀、 南洋 産ら しい 鸚鵡の 剝製、 

どこかの 国の 国王が、 冠って いたらし い 黄金の 冠、 黒 


檀の 机、 紫檀の 台、 奈良朝 時代の 雅楽 衣裳、 同じく 太 

鼓、 同じく 笛、 大飛 出、 小 飛 出、 般若、 俊 寛、 少将、 

ぬ い  ぼくけい 

釈迦な どの 能の 面、 黄 龍 を剌繡 した 清国の 国旗、 牧溪 

筆ら しい 放 馬の 軸、 応挙 筆ら しい 大 瀑布の 屏風、 高麗 

焼きの 大 花瓶、 ゴブラン 織の 大 絨毯、 長い 象牙に 豺の 

角、 孔雀の 羽根に 白熊の 毛皮、 異国の 貨幣 を 一 杯に 充 

たした、 漆塗りの 長方形の 箱、 宝石 を充 たした 銀製の 

箱、 さまざまの 形の 古代 仏像、 青銅 製の 大 香炉、 香 を 

充 たした 香木の 箱、 南蛮人の 丸木船 模型、 羅針盤と 航 

海図、 この頃 珍ら しい 銀の 時計、 忍び 用の 龕燈 提灯、 

忍術 用の 黒 小袖、 真鍮 製 の 大砲 模型、 籠に 入れられた 


麝香猫、 エジプト 産の 人間の 木乃伊、 薬 を 入れた 大小 

きぶく ろ 

黄 袋、 玻璃に 載せられた 朝鮮人参、 オランダ 文字の 異 

国の 書籍、 水盤に 入れられた 真紅の 小魚 …… もちろん 

いちいち それらの 物が、 一 巡 見渡した 銀 之丞の 眼に、 

理解され て 映った のではなかった けれど、 しかし 決し 

て 夢で はなく、 まさしく 「実在」 として 映った ので あつ 

た。 

奇妙な 老人の 奇妙な 話 

「いったい この 部屋 は 何んだろう？ この 老人 は 何者 


だろう？」 銀 之丞は 茫然と、 驚き 呆れて 佇んで いた。 

と、 老人が 声をかけた。 

「待って いたの だ。 よく 来て くれた。 ところで お前 は 

本人 かな？ それとも お前 は 代理 かな？」 

いうまでもな くこの 言葉 は、 銀 之丞に はわから な 

かった。 すると 老人が またい つた。 

「本人なら 巿之丞 と 呼ぼう。 もし 代理なら 別の 名で 呼 

ぼう。 黙って いて はわから ない」 

「いや」 と 銀之丞 はよう やくいった。 「巿 之丞 では ご 

ざいません。 そんな 者で は ございません。 …… 」 

「ふん、 それなら 代理 だな。 それ は 困った。 代理 は 困 


る」 

「全然 話が 違います。 …… 刎ね 橋が 下ろされて ありま 

したので …… 」 

「そうさ、 お前 を 迎える ために、 わざわざ 下ろして 置 

いたの だ」 

「いえ、 それに 小 門の 戸 も …… 」 

「いうまでもない、 開けて 置いた よ。 それ は 最初から 

の 約束 だからな」 

「 …… それでう かう か参リ ましたので」 

r ナニ うかう か？ 不用心な 奴 だ」 

「と、 いいます の も その 不用心 を、 ご注意しょう と存 


じまして な。 …… 」 

「うん、 それが いい、 お 互いにな。 不用心 は 禁物 だ。 

…… で、 お前 は 代理な の だな？ やむ を 得ない、 我慢 

しょう。 …… で、 お前の 名 は 何ん というな？」 

「さよう、 拙者 は 銀之丞 …… 」 

「ナニ 銀 之丞？ よく 似た 名 だな。 巿之丞 代理 銀之丞 

か。 なるほど、 これ は 代理ら しい。 よろしい、 話 を 進 

めよう」 

「しばらく、 しばらく。 お待ちく ださい！」 

「えい、 あわてるな！ 臆病者め！ はは あ、 お前 は 

恐れて いるな。 いや それなら 大丈夫 だ。 家族の 者 は 遠 


避けて ある。 そこで 話 を 進めよう。 だが その 前にい う 

ことがある、 なぜお 前 達 は 俺を嚇 した！ あんな 手紙 

を 何故よ こした！ 何故 この 俺 を 強迫した！」 

「俺 は 知らない！」 と 銀之丞 は、 とうとう 怒って 怒鳴 

リ つけた。 「人違い だよ、 人違いな の だ」 

「ナ 二人 違いだ？ 莫迦 をい え！ 今 さら 何んだ！ 

卑怯な 奴 だ！ だが マァ それ は 過ぎ去つ たこと だ。 蒸 

し 返しても 仕方がない。 しかし 俺 はいつ とくが な、 以 

後 強迫 は 一切 止めろ！ そんな 事に は 驚かない からな。 

もちろん 本当に もしない のさ。 だが いう だけ はいった 

方が いい。 そう 思って 返辞 はやった。 何ん のこの 俺が 


決闘 を 恐れる！ アツ ハハ ハ、 莫迦な 話 だ。 しかし 話 

がっく ものなら、 そんな 厭な 血な ど 見ず と、 そうだ 平 

和の 談笑 裡に、 話し合った 方が いいから な。 で、 返辞 

はやった のさ。 そうして 俺から 指定した 通り、 ちゃん 

と 小 門 も 開けて 置いた のさ。 それでも 感心に 時間 通リ 

に 来たな。 よろしい、 よろしい、 それ はよ ろしい。 ふ 

ん、 やっぱり お前 達 も、 血 を 見る の は 厭 だと 見える。 

あたりめ えだ、 誰 だって 厭 だ。 お 互い 命 は 大事 だから 

な。 粗末に して は 勿 化ない からな。 …… よろしい、 そ 

れ では 話 を 進めよう。 さて、 お前 達の 要求 だが、 あれ 

は 全然 問題に ならない。 あの 要求 は 暴と いう もの だ。 


まるっきり 筋道が 立って いない。 いわば 場違いと いう 

もの だ。 それに 時効に も かかって いる。 オイ、 大将、 

そうじゃな いかな！ だから あれ は肯 くこと はなら 

ぬ！ とこうに ベ もな くいい 切った では、 お前 達に し 

て も 納まりが つくまい。 俺に しても 気の毒 だ。 今夜の 

会見 も 無意味になる。 後に 怨みが 残ろう もしれ ぬ。 そ 

れ では どうも 面白くない。 そこで 少しく 色 気をつけよ 

う。 といって お前 達に 怖じ 恐れて、 妥協す ると 思う と 

間違う ぞ！ なんのお 前 達 を 恐れる もの か！ 昔な が 

ら の九郎 右衛門 だ」 


胸に 向けられた 短銃の 口 

「俺に は 一切 恐怖 はない。 恐怖 を 知らない 人間な の だ。 

それ はお 前 達 も 知って るだろう。 人の 命 を 取る ことな 

ど は、 屁と も 思わぬ 人間な の だからな。 だから、 それ 

だから、 そこ を 狙って、 …… いやいや それ はどうで も 

いい。 お 互い 気取り や 示威運動 や、 威嚇と いうよう な 

詰まらな いもの は、 封 じて しまわなければ ならない の 

だからな。 …… つまりお 前 達の 境遇が —— どうやら 大 

分 貧しい らしい な —— それが おれに は 気の毒な ので、 

そこで 一 片の 慈悲心から、 恵み を 垂れる という 意味で、 


俺の 財産の 幾分 か を、 分けて やろうと こう 思う の だ。 

よい か、 解った か、 解った かな？ アツ ハハ ハ、 それ 

にしても だ、 お前 達の 要求 は 大きかった な。 みんなよ 

こせと いうの だからな。 それが 正当 だとい うの だから 

な。 オイ 大将よ く 聞く がいい。 俺 は 正直な 人間 だ。 決 

して 仲間な ど 裏切り はしない。 噓 もなければ 偽り も 

ない。 で 分配 は どこから 見ても、 一点の 不公平 もな 

かった の だ。 三人ながら 同じように、 同じ タカに 分け 

合った の だ。 それ を 俺 は 上手に 利用し、 あるが 上に も 

なお 蓄 めた。 それ だのに 一 人 藤九郎 ばかり は、 無考え 

にも K い 果たして しまった。 そうして 恐ろしく 貧乏し 


て 貧乏の 中に 死んで しまった。 それ を 枠の 巿之丞 めが、 

何 を どこから 聞き込ん だもの か、 俺 だけ 一人 余分に 

取った の、 藤 九郎を 殺した の は 俺 だのと、 それ こそ 途 

方 もない いいがかり をつ け、 あげくのはてに は 強迫し 

て 俺から 財産 を 取ろうと する！ 莫迦な 話 だ、 とんで 

もない こと だ—  ところで 俺の 財産 だが、 大部分 

この 部屋に 集めて ある。 いや これで 一切 だ。 この 外に 

は 一文 もない。 金に つもったら 大した もの だ。 五 万 や 

八 万 は あるだろう。 で 俺 はこの 中 を、 半分 だけお 前 達 

に くれてやろう。 勿体ない が 仕方がない。 昔の 仲間の 

枠の こと だ、 貧乏 させても 置け ないから な。 …… 俺の 


いう こと はこれ で 終えた。 代理のお 前で はわ かるまい。 

帰って 巿之丞 にいう がいい。 そうして 急いで 返答しろ。 

どう だ、 不足 は あるまい がな。 …… や！ 貴様 どうし 

たんだ！ 何 を ぼんやりして いるんだ！ おや、 こい 

つめが、 聞いて いないな！ いったい 貴様 は 何者 だ！」 

老人 は 突然 怒号した。 ようやく 相手の 若者が、 怪し 

いものに 見えて 来たらし い。 

「おれ は 観 世銀 之丞 だ。 おれ は 江戸の 能役者 だ」 

銀 之丞は ひややか にいった。 老人の 話しで その 老人 

が、 善人で はない という こと を、 早く も 直感した から 

であった。 「気の毒 だが 人違い だ」 


「ナニ 観 世 だと？ 能役者 だと？」 

見る見る 老人の 眼の 中へ、 凄まじい 殺気が 現われた。 

つと その 手が 毛皮の 上の、 短銃の 方へ 延びて 行った。 

「では 貴様 は、 あいつら ではない のか？ 巿之丞 の 代 

理 ではなかった のか？」 

「その 巿之丞 とかいう 男、 見た こと もなければ 聞いた 

こと もない」 

「しかし、 しかし、 それにしても、 どうして ここへ は 

い つ て 来た？」 

「それ はもう さっきい つた 害 だ。 小 門が 開いて いたか 

らょ」 


「だが、 指定した、 こんな 時刻に …… 」 

「俺の 知った ことで はない。 恐らく それ は 暗合 だろ 

う」 

「では、 いよいよ 人違い だな！」 

「うん、 そうだ、 気の毒ながら」 

「それ だのに 貴様 は 俺の 話し を、 黙って しまいまで 聞 

いてし まった な！」 

「むやみと お前が 話す からよ。 俺 は 幾度 もとめた 害 

だ」 

「ふうむ、 なるほど」 と 呻く ようにい うと、 九 郎右衛 

門 は 眼 を 据えた。 短銃 を 持った 右の 手が ソロ リ ソロ リ 


と 上へ 上がった。 

「では、 貴様 は、 生かして は 帰せぬ！」 

「そうか」 と 銀 之丞は 冷淡に 「よかろう、 一 発 ドンと 

やれ」 

ピッ タリ 短銃の 筒 口が、 銀 之丞の 胸へ 向けられた。 

絶息し そうな 沈黙が、 分 を 刻み 秒 を 刻んだ。 

助太刀 をして くださるまい か 

と、 ピストルが ソロ ソロと、 下へ 下へ と 下ろされた 

「そんな 害 はない。 能役者で は あるまい」 


「何故な？」 と 銀 之丞は 平然とき いた。 

「素晴らしい 度胸 だ。 能役者で は あるまい」 

「噓 はいわぬ。 能役者 だ」 

「そうか」 

と九郎 右衛門 は 考えながら、 

「 無論 剣道 は 学んだろう な？」 

「うん、 いささか、 千 葉 道場で な」 

「はは あ、 千 葉 家で、 それで 解った」 

九郎 右衛門 は 眼 をと じた。 どうやら 考えに 耽る らし 

いんぎん 

い。 と、 パッと 眼 を 開ける と、 にわかに 言葉 を 慇憝に 

したが、 


「いかがで ござろう 今夜の こと、 他  一一 一一 n)  J 無用に 願いた 

ヽ ..ゝ - 

レカ」 

そ ， J で 銀 之丞も 言葉 を 改め、 

「そこ もと、 それが 希望なら …… 」 

「希望で ござる、 是非 願いたい」 

「よろし ゆう ござる。 申しますまい」 

一 一人 はまた も 沈黙した。 

「さて、 改めてお 願いが ござる」 一句 一句 嚙み しめる 

ように、 九郎 右衛門 はいい 出した。 「何ん とお 聞き 済 

みくださるまい か」 

「お 話の 筋に よりまして は。 …… 」 


「いかさま これ は ごも つと も」 

九郎 右衛門 はまた 眼 をと じ、 じっと 思案に 耽った が、 

「私、 昔 は 悪人で ござった。 しかし 今 は 善人で ござる。 

…… とこう 申した ばかりで は、 あるいは ご 信用く ださ 

るまい が、 今後 ご 交際く ださら ば、 自然お 解りに もな 

りましょう。 ところが 先刻 不用意の 間にう つかりお 耳 

に 入れました 通り、 私に は 敵が ござる」 

「どうやら そんな ご 様子で， >  J ざるな」 

「それが なかなか 強敵で ござる」 

「それに 人数 も 多い ようで ござるな」 

「しかし 恐ろしい はた だ 一 人、 金子 巿之丞 と 申し まし 


てな、 非常な 小 太刀の 名人で ござる」 

「ふうむ、 なるほど、 さようで ござる かな」 

「それが 徒党 を 引率して、 最近 襲撃して 参る 害、 ナニ 

私が 壮健なら、 ビク ともす る ことで は ござらぬ が、 何 

を 申す にも 不具の 鉢、 実は 閉口して おる ので ござる。 

そのため 使者を遣わして、 今晚 参って 話し合うよう、 

その 巿之丞 まで 申し入れました ところ、 その 者 は 来ず 

に 代りと して、 あなたが お見えになられ たような 次第、 

もうこうな つ て は 平和の 間に 折り合う こと は 不可能で 

ござる。 是が非でも 戦わねば ならぬ。 ところで 味方 は 

おおかた 召使い、 太刀 取る 術 さえ 知らぬ 手合い、 戦え 


ば われらの 敗け で ござる。 お願いと 申す はこ この こと、 

何ん と 助太刀して くださるまい か。 俠気 ある ご 仁と 見 

受け ましたれば、 折り入って お願い 致す ので ござる」 

「はは あ、 なるほど、 よく わかって ござる」 

銀 之 丞は腕 を くんだ。 「さて これ はどうし たもの だ。 

自分 は 能役者で 剣客で はない。 それに 当分 剣の 方 は、 

封 じる ことに きめてい る。 それに 見たところ この 老人、 

善人と はいう が ァテに はならぬ。 その上 相手の 巿之丞 

という は、 小 太刀の 名人 だとい うこと である。 うかう 

か 助太刀して 切られで もしたら、 莫迦 を 見る 上に 外聞 

も 悪い。 これ は 一層 断 わった 方が いいな。 …… だが 両 


刀 を 手 挾む 身分 だ、 見込んで 頼む といわれて は、 どう 

も ぎ ど う 

も没義 道に 突っ放す こと は 出来ぬ。 どうも これ は 困つ 

たぞ。 …… いや 待てよ、 この 老人に は、 美しい 娘が あつ 

力 も 

た箬 だ。 こんな ことから 親しくな リ、 恋で もうまく 醸 

されよう ものなら、 こいつ とんだ 儲け もの だ。 といつ 

て 誘惑す るので はない が、 だが 美人と 話す の は、 決し 

て 悪い もので はない。 第一 生活に 退屈し ない。 よしき 

た、 一 番 ひき 受けて やれ」 

そこで 彼 は 元気よ くいった。 

「よろし ゆう ござる、 助太刀し ましょう」 


厳重 を 極めた 邸の 様子 

「もうこう なり ゃァ 謡なん か、 どうな ろうと ままの か 

わ だ。 面白 いのは 恋愛 だ！ 恋よ 恋よ 何ん て 素敵 

だ！」 

これが 銀 之丞の 心境であった。 

つまり 彼 は九郎 右衛門の 娘、 ぉ艷 というのと 恋仲に 

なり、 楽しい 身の上と なった のであった。 

だがし かし 恋の 描写 は、 もう 少し 後に 譲る ことにし 

よう。 


助太刀の 依頼に 応じてからの、 観 世銀 之丞 という も 

の は、 九郎 右衛門の 別荘へ、 夜昼と なく 詰め かけた。 

彼の 眼に 映った 別荘 は、 まことに 奇妙な もので あつ 

た。 まず その 構造から いう 時 はき わめて 斬新 奇異な も 

ので、 宅地の 真ん中と 思われる 辺に、 平屋 造りの 建物 

があった。 一番 広大な 建物で、 城で いうと 本丸で あつ 

た。 ここに は九郎 右衛門の 肉親と、 その 護衛 者と が 住 

ん でいた。 その 建物の 真ん中に、 一 つの 大きな 部屋が 

あった。 九郎 右衛門の 居間であった。 あらゆる 珍奇な 

器具 類が、 隙 間もなく 飾って あった。 すなわち 過ぐ る 

夜 偶然の ことから、 銀 之丞が この 家 を 訪れた 時、 呼び 


込まれた ところの 部屋であった。 その 部屋 は 四方 厚い 

壁で、 襖 や 障子 は 一本 もな く、 壁の 四隅に 扉 を 持った、 

四つの 出入 リロが 出来て いた。 そうして 四つの その 口 

から は、 四つの 部屋へ 行く ことが 出来た。 

さて その 四つの 部屋で あるが、 東南に ある 一室に は、 

九郎 右衛門の 病身の 妻、 お 妙と いうの が 住んで いた。 

また その 反対の 西南の 部屋に は、 娘のお 艷が 住んで い 

た。 さらに 東北の 一 室に は、 これ も 病身の 枠の 六 蔵が、 

床に ついた ままで 住んで いた。 最後の 西北の 一室に は、 

別荘 番の丑 松と、 護衛の 男 達が 雑居して いた。 

以上 五つの 部屋に よって、 本邸の 一郭 は 形作られて 


けいしょう 

いたが、 それら 部屋 部屋の 間に は、 共通の 警鐘が 設け 

られ てあつて、 異変の あった 場合に は、 知らせ 合う こ 

とに な つ ていた。 

この 本邸 を 囲む ようにして、 独立した 四つの 建物が 

あった。 城で いうと 出 丸に 当たった。 これ も 低い 平屋 

づ くりで、 本邸と 比べて は 粗末で あつたが、 しかし 

牢固と いう 点で は、 むしろ 本邸に 勝って いた。 四つと 

も 同じような 建て 方で、 その 特色と すると ころ は、 

や ざ ま 

矢 狭間 づ くりの 窓の ある ことと、 四 筋の 長い 廻廊 を 

もって、 本邸と 通じてい る ことと であった。 そうして 

本邸との 間に は、 共通の 警鐘が 設けられ てあつた。 


別荘の 人達 は これらの 建物 を、 四つの 出 邸と 呼んで 

いた。 この 四つの 出 邸に は、 いずれも 屈強な 男 達が、 

三十 人 余り もこ もっていた。 すなわち 警護の 者 どもで 

あった。 

うまごや 

なおこの 他に も 廐舎と かないし は 納屋と か 番小屋と 

こまごま 

か 細々 しい 建物 は 設けられ ていたが 目 ぼしい 物 は 見当 

たらなかった …… 構内 を 囲んだ 堅固な 土塀。 土塀の 外 

側の 深い 堀。 堀に かけられた 四 筋の 刎ね 橋。 そうして 

邸内 至る所に、 喬木が 林の ように 立って いた。 南に あ 

るの が 表門で、 北に あるの が 裏門であった。 その 裏門 

を 半 町 ほど 行く と、 大洋の 浪 岩を嚙 む、 岩石 峨々 たる 


海岸で あり、 海岸から 見下ろした 足 もとに は、 小さな 

入江が 出来て いた。 入江の 上に 突き出し ている のが、 

だいばんじゃく 

象ケ 鼻と いう 大 磐石 であった。 

観 世銀 之丞 人数 をく ばる 

「人数 は 全部で 五十人、 このうち 女が 十 人い る。 非 戦 

闘 員と して はぶかなければ ならない。 九郎 右衛門 殿と 

六 蔵 殿と は、 不具と 病人 だから これ も 駄目 だ。 正味 働 

ける の は 三十 八 人 だが、 このうち はたして 幾人が 武術 

の 心 得が あるだろう？」 


それ を 調べる のが 先決問題であった。 で、 ある 日銀 

之丞 は、 それらの 者 ども を 庭に 集めて、 剣術の 試合 を 

させて 見た。 準 太、 卓 三、 千吉、 松 次郎、 そうして 丑 

松の 五 人 だけ は、 どうやら 眼 鼻が ついていた。 

「俺 を 加えて 六 人 だけ は、 普通に 働け ると 認めて いい。 

よし、 それで はこの 連中 を、 ひとつ 上手に 配置して や 

ろう」 

そこで 銀 之丞は 命令した。 

ちゅうげん  で やしき 

「準 太 は 八 人の 仲間 を つれ 東南の 出 邸 を 守る がいい。 

卓 三 も 八 人の 仲間 を つれ 東北の 出 邸 を 守る がいい。 千 

吉も松 次 郎も八 人ず つつれ て、 西北と 西南の 出 邸と を、 


やはり 厳重に 守る がいい。 俺と 丑 松と は 二人 だけで、 

邸の 警護に あたる ことにしよう。 …… 敵の 人数 は 多く 

つもって、 百 人 内外 だとい うこと である。 味方より は 

すこし 多い。 しかし 味方に は 別荘が ある。 この 厳重な 

別荘 は、 優に 百 人 を 防ぐ に 足りる。 で 油断 さえし な 

かったら、 味方が 勝つ にき まっている。 ところで 夜間 

の 警戒 だが、 各自の 組から 一人ず つ、 屈強の 者 を 選び 

出して、 交替に 邸内 を 廻る ことにしよう。 そうして 変 

事の あつたつ ど、 警鐘 を 鳴らして 知らせる ことにしよ 

う。 どう だ、 異存 は あるまい な？」 

「なんの 異存 なぞ ございましよう」 


こうして 邸内 は その 時 以来、 厳重に 固められる こと 

となった。 

親しく 一  緒に 暮らして 見て、 九郎 右衛門と いう 人物 

ちが 

が はじめの 考えと は 色々 の 点で、 銀之丞 には異 つて 見 

えた。 彼に は 最初 九郎 右衛門が、 足 こそ 気の毒な 不具 

では あるが、 体 はたつ しゃのように 思われた。 ところ 

が九郎 右衛門 は 病弱であった。 肥えて いるの が 悪い の 

であり、 血色の よいの がよくない のであった。 彼 は 今 

日の 病名で いえば、 動脈硬化症の 末期な のであった。 

いや それより もっと 悪く、 すでに 中風の 初期な ので 

あった。 


それから 銀之丞 は九郎 右衛門 を、 最初 悪人 だと 睨ん 

だものであった。 しかし それ も異 つてい るら しい。 な 

かんい ぼうけん 

かな か 立派な 人物ら しい。 敢為 冒険の 精神に とんだ、 

一 個 堂々 たる 大丈夫ら しい。 そうして 珍奇な 器具 類 や、 

莫大 もない 財産 は、 壮年 時代の 冒険に よって、 作った 

ものの ように 思われた。 とはいえ どういう 冒険 をして、 

それらの 財産 を 作った もの か は、 九郎 右衛門が 話さな 

いので、 銀 之 丞には 解らなかった。 

それからもう 一 つ 重大な こと を、 銀 之丞は 耳に した。 

というの は 他で もない、 九郎 右衛門の 財産なる ものが、 

予想に も 増して 豪 富な もので、 別荘に あると ころの 財 


産の 如き は、 全 財産から 比べれば、 百 分の 一に も足リ 

ない という、 そういう 驚くべき 事実であって、 そうし 

て それ を 明かした の は、 別荘 番の丑 松であった。 

「 …… つまり そいつ を ふんだ くろうとして、 巿之丞 め 

とその 徒党が、 ここへ 攻め込んで 来 るんで さあ。 が、 

そいつ は 見つかり ッこ はねえ。 何せ 別荘に はな いんだ 

からね。 それ こそ 途方 もね え 素晴らしい ところに、 

し つ かリ蔵 つ て あるんだ からね」 

その 丑 松 はこの 邸で は、 かなり 重用の 位置に いた。 

九郎 右衛門 も 丑 松 だけに は、 どうやら 一目置い ている 

らしかった。 年 は 三十と はいって いる けれど、 一見す 


ると 五十ぐ らいに 見え、 身長と いえば 四 尺 そこそこ、 

そうして 醜い みつくちであった。 

彼 はいつ も象ケ 鼻の 上から、 入江ば かり を 見下ろし 

ていた。 

この 家で 一番の 不幸 者 は、 ぉ艷の 弟の 六 蔵であった。 

それ は 重い 心臓病で、 死 は 時間の問題であった。 それ 

に 次いで 不幸な の は、 六 蔵 達の 母であった。 良人の 強 

い 意志の もとに、 長年の 間 圧迫され、 精 も 根 も 尽きた 

というよ うに、 いつも ォ ドォド して 暮らして いた。 

妖艷 たる 九郎 右衛門の 娘 


この 中に あってお 艷 ばかり は、 太陽の ように 輝いて 

き：：：' よう 

いた。 美しい 縹緻は その 母から、 大胆な 性質 は その 父 

から、 いずれも 程よ く 遺伝され ていた。 そうして 彼女 

の 美し さは、 清楚ではなくて 艷麗 であった。 もし 一歩 

を 誤れば、 妖婦に なり 兼ねない 素質が あった。 肉付き 

豊かな そのから だは、 雪と いうより 象牙の ようで、 白 

つや 

く 滑らかに 沢 を 持って いた。 涼しい 切れ 長の 情熱 的の 

眼、 いつも 潤お つてい る 紅い 唇、 厚味 を 持った 高い 鼻、 

えくぼ 

笑うた びに 靨の 出る、 ムッ チリと した 厚手の 頰 …… 

そうして 声に は 魅力が あって、 聞く 人の 心を搔 きむ 


しった。 

いつぞや 駕籠から 顔 を 出し、 二 ッと銀 之丞へ 笑い か 

けたの は、 このお 艷に 他なら ない。 

そうして 丑 松 を そそのかし、 例の 「あ」 と 「い」 の 

かみつぶて 

紙 飛礫 を、 投げさせ たの も 彼女であった。 彼女に いわ 

せる とその 「あい」 は、 「愛」 の 符牒 だとい うこと であつ 

た。 つまり 彼女 は 銀之丞 に、 一 目 惚れ をした ので あつ 

た。 そうして そういう 芝居 染みた、 大胆不敵な 口説き 

方 をして、 思う 男 を厭応 なしに、 引き付けよ うとした 

のであった。 

ところが 人々 の 噂に よると、 その美し いお 艷に 対し、 


醜い みつくちの 丑 松が、 恋して いると いう ことで あつ 

た。 これ はもち ろん 銀 之 丞の心 を、 少なからず 暗く は 

した けれど、 しかし 信じようと はしなかった。 「まさ 

か」 と 彼 は 思う のであった。 

銀之丞 ほどの 人物 も、 ぉ艷の 美し さに は 勝てな かつ 

た。 近代的の 人間 だけに、 ぉ艷 のよう な 変り種に は、 

一 層 心 を 引き付けられた。 強烈な 刺戟、 爛れた 美、 苦 

痛に ともなう 陶酔 的 快楽！ そういう 物に あこがれる 

彼に は、 ぉ艷 のよう な 妖婦 型の 女 は、 何よりも 好 もし 

い 相手であった。 

で、 彼 は 文字通り、 恋の 奴隸 となり 下がって しまつ 


た。 

やがて 初冬が おとずれて 来た。 岸に 打つ 浪が音 を 高 

め、 沖から 吹いて 来る 潮風が、 肌 を 刺す ように 寒くな つ 

た。 铫子 港の 寂れる 季節が、 だんだん 近寄って 来たの 

であった。 

敵 は 襲って 来なかった。 で 別荘 は 平和であった。 

無為の 日が ドン ドンた つ て 行った。 

とはいえ その 間 怪しい ことが、 全然なかった とはい 

われなかった。 ある 朝、 どこから 投げ込ん だもの か、 

ほと リ 

一通の 手紙が 東側の、 出 邸の 畔に 落ちて いた。 書か 

れた 文字 は 簡単で、 「図面 を 渡せ」 と あるば かりで あつ 


た。 でもち ろん 銀 之丞に は、 なんの こと だか わからな 

かった。 だがし かし 九郎 右衛門に は、 恐らく その 意味 

がわかった のであろう、 さっとば かりに 顔色 を 変えた。 

それから 数日た つた 時、 またも 手紙が 投げ込まれた。 

「鍵 を 渡せ」 というの であった。 

せま 

「いよいよ 敵が 逼 つて 来た。 警戒 警戒、 警戒し なけれ 

ばなら ない」 

九郎 右衛門 はこうい つた。 しかし その後 は 変った こ 

ともなく、 またも 無為に 日が 経った。 と、 またもや 一 

通の 手紙が 邸の 内に 落ちて いた。 

「観 世銀 之丞 よ。 早く 立ち去れ」 


こうその 手紙に は 書いて あった。 

これに は 銀 之丞も 仰天した が、 しかし 恐れ はしな 

かった。 

「うん、 面白い、 張り合いが ある」 かえって こんなよ 

うに 思った ものであった。 

変な 様子 をした 一 一、 三人の 者が、 邸の 周囲 を さまよつ 

たり、 夜陰 堀の 中へ 石 を 投げたり、 突然 大勢の 笑い声 

が、 明け方の 夢 を 驚かしたり、 そういつ たような 細々 

しい 変事 は、 幾度と なく 起こって は 消えた。 

だが 攻めて は 来なかった。 で、 邸内の 人々 は、 次第 

に それに S れて 来た。 だんだん 油断 をす るよう になつ 


た。 

ぉ艷 とそうして 銀之丞 との 恋 は、 この間に も 進歩し 

た。 

ところで 二人の その 恋 を、 快く 思わない 人間が、 邸 

の 内に 一人あった。 醜い 例の 丑 松で、 彼 は 内々 蔭へ ま 

わって は、 二人の 悪口 をい うらし かった。 しかし 恋す 

る 二人に とって は、 そんな こと は 苦に もなら ず、 問題 

にしよう ともしな か つ た。 

こうして また 日が 経って、 やがて 初雪が 降る ように 

なった。 


深い 深い 水の 底で 重々 しく 開いた 扉の 音 

そのうち だんだん 銀之丞 に、 ある 疑問が 湧く ように 

なった。 

「それにしても ゆうちょうな 敵で はない か。 いつ 攻め 

て 来る のだろう？ それに 邸内の 人達 も、 変に 最近 ダ 

レて 来た。 全体が 一 向 真剣で ない」 

一 つの 疑い は 二つの 疑い を 呼ぶ。 

「邸内の 構造 も 不思議な もの だ。 どうもなん となく 気 

味が わるい。 そういえば 主人の 九郎 右衛門に も、 変に 

隠す ような ところが ある。 それに 素晴らしい 珍器異 具、 


どうも 少々 異国 的に 過ぎる。 若い 時代の 冒険に よ つ て、 

蒐集した の だとい われて みれば、 そんなよう にも 思 

われる が、 しかし それにしても 怪しい ところが ある。 

…… わけても 最も 怪し いのは、 象ケ 鼻と いう 大 磐石 だ。 

決して 人 を 近寄らせない。 そうして いつも 丑 松め が、 

恐ろしい 様子 をして 頑張って いる」 

こう 思って 来る と 何から 何まで、 怪しい ものの よう 

に 思われて ならない。 

「そういえば 娘のお 艷の恋 も、 大胆な ようで よそよ そ 

しい」 

しまいに は 恋 をまで 疑うよう になった。 


「よし、 ひとつ 心 を 入れ替え、 邸内の 様子 を 探る こと 

にしよう ご 

彼 は 態度 を 一 変 させた。 この 時まで は 全力 を 挙げて、 

邸の ために 尽くした ものであった。 その 時 以来 は それ 

と は あべこべに、 自分 をす つか リ 邸から 放し、 第三者 

として 観察す る ことにした。 

すると はたして 心得ぬ ことが、 続々 として 起こって 

来た。 例えば 深夜 こっそりと、 邸内 多数の 人間が、 象ケ 

鼻の 方へ 出て 行ったり、 ある 夜の 如き は 燈火を 点けな 

い、 大型の 一 隻の 帆船が、 どこから ともなく 現われて 

来て、 象ケ 鼻の 真下の 小さい 入江へ、 こっそりぎ を 下 


ろしたり した。 

「怪しい 怪しい」 

と、 銀之丞 は、 いよいよ その 眼 を そば だてた。 

しかし これら はよ い 方であった。 そのうち とうとう 

銀之丞 は、 恐ろしい こと を 発見した。 

というの は 他で もない。 四つの 出 邸を繫 いでいる 廊 

下が、 十字形 をな している ことであった。 

「おお これ は 十字架の 形 だ！」 

つづいて 連想され たの は、 ご 禁制 吉利支 丹の ことで 

あった。 

「うう む、 それで はこの 邸 は、 邪教の 巣窟で は ある ま 


レカ」 

さすがの 彼 もゾッ とした。 

「これ は 大変 だ。 逃げなければ ならない」 

しかし 逃げる こと は 出来なかった。 

出 邸に こもった 数十 人の 者が、 夜 も 昼 も 警戒して い 

た。 

「ああ これ こそ 自緦 自縛 だ。 出 邸に 人数 を 配った の は、 

他で もない この 俺 だ。 その 人数に 見張られ ると は、 な 

ん という 矛盾した ことだろう」 

止 どまって いる こと は 破滅であった。 しかし 脱出 は 

不可能であった。 ではい つたい どうしたらいい のか？ 


銀 之丞の 様子の 変った ことに、 彼らが 気づ かない 害 

、、ゝ *k  、 。 

力る レ 

ある 夜 丑 松と 九郎 右衛門と が、 九郎 右衛門の 部屋で 

ささや 

囁 いていた。 

何 をい つたい 囁き 合った のか？ 何 をい つたい 相談 

したの か？ それ は 誰に も わからなかった。 とはいえ、 

いずれ 恐ろしい ことが、 囁き かわされ たに 相違ない。 

その 証拠に は その 夜 以来、 銀 之丞の 姿が 見え なくなつ 

た。 空へ 消えた のか 地へ 潜った のか、 忽然 姿が 消えて 

しまった。 


しかも 邸内 誰 一人と して、 それ を 怪しんだ ものが な 

い。 もっとも 彼ら は その 夜 遅く、 金属製の 大きな 戸が、 

深い 深い 水の 底で、 重々 しく 開く ような 音 を 聞いた。 

が、 誰 一人 それにつ いて、 噂しょう ともしなかった。 

で、 邸内 は 平和であった。 無為に 日数が 経って 行つ 

た。 

全く 不思議な 邸で は ある。 

だが 銀之丞 はどうした のだろう？ いずれ は 恐ろし 

い 運命が、 彼 を 見舞った に 相違ない。 はたして 生きて 

いるだろう か？ それとも 死んで しまっただろう か？ 

死んだ としたら 殺された のであろう。 


可哀 そうな 彼の 運命よ！ 

だが 私の 物語 は、 ここから 江戸へ 移らなければ なら 

ない。 

いえな リ  せきおう 

家斉 将軍と 中 野碩翁 

赤い 格子に 黒い 船 

ちかごろお 江戸 は 恐ろしい 

こういう 唄が 流行り 出した。 

十数 年 前に はやった 唄で、 それが またもや はやり 出 


したので あった。 

恐ろしい 勢いで 流行し、 柳 営にまで 聞こえる ように 

なった。 

時の 将軍 は { 豕斉 であった が、 ひどく この 唄 を 気に か 

けた。 

「不祥の 唄 だ、 どうかし なければ ならない」 

こう 侍臣に 洩らし さえした。 侍臣 達 は みんな 不思議 

に 思った。 名に 負う 将軍家 斉公 ときて は、 風流 人と し 

ての 通り 者であった。 どんな はや リ 唄が はやろうと、 

気に かける ような お 方で はない。 ところが それ を 気に 

かける のであった。 


「珍ら しい こと だ。 不思議 だな」 こう 思わざる を 得な 

かった。 

なか のせき おう 

ある 日お 気に入りの 中野碩 翁が 、 w J 機嫌う かが い に 

IF 候した。 

「おお 播 磨か、 機嫌 はどう だな」 将軍の 方から 機嫌 を 

きいた。 

「変った， J とも) J ざいません な」 

碩 翁の 方で も 友人 づ きあいであった。 

この 二人の 仲の よさ は、 当時 有名な ものであった。 

という の も碩翁 の 養女が、 将軍 晚年 の 愛妾 だ からで、 

もっとも 碩翁 その 人 も 一個 変った 人物で はあった。 才 


智 があって 大胆で、 直言 をして 憚らない。 そうして 非 

常な 風流 人で、 六芸 十能に 達して いた。 だから 家斉と 

はう まがあった。 で 二人の 関係 は 主従と いうよりも 友 

達であった。 

身分 は 九 千 石の 旗本で、 たいした ものではなかった 

が、 その 権勢に 至って は、 老中 も 若年 寄 も クソを 喰ら 

えで、 まして 諸 藩の 大名な ど、 その 眼中に なかった も 

ので ある。 

したがって 随分 わがまま もした。 巿 井の 無頼漢 を 

ひいき 

H 頭 肩に したり、 諸芸 人 を 近づけた りした。 いわゆる 一 

種の 時代の 子で、 形 を 変えた 大久保 彦左衛 門、 まず そ 


ういった 人物であった。 

賄賂 も 取れば 請託 も 受けた。 その代わり 自分で も 施 

し をした。 顕職 を 得たい と 思う 者が、 押すな 押すな の 

有様で、 彼の 門 を 潜った そうだ。 

悪さに かけても 人一倍、 善事に かけても 人一倍、 こ 

れが 彼の 真 骨 頭であった。 恐れられ、 憚られ、 憎まれ 

もした。 とまれ 清濁 併せ 飲む ていの、 大物であった こ 

と は 疑いない。 

「お前、 聞いた ろうな、 あの 唄 を」 家斉は 早速い い 出 

した。 

「お前 あい つ を どう 思うな？」 


「厄介な 唄で ございますな」 碩翁 はこう はい つた もの 

の、 厄介ら しい 様子 もない。 

「十数 年 前に はやった 唄 だ」 

「そんな 噂で ございますな」 

「海賊 赤 格子 をうた つ た 唄 だ」 

「はは あさよう でございます かな」 碩翁 はちゃん と 

知っている くせに、 知らない ような 様子 をした。 これ 

が 老獪な ところであった。 家斉 をして いわせよ うとす 

るの だ。 

「そうだよ 赤 格子 を 唄 つた 唄 だよ。 あの 海賊め がば つ 

こした、 十数 年 前に はやった 唄 だ」 


「海賊の 上に 邪教 徒だった そうで」 

「うん、 そうだ、 吉利支 丹だった よ」 

「ただし 噂に よります と、 なかなか 大 豪の 人間だった 

そうで」 

「それに 随分と 学問 もあった。 吉利支 丹 的の 学問が 

な」 

「つまり 魔法で ございま すかな」 

「いいや、 違う、 その 反対 だ」 

「反対と いうと？ ハテ 何んで しょうな？」 

「実際的の 学問な のさ。 うん、 そうだ 科学と かいった」 

「科学？ 科学？ こいつ 解らない ぞ」 


「建築 術なん かう まか つたそう だ」 

「建築 術？ これ は 解る」 

「それから 色々 の 造船 術」 

「造船 術？ これ も わかる」 

「それから 色々 の 製薬 術」 

「製薬 術？ これ も わかる」 

「大砲の 製造、 火薬の 製造、 そういう 物もう まかった 

そうだ」 

「恐ろしい 奴で ございますな」 

「学問が あって 大 豪で、 それで 海賊と いうの だから、 

随分と とらえる に は 手古摺つ たもの だ」 


「それ はさよう で ございましよう とも」 

「その上 神出鬼没と 来て いる」 

「さすが は 名誉の 海賊で」 

「何しろ 船が 別製 だからな」 

「自家製 造の 船な のでし ような」 

「うん、 そうだ、 だから 困った のさ。 ：：： その上、 い 

つも 日本ば かりに はいない」 

「はは あ、 海外 を 荒らす ので」 

「支那、 朝鮮、 南洋諸島 …… 」 

「痛快な 人間で ございますな」 

「海賊 係りの 役人 ども も、 これに は 全く 手古摺つ たも 


の だ」 

「それでも とうとう 大坂 表で、 とらえられ たそうで ご 

ざ いますな」 

「大 坂の 役人め えらい こと をした よ」 

「どうやら 万 事大 坂の 方が 、 手っ取り早 いようで ござ 

いますな」 

「莫迦 をい え、 そんな こと はない」 

家斉 はこ こで 厭な 顔 をした。 

「で、 さすがの 大海 賊も、 処刑され たので ございます 

な」 

「ところが」 と 家 斉は声 を ひそめ、 「それが そうでない 


の だよ」 

「それ は 不思議で ございますな」 これ は碩 翁に も 意外 

であった。 

おもて 

「もっとも 訴訟の 面で は、 処刑され たこと になって 

いる」 

「では、 事実 は異 いますので」 

「き や つ は 今でも 生きて いる 害 だ」 

「とんと 合点が いきま せんな」 

「というの は 外で もない。 命乞い をした 人間が ある」 

「しかし、 さような 大海 賊を。 …… 」 いよいよ 碩 翁に 

は 意外であった。 


「いや、 さような 海賊 なれば こそ、 命乞い をした の だ 

よ」 

「とんと 合点が いきま せんな」 

「とまれき や つ は 生きて いる 害 だ」 

文庫から 出した 秘密 状 

「恐ろしい こと で ござ いますな」 

「ただし 南洋に いる 害 だ。 いや、 いなければ ならない 

害 だ」 

「はは あ、 南洋に でございます か」 


「国内に 置いて は 危険 だからな」 

「申す まで も ございません」 

「しかるにき やつめ、 最近に 至って、 日本へ 帰って来 

たらしい」 

「どうしてお 解りで ございますな」 

「赤い 格子に 黒い 船 ：：•• こういう 唄が はやって いるか 

らょ。 …… それに この頃 犬 吠 付近で、 よく 荷船が 襲わ 

れ るそう だ」 

「それ は 事実で ございます」 

「だから、 俺 は、 そう 睨んだ のさ」 

「こまつ たこと でございますな」 


「どうで もこれ はう つち やつ て は 置け ぬ」 

「なんとか 致さねば なりますまい」 

「き やつが この 世に 生きて いるに ついては、 こ の 家斉、 

責任が ある」 

「これ はこれ はどうした ことで」 碩翁 すっかり 面 喰 

ら つた。 

「き やつの 命 を 助けた の は、 他で もない、 この おれ だ」 

「あなた 様が？ これ はこれ は！」 

「おれ は その 頃 は 野心が あった。 海外に 対する 野心が 

な。 で、 き やつ を 助けた のさ。 その 素晴らしい 科学の 

力、 その 素晴らしい 海外の 知識、 それ を ムザム ザ 亡ぼ 


すの が、 おれに はどうに も 惜しかった からな」 

「これ は ごもつ ともで ございます」 

「で、 南洋へ 追い やった のさ、 ただし、 その 時 約束 を 

した」 

手文庫 を あけて 取り出し たの は、 文字 を 書いた 紙で 

あった。 

「これが き やつの 書いた もの だ」 

「はは あ、 なんで ございますな？」 

かきしょう もん 

「民間で いう 書証 文 だ」 

「妙な もので ございますな」 

「これ をき やつに 見せて やりたい」 


「何 かの 役に立ち ますので」 

「き や つが ほんとうの 勇士なら、 赤面す るに 相違ない。 

そうして 日本 を 立ち去る だろう」 

「手渡す ことに 致しましょう」 

「だが、 どうして 手渡した もの か」 

「き やつの 根拠 を 突き止める のが、 先決問題 かと 存じ 

ます」 

「だが、 どうして 突き止め たもの か」 

とくれ い 

「海賊 係り を 督励し …… 」 

「駄目 だよ、 駄目 だよ、 そんな こと は」 

駄々 つ 子の ように 首 を 振った。 


「まさか 海賊の 張 本へ、 俺から 物 を 渡す のに、 幕府の 

有司 は 使えない ではない か」 

「これ はいかに も ごも つと もで」 

「どう だ、 民間に は あるまい かな？」 

「は、 なんで ございま すか？」 

「忍びの 術の 名人と か、 それに 類した 人物よ」 

碩翁 はしば らく 考えた が、 ボンと 一 つ 手を拍 つた。 

「幸い 一 人 ございます」 

「おお あるか、 何者 だな？」 

「郡 上 平 八と 申しまして、 与力 あがりに ございます」 

「うん、 そうか、 名人 かな」 


「探索に かけて は 当代 一 人、 あだ 名 を 玻璃 窓と 申し ま 

す」 

「ナ 二、 玻璃 窓？ どういう 意味 だ？」 

「ハイ、 見と おしの 別名で」 

「見と おしだから 玻璃 窓 か、 なるほど、 これ は 名人ら 

しい」 

「命ずる ことに 致しましょう」 

「俺から とあって は 大仰になる。 お前の 名義で 頼んで 

くれ」 

じょさい 

「その 点 如才は ございません」 

やがて 碩翁は 退出した。 


退出 はした が碩翁 は、 少なからず 肝 を ひやした。 い 

かに 我がままが 通り相場 とはいえ、 国家 を 毒す る大賊 

を、 将軍た る ものが 助けた とあって は、 上 ご 一人に 対 

しち 

しても、 下 万民に 対しても、 申し訳の 立たない 曲事で 

あった。 

「これが 世間へ 洩れよう ものなら、 どんな 大事が 起こ 

ろう もしれ ぬ。 早く 手当 をし なければ ならない」 —— 

で 倉皇として 家へ 帰った。 

ようやく わか つ た 切り髪の 女 


「旦那お 家で ござんす かえ」 

ご用 聞きの 松 五郎が、 こういいながら 訪ねて 来たの 

は、 その 同じ 日の 午後の ことであった。 「おお 小 松屋 か、 

こっちへ はいれ。 …… どう だ、 大分 寒くな つたな」 

玻璃 窓の 平 八 は 炬燧の 上で、 巿中 図面 を 見て いたが、 

物憂そう に 声をかけた。 

こうむ 

「へい、 有難う 存じます。 では ご免 を 蒙りまして。 

おや 何 かお 調べ物で？」 

「ナ— 二 江戸の 図面 だよ。 俺 も 近頃 は 暇 だからな、 所 

在な さに 見て いる やつ さ」 

「お 暇 は 結構で ございますな」 「やむ を 得ない 暇な の 


さ」 「やむ を 得ない はいけ ません な」 

すると 平 八 は 苦笑した が、 「俺 もこの 頃 は ャキが 廻つ 

たよ。 どうも 一向 元気がない」 「いよいよ もっていけ 

ません な」 「と、 いうの も あの 事件 以来 だ」 「鼓賊 から 

でございます かな？」 

すると 平 八 は 頷いた が、 「こう 目星が 外れて は、 俺 も 

ねっから 値打ちがない よ」 

「実はね、 旦那。 その 事に ついて、 よい 耳 をお 聞かせ 

にあがつ たんで」 小 松屋 松 五郎 は 膝 を 進めた。 

「ふうん、 そうかい、 そいつ は 有難い ね」 

「旦那、 目星が つき ましたよ。 切り髪 女の 目星が ね」 


「ほほう、 そいつ は 耳より だな」 平 八の 顔 は 輝いた。 

「で、 もちろん 小屋 者だろう な？」 

「へい、 両国の 女 役者で」 

「そいつ は 少し 変じ やない か。 両国 橋の 小屋 者なら、 

とうに 悉皆 洗つ てし ま つ た 害 だ」 

「ところが 最近 別の 一 座が、 新規に 掛かった ので ござ 

いますよ」 

「うう む、 そうか、 そいつ は 知らなかった」 

うかつ 

「旦那と して はちよ つ と迂濶 だ」 

「まさに 迂濶 だ、 一 言 もない。 それと いうの もこの 事 

件で は、 気 を 腐らせて いたから さ。 …… ひとつ 詳しく 


話して くれ」 

「ところが 旦那、 詳しい ところ は、 まだ わかって いま 

せんので。 実はこう なので ございま すよ。 …… それ も 

きのうの ひるすぎで すが、 ちょっと 野暮用が ありまし 

てね、 両国 を 通った と覚し 召せ。 ふと 眼に ついた 看板 

が ある。 わつ ち はお やと 思い やした。 その 芸 題が 面白 

いので、 『名人 地獄』 とこうい うのです よ …… わつ ち は 

ゆうよ 

そこで 猶予なく、 木戸 を 潜って 視 いた ものです。 ぁッ 

とまた そこで 驚ろ かされました。 何ん とその 筋が 大変 

物な ので。 そっくり 鼓賊 じゃありません か」 

「ナニ 鼓賊？ 鼓賊 がどうした？」 平 八 は グッと 眼 を 


据えた。 

「へい、 そっくり 鼓賊 なので、 いや 全く 驚き やした」 

「頼む、 筋立てて 話して くれ」 「順 を 追って 申し ましよ 

う。 序幕 は 信 州 追分 宿、 そこに 旅籠が ございます。 何 

ん とかいつ たつけ、 うん 油屋 だ。 その 油屋に 江戸の 武 

土が、 二人 泊まって いるので すね。 その 一人が 能役者 

つづみ 

で、 そうして 鼓の 名人な ので。 すると 隣室に 商人が 

います。 すなわち 鼓 賊の張 本な ので」 「ふうん、 なる ほ 

ど。 それから どうした？」 「いろいろ 事件が あ つ た 後で、 

鼓 を 盗む ので ございま すよ。 そこで 幕が 締まります」 

「ふうん、 なるほど、 それから どうした？」 「で、 また 


幕が ひらきます。 すると 大 江戸の 夜景 色で」 「まだる つ 

こいな。 それから どうした？」 「さあ それから は 話し 

悪い」 松 五郎 は 妙に こだわった。 

「どうしたんだ？ 何が 話しに くい。 気取らずに サッ 

サと 話して くれ」 「ようがす、 思い切って 話しましょう。 

つまり なんだ、 その 鼓賊 と、 ある やくざな 与力 あがり 

とが、 競争す るので ございますな。 ところで いつも 与 

力 あがりの 方が、 カスば かり 食わされ るので ございま 

すよ。 それが また 途方 もな く 面白い ので」 「なるほど、 

そ い つ は 面白そう だな」 

こうはい つたが 平 八 は、 苦く 笑わざる を 得なかった。 


名人 地獄！ 名人 地獄！ 

「ふん、 それから どうしたな？」 平 八 は 先 をうな がし 

た。 

「 …… で、 おおかた 筋と いえば、 そういつ たもので ご 

ざいます がね、 どうもつ くりが あくどい ので。 へへ へ 

へ、 全く あくどい や」 「なんだい、 いったい つくりと 

は？」 「へい 役者の つくりなので」 

「役者の つくりが どうしたんだ？」 「これば つかり は 

申されません。 旦那 ご 自分で ごらんな すって」 


小 松屋 松 五郎 はこうい うと、 何 かひ どく 気の毒そう 

に、 クック ックッ と 含み笑い をした。 

ざがしら 

「で、 座頭 は 何ん というんだ？」 

「阪東 米 八と いいます ので」 

「そいつが 切り髪の 女な のか？」 「へい、 さようで ござ 

めつぼう あだ  い 

います。 滅法 仇つ ぼい 美い 女で、 阪東 しゅうかの 弟子 

だそう です」 

「鬟を 着けて いた ひに ゃァ、 切り髪なん かわかる ま 

いに、 どうして お前 は 探った な？」 「いえ、 そいつ はこ 

うなので、 見物の 中に 見 巧者が いて、 噂 をした ので ご 

ざいます よ」 「ほほう、 なるほど、 どんな 噂 だな？ I 「な 


ん でも 今年の 春の こと、 旦那と いうのに 髪 を 切られ、 

世間に 顔向けが 出来ない ので、 それでず つと 休んで い 

たのが、 今度 旦那から 金 を 取り、 自分が 座頭で 一座 を 

作り、 打って出 たの だとこう いうので」 「これ は 筋道が 

立って いるな。 いかさま こいつ はいい 耳で、 知らせて 

くれて 有難い。 ゆっくり 茶で も 飲んで 行きな」 

一 つ 二つ 世間話が あって、 やがて 松 五郎 は 帰って 

行った。 その後から 平 八 も、 仕度 をして 家 を 出た。 

さすがの 玻璃 窓の 平 八 も、 鼓賊 ばかりに は 手古摺つ 

ていた。 鼓の 音 を 目 あてと して、 尋ね あぐんだ その あ 

げく、 うまく 池ノ 端で 探リ あてた はいいが、 湯 島 天神 


へ 追い込んで、 さていよ いよ 捉えて みると、 何ん のこ 

とだ 観 世銀 之丞！ それ以来 方針 を 一 変し、 髪 を 切ら 

れた 小屋 者 はない かと、 その 方面から 探る ことにした 

が、 ねっから 目星し い 獲物 もなかった。 で、 すっかり 

悄気 返り、 「鼓賊 はどうで も 俺の 苦手 だ。 ひどい 間違 

いのない うちに、 手 を 引いた 方が よさそう だ」 などと 

思い あぐんで いたと ころであった。 

で、 松 五郎の 話に も、 大して 気乗りして はいない の 

であった。 「どうせ アブレる に違いない、 今度 アブレ 

たら それ を 機会に、 一 切 探索に はたず さわるまい。 頭 

を 丸めて 法衣 を 着て、 高野山へ でも 登って やろう。 あ 


ああ あ 浮世 は 面白く ねえ」 

こんな こと を 思いながら、 彼 はポッ ポッ歩 いて 行つ 

た。 

阪東米 八の 掛け小屋 は、 かなり 立派で 大きかった。 

絵 看板 も 美しく、 「名人 地獄」 と 記した 文字 も、 躍り 出 

しそうに 元気が よい。 

しばらく 見て いた 平 八 は、 木戸 を 潜って 内へ はいつ 

た。 

ギ ッシリ 見物が 詰まって いた。 そうして 幕が 開いて 

いた。 上野 山 下池ノ 端、 美しい 夜景が 展開され ていた。 

と、 一 人の 人物が、 鼓 を 打ちながら 現われた。 縦縞の 


結 城 袖、 商人 じみた 風采であった。 

「はは あこい つが 鼓賊 だな」 

平 八 は 口の 中で 眩いた。 と、 もう 一人の 人物が、 そ 

れを 追いながら 走り出た。 古ぼけた 紋服、 古ぼけた 袴、 

年の 頃 は 五十 四、 五、 皺の 寄った 痩せた 顔、 郡 上 平 八 

そ つ くリ であつ た。 

「う うん、 さて はこい つ だな、 松 五郎め がいいに くそ 

うに、 あくどい つくりだと いったの は！ いかにも こ 

れ はあく ど 過ぎる。 だが、 それにしても 不思議 だな。 

どうして 俺と 鼓賊 とが、 あの 晚湯 島と 池ノ 端と で、 追 

いつ 追われつ した こと を、 この 役者 達 は 知ってい るの 


だろう？ これで はまる で この 俺 を、 からかつ ている 

としか 思われない」 

奥歯 を嚙 みしめ、 こぶし を 握り、 平 八 は ブル ブル 身 

ぶるい をした。 

と、 その 時、 鼓の 音が、 一 きわ 高く 打ち込まれた。 

さ すが の 玻璃 窓 行 きづ ま る 

聞き覚え ある 鼓であった。 忘れられよう としても 忘 

れ ない、 例の 鼓の 音であった。 

ポンポン ポン！ ポンポン ポン！ 


あたかも 彼 を 嘲笑うよ うに、 舞台 一杯に 鳴り渡った。 

「これ はいけ ない」 と 平 八 は、 思わず 耳 を 手で 抑えた。 

「こんな 害 はない。 こんな 害 はない。 こんなと ころで、 

あの 鼓が、 こんなに おおつ ぴらに 鳴る 害がない！ ど 

うかして いる、 俺の 耳 は！」 

いやいや 決して 彼の 耳が、 どうかして いるので はな 

いのであった。 間違い もな く あの 鼓が、 元気よ く鳴リ 

渡って いるので あった。 

もう 見て いるに 耐えられなかった。 で、 平 八 は 小屋 

いたごと 

を 出た。 これ は 実際 彼に とって は、 予期 以上の 痛 事で 

あった。 


打ち 拉 がれた 平 八 は、 両国 橋の 方へ 迪 つて 行った。 

ゆき もよ 

雪催いの 寒い 風が、 ピ ュ ー ッと 河から 吹き 上がった。 

「おお 寒い」 と 眩いた とたん、 彼の 理性が 回復され た。 

橋の 欄干へ 体 を もたせ、 河 面へ じっと 眼 を やりながら、 

彼 は 考え を まとめよ うとした。 

「何んでも ない 事 だ、 何んでも ない 事 だ」 彼 は 自分へ 

いい 聞かせた。 「あらゆる 浮世の 出来事 は、 成る よう 

にして 成った もの だ。 不合理の もの は 一 つもない。 よ 

し、 一 つ 考えて みょう。 ：•：• 最初に 鼓 を 聞いた の は、 

今年の 春の 雪の 夜で、 そうして その 場に 落ちて いたの 

は、 鬟 下地の 切り髪であった。 で、 切り髪と 鼓と は、 


深い関係がなければ ならない。 さて、 ところで、 鼓の 

音 を、 二度目に 俺が 聞いた の は、 池ノ 端の 界隈で あつ 

た。 そうして その 時 は鼓賊 めが、 確かに 鼓 を 打って い 

た 害 だ。 しかしい よいよ とらえて みれば、 能役者 観 世 

銀之丞 であった。 うう む、 こいつが 判らない」 

ここまで 考えて 来て 平 八 は、 行 きづ ま らざ る を 得な 

かった。 

彼の 考え を 押し詰めて 行けば 、 能役者 観 世銀 之 丞が 、 

鼓賊 でなければ ならな か つ た。 

「いやいや 断じて そんな こと はない」 

ぼやけた 声で こういうと、 彼 はトボ トボと あるき 出 


した。 彼 はスッ カリまい つてし まった。 精 も 根 も 尽き 

てし ま つ た。 

その 日 も 暮れて 夜と なった 時、 彼 は 自宅へ 帰って来 

た。 と、 全く 意外な ことが、 彼の 帰り を 待ち かまえて 

いた。 

碩翁 様から の 使者であった。 

「はてな？」 

と 彼 は 首 を 傾げた。 

役 付いていた 昔から、 碩翁 様に は 一方ならず、 彼 は 

恩顧 を 蒙って いた。 役目 を 引いた 今日で も、 二人 は 仲 


のよ い 碁 敵であった。 

「わざわざ のお 使者と は 不思議 だ な 」 

怪しみながら 衣服 を 改め、 使者に 伴われて 出かけて 

行った。 

彼が 自宅へ 帰った の は、 夜 もずつ と 更けて からで 

あつたが、 彼 はなん となく ニコ ツイて いた。 ひどく 顔 

にも 活気が あった。 

彼 は 家の 者へ こんな こと をい つた。 

「俺 は あすから 旅へ 出る よ。 鼓賊 なんか 七 里 けっぱい 

だ。 もっとも つと 大きな 仕事が、 この 俺 を 待って いる 


の だからな ご 

南無 幽霊 頓証 菩提 

隅 田の ほと リ、 小 梅の 里。 …… 

十一月の 終り 頃。 弱々 しい 夕陽が 射して いた。 

竹 藪 で しずれ る 雪の 音、 近くで 聞こえる 読経 の 声、 

近所に 庵室で も あるら しい。 

古ぼけた 百姓家。 間数と いっても 二 間し かない。 一 

つ の 部屋に 炉が 切って あった。 

雪 を 冠った 竹の 垣、 みすぼらしい 浪人の かり 住居。 


ようじ 

美男の 浪人が 炉の 前で、 内職の 楊枝 を 削って いた 

あたり は 寂然と 静かで あつ た。 

「少し 疲労れ た。 …… 眼が 痛い。 …… 」 

茫然と 何 か を 見詰め 出した。 

「ああき よう も 日が 暮れる」 

また 内職に 取り かかった。 

しずかであった。 

物 さびしい。 

ポク、 ポク、 ポク、 と、 木魚の 音。 …… 

夕暮れが ヒタヒ タと逼 つて 来た。 


隣り の 部屋に 女房が いた。 昔 はさ こそと 思われる、 

今 も 美しい 病 妻であった。 これ も 内職の 仕立て物 —— _ 

賃仕事に いそしん でいた。 

ふと 女房 は 手 を 止めた。 そうして 凝 然と 見詰め 出し 

た。 あてのない もの を 見詰める のであった。 …… が、 

またう つむいて 針 を 運んだ。 

サ ラサ ラと 雪の しずれ る 音。 すっかり 夕陽が 消えて 

しまった。 ヒタ ヒタと 闇が 逼 つて 来た。 

浪人 は 一 つ 欠伸 をした。 それから 内職 を 片付け 出し 

た。 

と、 傍らの 本 を 取り、 物憂そう に 読み出した。 あた 


り は 灰色の 黄昏であった。 

「何 をお 読みで ございます？」 

「うん」 といった が 元気がない。 「珍ら しく もない、 

武鑑 だよ」 

一 一人 は それつ きリ 黙って しまった。 

と、 浪人が 誰に ともつ かず、 

「ど こぞ へ 主取りで もしょう かしらん」 

しかし 女房 は 返辞 をし ない。 

浪人 は 武鑑 を ボンと 投げた。 

「だが 仕官 は 俺に は 向かぬ」 

「それで はおよ しな さり ませ」 女房の 声に は 力がない。 


むしろ 冷淡な 声であった。 

「 や つ ばり 俺 は 浪人が いい」 浪人の 声に も 元気が な い 。 

女房 は 黙って 考えて いた。 

また 雪の しずれ る 音。 …… 

「その 仕立て物 は どこの だな？」 

「お 隣リ ので ございます」 

「隣り というと 一 閑 斎 殿 か」 

女房 は 黙って 頷 いた。 

すると 浪人 は 微笑した が、 それから 物で も 探る よう 

「あのお 家 は 裕福ら しいな？」 


「そんな ご 様子で ございます」 

「ふん」 と 浪人 は 嘲笑った。 「昔の 俺なら 見遁 がさぬ 

もの を …… 」 

—— 意味 の あるら しい 言葉 であった。 気味の 悪い 言 

葉であった。 

ここで 一 一人 はまた 黙った。 

と、 浪人 は 卒然とい つた。 

「俺 はすつ かリ 変って しまった」 嘆く ような 声で あつ 

た。 

「妾 も 変って しまいました」 女房の 声 は 顫えて いた。 

「俺 は 自分が 解ら なくなった。 …… それと いうの も あ 


の晚 からだ」 

女房 は 返辞 をし なかった。 返辞の 代りに 立ち上がつ 

た。 

「これ、 どこへ 行く。 どうす るの だ」 

「灯で もと もそう では ございま せんか」 

ぽぅ  ま 力け 

やがて 行燈 がと もされた。 茫 つと 立つ 黄色い 灯影に、 

くまど 

煤び た 天井が 隈取られた。 

と、 女房 は 仏壇へ 行った。 

力 チカ チ という 切り火の 音。 …… 

とも 

ここへ も燈 明が 点された。 

なむ ゆうれい とんしょう ぼだい 

「 南無 幽霊 頓証 菩提。 南無 幽霊 頓 証 菩提 」 


ブ ルツと 浪人 は 身顫ぃ をした。 

「陰気な 声 だな。 俺 は 嫌いだ」 

「南無 幽霊 頓証 菩提」 

「その 声 を 聞く と 身が 縮む」 

r ど ぅぞ どうぞお 許しく ださい。 ど ぅぞ どうぞお 許し 

ください」 

「止めて くれ！ 止めて くれ！」 

「妾 はこん なに 懺悔して います。 どうぞ 怨ん でく ださ 

いますな」 

ザ ヮザヮ と 竹叢の 揺れる 音。 …… 

どうやら 夜風が 出たら しい。 


悪人 同志の 夫婦仲 

「俺の 心 は 弱くな つた。 それと いうの も あの 晚 からだ。 

…… 憎い 奴 は 平手 造酒 だ！」 

なお 女房 は 祈って いた。 

ザ ヮザヮ と 竹叢の 揺れる 音。 …… 

次第に 夜が 更けて 行った。 

「天下の 金 は 俺の 物 だ。 斬り 取り 強盗 武士の 習い。 昔 

の 俺 はそう だった。 …… 両国 橋の 橋 詰めで、 あいつに 

河へ 追い込まれてから は、 问彼 につけて 怖じ気が つき、 


やる ことなす こと 食い違い …… 」 

なお 女房 は 祈って いた。 

やがて そろそろと 立ち上が ると、 おっとの 側へ 膝 を 

つ いた。 

そうして 何 か を 聞き澄まそう とした。 しかし 何ん に 

も 聞こえない。 

「ああ」 と 襟 を搔き 合わせた が、 「まだ 今夜 は 聞こえて 

来ない。 どうぞ 聞こえて 来ない ように」 

チェ ッと 浪人 は 舌打ち をした。 

「毎晚 きこえて たまる もの か。 なんの 毎晚 きこえる も 

のか」 


「毎晚 きこえる では ございま せんか。 ゆうべ も、 おと 

つ いも、 その 前の 晚も。 …… 」 

「あれ は …… あれ はな …… 空耳 だ」 

「なんの 空耳で ございましよう。 あなたに も 聞こえた 

では ございま せんか」 

一 一人 は 顔 を そむけ 合った。 

「 …… あれ はな、 亡魂の 声で はない。 …… たしかに 人 

間の 声だった」 

しかし 女房 は 首 を 振った。 

「あの人の 声で ございました。 何ん の 妾が 聞き違い 

ましょう。 …… 」 


ごい さ ぎ 

近くに 古沼で も あると みえて、 ギヤ ー ッと 五位 鷺の 

啼く 声が した。 

と、 それと 合奏す るよう に、 シャ ー ッ、 シャ ー ッと 

いう 狐の 声が、 物 さびしい 夜 を 物 さびしく した。 ホイ 

つ つみ 

ホイ ホイ、 ホイ ホイ ホイ、 墨堤 を 走る 駕籠であった。 

一 一人 はも はや 物 をい わない。 

物 をい うこと さえ 恐れて いるの だ。 

行き詰まった 二人の 心持ち！ しかも 生活まで も 行 

き 詰まって いた。 

二人 は いつまでも 黙って いた。 黙って いても 不安で 

あった。 物 をい つても 不安であった。 いったい どうし 


たらい いのだろう？ 

と、 浪人 はう めくよう にいった。 

「それにしても 俺に は 解らない。 …… あんな ものが！ 

馬方が！ ふん、 あんな 馬子の 唄が、 そうまで お前の 

心持ち を  」 

「魅入られて いるので ございます」 

「魅入られて いると？ いかにも そうだ！ ああ それ 

も、 昔から だ！」 

「あんな 男と 思いながら …… それ も 死んで いる 人間 だ 

のに …… 一 度 あの 唄が 聞こえて 来る と、 急に 心が 狂わ 

しくな リ、 体 じゅうの 血が 煮え かえり …… 生きて いる 


空と て は ございません」 

女 は 髪を搔 きむ しろうとした。 

「因果な 俺達 だ。 救い はない」 

憐れむ ような 声であった。 

ふと、 笑い声が 聞こえて 来た。 この 場に 不似合いな 

笑い声であった。 それ を 耳に すると 二人の 心 は、 一瞬 

の 間晴々 しくな つた。 

「なに か 取り込み でも あるら しいな」 

「ご 客 来 だそう でございます。 …… 能面 をお もとめな 

された そうで」 

「ふん、 それ を 見せる のか」 


「お知り合いのお 方 をお 呼びして」 

「勝手な もの だ。 金持ち は」 ギラリ と 浪人 は 眼 を 光ら 

せた。 「お 北！」 と 相手の 眼 を 見ながら、 

「昔のお 前に 返る 気 はない かな？」 

女房 は 凝 然と 動こうと もしない。 

「たかが 相手 は オイ ボレ だ。 …… お前に ぞっ こん 参つ 

ている らしい。 …… 女中が 去った、 手伝いに 来い。 … 

…などと お 前 を よぶ ではない か …… 急場の しのぎ だ。 

格好な 口 だ」 

亡魂のう たう 追分節 


「妾 はィャ でございます」 

「今の 俺達 は 食う にも 困る。 それ はお 前 も 知っている 

害 だ。 …… なにも むずかし いこと はない。 ただ、 笑つ 

て 見せて やれ」 

「昔の 妾で ございましたら …… 」 

「俺から 頼む、 笑って 見せて やれ」 

「妾に は 出来そう も ございません」 

「そこ を 俺が 頼む の だ」 

「  」 

「ではい よいよ 不承知 か！ そういう お前 は 薄情 者 


力！」 

ポ キリ ポ キリと 枯れ枝 を 折り、 それ を炉の 火へ くべ 

ながら、 美男の 浪人 はいいつ づけた。 

「落ち目に なれば 憐れな もの だ。 女房に さえ も 馬鹿に 

される。 その 女房と は その 昔、 殺す といえば 殺され ま 

しょうと、 こういい 合った ほどの 仲だった のに。 が、 

それ も 今 は 愚痴 か」 

浪人 はム ッ ッリと 腕 を くんだ。 

「俺 はお 前と 別れようと 思う」 浪人 は !5 々しく やがて 

いった。 「くらしが 変れば 心持ち も 変る。 …… 俺 は 成 

りたい の だ、 明るい 人間に な」 


女 は 肩 をす くませた。 

「それが あなたに 出来ましたら …… 」 

「別れられな いとで も 思う のか」 

「あなた も 妾 も 二人ながら、 のろわれ ている 身で は ご 

ざいません か。 二人 一所に おって さえ、 毎日 毎夜 恐ろ 

しいのに。 …… それが あなたに 出来ましたら」 

夜が ふける にした が つ て、 隣家の 騒ぎ もしず まった。 

笑い声 もき こえない。 

ボ— ンと 鐘が 鳴り 出した。 諸行無常の 後 夜の 鐘 だ。 

「酒 はない か？」 と 浪人 はいった。 

「なんの 酒な どご ざいましょう」 


きまずい 沈黙が 長く つづ いた。 耳を澄ませば 按摩の 

笛。 それに 続いて 夜 鍋う どんの 声 …… 。 

「こんな 晚には 寝た 方が よい。 ああ せめてよ い 夢で も。 

…：- J 

枕に はついた が 眠れない。 

犬の 遠吠え、 夜烏の 啼く 音、 ギ— ギ— と 櫓 を 漕ぐ 音。 

…… 隅 田 川 を 上る ので もあろう。 

寂しい なァと 思った とたん、 

西 は 追分 東 は 関所 …… 

追分の 唄が 聞こえて 来た。 

「あ ッ」 


というと 一 一人ながら、 ガバと 夜具の 上へ 起き上が つ 

た。 

関所 越えれば 旅の空 

「あなた！」 と 女房 は 取リ鎚 つた。 

「うむ」 といった が、 耳を澄ました。 

「あの 唄 声で ございます！」 

「いやいや あれ は …… 人間の 声 だ！」 

「甚 三の 声で ございます！」 

「そっくり そのまま …… いや 異 う！」 

「亡魂の 声で ございます！」 

「待て 待て！ しかし 似て いるな ァ」 


うす い 

碓井 峠の 権現 さまよ …… 

だんだん こっちへ 近寄って 来た。 

わしが ために は 守り神 

もう 門口へ 来たらし い。 

浪人 は 刀 をット 握った。 そっと 立つ と 夜具 を 離れ、 

足 を 刻む と 戸口へ 寄った。 

追分、 油屋、 掛け 行 登に 

聞き澄まして 置いて 浪人 は、 そろそろと 雨戸へ 手 を 

かけた。 

浮気) 」 めんと 書い ちゃない 

「うん」 というと ひつ 外した。 抜き打ちの 一文字、 横 


へ 払った 気合いと 共に、 跣 足 〔# 「跣 足」 は 底本で は 「洗 

足 匕 で 飛び下りた 雪の 中、 ヒャリ と 寒さ は 感じた が、 

眼に 遮る 物影 もない。 

忽然 響き渡る 鼓の 音 

今年の 最初の 雪 だと いうに、 江戸に 珍ら しく 五寸も 

積も リ、 藪 も 耕地 も 白 一色、 その 雪明りに 照らされて、 

遠方 朦朧と 見渡され たが、 命 ある 何物 を も 見られな 

かった。 

行燈の 灯が 消えよう とした。 


その 向こう側に 物影が あった。 

「誰！」 

といいながら 隙 かして 見た が、 もちろん 誰もい な 

かった。 で、 女房 は 溜息 をした。 

鼬が 鼠 を 追う のであろう、 天井で 烈しい 音が した。 

バラ バラと 煤が 落ちて 来た。 

すると 今度 は 浪人が いった。 

「肩から 真っ赤に 血 を 浴びて、 坐って いるの は 何者 

だ！」 

そうして 行燈の 向こう側 を、 及び腰 をして 透かして 

見た が、 


「ハ、 ハ、 ハ、 何ん にもい ない」 

空洞の ような 声であった。 

二人 はピッ タリ 寄り添った。 しっかり 手と 手が 握ら 

れた。 二人に 共通す る 恐怖 感！ それが 二人 を 親しい 

ものにした。 

冬な かばの 夜であった。 容易な ことで は 明けようと 

うしみ つ 

もしない。 丑 満には 風 さえ 止む ものであった。 鼠 も 鼬 

も 眠ったら しい。 塵の 音 さえ 聞こえそう であった。 

つづみ 

と、 その 時、 ポン、 ポン、 ボンと、 鼓の 音が 聞こえ 

て 来た。 

聞き覚えの ある 音であった。 追分で 聞いた 鼓で あつ 


た。 江戸の 能役者 観 世銀 之丞 が、 追分 一杯 を 驚かせて、 

時々 調べた 鼓の 音 だ。 いいよう もない 美音の 鼓、 どう 

して それが 忘られよう。 

しかし 打ち 手は異 うらし い。 正調で もなければ 乱 曲 

でもない。 それ は 素人の 打ち方であった。 

しかも 深夜の 静寂 を 貫き、 一 筋 水の ように 鳴り渡つ 

た。 

誰が 調べて いるの だろう？ 何ん のために 調べて い 

るの だろう？ それ も 厳冬の 雪の 戸外で！ 

ポン、 ポン、 ボン！ 

ポン、 ポン、 ポン！ 


一 音、 一 音が 一つ一つ、 冬 夜の 空間へ 印 を 押す よう 

に、 鮮やかに クッキ リと 抜けて 響いた。 

と、 鼓 は 鳴り 止んだ。 

一 一人 はホ— ッと 溜息 をした。 

鼓の 鳴り 止んだ その後 は、 鳴る 前よりも 静かに なつ 

た。 鳴る 前よりも 寂しくな つた。 

そうして 凄く さえ 思われた。 

一 一人 は ビッシ ヨリ 汗をかい ていた。 

その 凄 さ、 その 寂し さ、 その 静か さ を搔き 乱し、 「泥 

棒！」 という 声の ひびいた の は、 それから 間もなくの 

ことで あ つ た。 


戸の あく 物音、 走り 廻る 足音。 「こっち だ」 「あっち 

つの) 

だ」 「逃げた 逃げた」 詈る 声々 の 湧き上が つたの も、 

それから 間もなくの ことであった。 

「そうか」 

と 浪人 は はじめて いった。 「噂に 高い 鼓賊 であった 

か」 

「お気の毒に、 一 閑 斎 様 は、 能面で も 取られた ので ご 

ざいましょう」 

「ふん、 それ もい いだろう。 金持ちの 馬鹿 道楽、 あら 

いざら い 盗まれる がいい」 

賊は 首尾よく 逃げたら しい。 


やがて 人声 もしず まった。 

また 静寂が 返って 来た。 

サ ラサ ラと 崩れる 雪の 音。 …… 

「俺 は 鼓賊が 羨ましい」 

眩く と 同時に 浪人 は、 刀 を 提げて 立ち上がった。 

「どちら へ お越しで ございます？」 

「俺 か」 というと 浪人 は、 顔に 殺気 を 漂わせた が、 「仕 

事に 行く よ。 仕事に な。 …… 今夜 は 仕事が 出来そう 

だ」 

「どうぞお 止めく ださい まし」 

「ふん、 何故な？ なぜい けない」 


「後生 をお 願いなさい ませ」 

「うん 後生 か。 それ もよ かろう。 が、 どうして 食って 

行くな」 

「饑え 死のう では ございま せんか」 

「死ぬ に は 早い。 俺 はィャ だ」 

「妾 は 死にそう でございます。 …… 殺され そうで ござ 

います。 …… 自分で 縊れて 死のう もしれ ぬ。 …… 」 

「死にた ければ 死ぬ もよ かろう」 

「あなた！」 といって 取リ鎚 つた。 「ひと 思いに 殺し 

てくだ さい まし」 

「そんなに 俺の 手で 死にたい か」 


浪人 は 鼻で セ セラ 笑った が、 「そうさ、 いずれ はそう 

なろう よ」 鎚られ た 手 を 振り払い、 「俺 は 行く の だ。 行 

かなければ ならない。 鼓 賊が俺 を そそのかして くれた。 

鼓賊が 俺 を 勇 気づ けて くれた」 

あくぎょう 

「 悪行 はお やめく ださい まし」 

「どうして きょうの 日 を 食つ て 行く」 

「ハイ、 この 上 は、 この 妾が …… 」 

たもと 

女房 は 抉 で 顔を蔽 うた。 

つ つもた せ 

「うん、 やる つも リか！ 美人局！」 

よたか  そうか 

「ハイ、 夜鷹で も、 惣嫁で も」 

「そんな ことで はま だる ッ こいわい！」 


ボンと 足で 蹴返す と、 浪人 はット 外へ 出た。 

かどぐち 

…… 開けられた 門口から 舞い込ん だの は、 風に 捲 か 

れた 粉雪であった。 

女房 は 門の 戸 を 閉じよう ともしな い。 

遠くで 追分が 聞こえて いた。 

うず 

今の 雪 風に 煽られた のか、 炉の 埋み火が 燃え上がつ 

た。 

サ ラサ ラと 落ちる 雪の 音。 …… 

「身 を 苦しめる が 罪障消滅。 …… もうあの 人 は 帰って 

来まい。 …… ああ また 追分が 聞こえて 来る」 

耳を澄まし 眼 を 据えた。 


木立ちに 風が あたって いた。 

ど こぞに 遠火 事で も あると 見えて、 ひとつ ばんが 

鳴って いた。 力 ー ンとー つ 聞こえて 来て は、 そのまま 

しんと 静まり返り、 ややあって またも 力— ンと 鳴った。 

女房 は ヨロ ヨロと 立ち上が つ た。 

そうして 部屋の 中 を 廻り 出した。 

「お前に 習った 信 濃 追分、 お前が 唄うなら 妾 も 唄う。 

…… 『信 州 追分 桝 形の 茶屋で』 …… 妾が 悪う ございま 

した。 どうぞかん にんして ください まし。 …… 『ほろ 

りと 泣いた が 忘らり よか』 … … 妾が 悪う ございました。 

そんなに 怨ん でく ださい ますな。 …… おおお お だんだ 


ん 近寄って 来る！」 

もすそ  あばら 

振り乱した 髪、 もつれた 裳、 肋の 露出した あお 白 

い 胸。 …… 懊悩 地獄の 亡者であった。 

手 を 泳がせ、 裾 を 蹴り、 唄いながら 女房 は 部屋 を 廻つ 

た。 

富士甚 内と お 北との 生活。 …… 

鋭利 をき わめた 五寸釘の 手裏剣 

「あ ッぁッ ぁッ、 あ ッぁッ ぁッ」 

「おおよ しょし、 解った、 解った」 


「あ ッぁッ ぁッ、 あ ッぁッ ぁッ」 

「もういい もういい、 解った 解った。 あ ッハハ ハハ、 

びっくりして いやがる。 いや 驚く のが あたりめ えだ。 

信 州 追分と は 違う からな。 名に 負う 将軍お 膝元、 八 百 

万 石のお 城下 だからな。 土 一升 金 一升、 お 江戸と 来た 

ひに ゃァ 豪勢な もの さ。 しかも 盛り場の 両国 詰め、 ど 

うだい マ アマ ァ この 人出 は！ ぺ ンぺ ン ドンド ンピ— 

ヒャ ラビ— ヒ ャラ、 三味線 太鼓に 笛の 音、 いや 全く 景 

ずもう 

気が いいな あ。 はは あ、 あいつ は 女 相撲 だな。 こっち 

かるわざ  やまがら 

の 小屋掛け は 軽業 一座。 ええと あれ は 山 雀の 芸当、 そ 

れ からこ い つ は徳蔵 手品、 いや どうも 全盛 だな あ」 


「あ ッぁッ ぁッ。 あ ッぁッ ぁッ」 「うんよ しょし、 解つ 

た 解った、 あんまり あ ッぁッ と いわねえ がいい。 人様 

がお 笑いな さる じ やねえ か。 きりょう は 結構 可愛 い の 

おしむ すめ 

に、 ふふんな ァんだ 啞娘 か、 こういって お笑いな さる 

からな」 「あ ッぁッ ぁッ、 あ ッぁッ ぁッ」 「あれ また ぁッ 

ぁッ てい ゃァ がる。 ぁッハ ハハ、 どうも 仕方が ねえ。 

じ や 勝手にい うがいい さ。 いう 方が こいつ 本当 かも 知 

れ ねえ。 追分 宿から ポッと 出の、 きょうきのう 江戸へ 

来たんだ からな。 見る 物 聞く 物と いいて えが、 お前 は 

啞 だから 聞く こと は 出来ね え。 そこで 見る 物見る 物 だ 

が、 その 見る 物見る 物が、 珍しい な あ 無理 はねえ。 う 


ん、 精々 いうが いい。 ぁッぁ ッぁッ ていう がいい」 

こんな こと をい いながら、 雪解けで ぬかる 往来 を、 

ノッソ リノ ッソリ やって来 たの は、 甚 三の 弟の 甚 内と、 

その 妹のお 霜と であった。 

ここ は 両国の 盛り場で、 興行 物 も あれば 茶屋 も あり、 

武士 も 通れば 町人 も 通り、 そうかと 思えば おのぼり さ 

んも 通る。 色と 匂いと 音楽と、 …… 雑沓と 歓楽との 場 

へ ん てこ 

であって、 大概 変梃な 田舎者で も、 ここで はたい して 

目立たなかった。 

急に お 霜が 立ち止まり、 じっと 一点 を 見詰め 出した 

ので、 甚内も 連れて 立ち止まった。 


「どうした どうした、 え、 お 霜、 オヤ 何 か 見て いるな- 

はは あ 芝居の 看板 か」 

のぼ リ 

坂 東 米 八の 掛け小屋が、 旗 や 幟で 飾られて、 素 晴ら 

しい 景気 を 呼んで いたが、 そこに 懸けられた、 絵 看板 

ごくさいしき 

に、 宿場 女郎ら しい 美女の 姿が、 極彩色で 描かれて い 

た。 その 顔の 辺へ お 霜の 眼が、 しっかり 食いつ いて 離 

ォな レ 

「奇態 だな、 見た ような 顔 だ」 

眩きながら 甚内 も、 その 絵 看板へ 見入った が、 思わ 

ず ボンと 膝 を 叩いた。 

「う うん、 こいつ ァ油屋 お 北 だ！」 


兄 甚三を 殺害した、 富士甚 内と 油屋ぉ 北、 そのお 北 

に 看板の 絵が、 そっくり そのまま だとい うこと は、 そ 

かたき 

れらー 一人 を 敵 と 狙う、 甚内 兄妹の 身に と つ て は、 驚く 

べき 発見と いわざる を 得ない。 

しばらく 見詰めて いた 甚 内の 眼へ、 一抹の 殺気の 

漂った の は、 当然な ことと いわなければ ならない。 

「チェ」 と 彼 は 舌打ち をした。 「看板に や 罪 はねえ。 が、 

お 北に や 怨みが ある。 幸か不幸か 看板の 絵が、 こう も 

お 北 に似てい るから にや、 こいつう つち やつち や 置け 

ねえな あ」 

彼 は あたり を 見廻した。 人通り は繁 かった が、 彼ら 


二人 を 見て いる 者 はない。 木戸に 番人 は 坐って いる も 

のの、 これ また 二人な どに 注意して はいない。 

「イラ ハイ イラ ハイ、 今が 初 まり、 名人 地獄、 鼓賊 伝、 

イラ ハイ イラ ハイ、 今が 初 まり！」 大声で まねいて い 

るば かりであった。 

「よし」 というと 甚内 は、 右手で 懐中 を ソロ ソロと 探つ 

た。 そうして その 手が ひき 抜かれた 時には、 五寸釘が 

握られて いた。 ャッ とも エイと も 掛け声な しに、 肩の 

辺で 手首が 閃めいた とたん、 物 を つん 裂く 音が した。 

ざま 

「態ァ 見や がれ」 と 捨て ゼリ フ、 甚内 はお 霜の 手を曳 

くと、 橋 を 渡って 姿を消した。 


いったい 何 をした のだろう？ 絵 看板 を 見る がいい。 

宿場 女郎の 立ち姿の、 その 右の 眼が 突き抜かれて いた。 

それ も 尋常な 抜き 方で はない。 看板 を 貫いた その 余勢 

で、 掛け小屋の 板壁 を 貫いて いた。 小柄 を 投げても こ 

うはい かない。 

甚 内の 喧嘩の 得手 

これに は 当然な 理由が あった。 というの は その 師匠 

が、 千 葉 周 作 だからであった。 

千 葉 道場へ 入門して から、 すでに 三月 経って いた。 


おと 

初め 敵討ちの 希望 を もって、 千 葉 道場 を訪 ずれて、 

武術 修行 を 懇願す る や、 周 作 はすぐ に 承知した。 

「どうやら 話の 様子に よると、 富士甚 内と いう その 人 

間、 武術 鍛練の 豪の者の よう だ。 ところで お前 はどう 

かこ  すべ 

かとい うに、 以前 は 馬方 今 は 水夫、 太刀 抜く 術 も 知ら 

けんのん 

ない という。 ちと これ は 剣呑 だな。 なかなか 武術と い 

う もの は、 二 年 三年 習った ところで、 そう 名人に なれ 

る もので はない。 しかるに 一方 敵と は、 いつなん 時 出 

逢う かもしれ ぬ。 今のお 前の 有様で は 返り討ち は 必定 

だ。 …… そこでお 前に 訊く ことがある。 どう だ、 暄嘩 

などした ことがあろ うな？」 


「へえ」 といつ たが 甚内 は、 び つ くりせ ざる を 得な か つ 

た。 「喧嘩なら 今でも 致します ので。 馬方 船頭お 乳の 

人と、 がさつな 物の 例に ある、 その 馬方な り 船頭な り 

が、 私の 稼業で ございま すので ご 

「そこで 暄曄は 強い かな？」 

「へえ」 といった が甚内 は、 いよいよ 変な 顔 をした。 

「強い つもりで ございます」 

「得手 は 何んだ な？ 喧嘩の 得手 は？」 「へえ、 得手と 

おっしゃい ますと？」 「突く とか 蹴る とか 撲る とか、 何 

か 得意の 手が あろう」 「ああ そのこと で ござ います か。 

へえ、 それなら ございま す。 石 を 投げ るの が 大 得意 で 」 


「石 を 投げる？  & 飛礫 だな。 いや これ は 面白い。 ど 

うだ タマに は あたる かな？」 

すると 甚内は 不平 顔 をした が、 

「へえ、 なんで ございます かね？」 「石 飛礫 だよ、 タマ 

に は あたる かな」 「いえ、 タマに は あたりません」 「ナ 

二 あたらな いと、 それ は 困った な」 「へえ タマに は あた 

らな いので、 その代り いつも あたります」 「アツ ハ ハハ、 

そういう 意味 か」 

千 葉 周 作 は 笑い出して しま つ た。 

「ところで どういうと ころから、 そういう 変り 手 を 発 

明した な？」 「それに は 訳が ございます。 つま リ撲ら 


れ るの がィャ だからで」 「それ は 誰でも ィャ だろう」 「私 

は 特別 ィャ なので。 撲られ ると 痛う ございます」 「うん、 

そういう 話 だな」 「それに 撲られ ると 腹が立ちます」 「礼 

をい つて 笑っても いられまい」 「ところが 取つ 組んで 

しまったら、 一 つや 二つ は 撲られ ます。 それが 私に は 

ィャ なので。 そこで ソリ ヤコ ソ暄嘩 だとなる と、 二 間 

なり 三 間な りバ ラバ ラ と 逃げ てし まう ので ございます 

な。 それから 小石 を 拾う ので。 そうして 投げつ ける の 

でございますよ。 へえ、 百発百中で、 それ こそ 今日 ま 

で、 一 度 だって、 外れた こと は ございません」 「おお そ 

うか、 それ は 偉い な」 


こういうと 周 作 は 立ち上がった。 r 甚内、 ちょっと 

道場へ 来い。 …… これ 誰か 外へ 行って 小石 を 二、 三十 

拾って 来い」 

で、 道場へ やって来た。 

「さて、 甚内、 お前の 足 もとに、 小石が 二、 三十 置い 

て ある。 それ を 俺に 投げつ ける がいい」 

「へえ」 といった が甚内 は、 困った ような 顔 をした。 

「それ は 先生 様い けません」 

「なぜな？」 と 周 作 は 笑いながら 訊いた。 

「もってえ ねえ 話で ございま すよ」 

あん」  ちん」 

「そうさ、 一 つで も 中ったら な」 「では 中ら ねえと おつ 


しゃる ので？」 「ひとつお 前と 約束しょう。 お前の 投 

げた 石 ッブテ が、 一 つで も 俺に 中ったら、 この 道場 を 

お前に 譲ろう」 「こんな 立派な 道場 をね。 …… そうし 

て 先生 はどうな されます」 「俺 か、 アツ ハハ ハ、 そうし 

たら、 武者修行へ でも 出る としょう さ」 「それ はお 気の 

毒で ございますな」 「そうき まったら 投げる がいい」 

北辰 一 刀 流 手裏剣 用の 武器 

「へえ」 といった が甚内 は、 なお 何 か 考えて いた。 「で、 

どこ を 目掛けましょう？」 「人間の 急所 はまず 眉間 だ。 


眉間 を 目掛けて 投げて こい」 「それじゃ 思いきって 投 

げ ますべ え」 

二人 は 左右 ヘス —— ッと 離れた。 あわい はおお かた 

十 間 もあろう か、 一 本の 鉄扇 を 右手に 握り、 周 作 は 笑つ 

て 突っ立った。 

「はじめの 一 つ はお 毒見 だ」 

こういいながら 甚内 は、 手頃の 小石 を 一 つ 握った。 

「それじゃ いよいよ やります だよ」 叫ぶ と 同時に ピュ 

—— ッと 投げた。 恐ろしい ような 速さであった。 と 周 

作の 鉄扇が、 チラ リと 左へ 傾いたら しい。 カチッ とい 

う 音が した。 つづいて ドンと いう 音が した。 石が 鉄扇 


へさ わった 音と、 板の間へ 落ちた 音であった。 

「やり 損なった かな、 こいつ ァ いけね え。 が、 二度目 

から 本式 だ」 

甚内は 二つ目の 石 を 取った。 とまた ピュ  ッと投 

げ つけた。 今度 は 鉄扇が 右に 動き、 カチッ という 音が 

して、 石 は 右手へ 転がり 落ちた。 

「ほう、 こいつ も 失敗 か」 甚内は 呆れた というよ うに、 

口 を あけて 突っ立つ たが、 「よし」 というと 残りの 石 を、 

一 度に 掬って 懐中へ 入れた。 

「よう ござんす か、 先生 様、 今度 は 続けて 投げます ぞ」 

「うん、 よろしい、 好きな ようにせ い」 


その 瞬間に 甚 内の 左手が、 懐中の 中 ヘス ルリと はい 

リ、 石 を 握った 手首ば かリ を、 襟から ヌッと 外へ 出し 

た。 と、 その 石 を 右手が 受け取り、 取った 時には 投げ 

ていた。 そうして 投げた 次の 瞬間に は、 左手に 握って 

いた 送リ石 を、 すでに 右手が 受け取つ ていた。 すると 

もう それ も 投げられ ていた。 最初の 石の 届かない うち 

に、 二番目の 石が 宙を 飛び 二番目の 石が 飛んで いるう 

ちに、 三番 目 四 番目の 石 ッブテ が、 次から 次と 投げら 

れた。 

石 は 一本の 棒と なって、 周 作 目掛けて 飛んで 行った。 

自慢す る だけの 値打ちの ある、 実に 見事な 放れ 業で 


あった。 

しかし 一方 それに 対する、 周 作の 態度に 至って は、 

子供に 向かう 大人と いおうか、 まことに 悠然た る もの 

であって、 ただ 端然と 正面 を 向き、 突き出した 鉄扇 を 

手の 先で、 右と 左へ 動かす ばか リ、 微動 を さえ もしな 

かった。 

力 チカ チと 鉄扇へ さわる 音、 トン トンと 板の間へ 落 

ちる 音、 それが 幾 秒 か 続いたら しい。 

「もういけ ねえ。 元が 切れた」 

甚 内の 叫ぶ 声が した。 

周 作 は 微笑 を 浮かべた が、 


「どう だ、 甚内、 少し は 解った か」 

「一 つぐら い 中り はしません かね？」 

「道場 は 譲れぬ よ、 気の毒 だが な」 

「へえ、 さようで ございま すかね」 

「こっちへ こい。 いう ことがある」 

元の 座敷へ 戻って 来た。 

「さて 甚内」 と 改まり、 「思った よりも 立派な 業 だ。 周 

作 少なからず 感心した。 稽古して 完成させる がいい。 

しかし 小石で は 利き目が 薄い、 小石の 代りに 五寸釘 を 

使え」 

それから 周 作 は 説明した。 


「というの は 剣道の 中に、 知 新 流の 手裏剣と いって、 

一個 独立した 業が ある。 俺 も 多少 は 心得て いる。 それ 

をお 前に 伝授す るに よって、 お前の 得手の ッブテ 術に 

加えて、 発明 研究す るが いい。 以前から 俺 は それにつ 

いて、 一 つの 考え を 持って いた。 …… 武士 は 平常 護身 

用と して、 腰に 両刀 をた ばさん でい る。 で 剣術 さえ 心 

得て いたら、 まずもって 体 を 守る ことが 出来る。 しか 

るに 町人 百姓 や、 なお それ 以下の 職人な どになる と、 

あいくち 

大小 は 愚か 匕首 一本、 容易な ことで は 持つ ことが なら 

ぬ。 これ は 随分 危険な 話 だ。 そこで 俺 は 彼らの ために、 

何 か 格好な 護身 具 はない かと、 内々 研究 をした 結果、 


見つけ 出した のが 五寸釘 だ。 ただし 普通の 五寸釘で は、 

目方が 軽くて 投げに くい。 そこで 特別に あつらえ てみ 

た」 

こういいながら 周 作 は、 手文庫から 釘 を 取り出した。 

「見る がいい この 釘 を。 先が 細く 頭部が 太く、 そうし 

て 全体が 肉太 だ。 ちょっと 持っても 持ち 重リ がする。 

しかし 形 や 寸法 は、 何ら 五寸釘と 異 りがない。 で 幾 十 

本 持って いようと、 官に 咎められる 気遣い はない。 こ 

れ 北辰 一 刀 流 手裏剣 用の 五寸釘 だ」 

急斿 えの 大道芸人 


周 作 は 優しく 微笑した。 

「どう だ甚 内、 この 五寸釘 を、 練磨 体得す る 所存 はな 

ヽ i  I 

レカ」 

「なんの ない ことが ございましよう。 習いたい もので 

ございます」 勇気 を 含んで 甚内 はいった。 

「おお 習う か、 それ は 結構。 この 一流に 秀でさえ した 

かたき 

ら、 敵に 逢っても おくれ は 取るまい。 なまじ 剣術な 

ど 習うよ り、 これに 専念 をした 方が いい」 「そういう こ 

とに 致します」 「実はな、 俺 は 案じて いたの だ。 剣術 槍 

術 弓 薙刀、 一流に 達して いたと ころで、 一撃で 相手 を 


斃す こと は 出来ない。 例えば 鎌 倉 権 五郎 だ、 十三 束 三 

伏の 矢 を、 三人 張りで 射出され、 それで 片目 射 潰され 

て も、 なお 堂々 と 敵 を 斬り、 生命に は 何ん の 別状 もな 

かった。 剣豪 塚 原 卜 伝で さえ、 一刀で は 相手 を 殺し 兼 

ねたと いう。 まして 獲物が 五寸釘と あって は、 機先 を 

制して 投げつ けて、 精々 相手 を 追い散らす ぐらいが、 

関の山で あろうと 思って いた。 ところが お前の 精鋭 極 

まる、 ッブテ の 手並み を 見る に 及んで、 俺の 不安 は杞 

憂と なった。 一本 二 本で は 討ち取れない にしても、 三 

本 目に は斃す ことが 出来よう」 「へえ、 大丈夫で ござい 

ましょう か」 「大丈夫 だ。 保証す る」 「有難い ことで ご 


ざ います」 

こうして 甚内 はこの 日 以来、 千 葉 道場の 内弟子と な 

り、 五寸釘 手裏剣の 妙法 を 周 作から 伝授され る ことと 

なった。 教える 周 作 は 天下一 の 剣聖、 習う 甚 内に は 下 

地が ある。 これで 上達し なかったら、 それ こそ 面妖と 

いわざる を 得ない。 

ところで 一 方甚内 は、 武芸 を 習う 余暇 を もって、 江 

まん べん  かたき 

戸 巿中を 万遍なく あるき、 目差す 敵 を 探す ことにした。 

し かし 直接 の 用事 もな いのに、 広い 巿 中をブ ラブ ラ と 、 

手 ぶら であるく という こと は、 かなり 退屈な ことで 

あった。 そこで いろいろ 考えた 末、 「追分 を 唄って 合 


力 を 乞い、 軒別に 尋ねて あるく ことにしよう」 こうい 

うこと に 心 をき めた。 

まえかた 

既に 以前 記した ように、 元来 甚内は 追分に かけて は、 

からきし 唄えない 人間であった。 それが 一夜 奇怪な 理 

由から、 唄える ようにな つてから は、 彼 はにわ かに 興 

味 を 覚え、 ない 歌詞まで も 自分で 作って、 折に ふれて 

は 唄い 唄いした。 しかるに まことに 不思議な ことに は、 

彼の 唄の 節た る や、 兄甚三 そっくりであった。 ちょう 

ど甚三 その 人が、 甚 内の 腹に でも 宿って いて、 その 甚 

三の 唄う 唄が、 甚 内の 口から 出る ので はない かと、 こ 

う 疑われる ほどであった。 で、 誰か 追分 宿 あたりで、 


甚 三のう たう 追分 を 聞き、 さらに 大 江戸 を 流して 歩く、 

甚 内の 追分 を 耳に したと したら、 その 差別に 苦しんで、 

恐らくこう いうに 違いない。 

「いやいや あれ は甚 三の 唄 だ。 もし 甚 三が 死んで いる 

とすれば、 甚三 その 人の 亡魂の 唄 だ」 

とまれ 甚内は 追分 を 唄って、 江戸 巿中を さまよった。 

しかし 敵の 手がかり はない。 そこで また 彼 は 考えた。 

「油 屋ぉ北 は 知っている。 だが 肝腎の 富 士甚内 を、 俺 

き や つ 

は 一度 も 見た ことがない。 彼奴に ついて 聞き 知って る 

こと は、 非常な 美男 だとい うこと と、 着物に つけた 定 

紋が、 剣 酸漿 だとい うこと だけ だ。 これで はよ しゃ 


き やつ 

逢った ところで、 彼奴が 紋服 を 着て いない 限り は、 敵 

だと 知る ことが 出来ないだろう。 これ はどう も 困った 

こと だ」 

これ は 実際 彼に とって、 何よりも 辛い 事柄であった。 

しかしと うとう 考え ついた。 

「うん、 そうだ、 いい ことがある。 啞者 では あるが、 

妹のお 霜 は、 富 士甚内 を 見知って いる 害 だ。 妹 を 江戸 

へ 連れて来て、 一緒に 巿中を 廻ったら、 よい 手引きに 

なろう もしれ ぬ」 

復謦の 念い よいよ 堅し 


そこで 周 作に 暇 を 乞い、 故郷の 追分へ 帰る ことにし 

た。 

この頃お 霜 は油屋 にいた。 

一 人の 兄 は 非業に 死し、 もう 一 人の 兄 は 他国へ 行き、 

二、 三 親類 は あると はいえ、 その 日ぐ らしの 貧乏人で、 

片輪のお 霜 を 引き取って、 世話 をしょう という 者 はな 

い。 で甚 三が 殺されて からの、 お 霜の 身の上と いう も 

の は、 まことに 憐れな もので あつたが、 捨てる 神 あれ 

ひょうきんもの 

ば 助ける 神 ありで、 油屋 本陣の 女中 頭、 剽軽者 の 例の 

お 杉が、 気の毒が つて 手 もとへ 引き取り、 台所な ど を 


手伝わせて、 可愛がって 養った ので、 かつえて 死ぬ と 

いうよう な、 そんな 境遇に はいなかった が、 さリ とて 

楽しい 境遇で もなかった。 自分 はとい えば 啞者 であつ 

た。 周囲と いえば 他人ば かり、 泣く 日の 方が 多かった。 

自然 兄弟 を 恋い慕った。 

そこへ 甚 内が 現われた のであった。 

お 霜の 喜び も 大きかった が、 お 杉 も ホッと 安心した。 

「おお 甚 内さん、 よう 戻られた な。 お前さんの 兄さん 

の甚 三さん は、 お前さんと 同じ 名の 富士甚 内に、 むご 

たらしい 目に 合わされ てな、 今 は 石塔に なって おられ 

る」 


お 杉 を はじめ 近所の 人達に、 こんな 具合に 話し 出さ 

れて、 甚内は 悲しみと 怨みと を、 また そこで 新たに し 

た。 

なさけ 

貧しい 二、 三の 親類 や、 近所の 人達の 情に よって、 

営まれた という 葬式の 様子 や、 形ば かりの 石塔 を 見聞 

きする につれ、 故郷の 人々 の 厚情 を、 感謝せ ざる を 得 

なかった。 

「これから 甚 内さん どうな さる？」 

こう 宿の 人に 訊かれた 時、 甚内は 正直に 打ち明けた。 

「草 を 分けても 探し出し、 敵 を 討つつ もりで ございま 

す」 


「おおお お、 それ は 勇ましい こと だ」 宿の 人達 は 驚き 

ながら も、 賞 讃の辞 を 惜しまな か つ た。 

追分 宿で 七日 を 暮らし、 いよいよ 江戸へ 立つ ことに 

なった。 心づ くしの 餞別 も 集まり、 宿の 人達 は 数を尽 

くして、 関所 前まで 見送った。 妹お 霜 を 馬に 乗せ、 甚 

内 自身 手綱 を曳 き、 関所 越えれば 旅の空、 その 旅へ 再 

び 出る ことにな つた。 

見れば 三 筋の 噴煙が、 浅 間 山から 立って いた。 思え 

ば 今年の 夏の こと、 兄甚 三に 送られて、 この 曠野まで 

来た 時には、 緑が 鬱々 と 茂って いた。 その 時甚 内の 乞 

ま 力 

うに 委せ、 甚 三の 唄った 追分節 は、 今 も 耳に 残って い 


ち な 力  はく カレ カレ 

た。 しかるに 今 は 冬の 最中、 草木 山川 白 皚々、 見渡す 

限り 雪であった。 自然 はこと ごとく 色 を 変えた。 しか 

し 再び 夏が 来れば、 また 緑 は 萌え出よう。 だが 甚三は 

えんり ぼうぼう 

帰って来ない。 遠 離茫々 幾千 載。 たとえ 千載 待った と 

ためし  によろ  によ でん 

ころで、 死者の 甦え つた 例 はない。 如露 また 如電こ 

れ 人生。 命 ほど はかない もの はない。 

人 は往々 こういう 場合に、 宗教 的 悟覚に 入る もので 

あった。 しかし 甚内は 反対であった。 

「この 悲し さも、 このは かな さも、 富士甚 内と お 北と 

のた めだ。 討たねば 置かぬ！ 討たねば 置かぬ！ 敵 

の 名前 は 富士甚 内、 富士 に対する 名山と 云えば、 俺の 


故郷の 浅 間 山 だ。 それで は 今日から 俺が 名 も、 浅間甚 

内と 呼ぶ ことにしよう。 聞けば 昔 京師の 伶人、 富士と 

浅 間と いう ものが、 暄曄 をした という こと だが、 今 は 

みずのと ひつじ 

天 保 癸 未 ここ 一年 か 半年のう ちに は、 どうで も 敵 

を 討たなければ ならぬ」 

いよいよ 復謦の 一 念 を、 益 M ここで 強めた ので あつ 

た。 

二人が 江戸へ 着いた の は、 それから 間もなく のこと 

であった。 

子 柄が よくて 不具と いうので、 かえってお 霜 は 同情 


され、 千 葉 家の人 達から 可愛がられ、 にわかに 幸福の 

身の上と なった。 

さまよ 

爾来 二人 は 連れ立って、 時々 巿中を 彷徨った が、 甚 

内が 唄う 追分た る や、 信 州 本場の 名 調な ので、 忽ち 江 

戸の 評判と なった。 ひとつ は 歌詞が いいから でも あつ 

た。 

日 ぐれ 草取り 寂して ならぬ、 鳴け よ 草 間の きりぎ 

リす 

なすび 

親の 意見と 茄子の 花 は、 千に 一 つのむ だ もない 

ゆかた 

めでた 若松 浴衣に 染めて、 着せて やり ましよ 伊勢 


思いと げたが この 投げ 島 田、 丸く 結う のが 恥ず か 

しい 

か あい もの だよ 鳴く 音 をと めて、 来た を 知らせの 

くつ わ 虫 

百日 百夜 を ひとりで 寝たら、 あけの 鶏 さえ 床 さび 

し 

浅 間 山風 吹かぬ 日 は あれ ど、 君 を 思わぬ 時 はない 

よしや 辛 かれ 身 は なかなかに、 人の 情の 憂 やつら 

や 

見る目ば かりに 浪 立ち さわぎ、 鳴門 船 かや 阿波で 

PS ぐ 


月 を 待つ 夜 は 雲 さえ 立つ に、 君 を 待つ 夜 は 冴え か 

える 

きわく 

君と 我と は 木 框の糸 か、 切れて 離れて またむ すぶ 

山で 小柴 をし むる が 如く、 こよい そ さまと しめ あ 

力す 

多く は甚内 自作の 歌詞で、 情緒 纏綿 率直で あるの が、 

江戸の 人気に 投じた のであった。 

深 編 笠で 二人ながら、 スッ ポリ 顔 を 隠した まま、 扇 

一 本で 拍子 を 取り、 朗々 と 唄う その 様子 は、 まさしく 

大道の 芸人で あつたが、 いずくん ぞ 知らん その 懐中に、 

磨ぎ 澄ました ところの 釘 手裏剣が、 数十 本 蔵して あろ 


うと は。 

ふなて がしら  しょうげん 

お 船 手 頭 向井 将監 

赤 格子 九郎 右衛門の 本拠 を 突き止め、 何 か を 入れた 

封 じ 箱 を、 その 九郎 右衛門に 手渡せと いうの が、 碩翁 

様からの 命令であった。 

郡 上 平 八 は 名探偵、 すぐに 品 川から 船に 乗り出し、 

日本の 海岸 を うろつく ような、 そんなへ ま はしな かつ 

た。 

市中の 探索から 取り かかった。 


翌朝 早く 家 を 出る と、 駕籠 を 京 橋へ 走らせた。 

「ここでよ ろしい」 

と 下り立った ところ は、 新 船 松 町の 辻であった。 

そこに 宏壮な 邸が あった。 

二 千 四百 石のお 旗本、 お 船 手 頭の 首位 を 占める、 

むかいし ようげん 

向井 将監の 邸で あつたが、 つと 平 八 は 玄関へ かかり、 

一封の 書面 を 差し出した。 碩翁 様からの 紹介状で あつ 

た。 

「殿様 ご 在宅で ございましたら、 お 目通り 致しとう 存 

じます」 

「しばらく」 


と 取り次ぎ は 引っ込ん だが、 すぐに 引つ 返して 現わ 

れた。 

「お 目に かかる そうで ございます。 いざお 通りく ださ 

いますよう」 

「ご免」 

というと 玄関へ 上がり、 そこで 刀 を 取り次ぎへ 渡し、 

郡 上 平 八 は 奥へ 通った。 

待つ 間 ほどなく 現われた の は、 大兵 肥満 威厳の ある、 

五十 年輩の 武士で あつたが、 すなわち 向井 将監 であつ 

た。 

「おお そこ もとが 郡 上 氏 か、 玻璃 窓の 高名 存じ てお る。 


碩翁 殿よりの 紹介状、 丁寧で かえって 痛み入る。 くつ 

ろぐ がよ い、 ゆっくり しゃれ」 

濶達 豪放な 態度であった。 

「早速お 目通りお 許しく だされ、 有難き 仕合わせに 存 

します」 

r 大坂 表で 処刑され た、 海賊 赤 格子 九郎 右衛門に つい 

て、 何 か 聞きたい という こと だが」 

「ハイ、 さように ございます。 お 殿様に は 先祖 代々、 

お 船 手 頭で ございまして、 その 方面の 智識に かけて は、 

他に 匹儔が ございませぬ 害、 つきましては 赤 格子 九 

郎 右衛門が、 乗り 廻した ところの 海賊船の、 構造 ご存 


知 で は ^ ざ います ま いか？」 

「さよう さ、 いささか は 存じて おる」 

「やっぱり 帆船で ございました かな？」 

「さよう、 帆船で はあった けれど、 帆の 数が 非常に 多 

かった よ」 

「はは あ、 さようで ございま すか」 

「それに その 帆の 形た る や、 四角 も あれば 三角 も あり 

大きな の も あれば 小さな の もあった」 

「はは あ、 さようで ございま すか」 

「日本の 型で はない の だそう だ。 南蛮の 型 だとい うこ 

とだ」 


「それ は、 さようで ございましよう とも」 

「で、 船 脚が 恐ろしく 速く、 風がなくても 駅る ことが 

出来た。 ヨット 型と か 申した よ」 

「はは あ、 ヨット 型で ございますな」 

平 八 は 手帳へ 書きつ けた。 

「それから」 と将監 はいいつ づけた。 

I 櫓の 格子が 朱塗りで あつたな。 それが 赤 格子の 異 

名 ある 由縁 だ」 

「はは あ、 さようで ございま すか」 平 八 は 手帳へ 書き 

つけた。 

へ さき  と も 

「ええと、 それから 大砲が 二 門、 ^首と 船尾と に 備え 


つけて あった。 それ も 尋常な 大砲で はない。 そうだ、 

やっぱり 南蛮 式であった」 

「南蛮 式の 大砲 二  p」 

平 八 はまた も 書きつ けた。 

「まず 大体 そんな もの だ」 

「よく 解りまして ございます。 …… ええと、 ところで 

もう 一 つ、 その 赤 格子の 襲撃 振り は、 いかがな もので 

ございました かな？」 

「襲撃ぶ りか、 武士 的で あつたよ」 

「は？ 武士 的と 申します と？」 

「決して 婦女子 は 殺さなかった。 そうして 敵対 をし な 


い 限り は、 男子と いえ ども 殺さなかった」 

町奉行 所の 与力た ち 

「それ は 感心で) J ざいます な」 

こういいながら 平 八 は、 またも 手帳へ 書きつ けた。 

しょうふく 

「つま リ彼は 威嚇 を もって、 相手 を 憎 伏させた の だ」 

将監は 先へ 語りつ づけた。 「こいつと 目差した 船が あ 

ると、 まず その 進路 を要扼 し、 ドンと 大砲 をぶ つ 放す 

の だ。 だが そいつ は 空砲 だ。 つまり 停まれと いう 信号 

なの だ。 それで 相手が 停まれば よし、 もし それでも 停 


まらない 時には、 今度 は 実弾 をぶ つ 放す の だ。 が、 そ 

れ とても あて はしない。 相手の 前路へ 落とす の だ。 こ 

れが 頗 る 有効で、 大概の 船 は 顫え あがり、 そのまま 停 

まった という こと だ。 しかし それでも 強情に、 道 を 転 

じて 逃げようと でもす ると、 その 時 こそ は 用捨な く、 

三 発 目の 大砲 をぶ つ 放し、 沈没 させた という こと だ」 

「 一 発 は 空砲、 二 発 は 実弾、 ただし そのうち 一 発 は、 

わざと あてずに 前路へ 落とす、 つま リ かようで ござい 

ますな」 

平 八 は 四た び 書きつ けた。 

「もはや 充分で ございます」 


お礼 をい つて 邸 を 出る と、 平 八 はふた たび 駕籠へ 

乗った。 

「駕籠 屋、 急げ！ 数寄屋 町 だ！」 

「へい」 

と 駕籠 屋は蚯 け 出した。 

「よろしい、 下ろせ」 

と 駕籠 を 出た ところ は、 南 町奉行 所の 門前であった。 

裏門へ 廻る と 平 八 は、 ズ ンズン 内へ はいつ て 行った。 

与力 詰 所まで やって来 ると、 顔見知りの 与力が 幾人 

かいた。 

「いよう、 これ は 郡 上 氏」 


「いよう、 これ は 玻璃 窓の 旦那」 

「いよう、 これ は 無 任 所与 力」 

などと いずれも 声を掛けた。 それほど みんなと 親し 

いのであった。 

お- P じ 

「玻璃 窓の 爺 の 出張 だ。 大事 件が 起こった に 違いな 

い、 うかつに ノホ ホンに 構えて いて、 抜かれで もした 

ら 不面目、 あぶね え あぶね え、 用心 用心」 

なかには こんな こと をい う 者 もあった。 

平 八 は ニヤ リと 笑った ばかり、 一人の 与力へ 眼 をつ 

ける と、 

「石 本 氏、 ちょっとお 顔 を」 


「なんで ござるな」 

いざな 

と 立って 来る の を、 平 八 は 別室へ 誘った。 

「秘密に 書き上げ を 拝見した いが」 

「はは あ、 書き上げ？ どうな されるな？」 

「いや ちょっと、 ご迷惑 はかけ ぬ」 

「貴殿の こと、 よろし ゆう ござる」 

持って来た 書き上げ を パラパラめ くると、 二、 三 平 

八 は 書きと めた。 

「そこで、 もう 一 つお 願いが ござる。 …… 貴殿のお 名 

を 拝借したい」 

「いと 易い こと、 お使いな され」 


また 平 八 は 駕籠へ 乗った。 

「日本 橋 だ、 河岸へ やれ」 

下りた ところに 廻船 問屋、 加賀屋 というの が 立って 

いた。 

「許せよ」 

と 平 八 はズィ とはい つた。 

「これ はおいで なさい ませ。 ええ、 何 か 廻船の ご用 

で？」 

店の 者 は 揉み手 をした。 

「いや ちょっと 主人に 逢いたい」 

うさん 

「どんな ご用で ございましよう？」 迂 散らしく 眼 を ひ 


そめた。 

「逢えば 解る、 主人に そういえ」 

「失礼ながら あなた 様 は？」 

「南 町奉行 所 吟味 与力、 石 本 勘 十郎と 申す 者 だ」 

「へ— い」 

というと 二、 三人、 奥へ バタ バタと 龃け 込んだ。 そ 

れ ほどまでに 吟味 与力 は、 権勢の あった ものである。 

「どうぞお 通リ くださり ますよう」 

「そうか」 というと 郡 上 平 八 は ズィと 奥の間へ 通って 

行った。 


廻船 問屋 を 歴訪す 

L こま こま，？ 

茶と 莨 盆と 菓子が 出て、 それから 主人が 現われた。 

額 をピッ タリ 畳へ つけ、 

うさぶろう 

「当家 主人、 卯 三郎、 お見知り 置かれく だされ ますよ 

う」 

「早速ながら 訊く ことがある」 

「は、 は、 何事で ござりましょう か？」 

こんぴら まる 

「今月 初旬、 七 里ケ浜 沖で、 そちの 持ち船 琴 平 丸、 賊 

難に 遭った という こと だな。 書き上げ によって 承知 致 

してお る」 


ぎよ い 

「御意の 通りに ございます」 

「で、 水夫 ども は 今お るかな？」 

ニー、 三人お ります で ござります」 

「ちょっと 訊きたい ことがある。 多人数 はいらぬ、 一 

人出す よう」 

「かしこまりまして) /ざり ます」 

やがて そこへ 現われた の は、 八 助と いう 水夫で あつ 

た。 

「八 助と いうか、 恐れな く ともよい。 遭難の 様子 を 話 

して くれ。 …… で、 賊船 は幾隻 あつたな？」 

八 助はォ ドォド 顫えながら、 


「へえ、 親船が 一 隻で」 

やぐら 

「 櫓 の 格子 は 赤かった かな？」 

「いえ、 黒塗りで ございました」 

「ナ 二、 黒塗り？ ふうむ、 そうか」 平 八 は 小首 を 傾 

げたが、 「無論、 帆船であった ろうな？」 

「へえ、 さようで ございます」 

「異 つたと ころはなかった かな？」 

「へ？ なんで ございま すか？」 

「帆の 形 だ。 帆の 形 だよ」 

「へえ、 ベ つに、 これと いって ：：： 」 

「普通の 型の 帆船であった か？」 


「へえ、 さようで ございます」 

「ふうむ、 そうか。 …… ちょっと 変 だな」 

考えざる を 得な か つ た。 

「で、 大砲で も 打ち かけた か？」 

「なかなか もって、 そんな こと」 

「大砲 二 門、 備えて いる 箬だ。 そんな もの は 見かけな 

かった かな？」 

「なんで あなた、 大砲な ど …… 」 

「ふうむ、 そうか、 これ もい けない」 

平 八 はまた も 考え込んだ。 

「で、 どう だな、 海賊 ども は、 穏 しかった かな、 乱暴 


だった かな？」 

「仲間が 五 人 殺されました」 

「いずれ 抵抗した のだろう な？」 

「敵 は 大勢、 味方 は 小人数、 争った ところで 追つ 付き 

ません」 

「 …… これ もい けない」 

と 平 八 は、 眩かざる を 得なかった。 

加 賀屋を 出る とその 足で、 尚 二、 三 軒 廻船 問屋 を、 

郡 上 平 八 は 訪問した。 いずれも 諸方の 近海で、 海賊に 

襲われた 手合いであった。 しかるに 答え は どれ も 同じ 

やぐら ごうし 

で、 櫓 格子 は 黒塗りで あり、 帆の 形 も 尋常で ぁリ、 大 


砲な ど は 備えて いず、 海賊 ども は 乱暴で、 武士 的な ど 

とはい われない。 —— と、 こういう 返辞であった。 

「解った」 

と 平 八 は 自分へ いった。 「この 海賊 は 赤 格子で はな 

い。 手口 を 見れば 明らか だ。 他の 奴ら に 相違ない。 … 

…さて、 では 肝腎の 赤 格子 は、 いったい どこに いるの 

だろう？」 

かえって 見当が つか なくなった。 

「それ はとに かく、 腹が減った。 きょうは 少々 動き 過 

ぎた からな」 

なわのれん 

で、 平 八 は 駕籠 を 返し、 手近の 緦 暖簾へ 飛び込んだ。 


こんな こと は 彼に とって、 ちっとも 珍ら しい ことで 

はない。 

彼の 前に 職人が いた。 威勢の いい 江戸っ子で、 扮装 

の 様子が 船大工ら しい。 

「おお 初 公、 変じ やない か、 どう 考えても 変梃 だよ」 

一 人の 職人が こういった。 

と、 もう 一 人が、 それに 応じた。 

「うん、 まったく 変梃 だな あ。 なんと 思って 選りに 

選って、 船大工ば かり を 攫う のだろう」 

二人の 職人の 耳寄りな 話 


「はてな」 

と 平 八 は 胸で いった。 「おかしな 話 だ。 なんだ ろ 

う？」 

で、 捨て 耳 を 働かせ、 職人の 話に 聞き入った。 

きいこう 

「喜 公 も 消えた つ ていう じ やねえ か」 

「それから 松 ヤン も なくなった そうだ」 

「平 河 町の 政 兄ィ、 あそこで は 一時に 五 人と いう もの、 

姿が なくなつ たという こと だぜ」 

「ところが お前、 石 町で は、 親方が どこかへ 行つ ちゃ つ 

たそう だ」 


「天狗 様 かな？ お 狐 様 かな？」 

「天狗 様に しろお 狐 様に しろ、 船大工ば かりに 祟るな 

あこぎ 

んて、 どうで も 阿漕と いう もの だ」 

「見て いや、 今に、 江戸 中から、 船大工の 影が なくな 

るから」 

「亭主、 いくら だ？」 

と 代 を 払って、 郡 上 平 八 は 外へ 出た。 

「おい 駕籠 屋、 本 所へ やれ」 

新しく やと つ  た 駕^ He  へ 乗り、 平 八 は 自宅へ 引き返し 

た。 

「おい、 松 五郎 を 呼びに やりな」 


間もなく ご用 聞きの 松 五郎が、 きのう 見せた 顔と 同 

じ 顔 を、 平 八の 前へ 突きつ けた。 

「旦那、 なに かご 用で も？」 

「うん、 訊きたい ことがある」 

「へい、 やっぱり 切り髪 女の？」 

「いや、 あれ は 打ち切り だ」 

「え、 なんです つて？ 打ち切りです つて？」 

松 五郎 は 驚いて 眼 を 見張った。 「おどろい たな あ、 

どうしたんで すい？ いよいよ ャキが 廻りました か 

ね」 

「いやいや そういう 訳で はない。 実はな、 もっと 重大 


な 事件 を、 あるお 方から 頼まれた の だ」 

「おおさよ うで、 それ は それ は」 

「ところで お前に 訊く ことがある。 この 江戸の 船大工 

が、 姿を消す つてい うじ やない か」 

ま え 

「ええ、 もう、 そ リゃぁ ズッと 以前からで」 

「どうして 話して くれなかった？」 

ちょ つ と 平 八 は 不機嫌 そうに いった。 

「だって 旦那、 この 事件 は、 鼓 賊とは 関係ありません 

よ」 

「うん、 そり やそうだろう」 

「で、 黙って おりました ので」 


「そうい われり や あそれ まで だな」 平 八 は 止むを得ず 

苦笑した が、 「幾人 ほど 攫われたな？」 

「さあ、 ザッと 五十人」 

「ナ 二、 五十人？ それ は 大きい」 

「ええ、 大き ゆう ございます」 

「ところで、 いつ 頃から 始まつ たんだ？」 

「秋口から ポ ッポッ とね」 

あんばい 

「どんな 塩梅に なくなる の だ？」 

「どうも それが マチ マチで、 こうだと ハツ キリい えま 

せんので」 

「まず 一 例 を あげて 見れば？」 


「神 田の 由太郎 でございます がね、 随分 有名な 棟梁 で、 

ゆくえ 

それが 羽田へ 参詣した まま、 行方が 知れない じゃあり 

ません か」 

「おお、 そうか。 で、 その 次 は？」 

なり ひらちよう 

「業 平 町 の甚 太郎、 これ も 相当の 腕利きで すが、 品 川 

へ 魚釣りに 行った まま、 家へ 帰って来な いそうで」 

「おお、 そうか。 で、 その 次 は？」 

のこぎり やす 

「龍 岡 町の 鋸 安 は、 仕事場から 姿が 消えた そうで」 

「ふうん、 なるほど、 面白い な」 

「ま つ たく 変梃で ございま すよ」 

「で、 見当 はついて るの か？」 


「なんの 見当で ございますな？」 

「当たりめ え じ やねえ か、 人攫いの よ」 

「それなら つ いていません そうで」 

「呆れた もの だ。 無能な 奴ら だ」 

「へえ、 さようで ございま すかね」 

「たった今 耳に したば かりだが、 俺に は 目星が ついて 

いる」 

これに は 松 五郎 も 驚いた。 

「旦那、 そり や あ 本当の ことで？」 

「噓 をい つ て 何ん になる かよ」 


玻璃 窓の 平 八 江戸 を 離れる 

「聞きて えもの だ。 教えて くだせえ」 

「どこかで 大船 を 造つ ている のさ」 

「へへ え、 ナ ー ンだ、 そんな ことです かい」 

「なんだ と はなんだ。 なんだ ではない よ」 

「だが ね、 旦那、 少しお かしい や。 なにも 大船 を 造る 

のに、 大工 を 攫わなくても よさそう な もの だ」 

たいへん もの 

「いやいや、 それが そうでない。 造リ 主が 大変 者な の 

だ」 

「大変 者って、 何者な ので？」 


松 五郎 はいくら か 熱心に な つ た。 

ひかげもの 

「  一 口にい うと 日蔭 者 だ」 

「どうも 私 に は 解ら ねえ」 

すると 平 八 は 声 を 落とした が、 

「教えて やろう。 海賊 だ」 

「はは あ、 海賊？ ナ— ル、 日蔭 者 だ」 

「しかも 一通りの 海賊で はない。 やはり これ は 赤 格子 

だ。 そうでなければ その 余党 だ。 そいつが どこかで ご 

禁制の 船 を、 建造して いるに 相違ない」 

益ぶ 声 を 落とした が、 

「小 松屋、 そこで 頼みが ある。 あすかな いし は あさつ 


て 頃、 船 脚が 遅くて 小さな 船で、 そうして 金目 を 積み 

込んで いる、 つまり 海賊に 襲われ そうな 船が、 どこか 

の 問屋から 出 はしない か、 そいつ を 調べて 来て 貰いた 

い」 

「変な) J 注文で ございま すね」 

「是非 今夜 中に 知りた い の だ」 

「ようご ざいます。 すぐ 行って 来ましょう」 

松 五郎 はとつ かわ 出て 行った が、 真夜中に なって 

戻って 来た。 

「旦那、 一隻み つかりました」 

「それ は ご苦労。 どこの 船 だな」 


わた まる 

「へい、 淀屋の 八幡 丸で」 

「あ、 そうか、 それ は 有難い。 …… いいから 帰って 休 

んで くれ」 

松 五郎が 帰る と 平 八 は、 すぐに 変装に とりかかった。 

ももひき 

髯を 剃り、 髪 を 結い 変え、 紺の 腹が けに 同じ 股引、 そ 

の 上へ 革の 羽織 を 着た が、 まさに 一 カドの 棟梁で あつ 

た。 

夜の ひきあけ に 家 を 出る と、 深 川の 淀屋 まで 歩いて 

行った。 

「許せ」 

と 声 だけ は 武士の ィキ で、 


「俺 はな、 南 町奉行 所 吟味 与力の 石 本 だ、 仔細あって 

犬 吠へ 行く。 ついては 八幡 丸へ 乗せて くれ」 

「よろしい 段で は ございません。 ご苦労様に 存じ ま 

す」 

淀屋 では 異議なく 承知した。 

こうして 名 探索 玻璃 窓 は、 江戸から 足 を 抜いた ので 

あった。 

阪東米 八と 和泉屋 次郎吉 


ここ は 両国の 芝居小屋、 阪東米 八の 楽屋であった。 

午後の 陽が 窓から さしていた。 あけ 荷、 衣桁、 衣裳、 

鬟、 丸型 朱塗りの 大 鏡台、 赤 を 白く 抜いた 大入り袋、 

なんきんじゅす 

南京 襦 子の 大 座布団、 ひらいた ままの 草双紙、 こういつ 

た 物が 取り乱されて あつたが、 女 太夫の 部屋 だけに、 

ひときわ 光景が なまめかしい。 

「ねえ、 お前さん、 ねえ 吉っ あん、 ほんと に 気色が 悪 

いじ やない か。 妾ァ つくづく 厭に なった よ」 

ひぢリ めん  なが じゅばん 

燃え立つ ばか リの緋 縮緬、 その 長 襦袢 を ダラ リと 

引っかけ、 その上へ 部屋着の 丹前 を 重ね、 鏡台の 前へ 

だらしなく 坐り、 胸 を 開けて 乳房 を 見せ、 そこへ 大き 


おしろ い 

な 牡丹 刷毛で、 ャケに 白粉 を 叩きつ けて いるの は、 

ざがしら  あぶら 

座頭 阪東米 八であった。 年 はおお かた 二十 五、 六、 膏 

の 乗った 年増 盛り、 大柄で 肉付きよ く、 それでいて 姿 

のぼ やけな いのは、 踊りで 体 を 鍛えた からであろう。 

肉太の 高い 鼻、 少し 大きい かと 思われた が、 それが か 

えって 役者ら しい。 紅 を さした 玉虫色の 口、 それから 

剃り落とした 青い 眉、 顔の 造作 は 見事で あつたが、 と 

うわまぶた 

リ わけ 眼 立つ の は その 眼であって、 上瞼が 弓形 をな し、 

下瞼が 一文字 を 作った、 びっくり する ほど 切れ 長の 眼 

は、 妖 艷婀娜 たる ものであった。 ※力 〔# 「白 + 光」、 

204-4U という 形容詞が、 そっくり そのまま あてはまる 


ような、 光沢 を 持った 純白な 肌 は、 見る 人の 眼 を クラ 

クラ させた。 

「妾ァ つくづく 厭に なった よ」 くり 返して 彼女 はこう 

いった。 

「いや 俺 も 驚いた」 

こう 合い 槌を 打った の は、 彼女に とって は 旦那で も 

あり、 且つ は 嬉しい 恋人で も ある、 魚屋の 种泉 屋次郎 

吉 であった。 唐棧 ずくめ の 小粋な なリ、 色の 浅黒い 眼 

の 鋭い、 口 もとの しまった 好男子で、 年 は そち こち 四 

十で もあろう か、 小作りの 体 は 敏捷ら しく、 五分の 隙 

もない 人品で あつたが、 座布団の 上へ 腹這いに なり、 


莨 を プカプカ 吹かして いた。 

「つぶてで なし 手裏剣で なし、 なんでいつ たいぶち 抜 

いた もの かな。 看板と 板壁と を 突き通す なんて、 ほん 

とに こいつ 素晴らしい 芸だ」 

「そんな こと どうで もよ ござんす よ。 それよ リ、 妾 

癩 にさ わるの は、 選りに 選って 妾の 顔へ、 あんな 大き 

な 穴 を あけて …… 」 

「ナ— 二 それと て 曰く はない のさ。 あんまり お前が 綺 

麗 なので、 それでい たずら をした つて やつ さ」 

「ヘン、 おっしゃ いよ、 おためごかし を」 

米 八 は 横目で 睨む 真似 をした。 


「そうはい う ものの 惜しい こと をした。 あれ は 俺から 

五 渡 夢に 頼んで、 わざわざ 描かせた 看板 だからな」 

「そんな こと どうで もよ ござんす よ」 まだ 米 八 は 機嫌 

が 悪い。 「それに 妾に はこの 芝居、 なんだか 小気味が 

悪く つてね」 

「へえ、 どうして だい、 おかしい ね。 いり だって こん 

なに あるじ やない か」 今度 は 次 郎吉が 不満そう にした。 

「だって、 あんま リ なまなまし いんです もの」 

「なまなまし いって？ どうして かい？」 

「だってお 前さん そうじゃ ないか。 泥棒 芝居 の鼓賊 伝、 

ところで 主人公の 鼓賊 ときて は、 現在 江戸 を 荒し 廻つ 


ていて、 お 上に 迷惑 を かけて るんで しょう」 

「うん、 そうさ、 だからい いの さ。 つまり 何んだ、 は 

きわもの 

しり だからな。 そうと も 素敵 もね え 際物 だからな。 … 

…も つ とも 他に も 筋 は ある」 

「ええ、 そり やあります とも。 追分 唄いの 甚三 馬子 だ 

の、 宿場 女郎のお 北 だの、 あくどい 色悪の 富 士甚内 だ 

の。 …… 」 

「それから 肝腎の 探索が いら あ」 

「ええ、 見 透し の 平 七 老人」 

「で、 素晴らし くいい 芝居 さ」 次郎 吉はッ ルリと 顎 を 

撫でた が、 にわかに ズンと 声 を 落とし、 「実はお いらの 


道楽から 行く と、 その 『見 透し の 平 七』 を 『玻璃 窓の 

平 八』 にしたかった のさ。 だが、 それじゃ あんまり だ 

からな。 で、 平 七に 負けて やった やつ さ」 

「おや 変です ね、 玻璃 窓と いえば、 郡 上の 旦那 じゃあ 

りません か」 来 八 は 不思議 そうに 見返った。 

「うん、 そうさ、 その 旦那 さ。 あけすけ にいえば この 

芝居 はだ、 その 玻璃 窓に 見せたい ばっかりに、 おいら 

筋立て をし たんだ からな」 

深い 怨みの 敵討ち 


「その 玻璃 窓の 旦那なら、 おとつい 観に 来た じゃあり 

ません か」 

「百 も 承知 だ。 待って いたんだ からな。 そこで 早速 秀 

郎の 野郎に 例の 鼓 を 打た せた のさ。 アツ ハハ ハ、 いい 

気味だった。 あの 鼓 を 聞いた 時の 玻璃 窓の 爺の 顔と 

いったら、 今 思い出しても 腹が よじれる。 いいみ せし 

めって いう やつ さな」 さもお かしい というよ うに、 揺 

リ 上げ 揺り 上げ 笑った ものである。 

米 八に は 意味が わからな か つ た。 

「でも どうして 玻璃 窓 の 旦那に、 こんど の 芝居 を 見せ 

たいんで しょう？」 


「それ か、 それに は 訳が ある。 …… ひらった くいう と 

き やつ  ひやみず 

まずこう だ。 彼奴、 としよりの 冷水で、 鼓賊を 追つ か 

けて いるんだ よ。 ところが さすがの 名 探索 も、 こんど 

ばかり は 荷が 勝って、 後手ば かり 食らって いる やつ さ。 

それ を 俺 は 知って るんだ。 うん、 そうさ、 ある 理由 か 

らな。 ところで 俺 は あの 爺に 五 年 前から 怨みが ある 

き や つ 

んだ。 で、 そこで 敵討ちよ。 つまり 彼奴の トン マぶ リ 

き や つ 

を、 そつく リ 芝居に 仕組んだ あげく、 彼奴の 眼の 前に 

ブラ 下げた つて 訳さ。 胸に 堪える 五寸釘！ そいつが 

これ だ。 『名人 地獄』 だ！」 

「どんな 怨み だか 知らない けれど、 つまらない 事 をし 


たもの ね」 来 八 は 浮かない顔 をした。 

「それ はそうと、 ねえお 前さん、 秀郎 さんの 鼓賊 のつ 

くり、 何から 何までお 前さん じ やない か」 

「俺が 注文した からよ」 次 郎吉は そこで 二 タリと した。 

「どうしてだろう？ ねえお 前さん」 

「それ も 玻璃 窓に 見せたかった からさ」 

「なんだか 妾 にゃあ 解らない」 きまず そうに 眉 を ひ 

そめ、 「とにかく 妾 にゃあ この 芝居 は、 気になる ことば 

かりで 面白くな いよ」 

げだい  きせる 

「それじゃ 明日から 芸題 替え だ」 次 郎吉は 煙管の ホコ 

を 払い、 「もう 玻璃 窓に 見せたん だから、 俺の 目的 はと 


げられ たっても のさ。 いつ 替えた つて 惜し か あねえ」 

「ァラ そう、 それじゃ 替えよう かしら」 

「それが いい、 つき 替えね え」 

米 八 はいくら か 愁眉 を ひらき、 チラ リと 鏡を視 いて 

から、 次 郎吉の 方へ 膝 を 向けた。 

「まだ あるの よ、 気になる ことが」 

「文句の 多い 立お やま さね」 次郎吉 はちよ つと ゥンザ 

リ したが、 「おおせられましょう、 お 姫様、 とこう 一 つ 

行く とする か」 

「真面目に お聞きよ、 心配なん だからね」 

じゃけん  きせる 

「おい、 どうす るんだ、 邪慳 だな あ。 煙管なら そっち 


にある じ やねえ か」 

「お前さんの 煙管での みたい のさ」 

やすで 

「へん、 安手な 殺し文句 だ」 

「でも、 まんざらでもないで しょうよ」 

「こんど は 押し売りと 来 やが つたな。 ぁッ、 熱い！ 

なに を しゃがる！」 

左の 頰を 抑えた の は、 雁首の 先 をお つつ けられた か 

らで。 

「いい 気味い い 気味、 セ イセ ィ したよ」 

「地震の 後 はどうせ 火事 だ。 諦めて いるから どうと も 

しなよ」 


ゴ 口 リと次 郎吉は あおむけ になった。 

「節穴の 多い 天井 だな あ。 暇に まかせて 数えて やる か。 

七ッ八 ッ九ッ 十」 

「莫迦に している よ、 呆れ もしない」 

「その また 莫迦が 恋しくて、 離れられな いという やつ 

さ」 

「いい 気な もの さ、 しょって るよ」 

「あつ、 畜生、 五十八 も あら あ」 

とうとう みんな 数えたら しい。 

腑に 落ちない 色々 の 事 


「ほんと にそう だよ」 と 来 八 は、 何 をに わかに 考え出 

した もの か、 しみじみと していい 出した。 

「どこが よくって 惚れた のか、 妾に やまる つきり 見当 

力 つ 力な レ 」 

「オヤ、 今度 は 恩に かける のかい」 

次郎吉 はも つ けな 顔 をした。 

「な あに、 そうじゃない けれどね、 お前さん のために や 

ほんと にほんと に、 髪まで 切られて いるんだ からね」 

「おっと、 そいつ ァぃ いっこな しだ」 

こうはい つたが 次郎吉 も、 これに は 多少 こたえたら 


しい。 

「どう だ、 それでも すこし は 伸びた か？」 

「三月 や 半年で 女の 髪が、 なんで そうそう 伸びます か 

よ」 米 八 は 額で 睨む ようにした。 

がいぜん 

「あれ は 一生の 失敗だった」 むしろ 次 郎吉は 慨然と、 

「厭が るお 前 を 無理に すすめ、 一 幕う つた ほどで もね え、 

たいした 儲け もなかつ たんだ からな」 

「罪 もない 観 世 様 を そそのかし、 色仕掛けで 巻き上げ 

たまで は、 まあまあ 我慢 を するとして、 ご 親友 だと か 

いう 平手さん に、 駕籠から 雪の 中へ 引き出され、 鼓 を 

取られた あげくのはてに、 ブッッ リ鬍を 切られ たんだ 


もの、 悪い 役ったら あり やしない」 

「あんまり 来よう が 遅い ので、 心配 をして 迎えに 出た 

ら、 アツ ハハ ハ、 あの 活劇 さ」 

「助けに も 来ず、 薄情 者！ 思い出す と 腹が立つ よ」 

し ま 

「そっと 仕舞って 置く こと さな。 だが 全く あの 時 は、 

ひやあせ 

見て いた 俺 さえ 冷 汗をかいた」 

「今 こそ 笑って 話す けれど、 あの 時 妾 は 殺される か 

と 思った」 

「だが な、 あんな 時 俺が 出たら、 騒ぎ は 大きくな るば 

かりさ。 そこで ゆっくり 拝見し 駕籠が 来たので 付き 

添って、 茶屋 へ 行つ てから は 思う存分、 可愛が つて やつ 


たからい いじ やねえ か」 

「だが ね」 と 来 八 は 探る ように、 「どうして お前さん は 

あの 鼓 を、 そうまで 苦心して 欲しがった のだろう？」 

「なに、 そんな こと はどうで もい い」 

次郎吉 はヒョ ィと横 を 向いた。 

「妾ァ 気が かりで ならな いんだよ」 

「ふふん」 というと 舌 なめずり をした。 

「そうかと 思う と 今年の 夏 中、 フィと 姿を消し たりし 

て さ」 

「旅へ 行った のさ、 信 州の 方へ な」 

「その 旅から 帰った かと 思う と、 例の 鼓 を 持って いる 


ん だもの」 

「ナ— 二、 そいつ あ 観 世さん から、 相談ず くで 譲って 

貰った のさ」 

「そり や あそう だろうと は 思う けれど、 それから 間 も 

なく 起こった のが、 鼓 泥棒の 鼓賊 なんだ もの …… 」 

「ふん、 それが どうしたん だい？」 

次 郎吉は ギロリ と 眼 をむ いた。 

「だから 気が 気で な いんだよ」 

その 時 チョン チョンと 二  丁が 鳴った。 

「おやもう 幕が 開 くんだ よ。 それじゃ 妾 は 行かな け 

り やならない」 


「では 俺 もお いとまと しょう」 

次 郎吉は ボンと 立ち上がった。 

「オイ、 はねたら 飲みに 行 こうぜ」 

「ええ」 

というと 部屋 を 出た。 

チェ ッと次 郎吉は 舌打ち をした が、 

「あぶね えもの だ、 火が つきそう だ」 

ちょっと あたり を 見廻してから、 部屋 を 出る と 廊下 

へ かかり、 裏 梯子 を 下りる と 裏口から、 雪の たまって 

いる 往来へ 出た。 

プ ー ッと 風が 吹いて 来た。 


「寒い 寒い、 ャケに 寒い」 

チンと 一 つ 鼻 を かみ、 

「さあて、 どっちへ 行った もの かな」 

あてなし にブ ラブ ラ 歩き 出し た。 がその 眼に は 油断 

がない。 絶えず 前後へ 気 をく ばっていた。 

バ ッ タリ 遭った は 河内 山 

「おお 和 泉屋、 和泉屋 ではない か！」 

ラ しろ 

こう 背後から 呼ぶ 者が あるので、 次郎 吉はヒ ョ ィと 

振り返って 見た。 剃り 立て 頭に 頭巾 を かむ り、 無地の 


なんど いろ 

衣裳に お 納戸色の 十徳、 色の 白い 鼻の 高い、 眼の ギヨ 

ロリ とした 凄味の ある 坊主、 一 見す ると 典 医で あるが 

す き や  こうちゃ まそう しゅん 

実は 本丸のお 数寄屋 坊主、 河内 山宗 俊が 立 つていた。 

「おや、 これ は 河内 山の 旦那で」 

こうはい つたが 和 泉屋次 郎吉、 たいして 嬉しそうな 

顔 もしない。 むしろ 酸っぱい 顔 をした。 

「どこへ 行くな、 え、 和 泉屋」 

ふところで 

黒塗りの 足駄で 薄雪 を 踏み、 手 は 両方と も 懐中 手、 

おおまた 

大 跨に ノ シノシ 近寄って 来たが、 

「穴ッ ぱいり か、 え、 和 泉屋、 羨ましい な、 奢れ 奢れ」 

「ぇッ へ ッへッ へッ、 どう致しまして。 ちょっと そこ 


まで 野暮用で」 

「冗談だろう、 噓を いえ。 野暮用と いうな りで はない。 

ここ は 浅 草 雷 門、 隅 田 を 越す と 両国 盛り場。 聞いた ぞ 

聞いた ぞ その 両国に、 新しい 穴 を 目つ けたそう だな。 

羨ましい な 一 緒に 行こう」 

始末に つかない 坊主であった。 

「それ はそうと、 オイ 和 泉屋、 近来 ちっとも 顔 を 出さ 

ない な」 

「へえ、 ちょっと、 稼業の 方が ：：： 」 

とぼ 

「ナニ 稼業？ そんな ものが あるの か」 そらつ 呆けて 

やり 込めた。 


「やりきれ ねえな あ、 魚屋で」 

「いや、 それなら 知って るよ。 だが、 そいつ あ 表向き、 

あざむ 

お 上 を 偽 く 手段 じ やねえ のか」 

「とんでもな いこと、 どう致しまして」 次郎吉 はい や 

ァな顔 をした。 

「ほんと に 魚 を 売る のかえ」 

「売る 段 じ や ございません」 

「塩引きの 鮭で も 売る のだろう」 

「ピン ピン 生きて るたい や こち をね」 

「おお、 そうだつ たか、 それ は 気の毒。 アツ ハハ ハ、 

面白い な あ」 


益ぶ 厭味に 出ようと した。 

「なにの、 俺 は、 お前の 稼業 は、 こいつ だろうと 思つ 

ていたの さ」 壺を 振る ような 手付き をし、 

えんげん どう 

「ソ ー レど うだ、 袁彦 道！」 

「そい つ あ 道楽で ございま すよ」 

「ふふん、 なるほど、 道楽だった のか。 それ は それ は 

ご 結構な ことじ や。 …… それにしても 思い切つ たもの 

だ。 ちっとも 賭場へ 顔 を 出さない な」 

「な あにそう でも ござ いません よ」 気が なさそう に 

笑った が、 「やっぱり チヨ クチ ョク 出かけて いるので」 

「それにして は 逢わない な」 


「駆け 違う ので ございま しょうよ」 

「ちげ えね え、 そうだろう。 …… だが 細 川へ は 行く ま 

いな」 こういうと 宗俊は ニヤ リ とした。 これに は 意味 

が あるので あった。 

はたして 次 郎吉は 厭な 顔 をした が、 

「七 里け つ ぱい でございますよ」 

「ハツ ハツ ハツ ハツ、 そうだろ うて。 …… そこでい い 

こと を 聞かせて やる。 気に入ったら テラ を 出せ」 

「へえ、 何んで ございましよう？」 

「玻璃 窓の 平 八が いなくな つたの さ」 

「おつ、 そり や あほん とです かい？」 思わず 次 郎吉は 


首 を 伸ばした。 

「どうして 旦那、 ご存知で？」 

「 碩翁 様から お 聞き したの さ」 

「はは あなる ほど、 さようで ございま すか」 

「どう だ どう だ、 いい 耳だろう。 十両で いい、 十両 貸 

せ」 

「お 安い ご用で ございま すがね、 …… ようご ざいます、 

では 十両」 

紙に 包んで 差し出した。 

めつぼう 

「安い もの さ、 滅法 安い」 チョロ リと 袖へ 搔き 込んだ 

が、 「オイ 和 泉屋、 羽根が 伸ばせるな あ」 


しかし 次 郎吉は 返事 をし ない。 

「お前に と つ て は 苦手の 玻璃 窓、 そいつが 江戸から 消 

えたと あって は、 ふふん、 全く 書き入れ時 だ。 盆と 正 

月が 来たよう な もの だ。 な あ 和 泉屋、 そんな もの じ や 

ねえ か」 

宗 俊はネ チネチ みしみ しと やった。 

鼓 賊と鼠 小僧 は 同 一 人 

「旦那」 と 次 郎吉は 探る ように、 「い つたい どこへ い つ 

たんです い？」 


「え、 誰が？ 玻璃 窓 か？」 

「あの 好かね え じじく 玉で」 

「どうやら 大分 気になる らしい な。 聞かせて やろう か 

え、 和 泉屋」 

「ききてえ もの だ。 聞かせて おくん なせえ」 

「が、 只 じゃある めえ な」 

「十両 あげたじゃありません か」 

「これ か、 こいつ あさつきの 分 だ。 一 話 十両と いこう 

じ やねえ か」 

こうむ 

「厭な こと だ、 ご免 蒙りましょう」 

「よかろう、 それじゃ 話さね えまで だ」 


「旦那 も 随分 あくどい ねえ」 とうとう 次 郎吉は 憤然と 

した。 「悪党の わりに 垢抜けね え や」 

「お互い様 さ、 不思議 はねえ」 

宗俊は ノコ ノ コ 歩き 出した。 

「旦那 旦那 待って おくん なさい」 

未練ら しく 呼び止めた。 

「何 か 用 か、 え、 和 泉屋、 止まる にも 只 じ や 止まらね 

えよ」 

「出します よ、 ハイ 十両」 

「感心 感心、 思い切ったな」 

「で、 どこへ 行つ たんです い？」 


「海へ 行った という こと だ」 

「え、 海へ？ どこの 海へ？」 

「そい つ はどう もい われね え」 

わつ ち 

「へえ、 それじゃ それだけで、 私から 二 十両お 取ん な 

すった ので？」 

「悪い かな、 え、 和 泉屋、 悪い ようなら、 ソレ 返す よ」 

あこぎ 

「ナ— 二、 それに や 及ばね え。 それにしても 阿漕 だな 

あ。 …… ようごす、 旦那、 もう 十両 だ、 詳しく 話して 

おくん なさい」 

「莫迦 をい え」 と宗俊 は、 苦笑い をして 首 を 振り、 「い 

かに 晻が あくどい にしろ、 そうそう お前から 取る 気 は 


ねえ。 …… 詳しく 話して やりたい が、 実は これ だけし 

か 知らね えの さ。 いかに 中 野碩翁 様が、 俺ら の 親分で 

あろうと も、 秘密 は 秘密、 お 堅い もの だ。 実は これ だ 

け 聞き出す にも、 たいてい 苦労 をした ことじ やねえ。 

…… だが、 この 俺の 考えで は、 お前 もとう から 聞いて 

いよう、 ひんぴんと 起こる 海賊 沙汰、 それと 関係が あ 

るら しいな」 

「へへ え、 なるほど、 海賊に ね。 いや 有難う ございま 

した。 そこでつ いでに もう 一 つ、 いつ 江戸 をた つたの 

で？」 

「今朝の こと だよ。 あけがた にな」 


「い つ 頃 帰つ て 参りましょう」 

「仕事の 都合 さ、 俺に は 解ら ねえ」 

「それ はそう で) J ざいましょう な」 

次郎吉 はじ つ と 考え込んだ。 

「オイ 和 泉屋」 と宗俊 は、 にわかに マジ メな顔 をした 

が、 「気をつけ ろよ 気をつけ ろよ。 あいつの こと だ、 じ 

き 帰って来よう。 そうしたら やっぱり これまで 通り、 

お前 をつ けて 廻そう ぜ。 あの 細 川の 下屋敷 以来、 お前 

は 睨まれて いるんだ からな」 

「ほんと に 迷惑と いう もの だ」 次 郎吉は 変 に 薄 笑 い を 

したが、 「人 もあろう に 私の こと を、 鼠 小僧 だってい 


うんです からね」 

「そいつ あどう ともい われね え」 宗俊も 変に 薄笑い を 

し、 「鼠 小僧 だってい いじ やねえ か。 俺ァ鼠 小僧が 大 

好きだ。 腐る ほど 持って いる 金持ちの 金 を、 ふんだ く 

るな あ 悪 か あねえ よ」 

「ほんと に 迷惑と いう もの だ」 パ チリと 頰を 叩いた が、 

「この 片頰の 切り傷 だって、 あの 爺に 付けられ たんで 

さあ」 

「あれ はたし か 五 年 前だった な」 

「ほんと に 迷惑と いう もの だ」 

「ところが ことしの 秋口から、 鼠 小僧 は 影 を かくし、 


代りに 出た のが 評判の 鼓賊、 オイ 和 泉屋、 玻璃 窓 はな、 

その 鼓 賊と鼠 小僧 を、 同じ 人間 だとい つてる ぜ」 

「ふふん、 どう だって 構う もの か。 私の 知った こと 

じ やねえ」 

「おおそう か、 それ もい いだろう。 が 宗俊は 苦労人 だ。 

よしんば お前が なんで あろうと、 洗い立てる ような 野 

暮 はしね え。 だから そいつ あ 安心し ねえ。 …… 長い 立 

ち 話 をした もの さ。 どれ、 そろそろ 行こう かい。 和 泉 

屋、 それじゃ また 逢おう」 

宗 俊はノ シノシ 行って しまった。 

後 を 見送 つ た 和 泉屋次 郎吉、 


「ふん、 あれで もお 直参 か」 吐き出す ように 眩いた が、 

「だが マァ それでも いいこと を 聞いた。 鬼の いぬ 間の 

洗濯 だ。 あばれて、 あばれて、 あばれ 廻って やろう」 

その 夜、 江戸の 到る 所で、 鼓の 音 を 聞く ことが 出来 

た。 そうして 巿内十 力 所に 渡って、 大きな 窃盗が 行わ 

れた。 

気味の 悪い 不思議な 武士 

品 川 を 出た 帆船で、 姚子 港へ 行こうと する に は、 ざつ 


と 次の ような 順序 を 経て、 航海し なければ ならな かつ 

た。 

き さ ら づ 

千 葉、 木更津 〔# ルビの 「きさら づ」 は 底本で は 「きさ 

ふつつ  かずさ  あわ  ほた  なご  すさき 

らず」 r 富津、 上 総。 安房へ はいった 保 田、 那古、 洲崎。 

野島ケ 岬をグ ルリと 廻り、 最初に 着く は 江 見の 港。 そ 

おんじゅく 

れ から 前 原 港 を 経、 上 総へ はいって 勝 浦、 御宿。 その 

御宿から は 世に 名高い、 九十 九 里の 荒海で、 かこ 泣か 

せの 難場であった。 首尾よく 越せば 犬 吠 崎。 それから 

ようやく 姚 子と なり、 みちの リ にして 百 五十里、 風の 

ない 時には 港へ 寄って、 風待ち をし なければ ならな 

かった。 


で、 玻璃 窓の 平 八の 乗った、 淀屋の 持ち船 八幡 丸 も、 

この 航路から 行く ことにした。 海上 風波の 難 もな く、 

那 古の 港まで 来た 時で あつたが、 一人の 武士が 乗船し 

た。 

本来 八幡 丸 は 貨物船で、 客 を 乗せる 船で はない ので 

あつたが、 やはり 裏に は 裏が ぁリ、 特に 船頭と 親しい 

ような 者 は、 こっそり 乗る こと を 許されて いた。 

武士の 年齢 は 四十 五、 六、 総髪の 大髻、 見上げる ば 

かりの 長身で あつたが、 肉付き はむしろ 貧しい 方で、 

そのかわり ピンと 引き締ま つていた。 着て いる 衣裳 は 

黒 羽二重。 しかし 大分 年代 もので、 紋の白 味が 黄ばん 


でいた。 横たえて いる 大小 も、 紺の 柄 絲は膏 じみ、 鞘 

はくらく 

の蠟 色は剝 落し、 中身の 良否 は ともかくも、 うち 見た 

ところ 立派で はない。 それ にもかかわらず その 人品が、 

高朗 としてう ち 上がり、 人 をして 狎れ しめない 威厳の 

あるの は、 学 か 剣 か 宗教 か、 一流に 秀でた 人物ら しい。 

船尾の 積み荷の 蔭に 坐り、 ぼんやり あたり を 見廻し 

ていた、 郡 上 平 八の 傍まで 来る と、 ふと その 武士 は 足 

を 止めた。 

「職人 職人よ い 天気 だな」 声をかけた ものである。 

「へい、 よい 天気で ございます」 平 八 はちよ つと 驚き 

いんぎん 

ながら も、 こう 慇憝に 挨拶 をした。 


「どこへ 行くな？ え、 職人？」 ひどく きさくな 調子 

であった。 

「 へ い、 铫 子まで 参ります」 

「うん、 そうか、 姚 子まで な」 こういうと 武士 は 坐り 

込んだ が、 それから じっと 平 八 を 眺め、 「なんに 行くな、 

え、 铫 子へ？」 

「へい、 いえ ちょっと、 仕事の 方で。 …… それ はそう 

とお 武家 様 も、 やはり 姚子 でございます かな？」 

「いや おれ はすこし 違う」 武士 は 変に 笑った が、 「とこ 

ろで お 前 は 何 商売 だ な ？ 」 

「へい、 船大工で ございます」 こうはい つたが 平 八 は、 


気味が 悪くて ならなかった。 

「なに 船大工？ 噓を いえ」 武士 はいよ いよ 変に 笑い、 

「これ、 大工と いう もの はな、 物 を 見る のに 上から 見る。 

ところが お前 は 下から 見上げる。 アツ ハハ ハ、 これ だ 

けで も異 う。 どう だ、 これで も 大工と いうか？」 

これ を 聞く と 平 八 は 「あつ、 しまった」 と 胸の 中で 

いった。 武士の 言葉に 噓 はない。 すべて 大工と いう も 

むね  できばえ 

の は、 棟の 出来 栄 へまず 眼 をつ け、 それから ずっと 柱 

づたいに、 土台の 仕組みまで 見下ろす もので あり、 そ 

れが 万事に 習慣 づけら れ、 人 を 見る 時には 頭から 眺め、 

足に 及ぼす ものな のであった。 これに 反して 与力、 同 


心、 岡っ引き などと いうよう な もの は、 何よ リ 先に 足 

もと を 見、 その 運びに 狂いが ないか を、 吟味す るのに 

慣らされ ていた。 しかるに 平 八 は 思う ところあって 

棟梁 風に やつして はいたが、 ついう つかりと その 点 

へまで、 心 を 配る こと をう ち 忘れ、 武士 を 見る 時に も 

与力 風に、 まず 足から 見た ものであった。 

「それにして もこの 侍、 いったい どういう 人物で あろ 

う？」 改めて 平 八 は つくづくと、 武士 を 見守った もの 

である。 

その 混乱した 平 八の 様子が、 武士に は ひどく 面白い 

と 見え、 奥歯 を かむ ようにして 笑った が、 


「どう だ、 これで も 船大工 かな」 

「へい、 大工で ございます とも、 だって そうじゃ ござ 

いません か、 旦那に 噓を 申し上げた ところで、 百 も 儲 

かりや あしません からね」 いわゆる ャ ケクソ という や 

つで、 こう 平 八 はつつ ばねた。 

たたみ 込んだ 船 問答 

「おお、 そうか、 これ は 面白い、 ではお 前へ 訊く こと 

が ある。 どう だ、 返辞が 出来る かな」 

「へい、 わつ ちの 知っている ことなら、 なんでもお 答 


えいた します よ」 「知つ てること とも、 知つ てること だ 

よ、 お前が ほんと に 船大工なら、 いやで も 知らな けれ 

ばなら ない こと だ」 

こういうと 武士 は 懐中から、 一葉の 紙 を 取り出した。 

見れば 絵図が 描かれて あった。 船体 横断の 図面で あつ 

た。 

「さあ、 これ だ、 よく 見る がいい」 武士 は 一点 を 指差 

したが、 「ここの 名称 は 何とい うな？」 

「へい、 腰 当 梁で ございま しょうが」 平 八 は 笑って 即 

座に いった。 己が 姿 を 船大工に やつし、 敵地へ 乗り込 

もうと いうので あるから、 忙しい うちに も 平 八 は、 一 


通リ 船の こと は 調べ て 置いた。 

「それなら ここ だ、 ここ は 何とい うな？」 「へい、 

赤 間 梁と 申し やす」 「うん、 よろしい、 では ここ は？」 

の ま 

ニニ 間 梁で ございま すよ」 「感心 感心よ く 知 つてい る。 

したかん ぬき 

では ここ は？ さあい えさ あいえ」 「下閂 で ござい 

まさ あ」 「ほほう、 いよいよ 感心 だな。 ここ はなん とい 

う？ え、 こ， J は？  I 

こ ま 

「なんでもな いこと、 小 間の 牛で」 「いかにも そうだ、 

よこ やま 

さあ ここ は？」 「へい、 横 山 梁に ございます」 「うん、 

そうだ、 さあ ここ は？」 「へ ッへ ッへッ へッ、 蹴 転で さ 

あ」 「では ここ は？ さあ わかるまい？」 「 胴 じ や ご 


ろくろ ざ  きりはり 

ざいません か。 それから こいつが 轆轤 座、 切 梁、 ええ 

しん  やとい  と こ 

と、 こいつが 甲板の 丑、 こいつが 雇で こいつが 床 梁、 

かさぎ 

それから こいつが 笠 木、 結び、 以上 は 横材で ございま 

す」 

ポンポン ポン といい 上げて しまった。 

「ふうむ、 感心、 よく 知っている。 さて は 多少 しらべ 

て 来たな。 …… よし 今度 は 細工で 行こう。 …… 縦 縁 固 

着 はどうす るな？」 

「まず 鉋で 削り やす。 それから ピッ タリ 食つつ け 合 

のこぎ リ 

わせ、 その 間へ 鋸 を 入れ、 引き合わせ をした その後 

で、 充分に 釘 を 打ち込み やす。 漏水のお それ は ござい 


ません な」 

「上 棚 中 棚の 固着 法 は？」 

「用いる 釘 は 通り 釘、 接合の 内側へ 漆 を 塗る。 こん 

な もので ようがしよう」 

「釘の 種類 は？ さあ どう だ？」 

「敲き 釘に 打ち込み 釘、 木釘に 竹の 釘に 螺旋 釘、 ざつ 

とこん な もので ございます」 

「螺旋 釘の 別名 は？」 

「捩じ込み 釘に 捩 じ 止め 釘」 

「船首の 材には 何 を 使うな？」 

けやき ざ い 

「第 一 等が 槻材 」 


「それから 何 だな？ 何 を 使うな？」 

ひのき ざ い 

「つづいて よいの は 槍材、 それから 松 を 使います」 

「よし」 というと 侍 は、 またも 懐中へ 手 を 入れた が、 

取り出し たの は 精妙 を 極めた、 同じ 船体の 縦断 面で 

あった。 

「さあ ここ だ、 なんというな？」 

かわら  しき 

航と 呼ばれる 敷 木の 上へ、 ピッ タリ 指先 を 押し あ 

てた。 

「なんでもな いこと、 それ は航 で」 「いかにも 航だ。 で 

はこ こ は？」 「へい、 弦で ございます。 そうして その 下 

が 中 入れで、 そうして その上が 弦 押しで」 「矧ぎ 付きと 


いうの は どのへん だな？」 

「弦 押しの 上部、 ここで ございます」 「では、 ここに あ 

- や.：. 6 まり 

る 一 文字 は？」 「船の 眼目、 すなわち 船 梁」 

「もうよ ろしい」 といった かと 思う と、 武士 は 図面 を 

いずまい 

巻き 納めた。 と、 居住 居 を 正した が、 にわかに 声 を 低 

目に し、 「正直に いえ、 職人で は あるまい」 

「くどい お 方で ございますな」 平 八 は 多少 ムッ とした 

が 「なに を 証拠に そんな こと を。 …… わつ ち は 船大工 

でございますよ」 

「そうか」 というと その 武士 は、 平 八の 右手 を ムズと 

摑ん だ。 


「これ は 乱暴、 なに をな されます」 

ご 禁制の 二 千石船 

不意に 驚いた 平 八が、 引っ込めよう とする その 手先 

を、 武士 は 内側へ グイと 捻った。 逆手と いうので はな 

かった ので、 苦痛 も 痛み も 感じなかった が、 なんとも 

あらが 

いえない 神妙の 呼吸 は、 平 八 をして 抗 わせなかった。 

てのひら 

「さて、 掌 だ、 ここ を 見ろ！」 いうと 一緒に 侍 は、 

小指の 付け根へ 指 を やった が、 「よい か、 ここ は坤 とい 

う。 中指の 付け根 ここ は 離 だ。 ええと、 それから 人 差 


そん 

し 指の 付け根、 ここ を 称して 巽と いう。 ところで 大工 

の 鉋ダコ だが、 必ず この辺へ 出来なければ ならない。 

しかるに お前の 掌 を 見る に、 そんな ものの 気振り もな 

い。 これ 疑いの 第一 だ。 それに 反して 母 指の 内側、 人 

差し 指の 内側へ かけて、 一面に タコが 出来て いる。 こ 

れ竹か を 永く 使い、 剣の道に いそしんだ 証拠 だ。 …… 

が、 まず それ はよ いとして、 ここに 不思議な タコが あ 

みゃく 

る。 と、 いうの は 三 筋の 脉、 天地人の 三脉に 添って、 

そん  けん 

巽の 位置から 乾の 位置まで 斜めに タコが 出来て いる。 

さあ、 この タコ はどうして 出来た？」 武士 は ニヤ リと 

一笑した が、 「お前、 捕 リ緦を 習った な！ アツ ハハ ハ、 


驚くな 驚くな、 すこし 注意 をし さえしたら、 こんな こ 

とぐらい 誰に でも 解る。 …… さて 次に お前の 足 だが、 

心持ち 内側へ 曲がって いる。 そうして ふくらはぎに 馬 

擦れが ある。 これ 馬術に 堪能の 証拠 だ。 ところで、 捕 

リ緦の 心得が あり、 しかも 馬術に 堪能と あって は、 自 

ら 職分が 知れる ではない か。 これ、 お前 は 与力だろう 

がな！ いや、 しかし 年から いうと、 今 は 役目 を 退い 

ている 害 だ。 …… 与力 あがりの 楽隠居。 これ だ これ だ 

これに 相違ない！ どう だ 大将、 一 言 も あるまい がな」 

武士 は 哄然と 笑った ものである。 

「おい」 と 武士 はまたい つた。 「変装 をして どこへ 行 


くな？ しかも 大工の みなり をして。 いや それと てこ 

のおれ に は、 おおかた 見当が ついている。 そこでお 前 

へ 訊く ことがある、 いま 見せて やった 図面の 船、 何 石 

ぐらい か あたりが つく かな？」 

「へえ」 といった が 平 八に は、 その 見当が つかな かつ 

た。 それに 度胆を抜かれ ていた。 で、 眼ば かり パチク 

リ させた。 

「解らない かな」 と 冷やかに 笑い、 フィと 武士 は 立ち 

上がった が、 「お前の 目的と おれの 目的と、 どうやら 同 

じょうに 思われる。 …… それ はとに かく この 船 はな、 

二 千石船 だよ！ ご 禁制の 船 だ！」 いいすて ると 武士 


は大 跨に 歩き、 胴の 間の 方へ 下りて いった。 

後 を 見送った 平 八が、 心の中で、 「あつ」 と 叫んだ の 

は、 まさに 当然と いうべき であろう。 彼はゥ ー ンと唸 

り 出して しまった。 「武術が 出来て 手相が 出来、 そう 

して ご 禁制の 大船の 図面 を、 二葉まで も 持って いる。 

…… みな リは 随分 粗末ながら、 高朗 とした その 風采、 

一 体 全体 何者だろう？」 

しかし 間もなく 武士の 素性 は、 意外な 出来事から 露 

見され た。 

それ は 上 総の 御宿の 沖まで、 船が 進んで 来た 時で 

あつたが、 忽ち 海賊に おそわれた。 その 時 はもう 夕ぐ 


れで、 浪も 高く 風 も 強く、 そうして あたり は 薄暗 かつ 

たが、 忽然 一 せきの 帆船が 行く手の 海上へ あらわれた。 

べつに 変った ところ もない、 普通の 親船に すぎな かつ 

たが、 しずかに しずかに 八幡 丸 を、 あっぱくす るよう 

に 近寄って きた。 ちょうど この 時 平 八 は、 船のへ さき 

に 胡 坐 を かき、 海の 景色 を ながめて いたが、 その 鋭い 

探偵 眼で、 賊船 である こと を 見て とった。 

「はは あ、 いよいよ おいでな すった な」 

ニヤ リ とほく そ 笑んだ ものである。 

正直のと ころ 平 八 は、 海賊 を 待って いたのであった。 

そうして 彼 は 十中八九、 現われて くる ものと 察して い 


た。 というの は 八幡 丸 は、 船 脚が 遅く かこが 少なく、 

しかも 船と して は 老齢な のに、 某 大名から 領地へ 送 

ばく だ い  む ぞう さ 

る、 莫大 もない 黄金 を、 無造作に 積み こんでい るから 

で、 こういう 船 を 襲わなかったら、 それ こそ 海賊と し 

て は 新来であった。 

武士の 剣 技 精妙 を 極む 

八幡 丸の かこ どもが、 海賊 来襲に 気がつい たの は、 

それから 間もなくの ことで あつたが、 しかし その 時 は 

まわり 

遅かった。 賊 船から 下ろされた 軽舟が、 すでに 周囲 を 


とりまい ていた。 と、 投げ かけた 繩 梯子 をよ じ、 海賊 

の 群が なだれこんで 来た。 

怒号、 喚声、 呻吟、 悲鳴、 おだやかであった 船中が、 

みる まに 修羅場と 一 べんした の は 悲惨と いう も 愚かで 

あった。 賊は 大勢の そのうえに 手に 手に 刀 を 抜き 持つ 

ていた。 勝敗の数 は 自 ら 知れた。 最初 はけ なげに 抵 

抗 もした が、 あるいは 傷つ けられ または 縛られ、 悉く 

かこた ち は 平 げられ てし まった。 

船腹 へ 飛び込んだ 海賊 どもが、 黄金の 箱 を か つぎ だ 

したり、 積み荷の 行李 を 持ち だしたり する、 不気味と 

いえば 不気味で も あり、 壮决 といえば 壮： K ともい える、 


掠奪の 光景が 演じられ たの も、 それから 間もなく のこ 

とであった。 

海上 を 見れば すぐ 手近に、 その 櫓 を 黒く 塗った、 海 

賊 船の 親船が、 しずまりかえって 横たわり、 こっちの 

様子 をう かがって いた。 あたり を 通る 船 もな く、 煙波 

は茫々 と 見渡す かぎり、 夕暮れの 微光に 煙って いた。 

では 不幸な 八幡 丸 は、 そのまま 海賊の 掠奪に あい、 

全部 積み荷 を 奪われた のであろう か？ いやいやそう 

ではなかった のであった。 胴の 間に 眠って いた 例の 武 

士が、 その 眠りから覚めた 時、 形勢 は 逆転した ので あつ 

た。 


まず 胴の 間から 叱咜 する、 武士の 声が 響いて 来た。 

と、 つづいて ゥヮ ー ッ という、 海賊 どもの 喚き声が 聞 

たの も  いなご 

こえ、 忽ち 田 面の 蝗 のように、 胴の 間口から 七、 八 人 

の、 海賊 どもが 飛び出して 来た。 と、 その後ろ から 現 

われた のが、 怒気 を 含んだ 例の 武士で、 両手に 握った 

太い 丸太 を、 ピュ ー ッピュ —ッと 振り 廻した。 が、 振 

り 方に も 呼吸が あり、 決してむ やみに 振リ 廻す ので は 

ない。 急所 急所で 横に 縦に、 あるいは 斜めに 振り下ろ 

すので あった。 

あらおと こ 

しかし 一 方賊 ども も、 命知らずの 荒 男 どもで、 危険 

に は 不断に 匱れ ていた。 ことに は 甲板に は 二十 人 あま 


りの、 味方の 勢が いた ことで はあり、 一団と なって 三 

十 人、 だんびら を かざし 槍 をし ごき、 ある 者 は 威嚇 用 

ま  こう 

の大 まさかり を、 真っ向 上段に 振り かぶり、 さらに あ 

る 者 は 破壊 用の、 巨大な 槌を 斜めに 構え、 「たかが 三ピ 

ン ただ 一人、 こいつ さえ 退治たら こっちの もの、 ャレ 

ャレ ャレ！ ヮ ッヮッ ヮッ」 と、 四方八方から 襲い か 

かった。 

が、 武士の 精妙の 剣 技た る や、 ほとんど 類 を 絶した 

もので、 人間業と は 見えなかった。 まず 帆柱 を 背に 

取った の は、 後ろ を 襲われない 用心であった。 握った 

丸太 はいつ も 上段で、 じっと 敵 を 睥睨した。 静かなる 


こと 水の 如く、 動かざる こと 山の 如しと いおうか、 

漣 ほどの 微動 もない。 と、 ゆっくり 幾 呼吸、 ジリジ 

リ逼る 賊の群 を 一 間 あまり 引きつけ て 置いて、 「カツ」 

せい こうてき はれつ 

と 一声 喉 的 破裂、 もう その 時には 彼の 体 は 敵勢の 中へ 

飛び込ん でいた。 ピュ— ッ という 風 鳴りの 音！ 丸太 

が 斜めに 振られた のであった。 生死 は 知らず バタ バタ 

と、 三人 あまり 倒れたら しい。 「エイ」 という 引き 気合 

い！ まことに 軟らかに 掛けられた 時には、 彼のから 

だは 以前の 場所に、 以前と 同じに 立って いた。 と、 ヮッ 

とき 

と閧を 上げ、 バラ バラと 逃げる 賊の後 を、 ただ 冷然と 

見る ばかり、 無謀に 追つ かけて 行こうと はしない。 帆 


柱 を 背に 不動の 姿勢、 そうして 獲物 は 頭上 高く、 やや 

斜めに かざされ ていた。 と、 また 懲りずに ムラ ムラと 

海賊 どもが 集まって 来た。 それ を 充分 引きつけ ておい 

て、 ふたたび 喉 的 破裂の 音、 「カツ」 とば かりに 浴びせ 

かけた 時には、 どこ を どのよう にいつ 飛んだ もの か、 

そうく 

長身 痩軀の 彼の 体 は、 賊 勢の 只 中に 飛び込ん でいた。 

またもや ピ ュ— ッ という 風 を 切る 音、 同時に バタ バタ 

と 倒れる 音、 「エイ」 と 軟らかい 引き 呼吸、 もう その 時 

に は 彼の 体 は、 帆柱の 下に 佇んで いた。 それから ゆる 

やかな 幾 呼吸、 微塵 労 疲れた 気勢 もない。 で、 また 賊 

は ムラ ムラと 散った が、 それでも 逃げようと しないの 


いまし 

は、 不思議な ほどの 度胸であった。 彼ら は 口々 に警 

め 合った。 

てごわ 

「手強い ぞょ 手強い ぞ よ！」 「用心 をし ろよ 用心 をし 

ろよ！」 

秋 山 要 介と 森 田 屋清蔵 

そこで 遠巻きに ジ リジリ と、 ま たも 賊 ども は 取り 詰 

めて 来た。 しかし 武士 は 動かない。 ただ 凝 然と 見詰め 

ていた。 口 もとの 辺に はいつ の 間に か、 憐れみの 微笑 

さえ 浮かんで いた。 


と、 また 同じ ことが 繰り返された。 賊 どもが またも 

こうてき はおん 

押し寄せて 来た。 忽ち 掛けられた 喉 的 破 音。 同時に 武 

士の 長身 は、 敵の 中へ 飛び込ん でいた。 ピュ— ッ とい 

う 風 鳴りの 音、 続いて 賊 どもの 倒れる 音、 そうして 軟 

ら かい 気合いと 共に、 武士の 姿 は 帆柱の もとに、 端然 

冷然と 立って いた。 

判で 押した ように 規則正しい、 その 凄烈の 斬り 込み 

は、 なんと 形容 をして いい か、 言葉に 尽くせな いもの 

があった。 

帆綱の 蔭に 身 を ひそめ この 有様 を 眺めて いた、 玻璃 

窓の 郡 上 〔# 「郡 上」 は 底本で は 「那 上ヒ 平 八が、 感嘆の 


溜息 を 洩らした の は、 まさに 当然な ことであろう。 

「人間で はない 天魔の 業 だ。 それにしても いったい こ 

の 人 は、 どういう 身分の ものだろう？ 無双の 剣客に 

は 違いない が、 はて、 それにしても 誰だろう？ 当時 

江戸の 剣豪と いえば、 千 葉 周 作に 斎藤弥 九郎、 桃 井 春 

蔵に 伊庭 親子、 老人ながら 戸ケ崎 熊 太郎、 それから 島 

田 虎之助、 お 手直し 役の 浅 利 又 七郎、 だが これらの 人々 

は、 みんな 顔 を 知っている。 武州練 馬の 樋 口 十 郎左衛 

へ んみ 

門、 同じく 小川の 逸見 多 四郎、 それから、 それから も 

う 一 人！ うん、 そうだ、 あの人 だ！」 

たけ まら 

その 時、 ボ —— ッ という 竹 法螺の 音が、 賊の 親船 か 


ら 鳴り渡った。 それが 何 かの 合図と 見え、 武士 を 取り 

巻いて いた 海賊 は、 一度に 颯と 引き 退いた が、 ピタピ 

タと 甲板へ 腹這いに なった。 びっくり したの は 平 八で、 

「はてな、 おかしい ぞ、 どうしたの だろう？」 グ ルリと 

海の 方 を 振り返って 見た。 と、 賊の 親船が、 数 間の手 

へ さき 

前まで 近寄って いた。 そうして 船の 船首に あたり、 一 

個の 人物が 突っ立つ ていた。 どうやら 海賊の 首領ら し 

く、 手に  一丁の 種子 ケ島を 捧げ、 じっと こっち を 狙つ 

ていた。 武士 を 狙って いるので あった。 

「あつ、 飛び道具 だ！ こいつ はいけ ない！」 平 八 は 

思わず 絶叫した。 「種子 ケ島 だァ！ 飛び道具 だァ！ 


お 武家 あぶね え！ あぶね え あぶね え！」 そうして 両 

手 を 握り締めた。 武士 はと 見れば、 冷然と、 帆柱の 下 

に 立って いた。 ただ 上段に 構えて いたの を、 中段に 取 

り 直した ばかりであった。 

風 もやみ、 浪も 静ま リ、 海賊 ども は 腹這い を 続け、 

せき 

四辺 寂と して 声 もな く、 ただ 平 八の 声ば かりが、 こだ 

まも 起こさぬ 大洋の 上 を、 どこまでも どこまでも 響い 

て 行った。 と、 薄 闇 を 貫いて、 パッと 火緦の 火花が 散 

リ、 ドンと 一 発 鳴り渡ろ うとした 時、 武士が 大 音に 呼 

ば わった。 

「おお 貴様 は、 森 田屋じ やねえ か！」 


「えつ」 といった らしい 驚きの 様子が、 鉄砲の 持ち主 

から 見て取られ たが、 「や あそう おっしゃる あなた 様 は、 

秋 山 先生 じ や ございません か！」 

「いかにも 俺 は 秋 山 要 介、 貴様 を 尋ねて やって来 たの 

だ！」 

「あつい けね え、 そいつ あ 大変 だ！ わつ ち も 先生の 

おいでく ださる の を、 一日千秋で 待って いやした。 い 

やどう もとんだ 間違いだ！ 取り舵 イイ」 とば かり 声 

きし  ろかい 

を 絞った。 ギ —— と 軋る 艫 櫂の 音、 見る見る 賊船は 位 

置 を 変え、 八幡 丸の 船腹へ、 ピッ タリ 船腹 を 食つつ け 

てし ま つ た。 


この 二人の 問答 を 聞き、 はっと 思った の は 平 八で、 

剣 技 神妙の 侍が、 秋 山 要 介で あろうと は、 たった今し 

方 感づいた ところで、 これに は 別に 驚かなかった が、 

海賊船の 頭領が、 森 田屋清 蔵で あろうと は、 夢にも 思 

わなかった ところであった。 

天 保 六花 撰の その 中で も、 森 田屋清 蔵は宗 俊に 次い 

で、 いい 方の 位置 を 占めて いた。 しかも 人物から いう 

時 は、 どうして どうして 宗俊 など、 足 もとへ も 寄りつ 

き う 

けない えらものな のであった。 気宇の 広濶 希望の 雄大、 

任俠 的の 精神な ど、 日本海 賊史の その 中で も、 三役 格 

といわなければ ならない。 産まれ は 駿州江 尻 在、 相当 


立派な 網 持ちの 枠で、 その 地方での 若旦那で あり、 そ 

れが 海賊に なった のに は、 いうにいわれぬ 事情が あつ 

たらしい。 

ぼんじ まる 

海賊船 は 梵字 丸 

郡 上 平 八が 隠居せ ず、 立派な 与力であった 時分、 そ 

め こぼ 

の 豪快な 性質 を 愛し、 一 一、 三度 目 零し をした ことがあつ 

た。 で 清 蔵から いう 時 は、 まさしく 平 八 は 恩人な ので 

あり、 また 平 八から いう 時 は、 恩 を 施して やった 人間 

なのであった。 


しかるに 清 蔵 はこ こ 七、 八 年、 全く 消息 をく らまし 

ていた。 もう 死んだ という もの も あり、 南洋へ いった 

という もの も あり、 日本 近海から は 彼の 姿 は、 文字 ど 

おり 消えて なくなつ ていた。 で、 今度の 海賊 沙汰に つ 

いても、 彼の 噂 はの ぼらなかった。 したがって 平 八の 

心頭へ も、 清 蔵の 名 は 浮かんで 来なかった。 しかるに 

いよいよぶ つかって みれば、 その 海賊 は 森田屋 なので 

あった。 

「俺 はまた もや 目違い をした」 

思う につけても 平 八 は、 憮然たら ざる を 得なかった。 

この 時 船縁 を 飛び越えて、 森 田屋清 蔵が やって来た。 


と 見て取った 平 八 は、 つと 前へ 進み出た が、 

「おお 森 田屋、 久しぶり だな！」 

「え？」 といって 眼 を 見張った が、 

「や あ、 あなた は 郡 上の 旦那！」 

「ナ 二、 郡 上？」 といいながら、 ッ カツ 力 やって来た 

の は 武士で あつたが、 

「うむ、 それで は 世に 名高い、 玻璃 窓の 郡 上 平 八老か 

な」 

「そうして、 あなた は 秋 山 殿で」 「いかにも 拙者 は 秋 山 

要 介、 名 探索と は 思って いたが、 郡 上 老とは 知らな かつ 

た」 「奇遇で ござるな。 奇遇で ござる」 二人 はすつ かり 


うちとけた。 

「ャ ィャィ 野郎 ども トン デモない 奴 だ！ 秋 山 先生と 

郡 上の 旦那へ、 手向かい すると は 不量見、 あやまれ あ 

やまれ、 大 馬鹿野郎！」 森 田 屋清蔵 は 手下の 者 ども を、 

睨み 廻しながら 怒鳴りつ けた。 

「ヮ— ッ、 こいつ あやり きれね え。 強いと 思った が 強 

ぃ箬 だ。 だが、 お 頭 は 水臭い や。 掛かれと いったから 

掛かつ たんで。 ぶん 撲られ た その あげく、 あやまるな 

んてコ ケな話 だ」 

「みんな 手前 達が トン マ だから さ。 文句 をい わず と あ 

やまれ あやまれ」 —— で、 賊 どもが あやまる という、 


滑稽な 幕が ひらかれた。 

ぼんじ まる 

森 田屋清 蔵の 海賊船 は 梵字 丸と 呼ばれて いた。 その 

梵字 丸の 胴の 間に、 苦笑い をして 坐って いるの は、 他 

でもない 平 八で、 それと 向かい合って 坐って いるの は、 

すなわち 森 田屋清 蔵であった。 四十 五、 六の 立派な 

じんてい 

仁 態、 デッ プリと 肥えた 赧ら 顔、 しかもみ なり は 縞物 

ずくめ で、 どこから 見ても 海賊と は 見えず、 まず は 

大 商店の 旦那で ある。 側に 大刀 を ひきつけて はいるが、 

それさえ 一 向 そぐ わない。 

掠奪 を 終えた 梵字 丸 は、 しんしんと 駛 つてい るら し 


い。 轟々 という 浪の 音、 キ —— キ —— という 帆 鳴りの 

音、 板と 板と がぶ つかり 合う、 軋り 音 さえ 聞こえて 来 

た。 

「旦那が おいでと 知っていたら、 けっして 掛か るん 

じゃなかった のに、 とんだ ドジを ふみやした。 どうぞ 

マァ ごかん べん を 願います」 森 田 屋清蔵 は 手 を 揉んだ 

が、 「それに 致しても そのお みなりで、 どちらへ お出 か 

けで ございまし たなご 

「うん、 これ か」 といいながら、 平 八 は 自分 を 見廻し 

たが 「どう だ 森 田屋、 似合う かな」 「そっくり 棟梁で ご 

ざいます よ」 「アツ ハ ハハ、 それ は 有難い。 実はな、 森 


田屋、 この 風で、 海賊 を 釣ろうと したやつ さ」 意味 あ 

リ そうにき つと いった。 

「ええ、 海賊で ございま すって？ おお、 それじゃ わつ 

ちた ち を？」 さすがに その 眼が ギラリ と 光った。 

「うん、 まずそう だ。 そうと もい える。 がまた そうで 

ない ともい える」 謎め いた こと をい いながら、 ー膝グ 

ィと 進めた が、 「森 田屋、 正直に 話して くれ。 船 を 造つ 

ちゃい ないかな？」 「ええ、 船で ございます つて？」 森 

田屋は あっけに とられた らしく 「それ はなん のこと で 

ございますな？」 「ご 禁制の 船 だよ。 ご 禁制の な」 「へ 

え、 それじゃ 千石船で も？」 「どう だ、 造つ ちゃい ない 


かな？」 

「とんでもない ことで ございま すよ」 森 田 屋清蔵 は 否 

定 した。 

「ふうむ、 そうか、 造つ ちゃ いないの だな。 ：：： いや 

それ を 聞いて 安心した。 それじゃ やっぱり 他に あるの 

だ。 …… まるまる 目違いで もなかった らしい」 どうや 

ら 安心 をしたら し い。 

莫大 もない 赤 格子の 財産 

森 田屋清 蔵に は 平 八の 言葉が 、 どうい う 意味な の か 


解らなかった。 で、 ちょっとの 間 だまって いた。 

が、 やがて 意味が わかる と、 

「えええ え、 お 目違い じ や ございません とも」 急に 森 

田屋は 乗り出して 来た。 

「ご 禁制の 一 一 千石船 を、 こしらえ ている 者が あります 

ので」 

「それ をお 前 は 知って るの か？」 平 八 は 思わず 乗り出 

した。 

「知って る 段 じ や ございません。 私ら は そいつら と 

張り合って るので」 「誰 だな？ そいつ は？ え、 誰 だ 

な？」 「赤 格子 九郎 右衛門で ございま すよ」 


これ を 聞く と 平 八 は、 しばらく 森 田屋を 見詰めて い 

たが、 「うん、 それで は 赤 格子 は、 日本の 土地に いるの 

だな」 「ハイ、 いる 段 じ や ございません。 赤 格子 本人が 

やって来 たの は、 今年の 秋の はじめで すが、 手下の 奴 

ら はずつ と 前から、 日本へ 入り こんでいた のですな。 

そうして 連絡 を 取って いたので」 「で、 今 は どこに いる 

の だ？」 「へい、 跳 子に おります ので」 「うう む、 そう 

おお ヌね 

か、 铫子 にな ：：： そこで 大船 を 造って いるの だな？ 

…… なんの ために 造って いるの だろう？」 「莫大 もな 

い 財産 を、 持ち運ぶ ためで ございま すよ」 森 田 屋は居 

住居 を 正した が、 「実はこう なので ございます。 十数 


年 前大坂 表で、 赤 格子 九郎 右衛門 一 味の 者が、 刑死 さ 

じ や  へび 

れ たと 聞いた とき、 そこ は いわゆる 蛇の 道 は 蛇で、 

まゆつ ば 

眉 唾 もの だと 思いました。 はたして それから 探って み 

ると、 刑死 どころ かお 上の 手で、 丁寧に 船で 送られて、 

南洋へ 渡った じ や ございま せんか。 そこで わたしたち 

き やつ 

は 考えた ものです。 彼奴が 永年 密貿易に よって、 集め 

た 財産 は 莫大な もの だが、 どこに 隠して ある だろうと 

ね。 南洋へ 移した 形跡 はない。 では どうで も 日本のう 

ちに ある。 ソレ 探せと いうと ころから、 随分 手 を 分け 

て さがし ましたが、 ねっから 目つ からない では ござい 

ません か。 そうこう している うち 年が 経ち、 ある 事情 


で この わたし は、 海賊の 足 を 洗いました。 …… 」 

「うう む、 そうか、 それじゃ やっぱり、 お前 は 海から 

足 を 洗い、 素人に なって いたの だな」 

平 八 はうな ずいて 言葉 を 挿んだ。 「で、 どこに 住ん 

でいた な？」 「へい、 江戸に おりました」 「ナニ 江戸に？ 

江戸 は どこに？」 「日本 橋 は 人形 町、 森田屋 という 国産 

問屋、 それが 私の 隠れ家でした」 「人形 町の 森田屋 とい 

えば、 江戸で も 一 流の 国産 問屋 だが、 それが お前の 隠 

れ家 だと は、 今が今まで 知らなかった。 …… 世に 燈台 

ちと 

下く らしと いうが、 これ は少々 暗す ぎた な。 いや、 ど 

う も 俺 も 駄目に なった」 またも 平 八 は 憮然と して 嘆息 


せざる を 得なかった。 「そのお 前が どうして また、 荒 

稼ぎ をす るよう になった のかな？」 「それに は 訳が ご 

ざいます。 どうぞお 聞きく ださい ますよう。 ある 日 

ヒョ ッコリ 訊ねて 来たの が、 義兄弟の 金子 巿之丞 で、 

父の 仇が 討ちたい から、 どうぞ 助太刀 をして くれと、 

こう 申す では ございま せんか。 仇 は 誰 だと 訊きました 

ところ、 赤 格子 九郎 右衛門 だとい うのです。 その 赤 格 

子なら 南洋に いる、 どうして 討つ 気 かと 訊ね ましたと 

ころ、 最近 日本へ 帰って来て、 姚子 にいる というので 

す。 そこで わたし も 考えました。 相手が 赤 格子 九郎右 

衛 門なら、 持って来いの 取り組み だ。 それにお りから 


商売に も 飽き、 平 几帳面の 素人ぐ らしに も、 どうやら 

面白味 を 失って 来た。 河 育ち は 河で 死ぬ。 よし 一生の 

思い出に、 それで は、 もう 一度 海賊と なり、 赤 格子め 

と 張り合って やろう。 それが いいと いうと ころから、 

数隻の 廻船 を賊 船に 仕立て、 昔の 手下 を 呼び集め、 な 

にしろ 赤 格子と 戦う に は、 兵糧 も いれば 武器 もい る。 

やれやれと いうので 近海 を、 荒らし まわった ので ござ 

いますよ」 さすがに それでも 気が 咎める と 見え、 こう 

うつむ 

いうと 森 田屋は 俯向いた。 

ム ー と 絶望した 郡 上 平 八 


「なるほど」 といった が 平 八 は、 しばらく じっと 打ち 

案じた。 「どうだろう 森 田屋、 この 俺 を、 船から おろし 

て はくれ まい かな」 「船 をお りて どうな されます？」 「実 

は」 というと 平 八 は、 森 田屋の 側へ ズィと 寄り、 「さる 

お 方に 頼まれて、 大事の 密書 を 預かって いるの だ。 渡 

き や つ 

す 相手 は 赤 格子、 そこで こんな 変装まで して、 彼奴の 

行方 を さがして いたの さ。 铫 子に いると 耳に して は、 

どうも 一刻もう つち やって はおけ ない。 頼む、 小船 を 

仕立てて くれ。 そうして 姚 子へ 着けて くれ」 

これ を 聞く と 森田屋 は、 にわかに 当惑の 表情 をした。 


「旦那、 せっかくのお 頼みです が、 どうも そいつ だけ は 

出来 かねます な あ」 「なぜ 出来 かねる？ え、 なぜ だ？」 

「秋 山 先生のお いで を 待って、 赤 格子 攻め を やろうと 

いうの が、 私達の 計画な ので ございま すよ。 その 先生 

がお いでな された 今 は、 一刻 も 急がなければ なり ませ 

ん ので。 で 今 船 は 根拠地へ 向けて、 走って いるので ご 

ざいます よ。 それ だのに 旦那 をお 送りして、 うっかり 

小船 を 陸へ でも 着け、 もし 役人に でも 感づかれたら、 

それから それと 足が つき、 一網打尽に 私達 は、 召し捕 

られ ない もので もありません。 大事な 瀬戸際な ので ご 

ざいます よ。 ですから どうも こればかり は、 おひきう 


けす る こと はでき ません な あ」 「だが 俺 はどうしても、 

赤 格子 攻めの その 前に、 九郎 右衛門に 行き 会わな かつ 

たら、 頼まれた お 方に 申し訳が 立たぬ。 ぜひとも 小船 

を 仕立てて くれ」 「残念ながら それば かり は …… 」 「で 

は、 どうしても 駄目な の だな」 「どうぞお 察し を 願い ま 

す」 「うう む」 と 唸る と 平 八 は、 絶望した ように 腕 を 組 

んだ。 と、 この 時 甲板の 方から 陽気な 笑い声が ドッと 

ひんきゃく 

起こった。 秋 山 要 介 を 賓客と し、 森 田屋の 手下の 海 

賊 どもが、 酒宴 を ひらいて いるので あった。 

ここ は 梵字 丸の 甲板であった。 


十七 日 あまりの 冴えた 月が、 船 を も 海 を もてら して 

いた。 船 はしん しんと はしって いた。 根拠地 を さして 

はしって いるの だ。 

大杯で 酒 を あおりながら、 談論風発 している のが、 

いるま ごお リ 

他なら ぬ 秋 山 要 介であった。 武州入 間 郡 川 越の 城主、 

松 平 大和 守 十五 万 石、 その 藩 中で 五百石 を領 した、 

神 陰 流の 剣道 指南役、 秋 山 要 左 衛門勝 重の 次男で、 十 

きりん じ 

五 歳の 時には 父 勝 重 を、 ぶんなぐつ たという 麒麟 児で 

ぎよ う 

あり、 壮年の 頃 江戸へ 出て、 根 岸お 行の 松へ 道場 を 構 

きそく  の 

え、 大いに 驥足 を展 ばそうと したが、 この 人に して こ 

やま 

の 病い あり、 女 は 好き 酒 は 結構、 勝負事 は 大好物、 取 


れた 弟子 も 離れて しまい、 道場 は 賭場と 一変し、 門前 

雀羅 を 張る ようになった。 こいつ はいけ ない というと 

ころから、 道場 をと じて 武者修行に 出た が、 この 武者 

修行た る や 大変 もので、 どこへ 行っても 敬遠され た。 

秋 山 要 介の 名 を 聞く と、 「いやもう 立ち会い は 結構で 

ござる。 些少ながら 旅 用の 足しに」 こういって わらじ 

銭 を 出す のであった。 というの は 試合ぶ りが 世に も、 

荒つ ぼい ものであって、 小手 を 打 たれる と 小手が 折れ 

る、 横面 を 張られる と 耳が つぶれる、 胴 を 取られる と 

肋骨が 挫ける、 もし それお 突きで やられよう ものなら、 

そのまま 冥途へ 行かなければ ならない。 で、 敬遠す る 


のであった。 彼の 流儀 は 神 陰 流で はあった が、 事実 は 

流儀から 外れて いた。 むりに 名付ける と 秋 山 流で あつ 

とびこみ 

た。 「飛込 一 刀」 といわれた ところの、 玄妙な 一 手をェ 

夫して、 ほとんど こればかり 用いて いた。 遠く離れて 

じっと 構え、 飛び込んで 行って ただ 一刀！ それだけ 

で カタ をつ ける のであった。 あんま リ 諸方で 敬遠され 

るので、 彼 も いいかげん 閉口して しまった。 そこで 博 

徒 を 訪問して は、 そいつら に 武芸 を 教える ことにした _ 

大 前田英 五郎、 国定 忠治、 小金 井 小 次郎、 笹川繁 蔵、 

飯 岡 助 五郎、 赤 尾 林 蔵、 関 八州の 博徒 手合いで、 彼に 

こうむ 

恩顧 を 蒙らない もの は、 一人 もない といっても よい。 


ある 時 は 高級 用心棒と して、 賭場 を 守った こと も あり、 

また ある 時 は なぐりこみへ 出張 リ、 直々 武勇 を 現わし 

たこと もあった。 ただし なぐりこみへ 出た 時 は、 剣 を 

用いなかった という 事であった。 

さて 秋 山 要 介 は、 そういう 人物であった ので、 取り 

立てた 弟子 も 多くなかった が、 しかし 一面 関東の 俠客 

は、 全部 弟子 だとい うこと が 出来た。 その 間 特に 可愛 

がった 弟子に 金子 巿之丞 という 若者が あった。 下 総 国 

葛 飾 郡 流 山 在の 郷士の 枠で、 父 藤 九郎は 快男子、 赤 格 

子九郎 右衛門と 義兄弟 を 結び、 密貿易 を 企てた が、 そ 

の 後 ゆえあって 足 を 洗い、 酒造業 をい となんだ ところ、 


士族の 商法で 失敗した。 そこで 昔の 縁故 を 手 頼り、 

度々 九郎 右衛門へ 無心 をした が、 そのうち 行方が 知れ 

なくなった。 そこで 巿之丞 は 前後の 関係から、 九郎右 

衛 門が 無心 を 恐れ、 父 を あやめた に 相違ない と、 かた 

く 心に 信ずる ようにな つ た。 そうして 復謦 をしたい と 

いうので、 秋 山 要 介に 従って、 武術の 修業 をす るよう 

になった。 ところで 彼 も 父に 似て、 海 を 愛した ところ 

から、 いっか 森 田 屋と義 を 結び、 海賊の 仲間に はいつ 

てし ま つ た。 

そこへ 赤 格子が 帰って来た。 そこで 一方 森 田 屋を説 

き、 ふたたび 海へ ひっぱり 出し、 一方 諸国 漫遊 中の、 


秋 山 要 介へ 使い を 出し、 助太刀 を 依頼した のであった。 

そういう 間に も 赤 格子の 屋敷へ、 威嚇の 手紙 を 投げ込 

ん だり、 ある だけの 財産 を 引き渡せ という、 不可能の 

とき 

難題 を 持ち かけたり または 不時に 上陸し、 鬨の声 を あ 

げて おびやかしたり、 さらに ある 時 は 使者 を もって、 

無理に 会見 を 申し込みながら、 先方が 承知して 待ち 構 

えてい るのに、 わざと 行かずに じらした りして、 敵 を 

ほんめい つ か 

して 奔命に 疲労れ させよう とした。 そうして いよいよ 

今日と なり、 師匠 秋 山 も 来たと ころから、 一 旦 根拠地 

へ 引き上げた 上、 急速に しかし 堂々 と、 赤 格子 攻め を 

しょうと いうので、 今や 勇んで いるので あった。 


鼓賊 旅へ 出立す る 

船 は 白波 を 高く 上げ、 九十 九里ケ 浜の 沖 中 を、 北へ 

北へ と 走って いた。 

いま 酒宴 は 真 つ 盛りで あ つ た。 

秋 山 要 介の 左側に は、 金子 巿之丞 が 坐って いた。 総 

髪の 大髻、 紋付きの 衣裳に 白 袴、 色白の 好男子で あつ 

た。 その 二人 を 取り巻いて、 ガヤ ガヤ ワイ ワイ 騒いで 

いるの は、 さっきまで、 要 介 を 向こうへ 廻し、 切り合つ 

ていた 海賊 どもで、 白 布で 手足 を 巻いて いるの は、 い 


ずれ も 要 介に 船板 子で、 打ち倒された 者 どもであった。 

いわゆる 山海の 珍味なる ものが、 あたり いっぱいに 並 

さかず キ J 

ん でいた。 眼 まぐ るし く 飛ぶ は 盃 で、 無茶苦茶に 動 

くの は 箸であった。 牛飲馬食 という 言葉 は、 彼らの た 

めに 出来て いるよう だ。 

「どうやら 最近 赤 格子め は、 散在して いた 手下 ども を、 

大分 集めた という こと だが、 ちと 手強い かもしれ ない 

ぞ。 だが 俺が いるから に は、 五十人まで は 引き受ける。 

後 はお 前 達で 片 づける がいい。 年頃 指南した 小 太刀の 

妙法、 巿之丞 うんと 揮う がいい ぞ」 こう 要 介 は 豪快に 

いった。 


「先生 さえ いれば 千人力、 いかに 赤 格子が 豪傑で も、 

討ち取る に 訳 は ございません」 巿之丞 は 笑ま しげに、 

「それ はそうと 先生に は、 どうして そのような 船 図面 を 

お手に入れ たので ございますな？」 「これ か」 というと 

要 介 は、 膝の 上へ ひろげて いた 例の 図面へ、 きっと 酔 

眼 を 落とした が 「いや これ は 偶然から だ。 …… 実は 便 

船 を 待ちながら、 木 更津の 海辺 を さまよって いると、 

細身 蠟 塗りの 刀の 鞘が、 波に ゆられて 流れ 寄った もの 

だ。 何気なく 拾い上げて 調べて みると、 口 もとに 粘土 

が 詰めて ある。 ハ テナと 思って 掘り出して 見る と、 中 

からこれ が 出て 来たの さ」 「それ は 不思議で ございま 


すな」 「不思議 だとい えば 全く 不思議 だ」 「では 赤 格子 

めが 造って いると いう、 素 晴ら しく 大きな ご 禁制 船 の 

たしかな 図面と もい えません な？」 「うん、 たしかと は 

いえない な」 「しかし それにしても そんな 図面 を、 なん 

で 刀の 鞘な どへ 入れ、 海へ 流した ので ございましよ 

う？」 「わからな いな、 トンと わからぬ。 しかし、 赤 格 

子め を 退治て みたら、 案外 真相が わかる かもしれ ない。 

…… さあ 貴様 達 酒ば か り 飲まず と 、 景気 よく 唄で もう 

たうが いい！」 「へえ、 よろし ゆう ございます」 海賊 ど 

も は 手拍子 をと り、 声 を 揃えて うたい 出した。 月が 

船縁 を 照らして いた。 海 は 真珠色に 煙って いた。 その 


海上 を 唄の 声が、 どこまでも どこまでも 響いて 行った _ 

ある 時 は 千三屋、 また ある 時 は 鼠 小僧、 そうして 今 

は鼓賊 たると ころの、 和泉屋 次郎吉 はこの 日頃、 ひど 

く 退屈で ならなかった。 「チビ チビ 江戸の 金 を 盗んだ 

ところで、 それが どうなる もので もない。 どうかして 

ドカ 儲け をしたい もの だ」 こんな こと を 思うよう に 

なった。 

「気が 変って いい かもしれ ない、 ひとつ 旅へ でも 出て 

みょう」 …… で 鼓 を 風呂敷へ 包み、 そいつ を ヒョィ と 

首っ玉へ 結び、 紺の 腹掛けに 紺の 股引き、 その上へ 唐 


棧の布 子 を 着、 茅場 町の 自宅 を フラリ と 出た。 「東海 

道 は 歩き あきた、 日光 街道と 洒落の めす か。 いや、 そ 

れ より 千 葉へ 行こう。 うん、 そうだ、 千 葉が いい。 酒 

屋醬 油屋の 大家ば かりが、 ふんだんに 並んで いる あの 

町 は、 金持ちで 鼻 を 突きそう だ。 千 葉へ 行って あばれ 

廻って やろう。 しかし 海路 は 平凡 だ。 陸地 を迪 つて 行 

くこと にしよう」 

腹へ 滲み わたる 鼓の 音 

亀 戸から 巿 川へ 出、 八幡 を 過ぎ 船橋へ あらわれ、 津 


田 沼から 幕 張 を 経、 検見 川の 宿まで 来た 時で あつたが、 

茶屋へ 休んで 一 杯 ひっかけ、 いざ 行こうと 腰 を 上げた 

みちしるべ 

時、 ふと 眼に ついた ものが あった。 というの は 道標で、 

ま  なか どころ 

それに は 不思議 はな か つ たが、 その 道標の 真ん 中 所 に、 

十文字の 記号が 石灰で、 白く 書かれて あるので あった。 

「婆さん」 と 次 郎吉は 話しかけた。 「あり や あ 何 だね、 

あの 印 は？」 「ああ あの 十文字で ございま すかな」 茶店 

の 婆さん は 興 もな さそう に、 「さあ、 なんで ございます 

かね。 妾に は トンと わかりません が。 なんでも 今から 

一月 ほど 前から、 あっちに もこつ ちに も ああい う 印が、 

書いて あるそう でございますよ」 「あっちに もこつ ち 


にも あるんだ つて？ へェ、 そいつ あ 不思議 だね」 「そ 

れも あなた 成 東 街道 を、 铫 子まで 続いて いるそう で」 

「ふうむ、 なるほど、 跳 子まで ね」 次 郎吉は 腕 を 組んで 

考え込んだ。 

「はは あわかった。 これ はこう だ。 人寄せの 符号に 相 

違ね え。 仲間へ 知らせる 人寄せ 符号 だ。 …… なんだか 

ちょっと 気になるな あ。 …… よし、 ひとつ 突き止めて 

やろう。 とんだい い 目が 出よう もしれ ぬ」 そこで 婆 さ 

んへ 茶代 を やる と、 街道 を 東へ 突っ切った。 さて 川 野 

みちしるべ 

辺へ 来て みると、 なるほど そこの 道標に も 同じ 十 文 

字が 記して あった。 「こいつ あいよい よ 面白い ぞ」 そ 


こで 例の 横 歩き、 風の ように 早い 歩き 方で、 グ ングン 

東南へ 走り 下った。 吉 岡の 関所の 間道 を 越え、 田 中、 

大文字、 東 金 宿、 そこから 街道 を 東北に 曲がった。 成 

ひがし あし あら い 

東、 松 尾、 横 芝 を 経、 福 岡 を 過ぎ 干潟 を 過ぎ、 東 足 洗 

から 忍阪、 飯 岡 を 通って、 铫子 港、 そこの 海岸まで 来 

た 時には、 夕陽が 海 を 色 づけて いた。 と 見る と 海岸の 

小高い 丘に、 „ 岩 のように 厳めしい、 一 宇の 別荘が 立つ 

ていたが、 そこの 石垣に とりわけ 大きく、 例の 十文字 

が 記されて あった。 

「はは あ、 こいつが 魔物 だな」 そこ は 商売み ちに よつ 

て 賢く、 次 郎吉は 鋭い 「盗賊 眼」 で 早く も それと 見て 


取った。 あたり を 見廻す と 人気が なく、 波の音ば かり 

が 高く 聞こえた。 「よし」 というと 岩の 根方に、 膝 を 正 

して 坐った が、 まず 風呂敷の 包み を 解き、 取り出した 

の は少納 言の 鼓、 調べの 紐 を キュッ と 締め、 肩へ かざ 

すと ボンと 打った。 とたんに アツと いって 飛び上がつ 

たの は、 思い も よらず 鼓の 音が、 素晴らしく 高鳴り を 

したから であった。 「こんな 害 はない。 どうしたんだ 

ろう？」 そこでもう 一度 坐り 直し、 ポンポン ボンと 続 

け 打って みた。 と、 その 音 は 依然として、 素晴らしい 

高鳴り をす るので あった。 「どうも こいつ は 解せ ねえ 

な あ」 こう 次 郎吉は 眩いた が、 そのまま 鼓 を 膝へ 置く 


と、 眉 を ひそめて 考え こんだ。 「千代 田 城の 大奥へ、 一 

儲けし ようと 忍び込み、 この 鼓 を 調べた とき、 ちょう 

どこん なよう な 音が したが、 名に 負う 柳 営と あるから 

は、 八百万 石の 大屋 台、 腹の ドン 底へ 滲み込む ような、 

滅法な 音が しょうと も、 ちっとも 驚く にゃあたら ねえ 

が、 いかに 構えが 大きい といっても、 たかが 個人の 別 

荘 から、 こんな 音色が 伝わって 来る と は、 なんとも 合 

点が いかね えな あ」 …… じっと 思案に ふけった が 「三 

じょう 

度が 定 の 例えが ある。 よし、 もう 一 度 調べ てみ よう。 

それでも 音色に 変り がなかったら、 十万 二十 万 は 愚か 

こがね しろがね 

のこと、 百万に も あまる 黄金 白金が、 あの 別荘に ある 


ものと、 見 究めた ところで 間違い はねえ。 いよいよ そ 

かま 

うなら 忍び込み、 奪い取って 一 釜 起こし、 もう その後 

は 足 を 洗い、 あの 米 八で も 側へ 引き付け、 大尽ぐ らし 

栄耀栄華、 う うん、 こいつ あ 途方 もね え、 偉い 幸運に 

ぶっかる かもしれ ねえ。 犬 も 歩けば 棒と いうが、 鼠 小 

僧が 田舎 廻り をして、 こんな ご馳走に ありつこうと は、 

いや 夢にも 思わなかった な あ。 どれ」 というと 鼓 を 取 

リ 上げ、 一 調子 ポ —— ンと 打ち込んだ。 やっぱり 同じ 

音色であった。 

「こいつ あいよい よ 間違い はねえ。 驚いた な あ」 と 眩 

いた 時、 


「オイ、 千三屋！」 

と 呼ぶ 声が した。 

うしろ 

「え！」 と 驚いた 次郎吉 が、 グ ルリ 背後 を 振り返って 

見る と、 一人の 武士が 岩 蔭から、 じっと こっち を 見 詰 

めて いた。 

「おつ、 あなた は 平手 様！」 ギヨ ッ として 次 郎吉は 叫 

ん だもので ある。 

地下 一 一十 尺 救助 を 乞う 

「おお やっぱり 千三屋 か。 妙な ところで 逢った な あ。 


これ は 奇遇 だ、 いや 奇遇 だ」 こういいながら 近寄って 

来たの は、 他なら ぬ 平手 造酒であった。 今年の 真夏 追 

分宿で、 仲よ く  (？) つきあった 頃から 見る と、 多少 

やつれて はいた けれど、 尚 精悍の 風貌 は、 眉宇の あい 

だに 現われて いた。 「オイ 千三屋」 と 叱る ように、 「実 

に 貴様 は 悪い 奴 だな。 観 世の 小 鼓 を なぜ 盗んだ」 「あ 

あこい つで ございま すか」 次郎吉 はテレ たように 笑つ 

たが、 「へい、 いかにも 追分で は、 無断 拝借 をいた しゃ 

した。 だが その後 観 世 様へ、 一 旦ご 返却いた しました 

ので」 「噓 をい え、 悪い 奴 だ」 造酒 は 一 足 詰めよ せた が 

「一旦 返した 観 世の 小 鼓 を、 どうして お前 は 持って い 


る？」 「それに は 訳が ございます」 気味が 悪い というよ 

うに、 小刻みに 後へ退りながら、 「実はこう なので ござ 

いますよ。 一 旦 お返しした あとで、 是非に 頂戴いた し 

たいと、 お願いし たので ございますな。 すると 観 世 様 

はこう おっしゃ いました。 盗まれて みれば 不浄の 品、 

もう 家宝に する こと はでき ぬ。 往来へ 捨てる から 拾う 

がよ いと。 …… で 往来へ お捨てな された の を、 わつ ち 

が 急いで 拾った ので。 噓も 偽り も ございません。 ほ 

ん とうの ことで ございま すよ」 次 郎吉は 額の 汗 を 拭い 

た。 

うさん 

造酒 は迂散 だとい うように、 黙って 話 を 聞いて いた 


が、 不承不承に 頷いた。 

「貴様 も 相当の 悪党ら しい。 問い詰められた 苦しまぎ 

れに、 ちょっと 遁 がれ をい うような、 そんな コソ コソ 

でもな さそう だ。 それに 観 世の 精神なら、 そんな 態度 

にも 出る かもしれ ない。 お前の いいぶん を 信じる こと 

にしよう」 「へえ、 ありがとう 存じます。 ャ レャレ これ 

で 寿命が 延びた、 抜き打ちの ただ 一刀、 いまに バッサ 

リ やられる かと、 どんなに ハラハラした ことか。 …… 

へんぴ 

それ はそうと 平手 様、 どうして こんな 辺鄙な 土地に、 

おいでな さるので ございますな？」 …… 聞かれて 造酒 

は 気まず そうに、 寂しい 笑い をう かべた が、 「姚子 港な 


らま だ 結構 だ。 もっと 辺鄙な 笹 川に いるの だ」 「おや 

おや さようで ございま すか」 「おれ も 江戸 をし くじ つ 

てな。 道場の 方 も 破門され、 やむ を 得ず わずかの 縁故 

た よ  いそうろう 

を 手 頼り、 笹 川の 俠客繁 蔵 方に、 態の いい 居候、 子分 

どもに 剣術 を 教え、 その 日 をく らして いる やつ さ」 「そ 

いつは どうもお 気の毒で すな あ。 …… それで 今日は こ 

の姚 子に、 何 かご 用で も ございまして？」 「うん」 とい つ 

たが 声 を 落とし、 「実は 騒動が 起こりそう なの だ」 「へ 

え、 なんで ございますな？」 「飯 岡の 俠客助 五郎が、 笹 

かたき 

川 繁蔵を 眼の 敵に して、 だんだん これまで セリ 合つ 

て 来たが、 いよいよ 爆発し そうな のさ。 そこで おれ は 


今朝 早く、 笹川を 立って 飯 岡へ 行き、 それとなく 様子 

を 探って 見た が、 残念ながら 喧嘩と なれば、 笹川方 は 

七 分の 負け だ。 なんとい つても 助 五郎 は、 老巧の 上に 

子分 も 多く、 それに ご用 を 聞いて いる。 こいつ は 二足 

の 草鞋と いって、 博徒 仲間で は 軽蔑す るが、 いざと い 

えば 役に立つ からな。 …… 暄嘩は 負け だと 知って みれ 

ば、 気が むす ぼれ て 面白くない。 そこで 大海の 波で も 

見ようと、 この 铫子 へやって 来たの さ。 それに 姚子は 

はじめて だからな。 …… おや、 あれ はなんだろう？ 

おかしな ものが 流れ 寄 つ たぞ」 

なぎさ 

つと 渚 へ 下りて 行き、 泡立つ 潮へ 手 を 入れる と、 グ 


ィと何 かひき 出した。 それ は 細身の 脇差しの 鞘で、 渋 

ぃ蠟 色に 塗られて いた。 

「はてな？」 と 造酒 は 首をかしげ たが、 

「この 鞘に は 見覚えが ある」 …… で、 鞘 口へ 眼 を やつ 

た。 と 粘土が 詰められ てあつた。 粘土 を 取って 逆に 握 

り、 ヒュ— ッ とひと つ 振って みた。 すると、 中から 落 

ちて 来たの は、 小さく 畳んだ 紙であった。 「これ は不 

思議」 と 眩きながら、 紙 を ひらく と 血で 書いたら しい、 

一 行の 文字が 現われた。 読み下した 造酒の 顔色が、 

サッと 変った の はどうした のであろう？ これ は 驚く 

のが 当然であった。 紙に は 次のように 書かれて あった。 


「主 知らず の 別荘。 地下 二十 尺。 救助 を 乞う。 観 世銀 

之丞」 

差し 醌 いていた 次 郎吉 も、 これ を 見る と 眼 を ひそめ 

た。 

「こいつ あ 平手さん 大変 だ。 文が あんま リ 短くて、 

はっきりし たこと は 解ら ねえが、 なんでも 観 世銀 之丞 

さん は、 悪い 奴ら にと っ摑 まり、 主 知らず とかいう 別 

荘へ、 押し込められて いるので す。 地下 二十 尺と いう 

からに は、 恐ろしい 地下室に 違えね え。 救助 を 乞う と 

血で 書いて あら あ。 まごまご しちや いられね え」 「だが 

どうして 助け出す？」 造酒 は 呻く ように 訊き かえした- 


「主 知らず の 別荘 だ つ て、 どこに あるの かわからない 

ではない か」 「ナ— 二、 そんな こと は 訳 はねえ。 刀の 鞘 

の 鞘 口へ、 粘土が 詰められて ありまし たね。 そいつが 

崩れて いなかつ たの は、 永く 海に いなかった 証拠 だ。 

いずれ 手近の この辺に、 別荘 は あるに 違えね え。 姚子 

から はじめて 付近の 港 を、 これから ズッと 一巡し、 人 

に 訊いたら 解りましょう よ」 「いかさま これ はもつ と 

も だ。 では 一 緒に 尋ねよう か」 「いうに や 及ぶ だ。 参 

リ ましょう！」 そこで 二人 は 手 をたず さえ、 町の 方へ 

走って 行った。 


造酒と 次郎吉 別荘へ 忍ぶ 

次郎吉 とそうして 平手 造酒と が 「主 知らず の 別荘」 

の あり 場所に ついて、 最初に 尋ねた 家と いえば、 好運 

にもお 品の 家であった。 そこで 二人 は 一切 を 聞いた。 

銀 之 丞が跳 子へ 来た こと も、 お 品の 家に 泊まって いた 

こと も、 主 知らず の 別荘へ 行った きり、 帰って来 なか つ 

たという こと も。 

「だからき つと 銀 之丞様 は、 いまでも あそこの 『主 知 

ら ずの 別荘』 に、 おいでな さるので ございましよ うよ」 

こういつ てお 品 は 寂しそう にした。 そこで 二人 は あす 


ともい わず、 今夜す ぐに 乗り込んで 行って、 造酒と し 

て は 銀 之丞を 救い、 次郎吉 として は 莫大 もない、 別荘 

の 中の 財宝 を、 盗み取ろうと 決心した。 

別荘へ 二人が 忍び込ん だの は、 その 夜の 十二時 近く 

であった。 不思議な ことに 別荘に は、 何の 防備 もして 

なかった。 刎ね 橋 もちやん と 懸かって いたし、 四方の 

門に も 鍵がなかった。 で、 二人 はなん の 苦 もな く、 広 

い 構内へ 入る ことが 出来た。 中心に 一 宇の 館が あり、 

その 四方から 廊下が 出て いて、 廊下の 外れに 一 つず つ、 

四つの 出 邸の あると いう、 不思議な 屋敷の 建て 方に は、 

二人ながら 驚いた。 しかし、 それより もっと 驚いた の 


は、 その 屋敷 内が 整然と、 掃除が 行き届い ている にも 

げき じゃく 

似て、 闐寂 〔# 「闐 寂」 は 底本で は 「※ 〔# 「闐」 の 「目」 

に 代えて 「自匕 寂 匕 と 人気の ない ことで、 あたかも 無 

住の 寺の ようであった。 

しかし じっと 耳を澄ま すと、 金と 金と 触れ合う 音、 

そうかと 思う と 岩に ぶ つかる、 大濤 のよう な 物音が、 

力す 

ある 時 は 地の 下から、 また ある 時 は 空の 上から、 幽か 

ではあった けれど 聞こえて 来た。 

「平手さん、 どうも 変です ね」 次 郎吉は 耳 もとで 囁い 

た。 「気味が 悪い じゃありません か」 

「うむ」 といった が 平手 造酒 は、 じっと 出 邸へ 目 をつ 


けた。 「とにかく あれ は 出 邸ら しい。 ひとつ あそこ か 

ら 探る としょう」 

土塀の 内側に 繁 つてい る、 杉 や 檜の 林の 中に、 二人 

は 隠れて いたので あつたが、 こういうと 造酒 は 歩き 出 

した。 

「まあまあ ちょっと お待ちな すって。 そう 簡単に やい 

きません よ。 なにしろ ここ は 敵地です からね。 いかさ 

まあいつ が 出 邸ら しい。 と、 するとい つそう あぶね え 

もの だ。 人が いるなら ああい う 所に いま さあ。 つかま 

えられたら どうします」 「いずれ 人 はいるだろう さ。 

これほどの 大きな 屋敷の 中に、 人の いない 箬 はない。 


が、 おれ は 大丈夫 だ。 五 人 十 人 かかって 来たと ころで、 

粟田口が もの をい う。 斬って 捨てる に 手間 ひま はいら 

ぬ」 「それ はマァ そうで ございまし ようがね。 君子 は 

危うき に 近寄らず、 いっそ それより 本邸の 方から、 さ 

がして みょうじ や ございま せんか」 「いやいや そんな 

余裕 はない。 観 世から 来た 鞘 手紙、 危険 迫る とあった 

ではない か。 一刻の 間 も 争う の だ」 「なるほど こいつ 

あ もっとも だ。 だが あっし は 気が 進まね え。 うん、 そ 

うだ、 こうす るが いい。 あなた は 出 邸 をお 探しな せえ。 

あっし は 本邸 を 探し やしよう」 「おお、 こいつ はいい 考 

えだ。 それで はそう いう ことにしよう」 


ここで 二人 は 左右へ 別れ、 次 郎吉は 本邸へ 進んで 

行った。 木立ち を 出る と 小 広い 空地で、 戦いよ さそう 

に 思われた。 左手 を 見れば 長 廊下で、 出 邸の 一 つに 通 

じていた。 右手 を 見ても 長 廊下で、 また 別の 出 邸に 通 

じていた。 空地 を 突っ切る と 本邸で、 戸に さわる と 戸 

が 開いた。 と 眼の 前に 長い 廊下が、 一筋 左右に 延びて 

ともし ぴ 

いた。 耳を澄ま したが 人気 はなく、 ただ 薄 赤い 燈 火が、 

どこから ともなく さしていた。 「ともしが さしてい る 

からに は、 どこかに 人が いなけり や あなら ねえ」 で 次 

郎吉は その 廊下の、 右手の 方へ と 忍んで 行った。 すぐ 

に 一 つの 部屋の 前に 出た。 これ ぞぉ艷 の 部屋な ので 


あつたが、 今夜 は 誰もい なかった。 で 次 郎吉は 引き返 

そうとした。 

しかし 何ん となく 未練が あった、 で、 しばらく 立つ 

ていた。 

森田屋 一 味の 赤 格子 征め 

しかるに この頃 暗い 暗い、 姚 子の 海の 一所に 数隻の 

親船が 現われた。 森田屋 一味の 海賊船で、 赤 格子 ぜめ 

に 来たので あった。 すなわち 彼らの 根拠地から、 用意 

万端と とのえ て、 総勢す ぐって 二百 人、 有司の 鋭い 警 


戒網 をく ぐり、 ここまで やって来た のであった。 …… 

親船 は 岸へ 近づいて 来た。 やがて，， 碇を 下ろした とみ 

はしけ 

え、 ゆたかに 海上へ 漂った。 と 小船が 無数に 下ろされ、 

それが 一 斉に 岸へ 向かって、 さながら 矢の ように 漕ぎ 

1* しけ 

寄せられた。 と、 ヒラ ヒラと 人が 下りた。 すると 小船 

は 帰って 行った。 と、 また その 船が 岸へ 漕がれ、 ヒラ 

ヒラと 人が 岸へ 飛んだ。 これが 数回 繰り返され、 一 百 

人 あまりの 人数が、 海から 岸へ 陸揚げ された。 森田屋 

の 部下の 海賊 どもで あ つ た。 

賊 ども は 一団に 固まった。 真っ先に 立った 人影 は、 

秋 山 要 介 正 勝で、 歡で 造った 獲物 を 提げ、 一巡 一同 を 


見廻した が、 重々 しい 口調で いい 出した。 

「森 田屋は 船へ 残す ことにした。 海路 を 断 たれる と危 

険 だからな。 …… さて 巿之丞 前へ 出 ませい」 声に 連れ 

て 一 つの 人影が、 ット 前へ 現われた。 「赤 格子 九郎右 

衛門は そちに とり、 不倶戴天の 父の 仇 だ。 で 五十人の 

部下 を 率い、 東の 門から 乱入し、 赤 格子 一人 を 目掛け 

るよう。 さて 次に 郡 上 殿！」 呼ばれて 一 つの 人影 は、 

立った ままで 一礼した。 「貴殿に は 尊い お 方から、 密 

書 を 預かって おられる 由、 十 人の 部下 をお 貸し 致す。 

それに 守られて ご 活動な され。 行動 は 一 切 ご 自由で ご 

ざる。 次に 小頭 小町の 金 太！」 「へい」 というと 一 つの 


人影が、 群 を 離れて 進み出た。 「お前 は 二十 人の 部下 

を 連れて、 西の 門から 乱入し ろ。 そうして 出 邸へ 火 を 

掛けろ。 さて、 最後に この 俺 だが、 残りの 二十 人 を 引 

率し、 表門から 向かう ことにする。 一 世 一 代の 赤 格子 

征 めだ、 命 限り 働く がいい」 

全軍 粛 々 と 動き 出した。 

玻璃 窓 の 郡 上 平 八と して は、 ここ が 名誉と 不名誉と 

ぎ わ 

の、 別れ 際 ともいうべき であった。 赤 格子が 殺されて 

しまったら、 せっかくの 密書が 役に立たぬ。 これ は ど 

うで も 戦いの 前に、 是非 赤 格子に 渡さなければ ならな 

い。 で、 つと 群から 蚯け 抜ける と、 付けられた 十 人の 


部下 も 連れず、 大手の 門へ 走って いった。 自由 行動 を 

許されて いたので、 誰も 咎める 者 はない。 来て 見れば 

刎ね 橋が 下ろされ てあつた。 それ を 渡って 表門に かか 

り、 試みに 押す とギ— と 開いた。 さて 構内へ はいって 

見る と、 まことに 異様な 建築 法であった。 一渡り 素早 

く 見廻した が、 中央に 立って いる 建物へ、 目 を 付け ざ 

る を 得なかった。 で、 彼 は 足音 を 忍ばせ、 空地 を 横切つ 

て 本邸へ 走った。 手に 連れて 扉が 開き、 長い 廊下が 眼 

の 前 を、 左右に ズッと 延びて いた。 彼 はちよ つとの 間 

思案した が、 つと 廊下へ 踏み 入った。 そうして すぐに 

左へ 廻った。 


この 時 和泉屋 次郎吉 は、 反対側の 廊下の 上に、 考え 

込んで 立って いたが、 誰 やら 人の 来たらし い、 軽い 足 

音が 聞こえて 来たので、 ハツと して 耳 を 引つ 立てた。 

「いずれ 屋敷の 者だろう。 逢っても みたし 逢いた くな 

し。 少し 様子 を 探って やれ」 

で 彼 は 西へ 廻った。 

この 本邸の 建て 方 は、 中央に 九郎 右衛門の 部屋が あ 

リ、 その 部屋の 四面 を 囲繞して、 廊下が グ ルリと 作ら 

れて あり、 その 廊下の 隅々 に、 四つの 部屋が 出来て い 

る。 

で、 次 郎吉の 立って いた 所 は、 その 北側の 廊下で あつ 


て、 それ を 今 西の方へ 歩き 出した。 また 平 八の 立って 

いた 所 は、 南側の 廊下で あつたが、 それ を 今 東へ 歩き 

出した。 

九郎 右衛門の 居間た る や、 四方 厚い 石 壁で、 各， A の 

四隅に 戸口 はあった が、 石 壁の 色と 紛らわしく、 発見 

する こと は 不可能であった。 

玻璃 窓の 平 八 は 足 を 止めた。 それ は 自分の 反対側で、 

誰か こっそり 歩いて いると みえ、 幽かな 足音が した か 

ら であった。 しかし もちろん 足音の 主が、 鼓賊 だな ど 

と は 夢にも 思わず、 邸内の 者だろう と 想像した。 


追いつ 追われつ 鼓賊と 玻璃 窓 

「九郎 右衛門に は 逢わなければ ならない。 その他の 者 

に は 逢いたくない。 深夜に 他家へ 忍び込み、 ゥ ソゥソ 

歩いて いると ころ を、 とつ 捉まえられたら それつ きり 

だ。 泥棒と いわれても 仕方がない。 しかし 誰かに 聞か 

ない ことに は、 九郎 右衛門の ありか は 解らない。 歩い 

ている の は 誰だろう？ 九郎 右衛門なら 有難い が？ 

いやいや 恐らく 召使いだろう。 とまれ 様子 をう かが つ 

てみ よう」 そこで 彼 は 歩いて 行った。 行く手に 一 つの 

部屋が あった。 九郎 右衛門の 病身の 妻、 お 妙の 住んで 


いた 部屋な ので あるが、 今 は 誰もい なかった。 で、 平 

すべ  と 

八 は その 部屋へ 素早く からだ をヒり 込ませ、 扉の 隙間 

から 廊下の 方 を 息 を 凝らして うかがった。 こなた 鼓賊 

の 次郎吉 は、 西へ 西へ と 歩 を 運んだ が、 かって 丑 松の 

住んで いた、 そうして 今 はガラ 空きの、 一 つの 部屋の 

前まで 来た 時 反対側 を 歩いて いた、 忍ぶ がよう な 足音 

が、 にわかに ピッ タリ 止まった ので、 これ もピッ タリ 

足 を 止めた。 そうして 彼 は 考えた。 

「銀 之 丞様も 銀 之丞様 だが、 俺の 真の 目的 は、 この 家 

の 巨財 を 奪う こと だ。 鼓に 答えた 億万の 巨財！ いつ 

た いど こに あるの だろう？ ポンポンと 鼓 を 調べ さえ 


したら、 音色 を 通して、 感じられ るの だが、 まさか こ 

こで は 打 たれない。 眼 を 覚まさせる ような もの だから 

な。 …… おや 足音が 止んで しまった ぞ。 いずれ はこの 

家の 召使いだ ろうが、 ちょっと 様子 を 見たい もの だ。 

…… 待ったり 待ったり あぶね え あぶね え、 泥棒と でも 

呼ばれた ものなら、 百日の 説法 何と やら だ。 …… おお 

, J , J に 部屋が ある。 ， J ， J に 少し 忍ん で いて やろう」 

丑 松の 部屋へ はいり 込み、 廊下の 様子 をう かがった。 

しんしんと 四辺 は 静かであった。 物寂しく 人気がない。 

お 妙の 部屋へ 忍び込み、 様子 をう かがって いた 平 八 

は、 向こう 厠の 足音が 絶えた ので、 小首 を 頃け ざる を 


得なかった。 

こだま 

「さて はこつ ちの 木精 かな？ 奇妙 きわまる 館の 造り、 

俺の 歩く 足音が、 向こうの 壁へ 響く のか もしれ ない。 

名代の 赤 格子 九郎 右衛門 だ、 建築学で も 大家 だそう な。 

こだま 

これ は 木精に 相違ない。 どれ ソロ ソロ 歩いて みょう 

ゝ I 

力」 

首に つるした 密書 箱 を、 懐中の 中で しっかりと 握り、 

平 八 は 部屋から 廊下へ 出た。 そうして いっそう 足音 を 

忍ばせ、 東側の 長 廊下 を 北へ 迪 つた。 

和 泉屋次 郎吉は 名誉の 盗賊、 相手が いかに 足音 を 忍 

ばせ、 空 を 踏む ように 歩いた ところで、 聞きの がすよ 


うな こと はない。 

「はは あ、 そろそろ 歩き 出した な。 待てよ、 こいつ は 

家人で はない ぞ。 召使いで もな さそう だ。 この 歩き 方 

しのび 

は 忍術の 骨法 だ。 …… これ はお かしい。 不思議 だな。 

まさか 俺ら と同じように、 金 を 目掛けて 忍び込んだ、 

しらなみ 

白浪の 仲間で も あるまい が。 …… いや 全く これ は不思 

議だ。 浮かぶ ような 足取りで 歩いて いる。 よし、 一つ 

驚かせて やろう。 …… ェ ヘン！」 と 一 つ 咳 をした。 そ 

れ から 部屋から 廊下へ 出、 西側の 廊下 を 南の 方へ、 お 

しのび 

艷の 部屋まで ッッ —— と 走った。 これ も 忍術の 一 秘法、 

電光の ような 横 歩きで あつ た。 


胆を 潰した の は 平 八であった。 これ も 空つ ぼの 六 蔵 

の 部屋の、 まず 正面で ピ タリと 止ま リ、 思わず 「ム ー」 

と 呻き 声 を 上げた。 

こだま 

「木精で はない、 木精で はない！ やはり 人間が 歩い 

ている の だ。 うう む、 咳まで したんだ からな。 では 

やっぱり 召使い かな？ いや 待てよ、 あの 歩き 方 は？」 

彼 は そこで 考え込んだ。 「これ は 普通の 歩き 方で はな 

い。 ェ ヘンと 咳 をして おいて、 ッヅ —— と、 にって 行つ 

た あの 呼吸。 何ん ともい えない 身の 軽 さ。 …… だがし 

かし 俺 は こんなと ころで、 まごまごして はいられない 

至急 赤 格子に 逢わなければ ならない。 グ ズグズ してい 


ると 秋 山が、 兵 を 率いて 攻めて 来る。 もし 赤 格子が 殺 

せきおう さま 

されたら、 俺の 使命 は 無駄になる。 碩翁 様に も 合わす 

ほ. t1 ろう 

顔がない。 …… さんざ 鼓賊に 翻弄され、 尚 その上に 今 

度の 使命まで、 無駄に されて は活 きて はいられぬ。 … 

…だが、 どうも 気になるな あ 誰が いったい 歩いて いる 

のだろう？ 俺が 歩けば 向こう も 歩き、 俺が 止まれば 

向こう も 止まる。 俺 をから かってで もい るよう だ。 館 

の 造り もま ことに 変 だ。 真ん中に 四角な 石 壁が あって、 

その 周囲に 廊下が あり、 廊下の 隅々 に 部屋が ある。 だ 

が、 どれ も 空つ ぼ だ。 いったい 四角な 石 壁 は、 なんの 

必要が あって 出来て いるの だろう？ 部屋に して は 戸 


口がない。 打っても 叩いても ビク ともしない。 …… お 

や、 畜生 歩き 出した かな？」 平 八 はじつ と 耳を澄まし、 

向こう側の 様子 を 聞き澄ました。 

丑 松 短銃で 玻璃 窓 を 狙う 

しかし 足音 はき こえなかった。 

「では 俺の 方から 歩いて やれ」 丹田の 気 を 胸へ 抜き、 

しのび 

ほとんど 垂直に 爪先 を 立て、 これ も 一 種の 忍術 骨法、 

風 を 切って 一息に、 北側の 廊下 を 丑 松の 部屋まで、 電 

光の ように 走って 行った。 やっぱり その 部屋 も 空で 


あった。 そうして 憎い 相手の 者 も、 それに 劣らぬ 早足 

を もって、 一瞬に 位置 を 変えた とみえ、 西側の 廊下 一 

帯に は、 人の 姿 は 見えなかった。 

まつ レ 

勃然と 平 八の 胸の 中へ、 怒りの 燃えた の は 無理で は 

なかろう。 「よし、 こう なれば 意地ず くだ。 どんな こ 

と をしても 捉えて みせる！」 

彼 は 四角の 石 壁に 添い、 四 筋の 廊下 を獵 犬の ように、 

追い 廻して やろうと 決心した。 

で、 彼 は それ を やり 出した。 風が 烈しく ぶっかって 

こ ま 

来た。 独楽の ように ぶん 廻った。 しかも 少しも 音 を 立 

てない。 十回 あまり も 繰り返した。 しかし 憎むべき 


ちょう ろうしゃ 

嘲弄 者 を、 発見す る こと は 出来なかった。 やはり 相 

手 も 彼と 同じく、 彼と 同じ 速力で、 四 筋の 廊下 を 廻つ 

たらしい。 そうして いつも 反対側に、 その 位置 を 占め 

ている らしかった。 平 八 は 五十 を 過ごして いた。 いか 

に 鍛えた 体と はいえ、 疲労せ ざる を 得なかった。 彼 は 

い き 

今にも 仆れ そうにな つた。 ハツ ハツ ハツ ハツと 呼吸が 

^ん だ。 で 彼 は 北側の 廊下で、 しばらく 休む ことにし 

た。 と、 その 時 形容に 絶した、 恐ろしい 事件が 勃発し 

た。 しかし それ は 彼 以外の 者に は、 痛痒 を 感じない 出 

来 事な のであった。 ただし 平 八の 身の上に とって はま 

さしく 悪鬼の まどわしであった。 ポンポン ポン！ … 


…ポンポン ポン！ と、 例の 鼓が 反対側から、 ハ ツキ 

リ 聞こえて 来たので あった。 最初 彼 は 茫然と して、 棒 

のように 突っ立った。 それから 左へ よろめいた。 それ 

から 両手で 顔を蔽 うと、 廊下の 上へ つつ 伏した。 彼の 

全身 は 顫え 出した。 彼の 理性 は 転倒し、 考える ことが 

出来 なくなった。 彼 は 悪夢 だと 思いたかった。 しかし 

決して 悪夢で はない。 

「これ はいった いどうし たこと だ—  俺 は 鼓賊に 

憑かれて いる。 行く 所行く 所で 鼓が 鳴る！ ここ は铫 

子 だ 江戸で はない—  」 彼に は 起きる 元気 もな 

かった。 


と、 この 時、 もう 一 つ、 驚くべき ことが 行われた。 

石 壁へ 縞が 出来た のであった。 それ は 一筋の 光の 縞で、 

だんだん 巾が 広くな つた。 そうして そこから 一道の 光 

が、 廊下の 方へ 射し 出で た。 そうして それが うずく 

まっている、 平 八の 背中 を 明るく した。 と、 その 石 壁 

の 明るみへ、 短い 棒切れが 浮き出した。 つづいて 人の 

手が 現われた。 それから 半身が 現われた。 種子 ケ島を 

握った 一 人の子 供が —— 子供の ような 片輪 者が —— す 

なわち 赤 格子の 腹心の、 醜い 兇悪な 丑 松が、 秘密の 扉 

ひそ 

を 窃かに あけて、 様子 をう かがって いるので あった。 

顔を蔽 い、 背中 を 向け、 うずくまつ ている 平 八に は、 


光の 縞 も 丑 松 も、 見て取る ことが 出来なかった。 …… 

種子 ケ 島の 筒 口が、 ジリ ジリと 下へ 下がって 来た。 そ 

うして 一 点に とどまった。 その 筒 口の 一 間 先に、 平 八 

の 背中が 静止して いた。 今、 丑 松の 母 指が、 引き金 を 

ゆるゆると 締め出した。 

この 時 和泉屋 次郎吉 は、 南側の 廊下に 立って いた。 

彼 は 愉快で たまらなかった。 彼 は 相手の 人間が、 平 八 

であると は 知らなかった。 彼と 同じ 稼ぎ人が、 彼と 同 

じ 目的の もとに、 忍び込んで いるものと 推量した。 そ 

しのび 

うして そやつ は 忍術に かけて は、 名 ある 奴で あろうと 

ほんろう 

想像した。 そいつ をう まう ま 翻弄した ことが、 彼に は 


ひどく 愉快な ので あ つ た。 

美しい かな 人情の 発露 

サ げん 

しかしに わかに 静かに なった のが、 彼に は 怪訝に 思 

われた。 「疲労れ たかな、 可愛そう に」 で 彼 は 耳を澄ま 

した。 次第に 好奇心に 駆られて 来た。 行って 見たくて 

ならなかった。 そこで 彼 は ソロ ソロと、 南側の 廊下 を 

西に とり、 ぉ艷の 部屋まで 行って 見た。 そうして そこ 

から 見渡される、 西側の 廊下 を 隙 かして 見た。 しかし 

誰もい なかった。 で、 今度 は 西側の 廊下 を、 北の方へ 


歩いて 行った。 そうして 丑 松の 部屋まで 行った。 そう 

して そこから 見渡される、 北側の 廊下 を 隙 かして 見た _ 

と、 驚くべき 光景が、 彼の 眼前に 展開され ていた。 一 

人の 老人が うずくま つていた。 一人の 小男が 種子 ケ島 

で、 その 老人 を 狙って いた。 石 壁から 火光が 射して い 

た。 …… その 老人が 思い も よらず、 玻璃 窓の 平 八 だと 

見て取った 時、 彼はド キリと 胸 を 打った。 そうして 彼 

は クラ クラと した。 「それじゃ 今まで 玻璃 窓め と、 追 

いつ 追われつ していた のか！」 彼はブ ルツと 身顫 いし 

た。 

「江戸から 追つ かけて 来たんだ な！ 恐ろしい 奴 だ。 


素早い 奴 だ！」 彼 は 身の 縮む 思いが した。 

「だが 小男 は 何者だろう！ そうして 何のた めに 種 

子ケ 島で 玻璃 窓 を 狙って いるの だろう？ 玻璃 窓 はな 

ん にも 知らない らしい。 顔 を 抑えて うずくまつ ている- 

泣いて るの じゃあるまい かな？ なんでも いい、 いい 

気味 だ！ 殺されて しまえ！ 消えて なくなれ！」 

彼 は 嬉し さに 二 タニタ 笑った。 と、 そのと たんに 彼 

の 心へ、 別の 感情が 湧き出した。 「ああ、 だがし かし 玻 

璃 窓め は、 俺に とつち や 好敵手だった。 あいつの 他に 

この 俺 を、 鼓賊 だと 睨んだ もの はねえ。 あの 玻璃 窓に 

縛られるなら、 俺 も 往生して 眼 をつ ぶる。 その 玻璃 窓 


めが 殺されようと している。 …… うん、 こいつ あう つ 

ちゃつ ちゃ 置け ねえ！ こいつ あどう しても 助けな け 

り や あなら ねえ。 あつ、 引き金 を 締め やが つた！ い 

けね えいけ ねえ 間に合わ ねえ！ 畜生！」 

と 怒鳴る と 持って いた 鼓 を、 種子 ケ島 目掛けて 投げ 

付けた。 瞬間に ド —— ンと 発砲され た。 

それから 起こった 格闘 は、 真に 劇的の ものであった。 

少納 言の 鼓 は 種子 ケ島 にあた リ、 鼓と 種子 ケ 島と は 

宙に 飛んだ。 で、 鉄砲の 狙い は 外れた。 玻璃 窓の 平 八 

は 飛び上がった。 そうして 丑 松へ 組み付いた。 それ を 

外した 丑 松 は、 逃げ場 を 失って 北側の 廊下 を、 西の方 


へ 走って 行った。 そこへ 飛び出し たのが 次郎吉 であつ 

た。 撲る、 蹴る、 摑み 合う！ やがて 一 人が 「ゥ —— 

ン」 と 呻き、 バッ タリ 仆れる 音が した。 二人の 人間 は 

立ち上がり、 はじめて 顔 を 見合わせた。 

「玻璃 窓の 旦那、 お 久しぶりで」 

「おつ、 貴様 は 和 泉 屋次郎 吉！」 

「あぶない ところで ございま したな あ」 

「それじゃ 貴様が 何 か を 投げて … … 」 

「走って 行つ ちゃ 間に合わ ねえ。 そこで 鼓 を 投げ やし 

た」 「う うん、 そうして 俺 を 助けた！」 「へん、 敵 を 愛 

せよ だ！」 「眼力た がわず 和 泉屋次 郎吉、 わり や あやつ 


ぱリ 鼓賊だ つたな！」 「だが 鼓 はこ われつ ちゃった」 

「捕った！」 というと 平 八 は、 次 郎吉の 手首 を ひつ 摑ん 

だ。 

「見事 捕る 気 か！ さあ 捕れ 捕れ！ だが 命の 恩人 だ 

ぞ！」 

「う うん」 というと 平 八 は、 とらえた 次 郎吉の 手 を 放 

した。 

森 然と 更けた 夜の 館、 二人 は 凝 然と 突っ立って いた。 

一 方 こなた 平手 造酒 は、 次 郎吉と 別れる とその 足で、 

出 邸の 一 つへ 走って 行った。 出 邸に は 全く 人気が なく、 


や ざま 

矢 狭間 造りの 窓から 視 くと、 内部 は 整然と 片付けられ 

ていた。 で、 内へ はいって みた。 ここへ 七 人 立て こ 

もったなら、 五十人ぐ らい は 防げよう もしれ ぬと、 そ 

う 思われる ほど 厳重 をき わめた 砦 のよう な 構造で 

あつたが、 しかし どこに も 隠れ 戸 もなければ、 地下へ 

通う 穴 もなかった。 で、 造酒 は そこ を 出て、 次の 出 邸 

へ 行って みた。 そこ も 全く 同じであった。 構造 は 厳重 

ではあった けれど、 人気と いう ものが さらになかった。 

ぉ艷と 造酒 一 室に 会す 


こうして 順次 四つの 出 邸 を、 平手 造酒 は 訪ね 廻った。 

その 結果 彼の 得た ところ は、 疲労と そうして 空虚と で 

あった。 親友の 観 世銀 之丞 について は、 全く 知る こと 

が 出来なかった。 

「ふうむ、 それで は 本邸に、 観 世 は 隠されて いるの だ 

な」 こう 考える と 猶予なら ず、 彼 は 本邸へ 走って 行つ 

た。 戸に さわる とすぐ に 開き、 廊下が 眼前に 展開され 

た。 すなわち 北側の 廊下であった。 正面に 巨大な 石 壁 

があった。 それにつ いて 西の方へ 歩いた。 と、 廊下が 

ま  す 

そこで 曲がった。 西側の 廊下が 真っ直ぐに、 彼の 足 も 

とから 延びて いた。 その 廊下の 一所に、 三人の 人影が 


集まって いた。 一人 は 床の 上に 仆れ ている し、 二人 は 

向かい合って 突っ立つ ていた。 造酒 は ハツと 胸 を 躍ら 

した。 しかし それより ももう 一 つの ことが、 彼の 心 を 

引き付けた。 それ は 石 壁の 一角が、 扉の ように 口 を あ 

け、 そこから 火光が 洩れて いる ことで、 どうやら 部屋 

でも あるら しい。 

つと 造酒 は 踏み込んで みた。 そこ ははた して 部屋で 

あった。 かって いつぞや 観 世銀 之丞 が、 偶然の ことか 

ら 呼び込まれた、 赤 格子 九郎 右衛門の 部屋であった。 

しかし その 頃と は異 つていた。 金銀 財宝 珍 器 異類、 

おびた だ 

夥 しかった それらの ものが、 今 は 一 つも 見られない。 


ガランと した 灰色の だ だっぴろ い 部屋が、 味 も 素つ 気 

もな く 広がって いた。 そうして 天井から 飾り 燈 火が、 

明るい 光 を 投げて いた。 その 光に 照され て、 一人の 女 

が 浮き出て いた。 女 は 床の 上に 仆れ ていた。 そうして 

荒緦で 縛られて いた。 口に は 猿轡が 嵌められ ていた。 

それ は妖艷 たる 若い 女で、 他なら ぬ九郎 右衛門の 娘で 

あった。 

造酒 は 意外に 驚きながら も、 女の 側へ 走り 寄リ、 緦 

を 解き 猿轡 を 外した。 するとお 艷は 飛び上が つたが、 

扉の 側へ 飛んで 行き、 ガッチ リ 内側から 鍵を掛けた。 

ざま  がいか 

「態ァ 見や がれ 丑 松め！」 あたかも 凱歌で も 上げる よ 


うに、 男の ような 鋭い 声で、 こう 彼女 は 叫んだ が、 そ 

こで 初めて 造酒 を 眺め、 気高い 態度で 一 礼した。 

むすめ 

「お 娘 ご、 お 怪我はなかった かな？」 

造酒 は その美に 打 たれながら、 こういう 場合の 紋切 

り 型、 女の 安否 を 気遣った。 

「あぶない ところで ございました。 で も 幸い 何事 も。 

…… あれ は 丑 松と 申しまして、 父の 家来な ので ござい 

ます。 ずっと 前から 横恋慕 をし、 今日の ような 大事の 

せとぎわ 

瀬戸際に、 こんな 所へ おびき 出し、 はずかしめようと 

したので ございます。 …… 失礼ながら あなた 様 は？」 

ぉ艷は 気が付い てこう 訊いた。 造酒 は それに は 返辞 を 


せず、 

「 お 見受け すれば あなた に は、 どうやら この 家のお 身 

内ら しいが、 しかと さようで ござる かな？」 

「ハイ、 さようで ございます。 別荘の 主人 九郎 右衛門 

の 娘、 艷と 申す 者で ございます」 「有難い！」 と 叫ぶ と 

平手 造酒 はッ カツ 力 二、 三 歩 近寄った が、 「しからば お 

訊きしたい 一 義 がござる。 江戸の 能役者 観 世銀 之丞、 

当家に 幽囚され おる 害、 どこに いるかお 明かしく ださ 

い！」 勢い込んで 詰め寄せ た。 

いきいき 

と、 ぉ艷の 眼の 中へ、 活々 した 光が 宿った が、 

「仰せ 通リ銀 之丞様 は、 当家に おいでで ございます」 


「おお、 そうなくて はならぬ 害 だ。 で、 今 は どこに いる 

な？ おおよその ところ は 解って いる。 地下に いる だ 

ろう、 数十 尺の 地下に！」 「ハイ」 といった が 二 ッコリ 

と 笑い、 「ああ それで は あなた 様 は、 鞘に 封 じた あの方 

の 文 を、 お拾いな された ので ございま すね。 それで こ 

こへ あの方 を、 助けに おいでな された ので。 …… そう 

です あれ は 十日 ほど 前に、 空洞 内の 土牢から、 海へ 投 

げた もので ございます」 「空洞 内の 土牢 だと P これ、 

なんの ために そんな 所へ、 あの 観 世 を 入れた の だ！ 

お前で は 解らぬ 主人 を 出せ！ なんとか いったな 九郎 

右衛門 か、 その 九郎 右衛門 を ここへ 出せ！」 造酒 は 


ll 猛 高に 怒号した。 しかしお 艷は 恐れよう ともせず、 

水の ように 冷然と 立って いた。 

その後の 観 世銀 之丞 

「父 はこの 世に はおりません」 やがてお 艷が 咽ぶ よう 

にいった。 「父 さえ 活き ておりましたら。 …… 中風で 

斃れ たので ございます。 …… つづいて 母が 死にました。 

そうして それ 前に 可愛い 弟の 六 蔵が 死んで しまい まし 

た。 心臓で 死んだ ので ございます。 そうして 母の 死ん 

だの は、 悲しみ 死にな ので ございます。 …… 名に 謳わ 


れた赤 格子 も、 妾 一 人 を 後に 残し、 死に絶えて しまつ 

たので ございます。 永い 年月 苦心に 苦心し、 ようやく 

出来 あがった 黒船へ も、 乗る ことが 出来ずに 死に まし 

たので。 …… それ はそうと あなた 様 は、 平手 造酒 さま 

で ございましよ うね？」 

図星を指されて 平手 造酒 は、 思わず 大きく 眼 を 見開 

いた。 

「お驚きになる に は 及びません」 ぉ艷は 微笑 を 含んだ 

が、 「観 世 さまから この 日頃、 お 噂 を 承 まわって ぉリま 

した。 それと そっくりで ございます。 それに 鞘 文 を ご 

覧 になり、 この 『主 知らず の 別荘』 へ、 すぐに 踏み込 


み 遊ばす ような、 そういう 勇気の あるお 方 は、 平手 様 

以外に は ございません。 …… それ はとに かく 観 世 さま 

は、 只今 は ご 無事で ございます。 そうして 現在 は 黒船 

の 上に、 妾 達 一統の 頭領と して、 君臨して おられる の 

でございます。 …… いえいえ 噓 では ございません。 ど 

ぅぞ お聞きく ださい まし。 みんなお 話し 致しましょう- 

でも 時間が ございません。 出帆し なければ なりません 

ので。 妾の 行衛が 知れない ので、 騒いで いる ことで ご 

ざいましょう。 …… それで はほんの 簡単に、 申し上げ 

る ことに 致しましょう。 …… 今年の 秋の 初め 頃、 妾 達 

はこの 地へ 参りました。 妾 達の 本当の 国土と いえば、 


南洋な ので ございます。 そうして 妾 は その 南洋で 成長 

した もので ございます。 ボル ネオ、 パプア、 フィ リツ 

ピン 諸島に、 とりまかれ ている セレ べス 海に、 妾 達の 

国土 は ございま すので。 どうして 日本に 参りました か 

というに、 父の 財産が そつく リ そのまま 日本に 残して 

ございまし たからで。 それ を 南洋へ 移したい ために、 

やって 参った ので ございます。 …… この 地へ 参った そ 

の 日のう ちに、 妾 は あの 観 世 様 を 愛する ようにな リま 

した。 どうぞお さげすみく ださい ますな。 妾の ような 

異国 育ちの もの は、 愛と か 恋と かいうよ うな こと を、 

撣 からず 申す もので ございま すから。  すると ある 


晚観世 様が、 別荘へ 迷って 参られました。 そうして 父 

と 逢いました。 そうして 父の 依頼 を諾 かれ、 この 別荘 

へお 止 どまり くだされ、 妾 達 を 狙う ある 敵から、 妾 達 

を 守って くださる ように、 お 約束が 出来た ので ござい 

ます。 …… どんなに 妾が 喜んだ か、 どうぞ ご 推察く だ 

さいます よう。 妾 達 二人 は その 時から、 大変 幸福に な 

うま ざけ 

りました。 妾 達 は 恋の 旨酒に 酔い しれた ので ございま 

す。 けれど そういう 幸福に は、 きっと わざわい がっき 

やすい もので、 一人の 恋仇が 現われました。 あの 丑 松 

でございます。 丑 松 は 父に 讒を かまえ、 観 世 様 を 地の 

底の、 造船 工場へ 追い やりました。 —— 妾 達の 秘密 を 


観 世 様が、 探り 知った という 罪条 でね。 で、 それから 

の 観 世 様 は、 多くの 大工と 同じように、 暗い 寒い 空洞 

内で、 働かなければ なりませんでした。 すると そのう 

ち 丑 松 は、 また 父に こんな こと を 申しました。 それ は 

観 世 様が 二葉の 図面 を —— ご 禁制 船の 図面な ので、 そ 

れを妾 達 は 地下の 空洞で、 斿 えていた ので ございます 

が、 それ を こっそり 奪い取り、 刀の 鞘へ 封じ込み、 外 

海へ 流した というの です。 そうして これ は 事実でした。 

ほんと に 観 世 様 は 二葉の 地図 を、 海へ 流した ので ござ 

います。 幕臣で ある 観 世 様と して は、 無理の ない こと 

と 存じます。 ご 禁制 船の 建造 は、 謀反 罪な ので ござい 


ます もの。 それ を あばいて 官に 知らせる の は、 当然な 

ことなので ございます もの。 でも それ は 妾 達に とり、 

特に 父に とりまして は、 大 打撃な ので ございます。 

うつち やって 置く こと はでき ません。 処分し なければ 

なりません。 それでと うとう 観 世 様 を、 妾 達 仲間の 捉 

通りに、 空洞 内の 土牢へ 入れ、 飢え死にさせる ことに 

いたしました。 けれど 観 世 様 は 死にませんでした。 妾 

が 毎日 こ つ そりと、 食物 を 差し入れ たからで ございま 

す。 …… そのうちに 船が 出来上がり、 つづいて 父が 死 

にました。 そうして 妾 は 申し上げました ように、 一 人 

ぼつち となりました。 すると そこへ 付け込んで、 丑 松 


が 口説く ので ございます。 妾 は 途方に くれました。 そ 

の 結果 妾 は 観 世 様へ ぉ鎚リ したので ございます。 妾 を 

お助けく ださい まし。 妾 は あなた を 愛して おります。 

どうぞ どうぞ 丑 松から、 妾 をお 助けく ださい まし。 そ 

うして どうぞ 妾 達の ために、 頭領と なつ てくだ さい ま 

し。 そうして どうぞ 妾 達と 一緒に、 南洋へ おいでく だ 

さい まし。 美しい 島で ございます。 椰子、 橄欖、 パプ 

ラ、 バナナ、 いちじく などの 珍ら しい 木々、 獅子 だの 

きりん 

虎 だの 麒麟 だのの、 見事な 動物 も 住んで おります。 妾 

の 領地で ございます。 経営の 手 を 待って おります。 男 

子 一生の 仕事と して、 これほど 愉快で 華々 しい こと は、 


他に あろうと は 思われません。 そこへ 君臨して くださ 

いまし と。 …… すると 最初 観 世 様 は、 妾の 恋 をお 疑い 

なされ、 信じようと はなさい ませんで した。 でもとう 

とうお 信じく だされ、 やがて このように 仰せられ まし 

た。 『よし、 ぉ艷、 俺 は 信じる。 お前と 一 緒に その 島へ 

行こう。 俺 は 前から 望んで いたの だ！ 牢屋へ はいる 

か 海外へ 行く か、 この 二つ を 選びたい とな！ 俺 は 退 

屈で 仕方なかった の だ。 その 退屈 は 慰められよう。 さ 

あ 俺を牢 から 出せ。 俺 はお 前 達の 大将と なろう。 そう 

してお 前 を 妻に しょう』 —— で、 あの方 は 只今で は、 

妾の 良人で ございます。 南洋へ 参る ので ございます」 


この 時 別荘の 四方に あたって、 鬨の声が ドッと 上 

がった。 秋 山 要 介の 軍勢が、 赤 格子 征 めに 取り かかつ 

たのであった。 

堂々 浮かび 出た 赤 格子の 巨船 

お 艷はニ コャ 力に 微笑した が、 

「あれ は 敵で ございます。 妾 達の 敵で ございます。 あ 

の 人達の 征 めて 来る こと は、 解って いたので ございま 

す。 父が 活 きて さえお りましたら、 蹴散らして しまう 

で ございましよう。 妾 は 嫌いで ございます。 血 を 見る 


のが 嫌いな ので。 そうして 妾の 恋しい お 方 も、 お嫌い 

なので ございます。 で、 別荘 は あの人 達に 明け渡して 

やる つもりで ございます。 決して 逃げる ので は ござい 

ません。 大きな ものへ 向かうた めに、 小さい もの を 見 

棄 てます ので。 あの人 達に も 神様の めぐみが、 どうぞ 

どうぞあります よう。 そうして、 あなた、 平手 様に は 

さらに さらに も つ とも つ と、 神様のお めぐみが ござ い 

ますよう に！ 妾 は クリスチャンで ございます。 そう 

して 只今 は 観 世 様 も。 —— あなたの 厚い ご 友情 は、 観 

世 様 へ 伝え るで ございましよう。 どんなに かお 喜び で 

ございましよう。 …… もう 行かなければ なりません。 


待ち かねてい る ことで ございましよう。 …… ごめんく 

ださい 平手 さま！ さようならで ございます。 神の 

おんちょう 

恩寵 あなたに あります よう。 …… 一 間 ほどお 下がり 

ください まし。 それで は あぶのう ございます。 …… あ 

あそれ からもう 一 つ、 船出 を ご覧 遊ばした いなら、 別 

荘の 北、 海の 岸、 象ケ 鼻へ ぉ龃 けつけ ください まし。 

岩 は 人工で ございます。 開閉 自由で ございます。 大き 

な 湾が あります ので。 この 別荘 は 湾の 上に、 造られて 

あるので ございます。 父が 造った ので ございます。 父 

は 科学者で ございました。 どんな ことで も 出来ました 

ので。 …… いよいよ お別れで ございます」 


再び ドッと 鬨の声！ 館へ 乱入す る 足の 音！ 石 壁 

を 破壊す る 槌 の 音！ 

「さようならよ！ さようならよ！」 

叫びな がらお 艷は手 を 上げて、 石 壁の 一点へ 指 を 触 

れた。 と、 ぉ艷の 足の 下、 一 間 四方の 石 床が、 音 もな 

くス— と 下へ 下がった。 今日の エレべ— タ ー、 そうい 

う 仕掛けが あつたの であった。 その 時 洞 然と 音を立て 

て、 さすが 堅固の 石 壁 も、 槌に 砕かれて 飛び散った。 

ムラ ムラと 込み入る 賊の 群、 それと 引き 違いに 飛び出 

した 造酒、 敵と 間違えて 追い 鎚る賊 を、 刀 を 抜いて 切 

り 払い、 象ケ 鼻へ 走って 行った。 


ここ は 絶壁 象ケ 鼻、 太平洋の 荒浪 が、 岩に ぶっかり 

逆巻いて いた。 と、 ゴ— ゴ— と 音が した。 蝶つ がいで 

出来た 大 扉が、 あたかも 左右に ひらく ように、 今、 岩 

なみ  もうもう 

が濤を 分け、 グ —— と 左右へ 口 を あけた。 と、 濛々 た 

る 黒煙り。 つづいて 黒船の 大船 首。 胴が 悠々 と 現われ 

チム ニイ 

た。 一本 煙突 二 本 マスト、 和船 洋風 取り まぜた、 それ 

は 山の ような 巨船であった。 船首に 篝が 燃えて いた。 

その 横手に 一人の 武士が、 牀几に 端然と 腰かけて いた。 

他なら ぬ 観 世銀 之丞 であった。 その 傍らにお 艷 がいた。 

と、 象ケ 鼻の 岩 上から、 


「観 世！」 と 呼ぶ 声が 聞こえて 来た。 平手 造酒の 声で 

あった。 闇に まぎれて 立って いるの だ。 銀 之丞は 牀几 

から 立ち上がった。 

「おお 平手！」 と 彼 はいった。 「おさらば だ、 機嫌よ く 

暮らせ！」 

「航海の 無事 を 祈る ば かりだ！」 

「有難う！ お礼 をい う！ 遠く 別れても 友情 は 変ら 

ぬ！」 「お 互い 愉快に 活 きょうで はない か！」 

「新 天地！ 新 天地！ それが 俺 を 迎えて いる！ 生 

活はカ だ！ 俺 は 知った！」 「ふさぎの 虫な ど 起こす 

なよ！」 「過去の 亡霊！ 大丈夫！」 「おさらば だ！ 


おさらば だ！」 

「平手 様、 さようなら！」 ぉ艷の 声が 聞こえて 来た。 

「ぉ艷 どの、 さようなら！」 

船 は 沖へ 駛 つて 行った。 

間もなく 大砲の 音が した。 森 田 屋の賊 船が 襲った の 

であった。 それ を 二 発の 大砲で、 苦 もな く 追っ払って 

しまったの であった。 

恋の 船、 新 生活の 船、 銀之丞 とお 艷の 黒船 は、 明け 

なんとす る 暁 近い 海 を、 地平線 下へ 消えて 行った。 

因果応報 悪人の 死 


物語り は 三月 経過す る。 

桜の 花が 咲き出した。 春が 江戸へ 訪 ずれて 来た。 こ 

の 物語りの 最初の 日から、 ちょうど 一 年が 過ぎ去った。 

しゃくし 

「今の 世 や 猫 も 杓子 も 花見 笠」 の、 そういう 麗 かの 陽気 

みやこどり 

となった。 隅 田 川に は 都鳥が 浮かび、 梅 若 塚に は 菜 

の 花が 手 向けられ、 竹屋の 渡しで は 船頭が、 酔つ ばら 

いながら 棹 さしていた。 

一 閑 斎の 小 梅の 寮へ は、 相 変らず 人が 寄って 来た。 

ある 日 久しぶりで 訪ねて 来たの は、 玻璃 窓の 郡 上 平 八 

であった。 


「これ はこれ は 珍しい。 それでも 生きて いたの かえ」 

「裾 を 見な、 足が あるから。 へ、 これで も 幽霊 じ やない 

のさ」 皮肉な 二 老人 は 逢う と 早々、 双方で 皮肉 をい い 

合う のであった。 二 局 囲もう かね、 一年ぶ り だ」 「心 

得た。 負かして やろう」 「きつい 鼻息 だ、 悲鳴 を あげる 

なよ」 

パ チリ パ チリと 打ち出した。 最初の 一 局 は 一 閑 斎が 

勝ち、 次の 一 局 は 平 八が 勝った。 で 一 服と いう ことに 

なった。 

「そこで ちょっと おききす るが、 もう 鼓賊 はお 手に入 

れ たかな？」 ニヤ ニヤ 笑いながら 一 閑 斎 は 訊いた。 も 


ち ろん いやがらせの 意味で あ つ た。 

「うむ」 といった が 平 八 は、 不快な 顔 もしなかった。 

「さよう 実は 捕えた がな、 捕えて みれば 我が 子な り。 

…… 恩愛の 糸が からま つていて、 どうに もなら なか つ 

たという 訳さ」 「へえ、 本当に 捕えた のか？ ふうむ、 

どこで 捕えた な？」 「姚子 だよ、 去年の 冬」 「で、 鼓賊 

の 素性 はえ？」 「それ だ」 いうと 平 八 は、 会心の 笑み を 

浮かべた が、 「わしの 眼力 は 狂わなかった。 鼠 小僧と 

同一人だった」 「ふうん、 そいつ あほん とかね？」 一 閑 

斎 は 眼 を 見張った。 

「噓 をい つてなん になる。 ほんと だよ、 1515 じていい。 


…… だが どうしても ショ ピケなかった のさ。 しかし そ 

の 時 約束した。 『天運 尽きた と 知った 時 は、 わしの 手 

から 自首し ろ』 とな。 『あっしの 娑婆 も 永 か あねえ。 

その 時 はきつ と 旦那の 手で、 送られる ことに 致し ま 

しょう』 こうあい つもい つた もの だ。 それで おれ は 

待って るの さ。 …… ところで どう だ この 二、 三 力 月、 

鼓 賊の噂 を 聞かないだろう な？」 「さよう さよう、 ちつ 

とも 聞かない」 「それ は 鼓が こわれて しまって、 もう 用 

に 立たない からだ。 投げた 拍子に こわれた のさ。 そう 

して そのため この わし は、 命び ろい をした という もの 

さ。 いや 全く 世の中 は、 なにが 幸いになる か 解り やし 


ない」 感慨 深そう に 平 八 はいった。 もちろん それが ど 

ういう 意味 だか、 一 閑 斎に はわから なかった。 しかし 

平 八 は 日頃から、 噓を いわない 人物であった。 で 一 閑 

斎 は 平 八の 言葉 を、 是認せ ざる を 得なかった。 

そこへ 下男の 八 蔵が、 眼の 色 を 変えて 飛んで 来た。 

「旦那 様、 大変で ございま すよ。 あの 綺麗な 浪人の 内 

儀が、 しごき を 梁へ 引っかけて、 縊れ ている じゃあり 

ません か」 

「おつ、 ほんと か、 そり や あ 大変 だ！」 一 閑 斎 は 仰天 

した。 

「郡 上 氏、 行って みましょう」 あわてて 庭下駄 を 突つ 


かけた。 二人が その 家へ 行った 時には、 見物が 黒山の 

ようにた かっていた。 病み ほう けても 美しい。 油屋ぉ 

なきがら  まと  はリ 

北の 死骸 は、 赤い しごき を 首に 纏い、 なるほど 梁から 

下がって いた。 

壁 に 無数の 落書きが あった。 「ゆるして ください。 

恐ろしい」 「馬子 甚三」 「信 濃 追分」 「南無 幽霊 頓証 菩提」 

「もう、 わたし は 生きて はいられない」 「あの人、 あの 

人、 あの人、 あの人」 

意味 の わからない 落書き であった。 

検死の 結果 は 自害と なった。 乱心して 死んだ という 

ことにな つた。 ただし どうして 乱心し たかは、 誰も 知 


る こと は 出来なかった。 

「春になる と 自殺者が 多い」 平 八 は 憮然と して 眩いた _ 

「いい 女だった のに 惜しい こと をした」 こういって 一 

閑 斎 は 苦笑した が、 「亭主の 浪人 はどうした かな？」 

その 浪人 は 殺されて いた。 それの 解った の は 翌朝の 

ことで、 隅 田 堤の 桜の 幹へ、 五寸釘の 手裏剣で、 両眼 

と 咽喉と を 縫い つけられ ていた。 

奇抜と いおうか 惨酷と いおうか、 その 不思議な 殺さ 

れ方 は、 江戸 市中の 評判と なった。 

「いったい 誰が 殺した のだろう？」 人々 はこうい つて 

噂した。 


もちろん 甚 内が 殺した のであった。 兄の 敵の 富士甚 

内 を、 浅間甚 内が 殺した のであった。 

浅 間甚内 復謦を 語る 

あんばい 

どんな 具合に 巡り会い、 どんな 塩梅に 立ち合って、 

兄の 敵 を 討った かに ついては、 彼 は 恩師た る 千 葉 周 作 

へ、 次のように 話した という ことで ある。 

「 …… とうとう 本望 を とげました。 先生のお 蔭で ござ 

います。 一 生 忘れ はいたし ません。 兄 もどん なに か 草 

葉の 蔭で、 喜んでい る ことで ございましよう。 おそら 


く 修羅の 妄執 も、 これで 晴れた ことで ございましよう。 

…… では、 どうして 敵と 出会い、 どんな 具合に 討ち 止 

めた か、 お話しす る ことに 致します。 なかば は 偶然で 

ございました。 そうして 後 の 半分 は 妹の おかげで w J ざ 

います。 …… 追分 をうたい、 巿中を 流し、 敵 を 目 付け 

ております うち、 ふと 隅 田の 片 ほとり、 小 梅の 里の み 

す ぼらし い 家に、 お 北に よく 似た 若い 女 を、 見掛けた 

ことが ございました。 でも それ はたった 一 度 だけで、 

後 はいつ も その 家 は、 雨戸が しまって おりました ので、 

見かける こと は 出来ませんでした。 それでも 気になる 

さまよ 

ところから、 毎夜の ように その あたり を、 彷徨った も 


ので ございます。 そのうち 秋が 冬と なり、 年が 明けて 

春と なリ、 昨夜と なった ので ございま すが、 いつもの 

通りお 霜 を 連れて、 信 濃 追分 をうたい ながら、 隅 田の 

方へ 参りました。 そうして その 家の 前に 立ち、 しばら 

く 様子 をう かがって から、 堤 を 歩いて 行きました。 と、 

ご 承知の ようによ い 月夜で、 おりから 桜 は 満開で は あ 

り、 つい 私 はよ い 気持ちに なり、 次々 にうたい ながら 

歩いて 行きます と、 後の方から 何者か、 つけて 来る で 

は ございま せんか。 ふと 振り返って 見ました が、 それ 

らしい 人の 影 もない。 不思議な ことと 思いながら、 ま 

た 歩いて 行きます と、 やっぱり 足音が 致します。 春の 


月夜に うかれ 出た。 狐 か 狸の いたずらで あろうと、 そ 

のま ま 歩いて 参ります と、 ピタピ タピタ ピタと 足音が 

近付いて 来る では ございま せんか。 で、 振り返つ てみ 

ましたと ころ、 山 岡 頭巾で 顔 を 包んだ、 一 人の 武士が 

一 間の 背後に、 追い 逼 つてい るで は ございま せんか。 

ハツと 思った もので ございます。 と、 いうの は その 武 

士が、 刀の 柄 をシッ カリと、 握って いたからで ござい 

ます」 

光風 霽月 大団円 


「『はは あこい つが 噂に 高い、 辻斬り 強盗の 張 本 だな』 

と、 私 は 突 嗟に 思い ましたが、 よい 気持ち はいたし ま 

せんでした。 で、 自然と 右の 手が、 懐中へ 忍ばせた 手 

裏 剣へ、 つと 走った もので ございます。 すると 突然 妹 

のお 霜が、 千切れる ような 声 を 上げ、 私の 袖 を グイ グ 

ィと、 三度 引く では ございま せんか！ 『うん』 と 私 

は 呻きました。 合図だった からで ございます。 …… 富 

士甚内 を 目つ けたら、 三度 袖 を 引く ようにと、 教え込 

んで 置いた からで ございます。 素早く こい つが 敵 かと、 

せつな 

躍り 立った 一刹那 『亡霊 追分、 正体 見た！  二つに な 

れ！』 とその 武士が、 サッと 斬り 込んで 参りました。 


その 太刀 風の 物凄 さ、 なんで 私に 避けられましょう。 

真っ二つに された 害で ございます。 ヮッ、 やられた！ 

ま  こう 

と 叫びながら、 足 もと を 見る と 妹のお 霜が、 真っ向 か 

ら 胸板まで、 切り割られて 仆れ ておりました。 身代り 

になった ので ございます。 私 を かばう 一心から、 飛び 

込んで 来たので ございます。 可哀 そうな こと をいた し 

ました。 でも 妹 は ああい う 片輪、 なまじ 活 きて おり ま 

すより、 死んだ 方が よかった かもしれ ません。 いえい 

えそん な こと は) 」 ざいません。 やっぱり 活き てお リま 

したら、 何 彼に つけて 頼みに もな り、 嬉しい こと も 楽 

しい こと も、 分け合う ことが 出来ます のに。 …… 可哀 


そうな こと をいた しました。 もう 取り返し がっき ませ 

かたき 

ん。 でも 妹が 死んでくれ たため、 私 は 敵の 第一 の 太 

刀 を、 避ける ことが 出来ました。 そうして 敵が 第二の 

太刀 を、 私に 向けて 来ました 時には、 もう 私 は 二 間の 

あなたに、 飛びし さって いたので ございます。 もうこ 

うなれば こっちの もの、 ビュ ー ッと 繰り出した 釘 手 裏 

剣、 狙いた がわず 敵の 右 眼へ、 叩き込ん だもので ござ 

います。 これ は 全く 敵に とって は、 予期し なかった こ 

とで ございましよう。 アツと 叫ぶ と ヨロ ヨロと、 桜の 

老木へ 寄り かかりました。 そこ を 狙っても う 一本、 左 

眼へ ぶち 込んだ もので ございます。 これで 勝負 はっき 


ました。 敵 は 盲目に なりました ので。 そこで 初めて 私 

は、 宣りを 上げた もので ございます。 『富 士甚 内よ つ 

おのれ 

く 聞け、 俺 は 汝 に 殺された 馬方 甚 三の 実の 弟、 追分 産 

まれの 浅 間甚内 だ！ 兄の 敵 妹の 仇、 思い知つ たかこ 

ん 畜生め！  口惜しく ば 立ち上がって かかって 来い！ 

どう だ どう だ 富士甚 内！』 …… 敵 は 身顫ぃ をいた しま 

した。 動く こと は 出来ません。 そこで 私 は 止 どめと し 

て 三本 目の 釘 を 投げつ けて、 咽喉 を 貫いた ので ござい 

ます。 それから 妹 を 肩へ かけ、 帰って 参った ので ござ 

くく 

います。 …… 聞けば お 北 も あの 家で、 首を縊 つたと 申 

す こと。 因果応報 なので ございましよう。 恨み はこれ 


で 晴れました。 ああい い 気持ちで ございます。 でも 寂 

しゅう ございます。 一人ぼっちで ございます もの。 … 

…お 手数 恐縮で は > 」 ざ いますが、 ど う か 私 を 召し連れ 

て、 お 上へ お訴えく ださい ますよう。 人殺し をした の 

でございます。 兄の 敵と はいいながら、 武士 を 殺した 

ので ございます。 おしお きになりとう ございます」 

周 作が 甚内を 召し連れて、 西 町奉行 〔# 「西 町奉行」 

は ママ〕 へ 訴えた の は、 その 翌日の ことであった。 

かたきう 

そこで 奉行 は 取り調べた。 敵討ちに 相違な く、 それ 

に 相手の 富 士甚内 は、 辻斬りの 張 本と いうと ころから、 

甚内 はかえ つ て 賞美され、 なんのお 咎め も 蒙らな か つ 


た。 

喜んだ の は 周 作で、 甚内を 屋敷へ 引き取る や、 今後 

の 方針 を 訊ねて みた。 

「追分へ 帰りとう 存じます。 故郷 はよ い 所で ございま 

す。 兄の 墓場 も ございま すし、 妹お 霜 も 同じ 土地へ、 

葬って やりとう 存じます。 そうして 私 は 追分で、 兄の 

代りに 馬 を 追い、 馬子で 暮らしとう 存じます」 

これが 甚 内の 意志であった。 

そこで 周 作 も それに 同じ、 諸方から 集まった 同情 金 

へ、 さらに 周 作が 金 を 足し、 門弟 達に も 餞別 を 出させ、 

三百 両の 大金と し、 これ を甚 内へ 送る ことにした。 


もと  まえわ 

江戸で 需 めた 馬の 前輪へ、 妹お 霜の 骨 をつ け、 

信 州 出た 時 や 涙で 出た が 

今 じ や 信 州の 風 もい や 

それと は 反対の 心持ち —— その 信 州の 風 を 慕い、 江 

戸 を 立って ふるさとの、 追分 宿へ 向かった の は、 それ 

から 一 月の 後であった。 

こうして 江戸の 人々 は、 信 州 本場の 追分 を、 永久 聞 

くこと が 出来 なくなつ たが、 その代り 恐ろしい 辻斬り 

から は、 首尾よく 遁 がれる ことが 出来た。 で、 私の 物 

語り も、 この辺で 幕 を 下ろす ことにしよう。 


底本 ： 「名人 地獄」 国 枝史郎 伝奇 文庫 7、 講談社 

1976  (昭和^) 年 5 月^日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「サン デ— 毎日」 

192  5  (大正 M) 年 7 月 5 日〜 2 月 S 日 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※ 「鬨」 と 「閧」 の 混在 は、 底本 通りです。 

入力 ： 阿 和泉拓 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 o o  6 年 2 月 U 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 


この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


